
魏勢i繊難ゞ鞠罐織翻鶴,難翻踏鶏

∵■麟1鍮幣
―
翻藝錢潔躙隷鹸麟翻鐵轍絲癬越―■■

雛鞘熱鬱隼議i蠅

織1鶴1輩 1議 1轡1鶉攘|1機



仙台市文化財調査報告書第126集

宮沢遺跡・泉崎浦遺跡

1      /1山台市高速鉄道関係遺跡調査報告書 I―

1989年 3月

仙 台 市 教 育 委 員 会



変電所区12a層水田跡 弥生時代

変電所区西壁断面 大畦畔の北側から耕作土にかけて。
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長町南駅区 7c層水田跡 弥生時代。小区画確認状況。直線的な黒い

部分か小畦畔で灰色部分は上位の層。
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泉崎 I区 4層水田跡 平安時代。 中谷地Ⅱ区擬似畦畔検出状況

直線的な灰色部が擬似畦畔。

IN試掘区No1 6 最下部の黒色層力Ч日石器時代の層。
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仙台市の文化財保護行政につきましては、日頃、多大なるご

理解 とご協力をいただき、心から感謝いたしております。

仙台市は政令指定都市への昇格をめざし、21世紀へ向けての

東北の中枢都市 として飛躍的な発展を遂げております。特に昭

和63年 7月 の高速鉄道開通は、新しい時代への幕開けとなる画

期的な事業でありました。

この高速鉄道建設に関わる発掘調査は、昭和56年度から昭和

61年度までの 6年間に 6遺跡で行われ、新事実の相次 ぐ発見な

ど多 くの貴重な成果を得ることができました。今回の報告書は

その第一冊目として、富沢遺跡 と泉崎浦遺跡の調査成果を収録

してお ります。富沢遺跡は弥生時代の水田跡が発見された遺跡

として近年有名になっておりますが、高速鉄道の調査がその契

機 となりました。

仙台市には、私たちの祖先が伝えてきた貴重な文化遺産が多

数残されております。これらの文化遺産を保存・活用し、後世

へ継承 していくことは、これからの「まちづ くり」に欠かせな

い大切なことであり、私たちに課せられた大 きな責務であると

考えております。今後 とも市民の皆様や関係機関のご協力をお

願い申し上げます。

最後になりましたが、高速鉄道関係の発掘調査や整理にご協

力頂きました皆様 と、本報告書を作成するにあたりご助言ご指

導賜 りました皆様に心から感謝申し上げます とともに、本書が

多 くの学術研究に寄与し、文化財の保護・保存に大きく役立つ

ことを念じてやみません。

平成元年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井  黎



例

1 本書は、仙台市高速鉄道建設に伴う遺跡発掘調査報告書 (全 5冊)の第 1冊目であり、富

沢遺跡と泉崎浦遺跡の発掘成果についてまとめたものである。

2 富沢遺跡の名称は数回変更がなされたが、その経緯については本文のⅡを参考にされたい。

3 報告書の作成および編集は吉岡恭平が行った。本文は篠原信彦・吉岡が担当し、 I・ H―

2を篠原、H-3・ Ⅲ～Ⅶを吉岡が執筆した。

4 関連科学については、プラントオパール分析を藤原宏志氏 (宮崎大学)。佐々木章氏 (大分

短期大学)、 土壌分析・火山灰分析を庄子貞雄氏・山田一郎氏・安藤 豊氏 (東北大学)、 花

粉分析を三好教夫氏 (岡山理科大学)・ 安田喜憲氏 (広島大学)・ 畑中健一氏 (北九州大学)、

14c年
代測定を日本アイソトープ協会、人骨の鑑定を森本岩太郎氏 (聖マリアンナ医科大学)、

樹種同定をいパ リノ・サーヴェイ、種子同定を星川清親氏 。庄司駒男氏 (東北大学)に それ

ぞれ依頼した (た だし所属は依頼当時のものである)。 なお、種子同定については第 2冊日以

降に掲載する予定である。

5 Ⅱ-1の項は、豊島正幸氏 (東北大学)の ご了承の上、下記の文章を本書へ転載させてい

ただいた。

豊島正幸 :1987「第 2章第 1節 富沢遺跡周辺の地形と土地条件の変遷」『富沢―仙台市都市

計画道路長町・折立線建設に伴う富沢遺跡第15次発掘調査報告書』仙台市文化財

調査報告書第98集  4～ 8買。

6 発掘調査および報告書作成に際し、多 くの方々および諸機関から御指導・御助言 。御協力

を頂いた。その方々の御名前は本文に記載している。厚 く御礼申し上げる次第である。

7 発掘調査および整理作業に関わったスタッフの方々は本文に記載している。

8 陶磁器の鑑定は、仙台市教育委員会文化財課佐藤洋が行った。

9 本遺跡の調査成果については、既に概報などで一部報告がなされているが、本書がそれら

に優先するものである。

10 調査の諸記録・実測図 。写真・出土遺物などの全資料は、仙台市教育委員会が一括保管し

ている。

白



1 図中の方位は国土座標北を示す。

2 本書第11図 に使用した地図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1「仙台南西部」「仙台南東

部」である。

3 土層の色調の記載には「新版標準土色帳」 1/Jヽ 山・竹原 :1973)を 用いた。

4 遺構の略号は以下のとおりである。

住居跡―SI  土坑一SK  濤―SD  河川跡一SR  その他―SX

5 遺物登録は以下の記号を用いて各調査区ごとに行った。

弥生上器―B   土師器 (非 ロクロ)一 C   土師器 (ロ クロ)一 D  須恵器―E

陶器― I  磁器―J  土製品一P  木製品(杭 を除 く)一 L  石製品 。石器―K

金属製品一N

6 本文使用の「擬似畦畔」は、富沢遺跡第15次発掘調査報告書 (斎野他 :1987.91～ 92頁 )

において概念規定されたものと同義である。

7 注は各項ごとに記載した。

8 Ⅱ-1・ 2、 ⅥⅡ以外の引用・参考文献は307・ 308頁 に記載 した。

9 Ⅷの図・表 。写真は各項ごとの番号である。

10 VIIIで の「泉崎前遺跡」「中谷地遺跡」「富沢水田遺跡」はH-3の経緯により「富沢遺跡」

に変更されている。また、「鍋田地区」は「長町南駅区」に対応している。
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I 調査に至る経過 と調査 した遺跡の概要

1.調査に至る経過

仙台市は、東北の中枢都市 として益々発展し、周辺の仙台都市圏を含めた人口は100万人を越

え、平成元年 4月 には、政令指定都市に移行する予定である。人口の増加に伴う市街地の拡大

や交通量の増加が引き起こす交通渋滞等、快適な都市生活を送る上で大きな障害となっている。

このような状況の中から、仙台都市圏の基幹交通 として登場して来たのが仙台市高速鉄道南北

線 (以下高速鉄道という)であり、21世紀に向けて躍進する仙台の原動力 として大きな期待 と

役割を担って、昭和63年 7月 に運行を開始した。

高速鉄道南北線は、仙台駅を中心に南北に長 く、北は泉中央駅から南は富沢駅に至るルー ト

である。建設工事はその地形によって、山岳 トンネルエ法・ シール ドエ法・開削工法・高架方

式の 4つの手法が用いられている。

仙台市教育委員会は、高速鉄道建設に先立ち、路線内及びその周辺の分布調査を行った (仙

市教 :1980)。 その結果、北部の台ノ原・瓦山地区で五本松窯跡・堤町窯跡等、南部の富沢・大

野田地区で泉崎浦遺跡・山口遺跡・六反田遺跡 。伊古田遺跡等が位置していることが判明した。

特に南部地域は多 くの遺跡が分布しており、なおかつ沖積地の特徴 として重層的に遺構遺物が

存在するため、周知の遺跡以外にも新たに遺跡が発見される可能性が大きい地域である。その

ため仙台市教育委員会は、開削工法で建設される長町南駅 (旧名称、鍋田駅)以南については

遺跡の発掘調査を行 うこととし、仙台市建設局高速鉄道建設本部 との協議に入った。そして、

昭和56年 4月 の下ノ内遺跡の調査より本格的な発掘調査を開始し、以後昭和61年の六反田遺跡

の調査をもって、野外調査を終了した (第 1表・第 3図 )。

第 1図 宮沢遺跡位置図



2.調査要項

(1)遺跡名・ 所在地 富 沢 遺 跡 (C-301) 仙台市泉崎 1丁目 。長町南 3丁目他

泉 崎 浦 遺 跡 (C-202)仙 台市泉崎 1丁目

下ノ内浦遺跡 (C-300) 仙台市富沢 1丁目他

山 口 遺 跡 (C-233) 仙台市富沢 1丁目他

六 反 田遺 跡 (C-197)仙 台市大野田字五反田 。六反田他

下 ノ内遺 跡 (C-299)仙 台市富沢 4丁目他

伊 古 田遺 跡 (C-196)仙 台市大野田字塚田他

五 本 松 窯 跡 (C-403)仙 台市台ノ原森林公園

(2)調査主体 仙台市教育委員会  `

仙台市交通局

(3)調査担当 。年度別調査員

①昭和56年度

調査担当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

社会教育課 課 長 永野昌一

主幹兼文化財調査係長 早坂春一

調査員 佐藤 隆 (教諭)佐 藤 裕 (教諭)結城慎一 篠原信彦

吉岡恭平 荒井 格 高橋勝也 (派遣職員)

②昭和57年度

調査担当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

社会教育課 課 長 永野昌一

主幹兼文化財調査係長 早坂春一

調査員 渡辺忠彦 (教諭) 田中則和 篠原信彦 吉岡恭平

主浜光朗 斎野裕彦 荒井 格 高橋勝也 (派遣職員)

鈴木 実 (幅託)

③昭和58年度

調査担当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

社会教育課 課 長 永野昌一

主 幹 早坂春一

文化財調査係長 佐藤 隆

調査員 渡辺忠彦 (教諭) 佐藤 裕 (教諭) 成瀬 茂 (教諭)



第 2図 高速鉄道路線図





第 1表 調査一覧表

名
　
地

跡
　
在

遺
　
所

時

　

種

代

類

調 査 期 間 調査面積 担 当 職 員 備 考

富沢遺跡

仙台市泉購1丁目

長町南3丁目他

(泉 崎 地 区)

旧 石 器 ・ 縄 支 ～ 近 世

散 布 地  水 田 跡

第 1次調査  S579 1～ S571211 約 600Fl 吉 岡 泉崎東工区

(中 谷地地区 )

第 1次調査  S57825～ S571223

第 2次調査  S58413～ S581227

S59 1  6^一 S59 1  9

約1,850∬

約 500言

主浜、高橘 0券 )

斎野 、荒井、渡辺誠 中谷地工区

(鳥 居原地区 )

第 1次調査  S57ユ05～ S571225

S58 2  3～ S58 2 12

第 2次調査  S58413～ S581227

S59 3  5～ S59 3 23

第 3次調査  S59411～ S59628

第 4次調査  S60410～ S608 9

約1,300言

約1900∬

約

　

約

750■ド

710■ド

斎野 荒 井

斎野、荒井、渡辺誠

篠原、渡辺 (忠 )

篠原、斎 TF・

篠原、吉岡、高橋泰

鍋 田 正 区

泉 崎 浦 遺 跡

仙台市泉崎 1丁 目

縄文 古墳 平安 江戸

集落跡  水 日跡  墓跡

第 ユ次調査 S579 1～ S571225

S58 1  5～ S58 2 16

約1200∬ 田中、吉岡 泉崎東工区

下 ノ内浦  山 口遺跡

仙台市富沢 1丁 目他

縄 文 ～ 平 安

集 落 跡  水 日 跡

第 1次調査  S56825～ S561228

第 2次調査  S58413～ S581223

第 3次調査  S59411～ S591119

約3000∬

吉岡、成瀬、主浜

篠原、千葉、斎野

高橋 (勝 )

泉崎東工区

泉崎駅工区

反 日 遺 跡

仙台市大野田字五反田 六

反H他

縄 文 ～ 平 安

集 落 跡

第 1次調査  S569 7～ S561226

S571 6～ S57 1 18

第 2次調査  S609 9～ S601128

第 3次調査  S61422～ S611225

向1.200∬ 14藤隆、篠原

吉岡、佐藤 (良 )

下 ノ 内 遺 跡

仙台市富沢 4丁 目他

縄 文 ～ 中 世

集 落 跡

第 1次調査  S56417～ S561226

S57 1  6^― S57 1 13

第 2次調査  S57412～ S571225

第 3次調査  S58413～ S58128

第 4次調査  S59411～ S59526

約3,700∬

佐藤隆、佐藤裕

渡辺 (忠 )、 篠原

佐藤 (美 )、 吉岡

工藤、高橋 0券 )

鈴木

泉崎駅工区

伊 古 田 遺 跡

仙台市大野田字塚田他

縄 文  古 墳 ～ 平 安

集 落 跡

第 1次 調査  S53415～ S581227

S593 5～ S59 3 23

第 2次調査  S59425～ S59811

第 3次調査  S618 4～ S619 5

約2,100言

篠原、佐藤 (美 )

吉岡、 斎野、荒井

工藤 、千葉

高橋 (勝 )

泉崎駅工区

第 2表 試掘調査一覧表

建設工区名 調 査 期 間 面  積 発 見 違 構 担 当 職 員 遺  跡  名 備   考

泉崎東工区 S57  4  12^ヤ S57  7   1 480∬ 堅穴住居跡 水田跡 吉岡 斉野・荒井・高橋 (】券) 富沢 泉崎浦遺跡 本調査へ移行

中谷地工区 S57  6   4～ S57  8  11 710言 水田跡 吉岡 主浜・高橋 (1券 ) 富沢遺跡 本調査へ移行

中谷地工区 S58  5  25ヽ 一S58  6  30 36コ汗 斉野 荒井 富沢遺跡

鍋 田 工 区 S57  7   5^ヤ S57  10  4 350言 水田跡 斉野 荒井 富沢遺跡 本調査へ移行

泉崎駅工区 10  25^― S57  11  26 篠原 渡辺 (忠 )

泉崎駅工区 S58  4  13^― S58  4  19 65言 篠原 高橋 (勝 )

車 庫 工 区 S57  10  25-― S57  11  4 72浦 篠原 渡辺 (忠 )



調査員 篠原信彦 吉岡恭平 渡辺 誠 (教諭) 斎野裕彦

荒井 格 高橋勝也 (派遣職員)

④昭和59年度

調査担当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

社会教育課 課 長 阿部 達

主 幹 早坂春一

文化財調査係長 佐藤 隆

調査員 篠原信彦 佐藤美智雄 (教諭)吉 岡恭平 工藤哲司

主浜光朗 斎野裕彦 千葉 仁 (教諭)高橋勝也 (派遣職員)

⑤昭和60年度

調査担当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

社会教育課 課 長 阿部 達

主 幹 早坂春一

文化財調査係長 佐藤 隆

調査員 篠原信彦 吉岡恭平 高橋 泰

⑥昭和61年度

調査担当 仙台市教育委員会文化財課調査係

文化財課  課 長 早坂春一

調査係長 佐藤 隆

調査員 篠原信彦 吉岡恭平 佐藤良文

(4)調査協力機関

宮城県教育委員会文化財保護課 東北大学考古学研究室 古窯跡研究会

宮城県警察本部 宮城県仙台土木事務所 仙台営林署 東北財務局

仙台市交通局高速鉄道建設本部

鹿島・鴻池 。日本国土 JV(鍋田工区)松 村・株木 JV(中谷地工区) 三菱・徳倉 JV(泉

崎東工区)仙 建・奥田JV(泉崎駅工区)

(5)調査協力者 (五十音順、敬称略 )

阿子島香 新井房夫 伊東信雄 (昭和62年 4月 10日逝去)書上元博 加藤 強  工藤雅樹

桑月 鮮 佐川正敏 佐々木章 庄子貞雄  庄司駒男  須藤 隆 豊島正幸  畑中憲一

藤原宏志 藤下典之 星川清親 松谷暁子  松本秀明 三好教夫 森本岩太郎 安田喜憲

山田 格 山田一郎 渡辺泰伸



(6)調査参加者・整理参加者 (昭和56年～平成元年)

①調査参加者

相沢 勝利  相沢 国雄  相沢 史子  青山 素子

阿部あき子  阿部いしよ  阿部 吉子  阿部 弘一

阿部清太郎  阿部  潜  阿部 高子  阿部  貴

阿部 正子  阿部 ミノル  阿部八重子  阿部 保行

阿部よね子  飯塚 俊行  飯塚 晴夫  五十嵐慶一

石黒伸一郎  板橋 慶子  板橋 さくみ  板橋 孝子

伊東 秋代  伊藤 敦子  伊藤 和恵  伊藤清之助

伊藤理恵子  糸谷 明子 故入間川富市  猪股 幸子

梅宮  智  浦  香織  遠藤いな子 故遠藤 金蔵

大内 芳郎  大浦 栄司  大里のり子  大里美恵子

太田  勉  太田 有厚  太田百合子  太田わ くり

大友 桂子  大友 節子  大友  透  大友フミ子

大場 拓俊  大沼  勇  大宮 裕二  小笠原英也

小嶋登喜子  長田 輝子  小野ヒサコ  小沼ちえ子

加藤けい子  門野 克彦  金森 弘一  鎌田みどり

菊地  旭  菊地つね子  菊地 宣之  菊池 典子

工藤えなよ  国井 影人  熊谷 政子  黒沢 トシ子

郡山 和子  小茄子川文博 小竹 恵子  児玉 研也

小松 茂樹  今野ちぎよ  今野 義晴  郷家 栄一

斎藤 信次  斎藤 誠司  斎藤 とき子  斎藤 光子

佐伯かほり  佐伯 とき子  佐伯みつゑ  境  恵子

佐々木うめの 佐々木茂信  佐々木 とし子 佐々木 毅

佐藤 静子  佐藤 茂己  佐藤 忠勝  佐藤たみえ

佐藤  博  佐藤 文子  佐藤 正勝  佐藤まさ子

佐藤 幸子  佐藤よし江  佐野たみえ  宍戸あつ子

庄子 信広  庄司よしみ  陣場 峰雄  諏江  敏

菅原 澄枝  菅原まさよ  鈴木きぬ子  鈴木 啓示

鈴木つや子  鈴木よしゑ  武田  高  竹森 永源

高橋 孝次  高橋 慎一  高橋千年世  高橋千代子

高橋  博  高橋 秀樹  高橋美知子  高橋ヨシ子

千田タイ子  千葉きよ子  富地 晃裕  富谷五郎兵衛

七尾 高義  西沢 浩子  西村日出子  沼倉 新兵

萩原 くみ子  支倉 力衛  長谷部 享  羽田 信行

半田 栄子  曳地エチ子  平野 正人  福山 和子

布田 光子  古木 智一  古屋敷貝U雄 故文屋  誠

浅理 千賀

阿部 孝一

阿部  武

阿部 祐二

五十嵐康洋

板橋 雅行

伊藤 民子

岩間かつ江

遠藤 良子

太田 一郎

大友いくよ

大友 義信

岡本真糸己子

織内  登

川下  厚

菊池 治彦

小池 英子

小林 国子

後藤  修

斎藤美弥子

坂下とみ子

佐藤 育弘

佐藤 輝子

佐藤 正広

柴田  隆

菅井 君子

鈴木  聡

立花利恵子

高橋とし子

高橋 りえ

中沢 正吉

沼田 絹子

早坂みつえ

富士湊正浩

星  慶徳

安達八千代

阿部さつき

阿部徳四郎

阿部 幸夫

壱岐 豊子

板橋みつよ

伊籐  暢

岩間 春吉

及川 一郎

太田しげの

大友  勇

大槻 光子

小島 真弓

加賀美要子

神成 浩志

菊池みよし

小池 房子

小林 てる

後藤 幸子

斎藤  睦

佐川 正敏

佐藤栄三郎

佐藤 とし子

佐藤みや子

清水 寿江

菅井 妙子

鈴木 隆徳

高橋 和夫

高橋 とみ子

田高  親

中島 敦子

沼田ツヤ子

原  薫

藤沢  敦

星  昌彦

熱海 哲也

阿部 正一

阿部のり子

阿部 良則

石川 達也

伊東ヒデヨ

伊藤  裕

岩見 和泰

大内志づゑ

太田志づゑ

大友かおる

大場  功

小嶋 澄子

籠倉  潤

菅野 冷子

木皿 荘子

小泉 律正

小村田達也

斎藤 慶子

斎藤  豊

佐久間光平

佐藤 三郎

佐藤 とし子

佐藤 みよ

庄子 進一

菅原恵美子

鈴木  正

島橋かめよ

高橋  智

千田あや子

中野 裕平

根深ハツエ

原  充広

藤田  淳

堀ロチカノ



本郷 孝治

松林 四郎

宮崎  進

村上 正毅

森 みほ子

山田しょう

横田 つる

渡辺 幸子

②整理参加者

相沢 史子

阿部多津子

五十嵐慶一

伊藤清之助

大里美恵子

岡崎 修子

加藤 若子

木村  浩

昆野 賢一

斎藤美智子

佐藤 育弘

宍戸あつ子

菅原恵美子

鈴木つや子

高橋  博

千葉きよ子

長江 恭子

原  充広

細谷 広枝

毛利 貴洋

八代  功

吉田 康子

本堂 富子

真山  淳

宮本 昌俊

村上 洋子

森屋とし子

山田  稔

吉田 恒治

渡辺 節子

会田 容弘

阿部恵美子

壱岐 豊子

上野 明仁

太田  勉

岡本真糸己子

金沢 君代

熊谷 信一

今野ちぎよ

斎藤美弥子

佐藤 啓子

宍戸 光枝

菅原 玲子

鈴木みつ子

高橋ヨシ子

千葉ヨシ子

中野 裕平

飯田 珠美

本間 妙子

森  節子

山川 道信

渡辺 幸子

本間 妙子

三浦きよの

武藤 秀哉

村上よしえ

八代  功

山田よね子

吉田 常治

渡辺 東子

浅理 千賀

阿部八重子

砂金よしえ

臼井美津子

大平いちみ

/」 沼ヽちえ子

神尾紀以子

桑月  鮮

後藤  修

西東 雅子

佐藤 憲司

庄司  敦

杉船比佐子

関内 久子

高橋 りえ

富地 晃裕

西村日出子

平塚 秀男

松浦 二郎

森  剛男

山寺 槙子

渡辺 清子

増子きぬよ

三浦ヤス子

村井二郎松

毛利 貴洋

谷津 妙子

山寺 槙子

吉田  均

松浦 二郎

三浦フミエ

村上  篤

桃井 秀子

簗瀬 裕一

山村 一作

吉田 秀享

松木  仁

峰岸  登

村上さかゑ

森  節子

山川 道信

横田多慶子

吉田 雅之

松崎 啓示

峰岸 光子

村上てるゑ

森  剛男

山田きよゑ

横田 太吉

吉野たま子

熱海 哲也

阿部 祐二

石井多賀子

梅宮  智

大友 節子

小野 妙子

萱場せい子

小池 房子

後藤 幸子

坂田 浩二

佐藤 茂己

庄司よしみ

須佐 文恵

平  照子

田中 敦子

豊村 幸宏

沼田 絹子

藤沢  敦

松木  仁

森 みほ子

湯浅ます枝

渡辺 節子

阿部あき子

阿部よね子

石川 勝子

江束」ゆかり

大友  透

織内  登

菅野 正道

児玉 研也

斎藤 信次

佐川 正敏

佐藤ちづ子

庄子 信広

鈴木 和子

高橋 朝子

田村理恵子

土井 常久

芳賀 英実

藤田  淳

武藤 秀哉

森  陽子

横田 広美

渡辺 東子

阿部いしよ

荒木  隆

板橋さくみ

及川 一郎

大場  功

柿沼 幸子

菊地つね子

小茄子川文博

斎藤 誠司

佐々木真由美

佐藤  博

諏江  敏

鈴木 勝彦

高橋 綾子

千田あや子

中島 敦子

早坂みつえ

古屋敷則雄

村上 俊彦

諸澤 陸子

吉川 陽子

阿部清太郎

有路 尚子

板橋 孝子

大内 芳郎

大久 真理

加藤けい子

木皿 荘子

木幡真喜子

斎藤 洋美

佐々田弥生

佐藤 雅子

菅井 君子

鈴木  聡

高橋 孝次

千田タイ子

中島いく子

原  薫

星  昌彦

村田 佳子

八木 祥子

吉田 雅之



3.調査 した遺跡の概要

(1)富沢遺跡 (C-301)

富沢遺跡は、仙台市鹿野。長町・

長町南 。泉崎・富沢に所在し、面

積が約90haの広大な遺跡である。

この遺跡 は、青葉山丘陵 と名

取・広瀬両河ナIIに よって区画され

た郡山低地の西半部に位置し、主

に名取川と広瀬川によって形成さ

れた後背湿地に立地している。

高速鉄道の路線は、この富沢遺

跡の中心部を横切るように東側か

ら西側に進み、さらに南進して富

沢駅へと向かっている。調査は泉

崎前地区、中谷地地区、鳥居原地

区の各地区のほぼすべてにわたり

実施している。調査の結果、弥生

時代の水田跡、平安時代の水田跡、

中世の水田跡が検出されている。

弥生時代の水田跡は、ほぼ調査

区全域で中期の桝形囲式期のもの

が検出されている。特に鳥居原地区では、水田区画の基軸 となる大畦畔によって大きく画され、

さらに小畦畔によって区画された水田が検出されている。小区画の水田の規模は、2X3～ 4×

6.5mの 方形を基本 とし、面積は 6～ 26m2を 測る。また、水田の区画などは不明だが弥生時代中

期の十三塚式期の水田跡も検出されている。出土遺物 としては、桝形囲式期の弥生土器や石器、

丸木弓、十三塚式期の木製鋤や石庖丁、弥生時代～ 8世紀初め頃の木製横鍬などがある。

平安時代の水田跡は2時期存在する。水田の区画は不明だが、ほぼ南北 。東西方向に延びる

畦畔が検出され、畦畔の上や耕作土中に平安時代に降下した灰白色火山灰がみられる。遺物 と

しては上師器・須恵器のほか木製の田下駄などがある。

長町南駅区調査風景

長町南駅区弥生時代水田跡



(2)泉崎浦遺跡 (C-202)

泉崎浦遺跡は、仙台市泉崎 1丁

目に所在し、広瀬川と名取川とに

より形成された後背湿地と、その

中にある微高地 とに立地 してい

る。調査の結果、微高地では、古

墳時代の竪穴住居跡。遺物包含層、

江戸時代の墓墳群が検出され、北

側の後背湿地では、弥生時代 と平

安時代の水田跡が検出されてい

る。

古墳時代の住居跡は 1軒検出さ

れている。西側 と南側が後世の撹

乱により破壊され全体の規模は不

明だが、平面形は方形と考えられ

る。遺物は床面やピットなどから

上師器不・高不・蓋 。甕・甑等が

出上している。

江戸時代の墓墳群は31基検出さ

れている。そのうち木棺、木棺片、

桶等が残存するものは 7基であ

る。 7号墓では、40才以上の頑強な男性の人骨が良好に遺存していた。 4号墓では箸 1膳をの

せた茶碗 と提灯 2個が出土した。他の墓墳の副葬品としては陶磁器、提灯、箸、鳥形木製品、

煙管、柄鏡、櫛、寛永通宝などがある。

水田跡は、微高地北側の後背湿地の 5層上面 と15層上面で検出されている。 5層上面の水田

跡は水田面が砂層に覆われており、東西方向と南北方向の畦畔が各 1条検出された。時期 は平

安時代である。作土上面及び畦畔上には、人・牛の足跡が確認されている。15層上面の水田跡

では、畦畔が南北方向 1条、北西方向 2条、北東方向 1条検出されたが水田の枚数や規模、形

状は不明である。時期は弥生時代である。

泉崎Ⅱ区古墳時代住居跡

泉崎Ⅱ区近世墓調査風景



(3)下ノ内浦遺跡 (C-300)

下ノ内浦遺跡は仙台市富沢 1丁

目に所在し、名取川及びその支流

である魚川とによって形成された

自然堤防止 とその後背湿地 とに立

地している。

調査区は仙台市体育館の東隣に

位置し、縄文時代 (早期中葉 。前

期後葉。後期前葉)、 弥生時代から

平安時代の遺構・遺物が検出され

ている。

<縄文時代>

縄文時代早期中葉の遺構・遺物

としては、日計式の押型文土器が

出上し、住居跡の可能性がある竪

穴遺構 2基、土坑 7基が検出され

た。遺物は押型文土器・無文土器、

石鏃・尖頭器・スクレイパーのほ

か多数の剣片・チップが遺物包合

層より出上している。

後期前葉の遺構 としては、墓 と

考えられる9基の配石遺構・土墳約120基、埋設土器遺構 5基などが検出されている。遺物 は配

石遺構 。上墳より赤彩された土製耳飾 り6点出上のほか、遺物包含層より多量の南境式の上器

や石器、土偶などが出上している。

配石遺構の構造は河原石を 1～ 2重にめぐらし、長軸両端に立石を配し内側に小礫を詰め込

むもの (5基 )、 西端のみを立石としているもの (2基 )、 立石のないもの (1基 )、 組石の単位

が くずれたと思われる集石状のもの (1基)がある。配石下部では土墳が検出され、そのうち

2基からは赤彩された土製耳飾 りが出上している (1号・ 7号 )。

土墳群は約120基が検出され、その分布範囲は上層を覆う遺物包含層の範囲に一致する。土墳

の平面形は、円形と楕円形とに大別され、規模は径が60～ 150cm、 深さが15～60cmと 様々である。

各土墳の堆積土中から土器片、土製品、石器が出上しているが、特にS K43土墳、S Kl17土墳

からは、赤彩された土製耳飾 りが出上している。

下ノ内浦遺跡配石墓

下ノ内浦遺跡土墳群



<弥生時代>

弥生時代の遺構 としては、竪穴

遺構 2基、土壊 3基、濤跡 1条、

多数 のピット群が検出されてい

る。

S12竪 穴遺構は、東西約3.2

m、 南北約 3mの南東隅がややふ

くらむ隅丸方形である。堆積土な

どより鉄石英製の管玉、アメリカ

式石鏃、石鏃、炭化米、弥生土器

などが出土している。

SK2土 墳 は土墳墓 と考 えら

れ、長軸2.7m、 短軸1.2mの 隅丸

長方形を呈する。東壁寄 りに径20

C44の赤色部分が 2ヵ 所、それに近

接して石庖丁 2点、太形蛤刃石斧

1点が出上している。

遺物包含層より弥生土器のほか

土製紡錘車、石鏃、アメリカ式石

鏃、鉄石英製の管玉、石錐などが

出上している。弥生土器は細い沈線を2本ないし 3本同時に施文する平行沈線文系土器群 (十

二塚式比定)と 、交互刺突に特徴づけられる土器群 (天王山式比定)と が出土している。

<奈良・平安時代 >

5層上面で奈良時代の住居跡 5軒、平安時代の住居跡 5軒のほか、掘立柱建物跡 1棟、柱列

2列、濤跡 3条、小濤状遺構群、河川跡などが検出されている。

下ノ内浦遺跡土壊墓



(4)下ノ内遺跡 (C-299)

下ノ内遺跡は仙台市富沢四丁目

に所在し、名取川及び名取川の一

支流である魚川によって形成され

た自然堤防上に立地し、魚川の南

岸に位置している。調査の結果、

縄文時代から中世までの遺構 。遺

物が発見されている。

縄文時代では、中期末葉の竪穴

住居跡 3軒、中期末葉～後期前葉

の埋設土器遺構 2基や土坑35基 な

どの遺構が検出されている。

竪穴住居跡は 4～ 6mの 円形プ

ランを呈し、土器埋設部 と石組部

からなる複式炉が構築された大木

10式期の住居跡である。そのうち

2軒の住居跡は、中央付近に河原

石を敷き詰めた住居跡である。住

居跡の周辺からは土坑やピットが

集中して検出されており、さらに

遺構及び遺物包含層から中期末棄

から後期前葉の縄文土器、石器が多量に出上している。

弥生時代では、後期の天王山式期の上墳墓 と考えられる遺構が検出され、土墳上面およびそ

の周辺より交互刺突文が口縁部に施された甕一個体分の破片が出上した。

古墳時代から平安時代にかけては、23軒の竪穴住居跡及び竪穴遺構、11棟の掘立柱建物跡・

掘立柱列など多 くの遺構が調査区全体で検出されている。古墳時代の住居跡のうち、 S116住

居跡からは南小泉式期の上師器不 。甕・甑などの一括資料が出上している。S128竪穴遺構は

平安時代の鍛冶遺構 と考えられ、多量の鉄滓が出土している。

下ノ内遺跡縄文時代敷石住居跡

下ノ内遺跡現地説明会風景



(5)六反 田追跡 (C-197)

六反田遺跡は、仙台市大野田字

五反田・六反田地内に所在 し、名

取川及び名取川の一支流である魚

川によって形成された自然堤防止

に立地 している。

これまで、日本電信電話株式会

社東北総支社 (NTT)の 社宅建

設のために昭和51～53年度 と昭和

59年度の 4次にわた り調査が実施

され、縄文時代中期中葉の竪穴住

居跡、中期末棄～後期初頭の竪穴

住居跡や土坑のほか、多量の縄文

土器・石器が出上 している。さら

に、古墳時代のものとして、五反

田古墳や箱式石棺 。木棺墓、塩釜

式の竪穴住居跡がある。奈良・平

安時代では、竪穴住居跡 。掘立柱

建物跡・小濤状遺構・濤跡などが

調査されている。

今回の調査では、NTTの 調査

区の西側に位置する市道「下ノ内・六反田線」建設 と共同住宅建設の部分の調査を実施 してい

る。調査の結果、縄文時代 と奈良・平安時代の遺構が検出されている。縄文時代の遺構は後期

前葉の南境式期の堅穴住居跡 1軒 と多 くの土坑、埋設土器遺構、配石遺構のほか、遺物包含層

から多量の縄文土器・石器が出上している。S14住居跡は、直径4.2mの 円形プランを呈する

もので、中央よりやや南側に精円形に河原石を配列した石囲炉が検出されている。柱穴は壁直

下に約20個 のピットがほぼ等間隔でめぐっている。遺物包含層からは多量の南境式の縄文土器

が出土している。

奈良・平安時代の遺構 としては、竪穴住居跡 3軒、掘立柱建物跡 2棟、濤跡、小濤状遺構な

どが検出されている。

|ィ |!i●ド●1鑢■■
六反田遺跡縄支時代住居跡



(6)伊古田遺跡 (C-196)

伊古田遺跡は、仙台市大野田字

塚田他に所在 し、名取川 とその支

流である気川 とによって形成され

た自然堤防上に立地 している。調

査の結果、縄文時代、古墳～平安

時代の遺構や遺物が検出されてい

る。調査区の北半部は、産業廃棄

物などを埋めるために大 きな撹乱

が砂礫層まで達 している。

縄文時代の遺構 としては、細長

い楕円形状の広が りを見せる遺物

包含層が発見され、縄文時代後期

中葉の宝ヶ峯式期の縄文土器や石

器のほか、土偶などの土製品が出

土している。縄文土器は、鉢・深

鉢・浅鉢・壷形など多種な器形が

ある。

土偶は23体分が出土 している。

全体像の判明しているものは、立

像 3体、眸距像 1体で、立像の 1

体は大きさ41.4甑 を測るものであ

る。

古墳～平安時代 の遺構 として

は、竪穴住居跡18軒、掘立柱建物跡 2棟、土坑20数基、濤跡 4条などが検出されている。古墳

時代のものは、塩釜式期の竪穴住居跡 2軒 と土坑 1基がある。住居跡はいずれも、方形で地床

炉が検出されており、S114住居跡からは土師器不・高邪・器台・壼。甕など塩釜式のまとまっ

た一括資料が出上している。

伊古田遺跡遺物包含層



H 遺跡の立地 と環境

1.富沢遺跡周辺の地形と土地条件の変遷

東北大学理学部地理学教室 豊  島 正  幸

(1)遺跡周辺の地形概観

仙台市東南部の海岸平野 (仙台平野)の うち、広瀬川と名取川にはさまれた部分は郡山低地

と呼ばれている。西側には地質構造線 (長町 一 利府線)が存在し、丘陵 ど段丘地域 と海岸平

野を明瞭に分けている。富沢遺跡は郡山低地西部の低湿地帯に位置する。

第 4図 には、米軍撮影の空中写真 (縮尺 4万分の 1)の判読に基づいて、流路跡の分布状態

を示した。鍋田付近を中心 とする一帯には魚川、金洗沢およびニツ沢等の支流の流路跡は見ら

れるものの、広瀬川や名取川に関係する流路跡はほとんど見られない。このことから、鍋田付

近は両河川の影響が直接には及びにくい所であることが推定される。

なお、郡山低地一帯は、後氷期の海面上昇に伴う海域拡大の極大期においてさえ陸成層の堆

積が継続していたところである (松本 (1981)の沖積層断面図参照)詢 。

12)低湿地帯の地質断面

ボーリング調査による既存の地質柱状図 (地下鉄路線に沿う20地点、第 4図中の黒丸)や発

掘現場における地層観察に基づいて地質断面図を作成すると、第 5図および第 6図のようにな

る。

遺物包含層の基盤である礫層を鍋田やⅡ区で観察すると、最大径15cm前後の円礫層である。

これは主として名取川や広瀬川の河道内で堆積した流路堆積物 と考えられる。礫層の上面高度

は鍋田付近で最も低 く、名取川および広瀬川の両方向に向かって高 くなる (第 5図 )。 このこと

は、名取川および広瀬川が、それぞれ鍋田付近から南および北へ流路を移動させつつ河床を上

昇させてきたことを示す。両河川が鍋田の東方で合流することから、同礫層上面の断面形は東

西方向にも凹形をなすことが推定される。礫層上面によって示される鍋状の凹所の出現は、低

湿地成立における基礎的要因となったと考えられる。下ノ内浦および隣接する山口の各遺跡で、

礫層の上位の層から押型文土器が出土するので、下ノ内浦から鍋田の間の礫層は、率電文時代早

期にはすでに堆積していたと考えられる。

この礫層上面がつくる凹所を埋める形で堆積しているのは、砂・ シル ト・粘上である (第 5

図)。 西方の丘陵地帯に露出する酸性凝灰岩起源の礫を含むことや位置関係から、これは主とし

て金洗沢やニツ沢の支流によって供給された堆積物であると判断される。(な お、名取川や広瀬

川の氾濫堆積物に由来する細粒物質 も混入していることは十分に予想される。)こ の支流起源
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の堆積物は部分的に植物遺体 (湿性植物 と思われる)を含むことから、その一部は低湿地的土

地条件下で堆積したと考えられる。ただし、本格的な泥炭集積の開始時期は、次に述べるよう

に約5400年前以降である。

鍋田付近を中心に泥炭層 (最大層厚3.5m)が存在する。泥炭層最下部の “C年代は、5400と i二 8

yr B.P(TH-1215)で ある (第 6図 )。 この層準にはガラス質火山灰が薄 くはさまれる。泥炭

層から出土する土器型式に基づけば、泥炭集積は少なくとも弥生時代 (崎山囲式・十二塚式土

器の時代、一部、天王山式土器の時代)ま で継続 していたと判断される。この間、鍋田付近に

は氾濫時の浮遊物質 (主 にシル ト・粘土)が繰 り返 しもたらされたものの、全体 として堆積物

の供給は微弱であった。このことが鍋田付近における泥炭集積を可能にした。

泥戊層は名取川に向かって泥炭集積の程度が弱 くなり、シル ト～砂質の堆積物へと移行する

(第 5図 )。 下ノ内浦付近のシル ト～砂質堆積物は、名取川や支流の魚川の温流に伴う氾濫堆積

物に由来すると考えられる。

鍋田より広瀬川に近い発掘区 (H～Ⅵ)では、泥炭層の上位に広瀬川の氾濫堆積物が認めら

れる (第 5図 。第 6図 )。 同堆積物の層相は広瀬川に向かって変化し、シル ト・粘土層から砂・

シル ト層へ、さらに礫混 りの堆積物へと粗粒化する。同層基底部の木片の “C年代は、1290±

110yr B.P,(660± 110年 A.D.)(TH l174)で ある (第 6図 )。

俗)泉崎浦付近の微高地

泉崎浦や鹿野付近に微高地が存在する (第 4図 )。 この微高地を詳細に検討するために、縮尺

2500分 の 1の都市計画図 (昭和46年測量)から等高線をぬきだしたのが第 7図である。

等高線の配列状態から、泉崎浦付近の微高地は金洗沢の谷口を扇頂とする扇状地に由来する

ことがわかった。微高地の平面形が扇形を示さないのは、この扇状地が現成のものではなく、

谷口から東方および南方の部分が小規模ながら開析 (侵食)さ れているためである。すなわち、

泉崎浦の微高地は、扇状地のうち侵食からまぬがれた部分である。鹿野付近の微高地もこれと

同様の成因をもつと考えられる。なお、魚川に沿う微高地は自然堤防と判断される。

泉崎浦付近の地質断面を第 8図および第 9図 に示す。微高地 (h地点)を含む扇状地の構成

物質は粘土混じりの砂～シル ト層である。厚さは最大約10mに及ぶ。なお、魚川に近い富沢中

学校 (b～e地点)付近では、魚川の流路堆積物 と考えられる礫層が くさび状に堆積 している

(第 8図 )。

第 9図は扇状地の縦断方向の地質聯面であり、地下鉄路線に沿う地質断面 (第 5図)と はq

地点で交差する。r地点に傾斜変換点があらわれており、この付近が扇状地の末端にあたる。q

～r地点付近の泥炭層は金洗沢からの堆積物供給が微弱であった時に形成されたと考えられ

る。これは鍋田付近の泥炭層 (第 5図 と第 6図)に連続する。第 8図のn～o地点にもこれと高
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度的に連続する泥炭層が存在する。これらの地質断面図から、鍋田を中心に分布する泥炭層は、

支流起源の扇状地堆積物 と指交関係にあると判断される。

(4)土地条件の変遷

縄文時代以降の土地条件の変遷は、下ノ内浦～鍋田～H区に至る約 2 kmの範囲内において

差異が認められた。

名取川および広瀬川の直接的影響を受けにくい位置にある鍋田付近では、約5400年前から弥

生時代にかけて金洗沢やニツ沢等の支流からの堆積物 (主 に砂・ シル ト)供給が微弱になり、

泥炭地が形成された。弥生時代の水田は泥炭地の範囲内に限られている (第 10図 )。 古墳時代ご

ろから広瀬川の氾濫堆積物が供給されるようになり、鍋田～III区における泥炭集積作用は徐々

に終了していった。泉崎浦付近では、支流起源の堆積物供給が泥炭集積作用の終了に関与した。

下ノ内浦のように名取川に近いところでは、縄文時代早期から絶えず名取川や気川の氾濫水

の影響を受け続けてきた。このため顕著な泥炭集積はみられない。

以上のように、低湿地である郡山低地では、河川 (支流を含む)に よる堆積物供給の強弱や、

それの及んだ範囲が、各時代の土地条件を左右している。

□ 1臣 2日 3□ 4□ 5□ 6□ 7□ 8日 9

第10図  泥炭地の分布の変遷と水田跡
1.水田跡 (黒丸の右に付した(2)は 2層準に水田跡が検出されたことを示す)2 泥炭地 3.泥炭集積の時代が不明な部分
4.水路跡 5,上器 6 住居跡以外の遺構と土器 フ.石器 8 住居跡と土器 9 テフラ(約 1,000年前と約5,400年前の 2

層準に存在する)
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2.周辺の歴史的環境

名取川流域の低地や丘陵・台地上には、旧石器時代から近世に至るまでの遺跡が数多 く分布

している。特に富沢周辺の地域は、仙台市の中でも遺跡の分布する密度が高い地域であり、さ

らに、低地に立地する遺跡が多 く、縄文時代から中世 。近世までの各遺構が層位的に検出され

る重層構造の遺跡群 として知られている。ここでは、これまでの発掘調査の成果を踏まえ、名

取川流域の遺跡 との係わりの中で、富沢周辺における歴史的環境について時間的な移 り変わり

を概観してみたい。

旧石器時代

名取川流域におけるこの時代の遺跡 としては、前期旧石器時代の石器を出土した山田上ノ台

遺跡 (10)、 北前遺跡 (11)、 青葉山B遺跡が知られており、 3遺跡とも高位段丘および青棄山丘

陵に立地している。一方、旧石器時代の遺跡は、これまで平野部での発見が困難とされてきた

が、昭和63年に富沢遺跡 (1)で後期旧石器時代の石器 とともに樹木や毬果、シカのフンなどが

検出され、当時の自然環境 と人間活動との関係を解きあかす貴重な成果があげられた。

山田上ノ台遺跡では、蔵王を起源 とする約 3万年前の火山灰 と考えられる「ナII崎スコリア層」
1)2)3)

の下層から、チョッパー、チョッピング トゥールなどの前期旧石器時代の石器が出土した。こ

の発見は宮城県北部の座散乱木遺跡、中峰C遺跡、馬場壇A遺跡 と並び前期旧石器時代の存在

を証明した重要なものといえる。山田上ノ台遺跡の北側に隣接する北前遺跡でも「川崎スコリ
41

ア層」が検出され、下層から石器が出土している。青葉山B遺跡は約 6～ 8万年以上前のテフ

ラと考えられる愛島軽石層の下層から石器が出土しており、その層の年代が約18万年前と測定
5)

され てい る。

後期旧石器時代の遺跡 としては、山田上ノ台遺跡、北前遺跡、青棄山遺跡 (14)、 青葉山B遺

跡が知られていたが、前述したように、今回低地部に立地する富沢遺跡の第30次調査で貴重な

成果があげられた。旧地表下約 3mの層中より後期旧石器時代の自然環境を具体的に示す多量

の自然遺物や当時の人間の行動の痕跡が検出されたのである。行動の痕跡は、炭化材の集中部

分 と、その周辺に分布する多数の石器である。石器は別の 2地点からも出上している。石器は、

ナイフ形石器、彫刻刀形石器、スクレイパー、ノッチ、ハンマース トーン、劉片などがある。
6)7)

自然遺物は樹木、毬果、子棄、昆虫、大型シカのフンなどが多量に出上している。

縄文時代

縄文時代の遺跡は、名取川流域の主に丘陵 。段丘上に数多 く分布するが、近年は平野部にお

いても確認される例が増えている。これまで名取川左岸で多 くの遺跡が調査されている。

早期の遺跡 としては、郡山低地に立地する下ノ内浦遺跡 (3)や山口遺跡 (7)、 富沢遺跡 (1)



第 3表 遺跡地名表
配 遺  lll 名 立 地 代 逮 跡  名 立  地 時 代

富 沢 遺 跡 後背湿地 旧石器 (後 )縄 支～近世 鍛 冶 屋 敷 B遺 跡 縄 文 奈良 平安

泉 崎 浦 遺 跡 展奪 縄文 (後)弥 生 古墳 平安 近世 六 本 松 逢 跡 然 堤 防
奈良 平安

3 下 ノ 内 浦 追 跡 自然堤防 縄文 (早 前 後)弥 生 奈良 平安 富 沢 館 跡 室町

4 下 ノ 内 遺 跡 自然堤防 縄文(中 後 嘲 弥生 古墳 奈良平安 中世 61 大 野 田 ユ 号 墳 自然堤防 古墳

5 六 反 田 遺 跡 自然堤防 縄文 (中 後 晩)弥生 古墳 奈良 平安 大 野 田 2号 墳 自然堤防 古墳

伊 古 田 追 跡 自然堤防 縄文 (後 晩)吉 墳 奈良 平安 春 日 社 古 墳 自然堤防 古墳

山 口 遺 跡 屈警靖町 縄文 (早～晩)弥生 古墳 奈良 平安 中世 鳥 居 塚 古 墳 自然堤防 吉墳

8 五 反 日 古 墳 自然堤防 古墳 王 ノ 壇 古 墳 自然堤防 古墳

袋 東 遺 跡 自然堤防 古墳 平安 王 ノ 壇 遺 跡 自然堤防 縄文 (後)弥生 古墳 奈良 平安 中世

10 山 日上 ノ台 違 跡 段  丘 十日石吾(前 後)縄文(早～後)奈良平安 近世 長 町 清 水 遺 跡 自然堤防 古墳 ?

11 北 前 遺 跡 段   丘 旧石器 (前 後)縄文 (早～中)平安 近世 北 屋 敷 遺 跡 奈良 平安

12 上 野 山 遺 跡 段   丘 Tpt文 大 野 田 遺 跡
自
修 縄文 (後 )弥 生

御 堂 平 遺 跡 谷底平野 縄文 平安 中世 元 袋 Ⅱ 遺 跡 自然堤防 奈良 平安

青 葉 山 遺 跡 丘陵斜面 旧石器 (後 ) 元 袋 □ 遺 跡 自然堤防 奈良 平安

15 紙 漉 山 遺 跡 段   丘 縄 支 72 長 町 南 遺 跡 自然堤防 奈良 平 安

遺 跡 段  丘 縄文 古墳 平安 73 新 田 遺 跡 自然堤防 奈良 平安

17 八 幡 追 跡 段   丘 平 安 長町 六 丁 目遺 跡 自然堤防 奈良 平 安

清 田 原 西 遺 跡 段   丘 縄 文 平安 75 教 塚 古 墳 後背湿地 古墳

山 田 条 里 遺 跡 段   丘 奈良 平安 76 金 岡 ノく幡 古 墳 後背湿地 古墳

清 田 原 東 遺 跡 段   丘 縄文 平安 77 西 台 畑 追 跡 自然堤防 純文 (後 )弥 生 古墳

上  野  追  跡 段  丘 縄文 (中 )奈 良 平安 郡 山 遺 跡 縄文 (後 )弥 生 古墳 奈良 平安

22 船 渡 前 遺 跡 段  丘 率t文  弥生 奈良 平安 79 北  目 城  跡 自然堤防 室町 江戸

雨 ノ 東 遺 跡 弥 生 茶良 平 安 矢 来 遵 跡 擢希婦 古墳 奈良 平安

24 富 田 南 西 遺 跡 自然堤防 奈良 平安 的 場 遺 跡 自然堤防 奈良 平安

三 神 峯 I「I跡 段   丘 縄支 (早 前 ) 梨 野 A tt FI 丘   陵 糸愚文 古墳 平安

三 神 撃 古 墳 群 段  丘 古墳 沼 原 A遺 跡 丘   陵 縄文 弥生 平安

27 富 沢 室 跡 丘陵斜面 古I資 奈良 平 安 茂庭けんとう城跡 丘   陵 中世

西 台 窯 跡 段  丘 奈良 平安 ? 人 来 田 遺 跡 沖積平野 縄 文

原 遵 跡 段  丘 弥生 古墳 平安 陸 奥 回 分 寺 跡 自然堤防 奈 良 平安

上 手 内 横 穴 群 丘陵斜面 古墳 陸 奥 回 分 尼 寺 跡 自然堤防 奈良 平安

31 金 山 窯 跡 丘陵斜面 古墳 法 領 塚 古 墳 自然堤防 古墳 (後 )

土 手 内 遺 跡 丘   陵 縄文 茶良 平安 猫 塚 古 墳 自然堤防 古墳

土 手 内 窯 F72 丘陵斜面 古墳 (末 ) 奈良 者 林 城 跡 自然堤防 中世・江戸

34 原 東 追 跡 段   丘 古墳 奈良 平 安 南 小 泉 遺 跡 弥生 吉墳 奈良 平安 中世

裏 町  古  墳 段   丘 古墳 遠 見 塚 古 墳 自然堤防 古墳

裏 町 東 追 跡 段   丘 平安 仙 台 東 郊 条 里 跡 後背湿地 奈良

37 金 洗 沢 古 墳 段   丘 古墳 沖 野 城 跡 自然堤防 中世

砂  押  古  墳 段   丘 古墳 今 泉 遺 跡 自然堤防 弥生 ‐古墳 平安 中世 近世

砂 押 屋 敷 追 跡 段   丘 奈良 平安 藤 田 新 田 遺 跡 浜  堤 弥生

二 塚 古 墳 後背湿地 古墳 熊 野 堂 横 穴 群 丘陵斜面 吉墳

41 鹿 野 屋 敷 遺 跡 段   丘 古墳 ? 奈良 平安 熊 野 堂 大 館 跡 丘   陵 中世

鹿 野 一 丁 目遊 跡 段   丘 縄文 弥生 ? 奈良 平安 高 舘 城 l1/ 丘   陵 中世

43 一 塚 古 墳 後背湿地 古墳 高 畑 遺 跡 自然堤防 弥生 古墳 奈良 平安

荻 ヶ 丘 遺 跡 丘   陵 縄 文 奈 良 平 安 松 木 過 跡 自然堤防 平安 中世 近世

萩 夕 丘 B tt lLF 丘   陵 縄 文 棚,生 台 畑 遺 跡 自然堤防 古墳 奈 良 平安

ニ ッ 沢 横 穴 群 丘陵斜面 古墳 関 場 遺 跡 自然堤防 古墳 奈良 平安

47 茂 ヶ 崎 横 穴 群 丘陵斜面 古墳 (末 )奈 良 栗 遺 跡 自然堤防 古墳

茂 ヶ 崎 城 跡
陵
び

丘
及 南北朝 室町 清 水 遺 跡 自然堤防 弥生 古墳 奈良 平安 中世

大 年 寺 山 横 穴 群 丘陵斜面 古墳 (末 )奈 良 安 久 諏 訪 古 墳 自然堤防 古墳

愛 宕 山 横 穴 群 丘陵斜面 古墳 (木 )奈 良 安 久 東 追 跡 自然堤防 弥生・古墳 奈良 平安・ 中世

宗 禅 寺 横 穴 群 丘陵斜面 吉墳 奈良 108 伊 豆 野 観 現 古 墳 自然堤防 古墳

根 岸 遺 跡 自然堤防 糸巴文 後 河 原 遺 跡 展警逓托 弥 生 平安 中世

兜 塚 古 墳 自然堤防 古墳 中 田 畑 中 進 跡 自然堤防 弥 生 奈長 平安

小 兜 塚 古 墳 自然堤防 古墳 弁 天 囲 古 IIR 自然堤防 古墳

富 沢 上 ノ台 進 跡 段  丘 縄文 ,平安 戸 ノ 内 逢 跡 自然堤防 古墳 奈良 平 安 中世

宮 沢 清 水 遺 跡 自然堤防 奈良 平 安 城 丸 古 墳 自然堤防 古墳

57 鍛 治 屋 敷 A追跡 星攀婦賄 縄 文 奈 良 平安 梅 塚 古 墳 沖積平野 古墳





と段丘上に立地する北前遺跡で検出されている。下ノ内浦遺跡では、早期前葉の住居跡の可能

性がある竪穴遺構 2基や所謂陥し穴遺構を含む土坑 7基が検出されており、遺構および遺物包

含層からは日計式の押型文土器、無文の上器片、石鏃・尖頭器・ スクレイパーのほかチップや
8) 9)

象」片が多数出上している。石鏃の中には黒曜石製の局部磨製のものが含まれている。山口遺跡

や富沢遺跡では、早期後葉から前期初頭にかけての上器や石器が出土している。
4)

北前遺跡では、早期末葉の集落跡が発見され、竪穴住居跡 8軒、土坑10基が検出されている。

前期の遺跡 としては、低地では下ノ内浦遺跡で前期後葉の大木 5b式の土器片が 7点出土し

ているほか、富沢中学校建設に伴って調査された富沢遺跡でも前期中葉の大木 3式相当の土器
0

が出上している。

段丘上に立地する三神峯遺跡 (25)では、前期前葉の大木 1～ 2a式期の竪穴住居跡 8軒が
14)15)16)

検出されているほか、大木 1～ 7式の土器が出土している。また、北前遺跡では前期後葉の大
0

木 6式期の土坑群が検出されている。

中期の遺跡は、台地や段丘上及び低地から数多く発見されている。台地や段丘上に立地する

上野遺跡 (21)で は大木 7～ 10式の上器や石器が出土している。その中でも大木 8a・ 8b式
ヤ)18)

の遺物が多 く、大木 8b式期の竪穴住居跡や土坑などが検出されている。また、北前遺跡では
つ

大木 9式期の竪穴住居跡 2軒が検出されている。隣接する山田上ノ台遺跡では、大木 7a式～大

木10式の遺物が出土し、中期末葉 。大木10式期の竪穴住居跡は38軒が検出され、大規模な集落

跡であったことが知 られているほか、大木 7a。 9式 。10式期の上坑や大木 7a。 lo式の遺物
1)3)

包含層などが検出されている。

低地では、いままでのところ中期中葉の大木 8式期の遺構から検出される。六反田遺跡 (5)

では大木 8b式期の竪穴住居跡 1軒が検出されたほか大木10式期の竪穴住居跡などが検出され

ている。下ノ内遺跡 (4)では大木10式期の竪穴住居跡が 3軒検出され、そのうち 2軒の住居
21)22)

跡は河原石を部分的に敷き詰めた敷石の住居である。その他、山口遺跡でも大木10式期の埋設
23)

土器遺構や大木 8～ 10式の上器が出上している。

後期の遺跡は、台地および低地で多 くの遺跡が発見されているが、低地部での調査例が多 く、
3)

台地では山田上ノ台遺跡から後期前葉の上器が出土している程度である。

低地には、六反田遺跡、下ノ内浦遺跡、山口遺跡、伊古田遺跡 (6)な どがあり、六反田遺

跡では、後期初頭の南境式期前半の竪穴住居跡12軒の他、屋外炉、配石遺構、土墳、埋設土器
19)20)

遺構、遺物包含層などが検出され、多数の縄文土器や石器が出土している。

下ノ内浦遺跡では後期前葉の配石墓 9基、土墳墓約120基、埋設土器遺構 5基、遺物包含層な

どが検出され、多量の縄文土器、石器、土製品が出土している。配石遺構は河原石を 1～ 2重

に配し、長軸方向を立石 とし、内側に小礫を詰め込むという構造のもので、配石下部には土墳



8)

が検出されている。また、土墳墓の中からは赤彩された土製耳飾 りが出上している。

伊古田遺跡では、後期中棄の宝ヶ峯式期の遺物包含層が検出され、縄文土器や石器、土偶な

どの土製品が出土している。土偶は19体分の破片が出上し、その中で完形に近 く形状の判明す

るものは4体ある。立像のもの 3体、降賜のもの 1体である。立像の上偶のうち最大のものは
24)

41.4cmで 、日本最大級のものである。

その他、郡山遺跡 (78)や 西台畑遺跡 (77)で も遺物が出土 している。

晩期の遺構は、未発見であるが、六反田遺跡や山口遺跡などで河川跡の堆積土より上器が出
9)25)

上しており、周辺に存在することが予想される。

弥生時代

弥生時代の遺跡は、縄文時代の遺跡に比べ平野部に多く分布し、海岸線付近まで広がってい

る。名取川左岸の郡山低地には、富沢遺跡、下ノ内浦遺跡、山口遺跡、西台畑遺跡などがあり、

対岸の名取低地には清水遺跡 (105)や 安久東遺跡 (107)な どがある。また、名取川左岸の霞

目低地には南小泉遺跡 (91)や今泉遺跡 (今泉城跡)(95)、 藤田新田遺跡 (96)が分布してい

る。

富沢遺跡では、弥生時代中期の桝形囲式期以前および桝形囲式期の水田跡、後期の天王山式

期の水田跡などの生産跡が検出され、弥生土器、石庖丁などの石器のほか木製の鍬・鋤などの
10)11)13)26)27)

農耕具が出土している。下ノ内浦遺跡や山口遺跡では平行沈線文系土器群 (十三塚式比定)と
8)28)

交互刺突に特徴づけられる土器群 (天王山式比定)を出土する遺物包含層が検出されており、

さらに下ノ内浦遺跡では後期の竪穴遺構・土墳墓が検出されている。竪穴遺構は隅丸方形で土

器のほかアメリカ式石鏃や鉄石英の管玉、炭化米が出土し、隅丸長方形の上墳墓からは赤色顔

料の 2カ 所の分布 と、石庖丁 2点、太型蛤刃石斧 1点が出上している。

郡山低地の東半部の西台畑遺跡では中期の桝形囲式の上器や石器が出土しており、郡山遺跡
30)

でも同時期の遺物包含層から土器片が出上している。

名取川の自然堤防上に立地する船渡前遺跡 (22)で は中期の大泉式期の上坑が 1基検出され、

基本層第 2層 より多量の上器のほか石庖丁 1点が出土している。南小泉遺跡では、昭和14～ 16

年にかけて霞目飛行場の拡張工事の際、多量の土器や石器が出土している。弥生時代の遺物は

大泉式、桝形囲式、十三塚式、天王山式の上器が出上し、その中で、桝形囲式のものがもっと

も多い。桝形囲式期の合口壷棺は少なくとも15組が発見され、そのうち飛行場の西隅から東北

方向に250mの付近から約13組の合口壷棺が出上しており、墓域を形成している。弥生時代の石

器は太形棒状石斧、片刃石斧、有角石斧、石ノミ、石庖丁、石鏃などが出土している。また昭

和52年から平成元年まで15次の調査が実施され、青木畑式併行 と考えられる土器や弥生時代中

期～後期の上坑 2基、濤跡 1条検出され、桝形囲式・円田式 。十二塚式 。天王山式の土器が出



35)36)

土している。また、海岸に近い今泉遺跡 (今泉城跡)や藤田新田遺跡では桝形囲式の上器が出

土している。

名取低地の清水遺跡や安久東遺跡からは、

また清水遺跡からは石庖丁や太形蛤刃石斧、

古墳時代

中期の大泉式や後期の天王山式の上器が出土 し、
37)38)

偏平片刃石斧などの石器が出上 している。

古墳時代の遺跡は、丘陵、丘陵斜面、段丘、平野部に分布し、弥生時代よりも増して多 くの

遺跡が発見されている。

名取川左岸の郡山低地では、前期 (塩釜式期)の ものとして、魚川流域の伊古田遺跡・六反

田遺跡から竪穴住居跡が検出されている。伊古田遺跡では、塩釜式期の竪穴住居跡 2軒 と土坑
24)

1基が検出され、一定のまとまりのある塩釜式の上器が出土 している。六反田遺跡でも同時期
20)

のものが 1軒検出されている。
21)39)     40)

中期 (南小泉式期)の ものとして、下ノ内遺跡、泉崎浦遺跡で竪穴住居跡が検出されている。

この時期の水田跡は富沢遺跡第15次調査 (富沢遺跡北東部)で検出されている。それは大畦、

小畦、水路によって区画された小区画水田で、一区画の面積が平均5.26142、 106枚の水田で構成

されてい電。さらに南に隣接する同第35次調査でも一辺1.5～4.5m程度の小区画の水田が多数
41)

検出されている。

後期 (住社式・栗囲式期)の ものとして、現在までの調査で集落跡はほとんど見られないが

下ノ内遺跡で栗囲式期の竪穴住居跡が検出されているだけであるぎ
)栗

囲式期の水田跡は、富沢

遺跡第24次調査 (富沢遺跡西部)で検出されている。この水田跡は谷状の窪地に形成され、区
13)

画のわかる水田の面積は24m2～281a2で、14枚以上の水田が検出されている。

名取川左岸・右岸では、古墳時代中期から後期にかけて高塚古墳が盛んに造営されてくる。

名取川左岸の西多賀・鹿野・根岸にかけての青葉山丘陵縁辺部では、中期後半から後期の古墳

が一直線上に分布し、5世紀後半の前方後円墳で、主軸長50～60mの裏町古墳 (35)、 径15mの

円墳の金洗沢古墳 (37)、 円墳か前方後円墳で周浬内縁径42mの砂押古墳 (38)、 主軸長30mの

前方後円墳で、後円部から凝灰岩の割抜石棺が出上した二塚古墳 (40)、 径20～30mの 円墳で、

竪穴式石室の中から家形到抜石棺が発見された一塚古墳 (43)、 5世紀後半の帆立貝式前方後
44)

円墳に推定される円墳径50mの兜塚古墳 (53)な どがある。

一方、郡山低地の気川流域の大野田地区には、 5世紀末から6世紀中葉頃に造 られたと考え
19)

られる大野田古墳群がある。五反田古墳・五反田木棺墓・五反田石棺墓 (8)、 周濤内より円筒

埴輪・朝顔形埴輪が出上した大野田 1・ 2号墳 (61・ 62)f)円 筒埴輪・朝顔形埴輪・形象埴輪が

出上した春日社古墳 (63))や鳥居塚古墳 (64)ギ

)削
平を受けて変形しているが唯一墳丘が残存

している王ノ壇古墳 (65)な ど、多 くの古墳が造営されている。現況が水田や畑の部分にも、



墳丘が削平されて埋没している古墳や、あるいは破壊された古墳が数多 くあると予想される。

三神峯公園の南側の丘陵斜面には、 5世紀後半から5世紀末に位置づけられている埴輪窯の
47)                  48)

富沢窯跡 (27)や 須恵器窯の金山窯跡 (31)な どがある。

古墳時代後期か ら奈良時代にかけては青棄山丘陵の崖面には横穴墓の造営が盛んになって く
49)              50)

る。上 手 内 横 穴 墓 群 (30)、 ニ ツ 沢 横 穴 墓 群 (46)、 茂 ヶ崎 横 穴 墓 群 (47)、 宗 禅 寺 横 穴 墓 群 (51)、

51)52)

大年寺山横穴墓群 (49)、 愛宕山横穴墓群 (50)な どの横穴墓群が発見されている。そのうち、
52)

愛宕山横穴墓群 C地点 1号横穴墓は装飾のある横穴墓である。

名取川と広瀬川の合流地点に近い郡山低地東半部には、 7世紀後半から8世紀初頭にかけて

の多賀城以前の官衛である郡山遺跡が造営され、中央政府による陸奥国支配の重要な拠点 と

なっていたことがうかがえる。郡山遺跡のこれまでの調査によって、真北より約30° 東に傾い

た方向を基準とする I期官衛 (7世紀後半～ 7世紀末)、 真北方向を基準 とする方四町のH期官

衛 (7世紀末～ 8世紀初頭)と その南狽1に 推定方二町のH期官衡に付属する寺院 (郡山廃寺 )

30)53)

が確認されている。
54)           55)

名取川右岸の自然堤防では、前期 (塩釜式期)の集落跡が安久東遺跡、戸ノ内遺跡 (112)、

56)                                       38)      55)
中田畑中遺跡 (110)で確認されている。また、この時期の方形周濤墓は安久東遺跡・戸ノ内遺跡

で、 1基ずつ検出されている。

古墳時代後期のものとしては、住社式期・栗囲式期の竪穴住居跡が検出された清水遺跡や栗
57)

囲式の標式遺跡で多 くの竪穴住居跡が検出された栗遺跡 (104)の ほか中田畑中遺跡などの集

落跡が確認されている。また後期の古墳 としては、直径15～16mの円墳で、河原石乱石積みで

両袖式横穴式石室を有する安久諏訪古墳 (106)が ある。また、伊豆野権現古墳 (108)、 城丸古

墳 (113)、 弁天囲古墳 (■1)な どの古墳が散在している。

名取川左岸の霞目低地には、塩釜式期の集落は明らかでないが、遠見塚古墳周浬の傾斜面よ

り多量の一括土器が出上している。今泉遺跡では土坑より壺・台付甕・甕 。器台などが出上し

ている。南小泉式の標式遺跡である南小泉遺跡では、多数の竪穴住居跡が検出され、中期の南

小泉式期から後期にかけての大規模な集落跡を形成している。その中心部に 5世紀前後に築造

された主軸長110mの前方後円墳である遠見塚古墳が位置している。後円部からは割竹形木棺 と

考えられる2基の粘土椰が検出され、東椰からガラス製小玉、碧玉製管玉、竪櫛が出上してい
61)

る。後期の古墳 としては、 7世紀に位置づけられ、直径32mの 円墳で切石積みの横穴式石室を
62)

もつ法領塚古墳 (88)や円墳の猫塚古墳 (89)が発見されている。

奈良・平安時代

名取川の両岸の低地では、古墳時代よりもさらに遺跡が広範囲に分布 し、遺跡数も増加する。

郡山低地、特に魚川流域の遺跡で調査が進んでおり、奈良時代から平安時代にかけての集落



跡が多く発見されている。下ノ内浦遺跡、山口遺跡、下ノ内遺跡、六反田遺跡、伊古田遺跡な

ど各遺跡では、竪穴住居跡や掘立柱建物跡、小濤状遺構等が検出されており、また王ノ壇遺跡

(66)や元袋Ⅲ遺跡 (71)で もこの時期の遺構が検出されている。さらにこの時期の遺跡 とし

て、気川流域には北屋敷遺跡 (68)、 長町六丁目遺跡 (67)、 新田遺跡 (73)な どの遺跡が分布

している。富沢の西方の名取川流域の段丘上に立地する八幡西遺跡 (22)で は、平安時代の竪

穴住居跡 1軒が検出され、土師器・須恵器や鉄製の鋤先・刀子が出上している。また、青葉山
64)

丘陵の谷底平野に立地する御堂平遺跡 (13)や段丘上に立地する山田上ノ台遺跡で平安時代の

竪穴住居跡が検出されている。

平安時代の水田跡は、富沢遺跡、泉崎浦遺跡、山口遺跡、下ノ内浦遺跡、六反田遺跡で検出

されている。山口遺跡では、ほぼ真北方向の大畦とほぼ直交する小畦により東西に長い区画の

水田跡が検出され、10世紀前半の降下と考えられる灰白色火山灰をのせている。水田は22枚検

出され、そのうち区画の判るものとして南北5.Om、 東西11.5mの長方形を呈し、面積57.5濯の
ω

水田が検出されている。富沢遺跡でも灰白色火山灰をのせる、あるいは耕作土中に混じる水田

跡が検出され、その畦畔の方向が真北、東西方向となっている。

名取川右岸の自然堤防上には、古墳時代から引き続き集落跡が形成されている清水遺跡、安

久東遺跡、中田畑中遺跡が知られており、清水遺跡では奈良時代になって竪穴住居跡の軒数が

前代より急激に増加する傾向にある。また、名取低地でもこの時代からはじまる遺跡が増加し

てくる傾向がある。

霞目低地北側に位置する段丘上には、奈良時代になると陸奥国分寺 (86)・ 陸奥国分尼寺 (87)

が造営され、北方の丘陵地帯には陸奥国府 。多賀城や国分寺 。国分尼寺に供給された瓦を焼い

た窯跡群が多 く分布している。この時代の集落跡は南小泉遺跡で検出されている。

中世以降

中世以降の遺跡 としては、名取川左岸では青葉山丘陵の東端に茂ヶ崎城跡 (48)、 郡山低地の

東半部に北目城跡 (79)、 西半部の気川流域に富沢館跡 (60)な ど中世の城館跡が分布している。

エノ壇遺跡では、中世の掘立柱建物跡や墓跡、濤跡が検出されている。中世の水田跡は山口遺跡
10)                                    10)       65)

や富沢遺跡で検出されている。また、近世の遺構 として、宮沢遺跡、泉崎浦遺跡、山田上ノ台
31

遺跡などで墓墳群が検出されている。

霞目低地では、中世から近世の若林城跡 (90)、 今泉遺跡 (今泉城跡)な どが知 られている。

名取川右岸では、高館丘陵に高館城跡 (99)、 熊野堂大館跡 (98)、 大館山城館、小館などの

中世山城が多 く分布 している。平野部では、松木遺跡 (101)で 中世から近世の掘立柱建物跡、

井戸跡、濤跡、火葬遺構などの遺構や多量の陶磁器が出上している。また、松木遺跡の周辺の

柳生地区には日向古碑群などが分布しており、仙台市内では岩切に次いで板碑が多 く、36基の



67)

板碑が調査 されてい る。
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d。 青沼一民・木村浩二 1982 「郡山遺跡」 仙台市文化財調査報告書第42集

e.木村浩二他 1983 「郡山遺跡H」  仙台市文化財調査報告書第46集

f.木村浩二他 1984 「郡山遺跡IVJ 仙台市文化財調査報告書第64集

g。 木村浩二他 1986 「郡山遺跡Ⅵ」 仙台市文化財調査報告書第86集

h.結城慎―・木村浩二他 1987 「郡山遺跡VI」  仙台市文化財調査報告書第96集

i。 木村浩二・及川 格・千葉 仁 1988 「郡山遺跡Ⅷ」 仙台市文化財調査報告書第■0集

j.結城慎―・木村浩二・渡辺雄二 1989 隔B山遺跡IX」  仙台市文化財調査報告書第124集

54.岩淵康治 。田中只」和 1978 「安久東遺跡発掘調査概報」 仙台市文化財調査報告書第10集

55.主浜光朗・渡部弘美 1984 「戸ノ内遺跡発掘調査報告書J 仙台市文化財調査報告書第70集

56。 長島栄―・青沼一民 1983 「中田畑中遺跡発掘調査報告書」 仙台市文化財調査報告書第53集

57.工藤哲司・成瀬 茂 1982「栗遺跡一栗囲式上師器標式遺跡調査報告―J仙台市文化財調査報告書第43集

58.結城慎―・工藤哲司 1979 「史跡遠見塚古墳―昭和53年度環境整備予備調査概報―J仙台市文化財調査報

告書第15集

59.結城慎- 1982「南小泉遺跡一都市計画街路建設工事関係第 1次調査報告―J 仙台市文化財調査報告書

第35集

60。 加藤正範・結城慎- 1983 「南小泉遺跡一倉庫建設に伴う緊急発掘調査報告書一」 仙台市文化財調査報

告書第60集

61.結城慎―・工藤哲司 1979 「史跡遠見塚古墳―昭和57年度環境整備予備調査概報―」仙台市文化財調査報

告書第48集

氏家和典 1972 「仙台市南小泉法領塚古墳調査報告書」 仙台市文化財調査報告書第 5集

工藤哲司 1980 「八幡西遺跡発掘調査報告」「年報 1」 仙台市文化財調査報告書第23集

喜畜真肇
・
亀亀今貿属浦齢」絡 剛 道盾稼埴軟緊矯 識穏 爾ヒ財調鞘書第

“
集

工藤哲司・菅原和男 。佐藤 洋 1986 「柳生」 仙台市文化財調査報告書第95集

石黒伸一郎 1986 「仙台市柳生の板碑J「柳生」 仙台市文化財調査報告書第95集

６２

．

６３

．

６４

．

６５

．

６６

．

６７

．



3.富沢遺跡登録の経緯

富沢遺跡は、高速鉄道関係遺跡発掘調査事業の 2年次 (昭和57年度)に実施された試掘調査

により認定された遺跡である。以下にその経緯を簡単にまとめておく。

試掘調査の結果、周知の遺跡外の地区で平安時代や中世の畦畔が検出された。遺構の確認さ

れた泉崎前地区 。中谷地地区・鳥居原地区が、それぞれ「泉崎前遺跡」「中谷地遺跡」「鳥居原

遺跡」として昭和57年 に遺跡登録され、本調査が実施された (篠原他 :1983)。

その本調査の成果により、数時期の水田跡が広範囲に展開することが予想されるに至 り、地

形等を考慮しながら遺跡範囲の再検討が行われ、昭和58年 6月 に「富沢水田遺跡」として再登

録された。その後遺跡内の各地区で調査が継続して行われ、水田跡以外にも縄文時代の遺物や

中世の居住域等が検出されるようになり、遺跡の性格が水田跡だけではないことが次第に判明

してきた。そのため再度遺跡名が検討され、昭和62年 3月 20日 付で「富沢遺跡」 と改称された

(斎野他 :1987)。

高速鉄道関係の試掘および本調査で水田跡が確認された背景には、六反田遺跡 (田 中 :1981)

や山口遺跡 (佐藤 :1981、 田中・主浜 :1984)での大きな二つの成果が存在する。一つは、両

遺跡はともに地表下数m間に幾枚もの文化層が存在する重層構造の遺跡であることが判明し、

同様の構造をもつ遺跡がこの富沢 。大野田地区には数多 く存在することが予測されるように

なったことである。つまり未発見の遺跡が上中深 く埋没している可能性が高 く、周知の遺跡以

外にも試掘調査の必要性があったのである。二つめは、従来集落跡 とみなされていた山口遺跡

において、平安時代の条里型水田が検出されたことである。プラント・オパール分析の結果、

遺跡北側の後背湿地に水田跡の存在が予想され、実際に整然と区画された条里型の水田跡が検

出されたという成果である。同じ頃、隣接した場所で高速鉄道関係の試掘調査が進行しており、

早速山口遺跡の成果を受けプラント・オパール分析を行い、水田跡、特に畦畔の検出を主眼に

試掘に臨むこととなった。その結果数地点で畦畔が検出され、富沢遺跡が認定されるべ く本調

査 となったのである。

その後調査件数が増力日するにしたがい、とくに同地区内での調査箇所の区別が困難になった

ため調査次数を付けることになり、高速鉄道関係は以下のように整理された。

第 1次 :泉崎東 。中谷地・鍋田正区内試掘調査。

第 2次 :中谷地工区内本調査 I・ H・ Ⅲ区。

第 3次 :泉崎東工区内本調査泉崎 I tt。

第 4次 :泉崎東工区内本調査泉崎Ⅱ oⅢ 区。

第 5次 :鍋田正区 (報文では長町南駅区と呼称)内本調査1982年度分。



第 7次 :鍋田工区 (報文では長町南駅区と呼称)内本調査1983年度分。

第13次 :鍋田変電所工区 (報文では変電所区と呼称 )。

第16次 :鍋田正区A換気口部分 (報文ではA換気口区と呼称)。

第17次 :鍋田正区B換気口・②③番出入口部分 (報文ではB換気口区 。出入口区と呼称 )。

1988年 12月 の時点で第48次調査まで実施されており、その一覧は第 4表に提示した。

なお、泉崎浦遺跡・山口遺跡についても調査次数が付けられ、高速鉄道関係では泉崎浦第 2

次が泉崎東工区での本調査泉崎H・ Ⅲ区に該当している。

第 4表 宮沢遺跡調査次数表

調 査 区 地 番 調 査 の 原 因 調 査 期 間 面 llt 調 査 概 要 (主 を発見遺構 ) 文 献

仙台市泉崎1丁 目
仙台市長町南3丁 目

仙台市高速鉄道建設 各約50ギ 試掘区を27ヶ 所設定して調査 平安時代以前の水田跡 中世水田跡
山台π文化町調査報告言第5槃
価台市高速錦 関係浜跡調査慨報Л

仙台市長町南3丁 目
lJl台市高速鉄道建設

(中 谷ll王区)
平安1手代水日跡 中世水日跡 ln台市文化財調査報告書窮56集

仙台市泉崎 1丁 目
仙台市高速鉄道建設

(泉崎前工区)
約GOO∬ 平安時代以前の水日跡 2期の平安時代水団跡

mttπ 文化財調査Tk告香第56集
砒台市高速鉄渡関係減跡調査慨望 1

仙台市泉崎 1丁 目
(泉崎浦工区)

約1200nl 平安時代以前の水日跡 平安時代の水日跡 仙台市文化財調査報告書第66集

仙台市長町商 3丁 目
仙台市高速鉄遭建設 平安時代以前の水口跡 (第 7茨調査により弥生時代桝形回式期の

水田跡と判明) 平安時代の水田跡
旧台市文化財調査報告吾第56集

鵬台市高速鉄蛍関係観跡調査概報 n

仙台市富沢字泉崎東21
(泉 崎浦工区)

約180■
平安時代水日跡 仙台市文化財調査報告沓第57集

仙台市長町商3丁 目
仙台市高速鉄道建設
(儲居原 中谷地工区)

約2400∬

“

生町(水Щ跡(,胡勿わ
～
硼 半即罰ヽ 本田跡 十郵町(朗町わ水田助 仙台市文化財調査報告督第69集

仙台市長町南 4丁 目20 病院建設 約1900∬ 袢率営ぶ4智 9準按歳
RF生 時代の水監跡 (併形回式期) 平安時 仙台市文化財調査報告督第67集

仙台市鹿野9T日 26～

長町南4丁 目2地内
平安時代以前の水田跡 平安時代以ltkの 水口跡

仙台市文化財調査報告書第60集
年報 5

仙台市富沢字請水394

仙台市富沢字下ノ内浦32 共同住宅建設 平安時代水団TII
般台市文化財調査報告書第65集

仙台市長町宇宮回174 店舗建設 SttaMk水 田跡(桝形ロズ期 平割珈七よ皿跡平資翻V� 4の水阻跡 仙台市文化財調査報告き第65笑

仙台平野の遺跡群皿

仙台市長町南 3丁 目
仙台市高速鉄遭建設

t亀 居原工区)

約750耐 代本国跡 (桝形田式期 桝形回式期以降)平安時代以前の 仙台市文化財調査報告書毎8珠

仙台市長町商3T日 3 銀行支店建設 中世以前の水日跡 中世水日跡 中世以降の水田跡 仙台市文化財調査報告書第75集

仙台平野の遺跡群W

仙台市長嚇 丁目、7丁目
長町商1丁 目

都市計画街路 (長 FJ―

折立線)建設
仙台市文化財調査報告書毎98実

富沢―毯沢通跡第15次 発掘副査報告書

仙台市長町商3丁 目
仙台市高速鉄遭建設

(尊 居原工区)

仙台市文化財調査報告書第39集

仙台市長町商3丁 目
仙台市高速鉄遭建設 2期 の弥生時代水田IvJ(淋形□式期以前 排形囲式期 )

仙台市文化財調査報告き第働彙
仙台市高速鉄遭関係進跡調査続報V

仙台市鹿里T3丁 目26～

長‖J商 4丁 目2地内 電話ケーブル1同遭建設 平安1幸 代以前の水田跡 平安時代水田跡
仙台市文化財調査報告彗第94第

仙台市泉崎 1丁 目22他 共同生宅建設 弥生時代水口跡(脚掬皓難明)平安時代永回跡 平御町 (以降の水日跡
仙台市文化財調査報告書第87集

仙台平野の選跡群V

仙台市鹿野3丁 目2114 共同住宅魅設 平安時代水田跡 仙台市文化財調査報告書第87笑

仙台市泉崎1丁目21■ 0他 社員察建設 FI嘲た雹構
仙台市文化財調査報告書第94葉

年報 7

仙台市宮沢 1丁 目13 事務所建設 平安時代水田跡
仙台市文化財調査報告督第94葉

lW台市長町蘭3丁 目 (下水道I事 )

仙台市富沢2丁 目4 中
=絞

建設 黎守61XXl下 鰈稗綸臨牌8絆懃酪釉幽‥ 高碑 仙台市文化財調査報告書第■3集

仙台市長町 7丁 目23 住宅建設 仙台市文化財調査報告書第97集

仙台平野の遺跡群Ⅵ

仙台市長町7丁 目12 共同笙宅建設 約230Al 組文時代の遺物 平安F手代水口跡
価台市文化財調査報告書窮,04集

仙台市鹿aF 3丁 目226 共同住宅建設 仙台市文化財調査報告き嘉107家

年報 8

仙台市長町南a丁 目1 太自区役所建設 約2480市 仙台市文化財調査報告ξ第114集

仙台市長町商3目 目3172 事駒千建設 2期の弥生時代水田跡 (桝形日式～十二塚伏期 十二塚式期) 年報 8

仙台市太白区
長町商4丁 目3

小学校建設 約4800■ 仙台市文イヒ財調査報告書第149築

宿沢遭跡第30次 発掘調査報告書

仙台市長町南3丁 目3 共同住宅建設 弥生時代の水田跡
m台 市文化財調査報告書第122集

仙台市長町南3丁目106 共同住宅建設 約70ギ 平安HT代以前の水 ll跡
仙台市文化財調査報告書第122察

年観 0

仙台市長町南3丁 目95 共同住宅建設 Щ台市文化財調査報告書常H7集



第 4表 (続 )

調 査 区 地 磐 調 査 の 原 因 調 査 期 間 面 積 調 査 概 要 (主 な発見遺構 ) 文 献

仙台市鹿野3丁目2232他 共同住宅建設 約6∞∬ 諄終粟答森甲望ヽ東督蘇Ⅲ挙早梁群
～平安時代水田跡 平安 lm台 市文化財調査報告書第118集

自沢遺跡第34次発掘調査報告書

仙台市太白区 病院建設 約3鉤O∬ 静k家岱森甲筆色哀督蘇Ⅲ楚E梁占森良
～平安暗代水固跡 平安仙台市文化財調査報告書第151集

仙台市大白区
営沢1丁 目5-1 共同住宅建設 中世水口跡 仙台市文化財調査報告書第iお集

富沢 泉崎浦 山口追跡

ll台 市大自区
共同住宅建設 中世水田跡 仙台市文化財調査報告書第1お集

仙台市大白区
長町商 3丁 目4

共同住宅建設 弥生時代水回跡 (桝彰囲式～十三塚武期)

仙台市大自区
共同住宅建設 弥生時代水日跡(併形囲式期)平安時代～中世水田跡 山台市文化財調査韻告書第1熔集

仙台市大自区長町7丁 目 共同住宅建設 弥生時代水日跡 (桝形EE武期以前)
山台市文化財調査報告書第1泌集
磐沢 泉崎浦 山口遺跡

仙台市大自区
共同住宅建設

仙台市大白区泉崎I丁目7 業同住宅建設 平安時代の水日跡 仙台市文化財調査報告書第1閉集
宮沢 泉nst甫  山口追跡

長町南4丁 目5-10 共同住宅建設 旧石器時代の植物tl■包合層

共同住宅建設
宮沢 泉崎浦 山口追跡

仙台市大自区泉崎1丁目7 共同住宅建設

仙台市長町南 3丁 目3-1 共同住宅建設
(排形□式期 桝形囲式～十二塚式期 十三塚拭期)

仙台下ズILRI調査報告督第1雰兵
富沢 泉崎清 山口遺跡

仙台市大自区
鹿野3丁 目13

共同住宅建設 平安時代の水口跡

仙台市大白区泉崎1丁目2 共同生宅建設 ST生時代の水田跡 弥生時代～平安時代水日跡
仙台市文化財調査報告書露123冥

宮沢 兵崎浦 山口遺跡

第 5表 泉崎浦遺跡調査次数表

調査次数 調 査 区 地 番 調 査 期 間 面 積 調 査 概 要 (主な発見日∋ 文 献

仙台市宮沢字泉崎前 縄文時代後期初頭の■坑
仙台市文化財調査報告書第23集

年報 1

仙台市泉購ユ丁目 約 12001n 平安時代以前 平安時代の水日跡、古墳時代の住居跡、近世の墓坑
仙台市文化財調査報告書第5蝶

仙台市高速鉄道関係遺跡調査概雲Ⅱ

仙台市泉崎 1丁 目198■ 0 弥生時代の水日跡、古蹟時代の遺物包含層、平安時代の堅剰夫通構 井戸
仙台市文化財調査報告書第■9集

泉崎浦遺跡発掘調査報告書

仙台市泉崎 1丁 目16-3
仙台市文化財調査報告書第1閉集

宮沢 泉購浦 山口遺跡
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Ⅲ 試掘調査の概要 と本調査区設定

1.試掘の概要

前項で述べたように長町地区は周知の遺跡以外にも遺跡が発見される可能性が高いので、開

削工法で建設される長町南駅工区から南の中谷地・泉崎東工区については、遺跡外であつても

試掘調査を実施し遺跡の有無の確認に努めた。また、建設工事の進展を考慮し工事に取 りかか

れる部分を提示することにも努めた。

ず澤堆
B
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泉崎東工区 (高速鉄道七北田起点から13.059～13.370km)に は5× 15mの試掘区を 8箇所

(No l～ 8)、 中谷地工区 (起点から12.560～13.0591m)に は5× 10mの試掘区を12箇所 (No 9

～13・ 13'。 14・ 15。 17～ 20)、 6× 6mを 1箇所 (No16)、 5× 40mを 1箇所 (配21)設定した。

長町南駅工区 (起点から12.316～ 12.560km)と こは6× 8mの試掘区を 7箇所 (No l～ 7)設定

した (第 13図 )。 以下にその概要を記述するが、試掘区Noが重複するため頭に「IN」 (泉崎東・

中谷地工区)、 「NA」 (長町南駅工区)を付けて区別しておく。

(1)泉崎東工区 。中谷地工区

IN試掘No l 明確な遺構は検出されなかったが、11層 (本調査での11層)か ら弥生土器片が

数点出土したことや、プラントオパール分析から4・ 5。 ■・12層 (各層とも本調査での層位)

に水田跡の存在する可能性が指摘されたことから、畦畔を検出した試掘No 2の 結果とあわせて

本調査へ移行した。また、深堀を行い標高約7.3mで礫層を確認している。

IN試掘No 2 6層 (10YR4/1褐灰色粘土層、本調査での4層 )上面で畦畔 2条 と水口 lヵ 所を

検出したので試掘No lと あわせて本調査へ移行した。

IN試掘No 3土層注記表

層序 土 色 土  賞 層 厚 混 入 物 備 考

1 灰黄褐色    10Y R% 1～ 25cm

2a 灰黄褐色    10Y R% 砂質シル ト 1-10cm 酸化鉄集積層

2b 灰黄掘色    10Y R% 砂質シル ト 1-22cn

黒褐色     10Y R/ ,レ ト質粘土 1～ 18cm 灰白色人山灰 を少量合む

黒色      10Y R勿 ル ト質粘土 I-31cm 灰自色火山灰 を部分的に多く合む

5 にない黄橙色  10Y R% 砂 2～ 10cm

6a 黒色      10Y R/
にない黄橙色  10Y R%

泥炭質粘土

粘土

l^ヤ 15cm 互 層

6b 黒色      10Y RIχ 泥炭質粘土 1-10cm

掘灰色     10Y R/ 泥炭質粘土 1～ 14cm

8 黒褐色     10Y R% 泥炭質粘土 2-28cm

9 黒色      10Y Rl死 泥炭質粘土 1 ～16cm

9b 灰黄掘色    10Y R% 泥炭質粘上 1～ 4 cm

黒褐色     10Y R/
灰黄褐色    10Y R%

泥炭質粘土

粘土

6～ 18cm 植物遺体 多量 互 層

暗褐色     10Y R% 泥炭質粘土 1～ 6卿

黒色      10Y R% 泥炭質粘土 4-16cm 植物遺体 多量

黒色      10Y Rl% 泥炭質粘土 1～ 29cm

黒褐色     10Y R% 泥炭質粘土 1-1∝ m

掘灰色     10Y R% 泥炭質粘土 約 8 cm

黒色      10Y R% 泥炭質粘土 約 9 cm

褐灰色     10Y R% ホ占
=ヒ

約 7 em 上面に寵影痕郎ヽ が広がつている 炭化物を多く含む 灰自色粘土 を多く含む

黒色      10Y Rχ 粘 土 約10cm 植物遺体 を少量含む 炭化物 を全体的にまば らに含む

19 掲灰色     10Y R% 粘 土 イコ6 cm 植物遺体をやや合む

褐灰色     10Y R% 粘 土 絢 8 cm 植物連体を少量含む 黒縄色粘土 をブロ ック状 に合む

褐灰色     10Y R% 粘 土 約12cm 植物造体 を少量含む 黒褐色粘土 をブロック状 に多く含む

灰色       10Y% ル ト質砂 紹与29cm 植物遺体 を少量合む 黒褐色粘とをブロック状にり量合む、用 8物 を極少合tr

灰色       5Yχ ル ト質粘土 約21cm 植物進体 を少 し含む

緑灰色    75CY% ル ト質粘土 約2Ccm 植物遺体 を少 し含む

暗緑灰色    10C Y% シル ト質粘土 約 7 em 植物遺体 を少 し含む

暗緑灰色    7 5CY% 粘土質シル ト 約 15cm

緑灰色      5C% ル ト質砂 約15cm

暗緑灰色    10C Y% 砂 約32cm

緑灰色      5G躯 砂 約20cm

緑灰色     10G Y% 砂 ″与5 cm

緑灰色      5G/ 砂 Tr119cm 炭化物粒 をわすか |こ 含む

暗緑灰色     10G% 砂 約40伽

33 暗緑灰色     5G% 砂 イV25cm

34 砂礫層 径 2-10卸 の円礫、ほとんどは 2～ 3 cm



IN試掘Nα 3(第 14図、写真 3・ 4) 8層 上面と15層上面で濤跡、 8層 と10層 と濤跡から土

器片 3点を検出した。濤跡は壁の立ち上がりが緩いことや流木があつたことなどから自然河川

跡、土器片は摩滅していることから流れ込みと理解し、本調査不要と判断した。一方、翌1983

年に東方約50mの地点で実施された第 8次調査において、 9層水田跡に伴う7号濤 と8B層水

田跡に伴い 7号濤を改修した水路跡の 6号濤が検出された(工藤 :1984)。 その報告では、本試

IA 畔

:10M

的
m

SDl 土層注記

O黒掘色 10Y R% 汀じ炭Pitti   植物遺体 樹木を合む

②Pk」灰色 10Y R% 泥炭▼I枯 〕i   基本層7Mの 崩壊土

③黒 色 10Y R% 泥炭質tl上   植物遺体多い、砂粒少量含む

OflJ 色 10Y R% 砂       ややFRい砂を部分的に含む

③黒褐色 10V R% シルト質粘土  砂粒を少量含む

SD2 土層注記

⑥黒褐色  10Y R/  泥炭質粘土  粗砂をとヽ分的に含む

⑦黒tB色   10Y R%  泥演質絡土  綱砂を¶
`分

的に含む、
植物遺体極めて少ない

③黒褐色  10Y R%  泥炭質格土  組秒を多量に合む

◎HI褐 色  10Y R%  泥炭質粘土  砂粒を少量含む

B
93m引

勺

SD3 土層注記

①黒 色 10Y Rl%
②黒 色 10Y R1/

SD4 土層注記
③黒褐色 10Y R%
④黒 色 10Y R%
⑤黒 色 10Y R1/
⑥黒褐色 10Y R%

SD5 土層注記

⑦黄灰色  25Y%
③黒掲色  10Y R%
③黒褐色  10Y R%
⑩褐灰色  10Y R%

泥炭質格土

泥炭質粘上

泥炭質粘上

泥炭質格」:

泥炭質格土

泥炭質粘土

Fl土     炭化物 を含む

trf土

格土    炭イヒ物を少量含む

ンル ト質Frj土

垂
章

第14図  IN試掘No.3平面図・断面図



掘区のSD5と「 7号濤」、SD4と「 6号濤」とが対応すると考えられたが、その後検討が加

えられ標高・堆積上の様相が異なることから前述の対応関係は訂正されている (斎野 :1987)。

しかし、本試掘区と第 8次調査区とは同じ谷地形の谷心線上にあることから、今後 とも両者の

濤跡の関連を考える必要性が生じたため、ここに試掘結果の概要を報告したい。

[基本層序]層 序は36層 に細分された。 1層 は灰責褐色砂質シル ト層で旧水田耕作上、2a層

は酸化鉄集積層である。2b層 は灰黄褐色砂質シル ト層で水田耕作上の可能性がある。 3・ 4層

は黒・黒褐色シル ト質粘土層で灰白色火山灰を含む。 4層は 5・ 6層を撹拌している状況から

水田耕作土の可合2陛が高い。 5層は砂層である。 6～20層 は黒～灰褐色の泥炭質粘土・粘土層、

21層以下がグライ化した粘上の砂層でとくに24層以下は緑灰色系になる。34層が礫層となり、

その標高は6mでぁる。

[遺構] 試掘時の平面的調査で濤跡 2条が検出されたが、さらに東壁の断面観察により4条

の濤跡の存在が確認された。

[SDl]7層 上面が掘 りこみ面の濤跡である。 トレンチの北端部にある。上端幅 2m以上、

下端幅80cm前後、深さ40cm前後 (以上断面図からの復原値)で、方向は北西―南東方向である。

底面の標高は約9.2mでぁる。堆積土は 5層で底面には砂が堆積している。下位のSD2の埋没

過程で 7・ 8層が形成された後に機能した濤 と考えられる。

[SD2]SDlの 下位で9a層上面が掘 りこみ面の濤跡である。規模は上端幅1.9m以上、下

端幅40～ 80cm、 深さ35～50cm(復原値)で、方向は北西―南東である。底面の標高は8.8～ 9.0

mである。堆積土は 4層で、底面近 くは粗砂を多 く含んでいる。下位のSD6の影響でくばん

だ場所に形成された濤跡と考えられる。

[SD3] トレンチのほぼ中央に位置し、SD4の上位で13層上面が掘 りこみ面の濤跡であ

る。規模は上端幅1.lm、 下端幅30cm、 深さ20cmである。方向は東西方向で、堆積土は 2層であ

る。底面の標高は8.8mでぁる。下位のSD4の埋没過程で、13層上面で機能した濤と考えられ

る。

[SD4] SD3の 下位で14層上面が掘 りこみ面の濤跡である。規模は上端幅 2m、 下端幅

10cm、 深さ50m、 断面形は「V」 字形である。底面の標高は8.5mで ぁる。堆積層は 4層で、方

向は東西方向である。下位のSD5の埋没過程で、14層上面で機能した濤 と考えられる。

[SD5]SD4の 下位で15層上面が掘 りこみ面の濤跡である。規模は上端幅1.8m、 下端幅

20cm、 深さ65cm、 断面形は「V」 字形である。底面の標高は8.36mで ぁる。堆積土は 4層で、

方向は東西方向である。

[SD6]ト レンチの北東側に位置し、15層上面が掘 りこみ面の濤跡である。方向は北北西―

南南東で、西岸のみ検出された。規模は上端幅1.8m以上、下端幅1.2m以上、深さ50cmで ある。



堆積土は3層である。SD3の形成に影響を与えたと考えられる。

[遺物]遺 物は3点出上しているがいずれも小片で図示できなかった。SDl・ 2、 8層、

10層から各 1点出土している。10層のものは口縁部破片で、内弯して立ち上が り、外面は太め

の沈線文が描かれている。他は体部破片でLR縄文、撚糸文Rが施文されている。

[ま とめ]第 8次調査 との層の対

'ヒ

は、その層相から第 8次調査の「 8B」 層が本区の 7層、

「 9」 層が 8層、「10」 層が9a層 に対応する。 7層の層相が水田土壌に類似 し、 8次の「 8B」

層に対応することからこの地点にも水田跡が存在していた可能性が高いと考えられる。また層

の対応関係に合わせると、SDlは第 8次調査の 6号濤 と対応するが、SD2と 7号濤に関し

ては後者が 1枚上の層で検出されているという相違点があり、今後の検討が必要とされよう。

ド

――-10M

0         1m

"
IN試掘No.4土層注記表

8M

層序 土   色 上  質 層 厚 幅 考

1 灰褐色 シル ト 10～ 26cm 究代水田耕作土

黄褐色 砂 4～ 19cm

3 黄褐色 粘 土 13´ -24cm 互層

黒褐色 泥炭質粘土

4 黒褐色 泥炭質粘土 1～ 6 cm

5 灰褐色 泥炭質粘土 6～ 13cm 水田耕作土 ?

黒褐色 泥炭質粘土 4～ 7 cm

黄褐色 粘上 2～ 8 em 互層

黒 色 泥炭質粘土

8a 灰褐色 泥炭質粘土 4-6 cm

黄褐色 粘 土 1-2卿
黒褐色 泥炭質粘土

黒褐色 泥炭質粘土 6-9 cm

11 黒褐色 泥炭質粘土 4～ 8 cm

黒掘色 ンル ト質砂 6～ 10cm 13層 への漸移層

13 黄掲色 砂 32～ 40cm

灰褐色 泥炭質粘土 1～ 6 cm

灰偶色 泥炭質粘土 1～ 2 cm

15 黒褐色 泥炭質粘土 3～ 6 ctB

黒 色 泥炭質粘土 4～ 7 cm

17 黒褐色 泥炭質粘土 6 cm

黒褐色 泥炭質粘土 8～ 1%m

縁 灰 色 粘 土 11～ 1∝m 黒褐色のブロ ックを含む

緑灰色 格 土 18～ 22c加

緑灰色 粘 土 18～26cm

緑灰色 率占土

第15図  I NttIFHNo.4平 面図・断面図



IN試掘No,4(第 15図、写真 5) 5層上面で帯状の高まりを検出した以外に遺構遺物は検出

されなかった。帯状の高まりも人為的なものではなく自然のものと考え、本調査不要の判断を

下した。しかし、その後周辺での水田跡の調査が進展し、水田の様相が明かになった現在、こ

の高まりを再考する必要が考えられるので、ここに試掘の概要を簡単にまとめておく。

[層序] 層序は22層 まで細分された。 1層 は灰褐色シル ト層の旧水田耕作土で、 2層は黄褐

色砂層、 3層 と8層 は灰責褐色シル トと黒色泥炭質粘上の互層になる層である。 4～11層 は黒

～灰褐色の泥炭質粘土層、12・ 13層 は砂層、14～ 18層 は黒～灰褐色の泥炭質粘土層、19～22層

1)

は緑灰色の粘土層である。礫層までは確認せず、標高約7.8皿で掘 り込みは終了している。

[遺構] 5層 上面で畦畔状の高まりを検出した。東西の土層断面図からその規模を復原する

と上端幅1.5m、 下端幅 3m、 比高差12cmと なる。

[ま とめ] 5層 の層相が分解の進んだ水田土壌に類似した様相であること、畦畔状の高まり

はかなり安定したものであることなどから、この地点にも水田跡が存在していたと考えられ、

試掘時の判断は誤 りであったと言えよう。水田跡の時期は断定されない、IN試掘No 3と の層

相、標高などの対比から弥生時代の可台蟄性も考えられる。

IN試掘N65 旧水田耕作土および鉄分の集積層を象」いだ段階で、土師器を包含する黒褐色砂

質シル ト層を確認した。先行して行われた IN試掘No 6の 結果 (古墳時代の住居跡検出)、 およ

び周知の泉崎浦遺跡の隣接地であることから本調査へ移行した。

IN試掘No.6 旧畑・水田耕作上を劉いだ段階で住居跡のプランと一括土器 (古墳時代の上師

器)を検出した。もともと周知の泉崎浦遺跡内の地点であったために本調査へ移行 した。

IN試掘Na 7 9層上面で畦畔状の高まりを検出した。この 9層はIN試掘No 8で プラントオ

パールが検出された 8層 に相当し、水田跡の存在が考えられたためIN試掘配 8と ともに本調

査へと移行した。なお、 トレンチ南半部を現地表面から約34m下がった標高約8.4mま で掘り

下げたが、礫層は確認されなかった。

IN試掘Nα 8(写真 5) 4層上面で東西方向の畦畔および人間の足跡を検出、また、プラン

トオパール分析により、8層に水田跡の存在する可能性が高いことから、IN試掘配 7と ともに

本調査へ移行した。さらにトレンチ北半部を現地表面から約4.lm下がった標高 8mま で掘 り下

げたが、礫層は検出されなかった。

IN試掘No 9 旧水田面以下約1.5mま で掘 り下げたが遺構遺物は検出されなかった。層序は

21層 まで確認された。層序は大まかに旧水田面以下50硼 ほどまでが旧耕作土とシル ト層、それ

以下が泥炭質粘土層および砂層で、グライ化層は未確認である。遺構は未検出であったが、IN

No 8と 10を 繋ぐ位置という視点から本調査へ移行した。

IN試掘N610 5層 (本調査中谷地H区4b層 )上面で灰白色火山灰を乗せる畦畔を「T」 の字



状に確認したため本調査へ移行した。

IN試掘Nα ll・ 12 3層 (本調査中谷地 I区 7層 )で畦畔を検出したので本調査へ移行した。

IN試掘Nα13 3層 (本調査中谷地 I区 7層 )で畦畔を検出したので本調査へ移行した。

IN試掘No14 旧水田面以下約1.5mま で掘 り下げたが、隣の試掘No15と 同様の砂層が続き遺

構が検出されなかったため本調査不要 と判断した。

IN試掘Na15 3層 から中国銭 5点が出土したが遺構は検出されず、本調査は不要 と判断し

た。確認した層は16層で旧水田面以下約1.6mま で調査を実施している。 1～ 3層 はシル ト層、

4～■層は砂 とシル トの互層、12～ 15層が泥炭質粘土層、16層以下がグライ化した層である。

出上した中国銭のうち初鋳年代の判明したのは 4点で、内訳は周通元宝 (後周 :955)、 成平元
2)

宝 0と宋 :998)、 大観通宝 0と宋 :1107)、 正隆元宝 (金 :1158)である。中国銭を出上した 3

層は中谷地 I区の 8層に対応される層である。
花粉分析試料採取地点

A――         ▼ 一ド1lM

―
    型

0          1m

IN試掘No.16土層注記表

層序 土    色 土  質 層 厚 混    入    物 備 考

la 灰褐色     75YR% シル ト 2～ 14cn 現代の水田の耕作土

lb 明褐色     75YR% 粘 土 1-6 cal 酸化鉄集積層

lc 黒褐色     10Y R% 粘 土 3～ 15cEl

2 貢灰色    25YR% 粘 土 5～ 22cD 3層 をブロック状 に合む

3 黒褐色     25YR% 泥炭質粘土 1～ 14m 植物遺体 多量

3b 黒褐色     5YR/ 泥炭質粘土 2～ 7 cl 植物遺体 多量

4 鈍い褐色    7 5YR% 粗砂 2～ 8 cm 試掘区の西半分に分布

5 黄灰色     25Y/ 粘 土 9～ 12cm 互層

黒色 泥炭質*占土

6 黒色       10Y R% 泥炭質粘土 1～ 3 cm 植物遺体 多量

7 黒褐色     10Y Rχ 泥炭質粘土 3～ 8 cal

8 黒褐色     10Y R% 泥炭質粘土 4-19cm 植物遺体 極めて多量

9 黒色     10Y R1/ 泥炭質粘土 10～ 18cln 植物遺体 多量

10 掲灰色     10Y R% 絶土 4～ 18cm

11 明オリープ灰色  5CY 粘 土 22～ 50cm 微砂・細秒 を含む

縁灰 色     75GY 粗 砂 12～40cm る

緑灰色     10G Y% ンル ト質粘土 1～ 8 cl

暗オリーブ色   75Y% 粘土 2～ 891 非常に硬 い層である

15 明褐灰色 10G/ 粘 土 18～ 44c44 植物遺体 を看干含む 非常に硬 い層である

オリープ灰色  25CY/ 粗砂 30～ 58rm オリーブ灰色 粘土が層 を成す

17 暗赤褐色    25YR% 粘 土 6～ 18cm 脚ヒ物峠 ホ片(機ボックリか?)が多量に見られる 上部 ににない赤褐色の粘上が見 られる

鈍い赤褐色   5YR% 粘土質 シル ト 2-llLm

オリー朔天色  5GY% 細 砂 16～ 28cIB

第16図  IN試掘No.16平 面図・断面図



IN試掘Nα16(第 16図、写真 5)旧 水田面以下約 3mまで調査を実施したが遺構は検出され

ず、本調査は不要と判断した。しかし、本試掘区の花粉分析の結果、17層から19層 にかけては

最終氷期後半期の植生であることが判明した。分析結果についてはⅧ-7を参照されたい。本

試掘区で確認された層は19層である。 1～ 4層がシル ト・粘土・砂層で、 5層が黄灰色 と黒色

粘上の互層、 6～ 9層が泥炭質粘土層、10～19層がグライ化した層である。グライ化した層の

中に暗赤jtB色系の17・ 18層が存在する。17層 は暗赤褐色 (2.5YR3/4)の粘土層で、層厚は 8～20

硼である。炭化物片、木片、毬果を多量に含む。18層 は鈍い赤褐色の粘土質シル ト層で、層厚

は 5～20cmで ある。17層上面の標高は8.3m前後である。

本試掘区の花粉分析の結果により、沖積平野の下層部分に旧石器時代の生活面が存在する可

能性が考えられるようになり、1988年 3月 第30次調査での後期旧石器の発見に結び付いたと言

えよう (仙教委 :1988)。

IN試掘Nα17 旧水田面以下約1.8mま で調査を実施 したが遺構遺物は検出されず、本調査は

不要と判断した。確認された層は12層である。 1層 (旧耕作土ではない)が粘土層で、 2～ 11

層が泥炭質粘土層で、12層がオリーブ灰色の砂層である。

IN試掘Nα18 旧水田面以下約 2mま で調査を実施 したが遺構遺物は検出されず、本調査は不

要と判断した。確認された層は39層である。 1層が旧耕作上で、 2～ 4層がシル ト・粘土層で

3・ 4層中には灰白色火山灰が含まれる。 5～ 30層が泥炭質粘土層で、そのうち17～23層 は特

に分解度が悪い層で約50cmの 厚さを有している。31層以下はグライ化した砂および粘土層であ

る。

IN試掘Nα19(第17図、写真 6～ 8)旧 水田面以下約4.5mま で調査を実施したが遺構遺物は

検出されず、本調査は不要と判断した。確認された層は43層である。 1層が旧耕作上で、 2・

3層がシル ト層で灰白色火山灰を含む。 4～25層が泥炭質粘土層で、そのうち11～ 15層 は特に

分解度の悪い層で約50硼の厚さを有している。26層以下がグライ化した砂・ シル ト・粘土層で

あるが、31a・ b層 および38・ 39層が緑灰色系の上色の中でも相対的に黒味の強い層になって
9

いる。31a層は褐色 (7.5YR4/4)粘 土質シル トで、31b層 は31a・ b層 より黒味の強い層で、と

もに砂質シル ト層である。38層上面では樹木片が出上している。31a層上面の標高は7.3～ 7.36

mで、38層上面は6.2～ 6.3mでぁる。なお、この付近でのボーリング調査 (配17)に よると礫

層の標高は4.Omで ぁる。

IN試掘No20 旧水田面下約2.2mま で調査を実施 したが遺構遺物は検出されず、本調査は不

要と判断した。確認された層は25層である。 1層が旧耕作上で 2層が粘土質シル ト、 3～ 22層

が泥炭質粘上である。h18・ 19区 と同様に10～14層が分解度の悪い層で、厚さが約40cmである。

23層以下がグライ化した層になっている。
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IN試掘No.19土 層注記表

層序 土 色 土  質 層 厚 混 入 物 備 考

1 褐灰色     10Y R% 粘上質 シル ト 2～ 15cn

2 黒色 25Y% 粘土質 シル ト 2-20cm 灰自火山灰 を含む

3 黒褐色     10Y R% シル ト質粘土 2 -20cm 灰自大山灰を含む

黒褐色     7 5YR% 泥炭質粘土 2^-20cm 植物遺体多量

5 黒色      10Y R% 泥炭質粘土 1～ 1∝ m

6 オリーブ黒色    5Y% 泥炭質粘土 2～ 4 cm

7 黒色     10Y R1/ 泥炭質粘土 2-10cm

8 ォリーブ黒色   5Y% 泥炭質粘土 1～ 6 cm

黒色       5Y% 泥炭質粘土 2-1lcm

10 黒色       25Y% 泥炭質粘土 1～ 10em 植物遺体多量

11 オリーブ褐色   25Y% ル ト質粘土 10～ 19cm

褐色      10Y R% シル ト質格土 6～ 18cm

13 暗オリーブ褐色  25Y% 粘 土 2～ 6cd

14 オリーブ褐色  25Y% ン
'レ

ト質米占土 5～ 15cm

15 黄褐色     25Y/ 粘 土 2～ 7 cm

16 黒色      10Y Rウ 泥炭質粘土 6～ 10cm

17 黒色      75YR'% 泥炭質粘土 4～ 12cm

18 灰オリーブ色   5Y% 本占土 4～ 8 cm

黒褐色     10Y R% 泥炭質粘土 1～ 5 cm

オリーブ褐色  25Y% 粘 土 2-1∝m

黒褐色      25Y 泥炭質粘上 2～ 6 cl

黒掘色      25Y歩 泥炭質粘上

灰オリーヂ色   5Y% 粘 上 1～ 6 cm

黒色     10Y R1/ 泥炭質粘土 6-12cm

黒色     7 5YR1/ 泥炭質粘土 3～ lllcm

黒褐色     10Y R% 粘 土 4^-20cm

灰色       5Y% 粘 土 1～ 20cm

明オリーブ灰色  5GY 砂質粘土 10～ 16cm

緑灰色     75CY% 砂 17-26cm

暗緑灰色    75CY% 砂 16～ 22伽

31a 掲色      75YR% 粘土質シル ト 2～ 6 cm

灰オリーブ色   5Y% 粘土質 シル ト 2～ 17cm

オリー/1A色   5CY% 粘土質 シル ト 13--21cm

明オリーブ灰色 5GY/ 粘土質 シル ト 19～ 32cm

オリーブ灰色  25CY% 砂 4～ 23cln

オリーブ灰色   5GY% シル ト 6～ 13cm

オリーブ灰色  5CY% 砂質 シル ト 7～ 13om

オリーブ灰色   5CY% 砂 10～ 20cm

オリー〕天色  5GY% 砂質シル ト 10～ 15cm 相対的 1こ 黒味を帯びる。樹木片含む。

オリーブ灰色  5GY% 砂質ンル ト 6～ 12cm 相対的に黒味 を帯びる。

オリーブ灰色   5GY% ル ト質砂 12～ 18cm

オリーブ灰色  5CY% ル ト質砂 11～ 28銅

オリーカ天色  5GY/ ル ト 6-20cm

オリーブ灰色  5GY% 砂

IN試掘No21 2層で畦畔を検出したため西方へ30m拡張したが畦畔は確認されず、中谷地工

区の起点から約60mま でを長町南駅区と併せて本調査へ移行することにした。

(2)長町南駅工区

NA試掘Nα l 旧水田面下約3.2mま で調査を実施した。遺構は検出されていないが、12m西

の NA試掘No 2で畦畔状の高まりを検出した 8層の存在は確認されている。確認された層は28

層である。 1層が旧耕作上で、 2・ 3層が粘土層、 4～ 26層が泥炭質粘土および砂層、27層以

下がグライ化した砂・粘土層である。

NA試掘Na 2 8層 (本調査での7c層 )で畦畔状の盛 り上がりを検出した。同時に進行 してい

た NA試掘配 1と 層を対応させるため両者間にトレンチを設定し8層の広がりを確認 した。な



お、本試掘区ではプラント・オパール分析を実施 している (ⅥⅡ-1の項参照)。

NA試掘Nα 3 旧水田面下約70側まで調査を実施 したが明確な遺構は検出されなかった。た

だし隣接した NA試掘配 5の 7c層 の畦畔状の盛 り上が りの延長部 と考えられる土層の盛 り上

が りが、北東隅の断面観察で確認されている。

NA試掘Nα 4 旧水田面下約4.5mま で調査を実施したが明確な遺構は検出されなかった。た

だし、NA試掘No 5で畦畔状の高まりを検出した7c層 (本調査での7c層)の存在は確認されて
41

いる。また、7a層上面で大形板状安山岩製石器が出上している (第104図 1、 写真□)。 確認さ

れた層は41層である。 1・ 2層が盛土で、 3層が粘土層、 4～27層が泥炭質粘土層、28～ 41層

がグライ化した粘土および砂層である。なお本試掘区では花粉分析を実施している (Ⅷ-8の

頂参照)。

NA試掘Nα 5 7c層上面で畦畔状の高まりを検出した。北東方向と北西方向の高まりで、北西

方向のものは隣接するNA試掘No 3に 延長していたが明瞭には検出されず、断面での確認 にと

どまった。なお本試掘区においてもプラント・オパール分析 と花粉分析を実施している (Ⅷ―

1・ 8の項参照)。

NA試掘No 6 調査区の北東隅の7c層 (本調査区での7c層 )で畦畔状の高まりを検出した。

本試掘区では深掘 りも実施しており、35層 まで確認している。 1層が旧耕作上で、 2・ 3層が

シル ト・粘土層、 4～26層が泥炭質粘土層および砂層で、27～34層がグライ化した粘土および

砂層である。

NA試掘N67 7c層 (本調査での7c層 )で畦畔状の高まりを検出した。

以上の試掘結果をまとめると、7cお よび 8層 (いずれも本調査での7c層 )で畦畔状の高 まり

が数条検出されるとともに各試掘区で7cお よび 8層の存在が確認され、水田跡が広範囲に展開

することが予想されたため、本調査が必要と判断された。

なお、深掘 りを3ヶ 所 (NA試掘配 1・ 4・ 6)で実施したが、それらについてはⅥの章 を参

照されたい。

2.本調査区の設定

試掘調査の結果をもとに次のように本調査区を設定した。

泉崎東工区は道路部分がほとんどであり、しかも店舗等が並ぶ幹線的な道路であるため、交

差点や草道確保等の道路事情を考慮に入れた本調査区の設定となった。I貰 試掘No l・ 2を 中心

とした七北田起点から (以下略)13.314～13.356kmの部分を泉崎 I区、IN試掘No 5・ 6を 中心

とした13.158～ 13.208kmの 部分を泉崎H区、IN試掘配 7・ 8を中心とした13.079～13.120kmの

部分を泉崎Ⅲ区と設定した。なお、泉崎Ⅱ・Ⅲ区は泉崎浦遺跡と富沢遺跡にまたがる調査区で



あるが、調査時点より便宜上遺跡を区別せず取扱ってきたためこの報告においてもそれを踏襲

した。

中谷地工区は道路部分と公園予定地にまたがっており、道路部分については泉崎東工区と同

様に道路事情を考慮して本調査区を設定した。IN試掘血11～ 13を 中心 とした12.909～ 13.965

kmの公園予定地区内部を中谷地 I区、IN試掘No10を 中心 とした12.960～ 13.023kmの道路部分

を中谷地H区、IN試掘血 9を中心とした13.036～13.058血を中谷地Ⅲ区とした。

長町南駅工区は一般道路として供用されていない部分であう、広範囲に調査区が設定可能で

あることからほぼ全域を調査対象とした。また、IN試掘血21で本調査が必要とされた中谷地工

区の一部分 (60m)を も取り込んで調査を実施することにした。その結果、12.300～12.560血

の全長260mの長大な調査区を設定することとなった。また、A・ B換気区、出入回区、変電所

区については82・ 83年度の本調査の成果に基き、試掘等は実施せず本調査を行っている。

注)

1.土色・土性は現場での注記が欠落していたため、富沢遺跡での一般的な土層のあり方を踏まえて、カラース

ライドより復元したものである。

2.誠に遺憾ながら遺物が行方不明になり図示できなかった。渡来銭の種類は現場での調査日誌の記録による。

3.36層以下についてはすべてオリーブ灰色 (5GY6/1)と いう現場での注記であるが、カラースライドから明

らかに黒味の強い層であることが看取される。

4.発見当時は石器であるかどうか意見が分かれたが、担当調査員であった荒井格により、人為的剣離痕および

光沢面の存在が観察され、石器として認識されるに至った。その後資料の増加とともに、斎野裕彦により第15

次調査において本格的な検討がなされ、この名称が付された (斎野1987)。



Ⅳ 泉崎前・泉崎浦地区

1.調査の方法と経過

泉崎東工区においては、起点より13.060～13.366kmの306m間を南北に 1～51、 東西にA～ C

の 6× 6mグ リッドを設定した (第 18図 )。 泉崎 I区は43～51グ リッド、H区は17～25グ リッド、

Ⅲ区は4～ 10グ リッドに位置する。各調査区は道路部分であるため交通事情を考慮して西側に

車道を確保し、交互通行方式をとって調査を実施 した。したがって路線幅は1lmであるが西側

が 2m減 じたため、各調査区の規模は I区が8.8× 51m、 H区が8.8× 50m、 Ⅲ区が8.8× 41mと

なった。

前項で述べた本工区での試掘調査は1982年 6月末で終了し、 7・ 8月 は工事業者側の調査区

設定の準備期間に当てた。調査区設定に関連する諸工事 (調査区用上留工・車道用覆鋼板取付・

保安施設設置等)や盛土・表土掘削・残土運搬工事等は、高速鉄道建設本部 との協議の上、各

工区請負業者が施工することになった。なお、工事工程上工事用鋼矢板打込み工事は文化財調

査に先行して行った。

I区の調査は1982年 9月 6日 より調査を開始 し、続 く8日 にはIN試掘血 1でプラン トオ

パール分析 と花粉分析用のサンプリングを藤原宏志氏 (宮崎大学)と畑中健一氏 (岡山理科大

学)に より行った(写真23)。 盛土・ 旧水田耕作上を重機で除去したところ、 2・ 3層上面で濤

跡・土坑 。河川跡を検出した。 9月末からは 4層水田跡の検出を開始し10月 上旬に終了し、中

旬には 5層水田跡の検出を開始し下旬で終了している。11月 上旬に■層で畦畔を検出、西へ延

びていたため車道用覆鋼板の下まで拡張した。中旬にSXl遺構 と杭列を検出、16日 には木製

の横鍬が出上した。12月 4日 には12層で丸木弓が出上した。SXlの杭の取 り上げを最後に12

月■日に調査を完了した。

H区は9月 13日 より開始した。重機での盛土・表土除去が十分でなく、人力による除去作業

に多少の時間を費やした。 9月 末から本格的な遺構検出作業を開始し、まず試掘時に確認 して

いた古墳時代の住居跡を調査区北端部の 5層上面で検出、続いてその南側の 3層上面で近世の

墓墳群を検出した。墓墳群は10月 1日 に掘 り込みを開始し25日 に終了した。人骨の出上した墓

墳が数基あったが、遺存状況の悪い人骨平箱 1箱分は近 くの滝沢寺に無縁仏としての供養をお

願いした。続いて住居跡と遺物包含層 4層の調査を終え、10月下旬には 5層上面で濤跡を検出

し11月 初めに終了している。11月 中旬以降は水田跡の検出を主眼としてより下層の調査を行っ

たが畦畔等は検出されず、 9層上面の精査を最後に12月 2日 をもってH区の調査を完了した。

Ⅲ区の調査はⅡ区の終了後に引き続いて12月 2日 に開始した。12月 8日 に旧表土除去が完了



X=-197,700kaI

Ｆ

Ｉ
ト
ー
」
―

　
一

５
５
い
０
．φ
十
１
”

泉

、
崎
　
Ⅲ
　
区

I X― -197.750Ln

x=-197、 850 km

x=-197,91Xlkm

泉

崎

Ⅱ
で区

X=-197 750km

X=-197,850km

埋デ＼ミ立
イ/区    |

――~~~「 ~́'~「

・
|  |

十

.  「
――――

___生 _二

引
ｒ
‐―

卜
に
‘

＝
―
■
１
に

　
＝
―

＝
・＝
＝
」
Ｉ
Ｌ
＝
＝
■

よ/イ1~‐

泉

一
姻

ナ
寸
斗
痢

コ

一
ロ

臨９７
．

７０

１

一



し、 4層の砂層を掘 り下げ中に 5層の畦畔を検出し水田跡を確認した。 5層上面では多数の人

と牛の足跡が検出され石膏での型取 りを行うとともに、星川清親氏 (東北大学)と 加藤強氏 (イ山

台市中央卸売市場KK)に実物の牛の足 (切断した前足 2本 と後足 2本)を持参していただき、

実際に地面に足跡を付け検出した足跡状のものと比較検討を行いそれらが牛の足跡である確証

を得ることができた (写真35)。 12月 中旬に 5層水田跡の調査は終了したが、プラントオパール

分析から水田跡の存在が予想された15層の調査は越年となった。翌年 1月 5日から調査を再開、

15層の畦畔を検出し水田跡の存在を確認し中旬にその調査を終了した。15層以下の調査は17層

上面までで終え、土層断面図作成を最後に1月 26日 をもってⅢ区の調査を完了した。

2.泉崎 I区

(1)調査区の位置

調査地点は、富沢遺跡の南端部中央に位置し、魚川が形成 した自然堤防の後背湿地に立地し

ている。区画整理以前は水田で東へ傾斜しており、標高は10.37～10.65mでぁった。

(2)基本層序

確認された基本層序は大別で21層、細別で24層である。層序を大まかにみると1層が旧耕作

第19図 泉崎 I区遺構配置図
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層序 土 色 上  質 層 厚 混 入 物 備 考

1 褐灰色     10Y R% ,レ ト 砂 粒 水田耕作土 (現代)、 下面に鉄分集積層

2a 黄褐色      25Y% 砂質シル ト 10～ 2儀 m

2b 明黄褐色    10Y R% 砂 5～ 16cm 46グ リ ンド以北 に分布

2c 褐灰色     10Y R% ル ト質砂 6-15Cm 48 ″ 以南に分布

黒色      10Y RIχ 5～ 15cm 水田耕作土 ?下面起伏

にぶい黄褐色  10Y R% 粘土質 シル ト 6～ 4∝m 水田耕作土 下面起伏

5 黒褐色     10Y R% 泥炭質粘土 6～ 30cm 櫨物遺体、灰自色火山灰 水田耕作土

6 浅黄色     10Y R% 粘 土 2～ 16cm 不連続 な分布

黒褐色     10Y R% 泥炭質粘土 4～ 16cm 植物遺体

8 黒褐色      25Y% 泥炭質粘土 3～ 10cm 植物遺体 薄い黄褐色粘土層の互層

9 灰褐色     10Y Rχ 泥 炭 質イ占土 2-4 cm 植物遺体

10 黒色      10Y R!/ 泥炭質粘土 4～ 10cm 植物連体

11 黒褐色     10Y R% 泥炭質粘土 5～ 17cm 植物遺体 水田耕作土

12a 黒褐色    75YR% 泥炭質粘土 5～ 12cld 植物遺体 を多量

12b 黒褐色     75YR% 泥炭質粘土 6～ 24cm 植物遺体

13 黒色      10Y R咳 泥炭質粘土 3～ 6 cm 植物遺体

褐色     10Y R% 挙占土 2～ 12cm

15 黒褐色     10Y R% 泥炭質粘土 2-10cm 植物遺体

暗褐色     10Y R% 粘土 2～ 8 cn

17 黒褐色     10Y R% 泥炭質粘土 2～ 12cm 植物遺体

黒色      10Y R% 泥炭質粘土 2-2∝ m 植物遺体 下部 に薄い黄褐色粘土層

19 黒色      10Y R% 泥炭質粘上 8～ 25cm 植物遺体

褐灰色     10Y R/ 泥炭質粘土 8～ 20cm 灰日色の粘土ブロ ノクを含む

21 黒褐色     10Y R% 泥炭質粘土 約20cm

黄灰色     25Y% ル ト質粘土 4～ 21cm 植物遺体 黒色粘土のブロ ノクを合む

層序 土 色 土  質 層 厚 混 入 物 備 考

黄灰色     25Y% ,レ ト質粘土 12～ 2■ m 植物遺体 褐灰色の粘土 を少量含む

青灰色     5BC% ル ト質粘土 35～46cm 植物遺体 をわずかに合む

明青灰色    10B C% 絡土 約 14cI 植物追体 を少量含む

緑灰色      10C% シル ト質粘土 約 10cm 植物遺体 を少量含む

緑灰色      10G% 砂 (細砂 ) 約18cm 植物違イ本をわすかに含 f」 青炊色のィ占■婚カリ旱さ05～ l cmで 数条見られる

緑灰色      10G% 砂 (粗砂 ) 10～ 20cm 植物遺体を少量含む 径02～ 1 5cmの 礫 を多量に含む

青灰色     5BC% 砂 (細砂 ) 10～ 30cm 植物遺体 を極めてわずかに含む

青灰色     5BG% 砂 約16cm 植物遺体 を極めてわずかに含む

青灰色     5BC% 砂 (粗砂 ) 約24cm 2～ 5 cmの 礫 を少量合む

緑灰色      56% ル ト質砂 黎,12cm 植物遺体 を少量含む

礫 層 02～ 10甑の礫より成り立つ力路か多くは2-5cmの 径をもつ

第20図 泉崎 I区土層断面図



上、 2層が砂層及び砂質シル ト、 3・ 4層がシル ト層、 5層以下21層 にかけてが泥炭及び泥炭

質粘土層である。IN試掘区No lの 結果によれば22層以下はグライ化した粘土および砂層、そし

て礫層になる。礫層の標高は7.3mでぁる。なお、23層以下については、土層観察表を参照され

たい (第20図 )。

1層 :褐灰色 (10YR4/1)シ ル ト。旧耕作土。下面に鉄分の集積層が認められる。

2a層 :暗灰責色 (2.5Y5/2)砂 質シル ト。層厚は10～20cmでほぼ全域に分布する。

2b層 :明黄褐色 (10YR6/6)砂。層厚は 5～ 16帥で46グ リッド以北に分布する。

2c層 :褐灰色 (10YR5/1)シ ル ト質砂。層厚は6～15cmで48グ リッド以南に分布する。

3層 :黒色 (10YRl.7/1)シ ル ト。層厚は 5～ 15cmで ほぼ全域に分布する。下面に凹凸が認めら

れる。水田耕作上の可能性がある。

4層 :に ぶい黄褐色 (10YR4/3)粘土質シル ト。層厚は 6～40cmで、43・ 44グ リッドが比較的

薄 く堆積している。ほぼ全域に分布する。上面下面ともに凹凸が認められる。水田耕作上であ

る。

5層 :黒褐色 (10YR3/1)泥炭質粘土。上面近 くに灰白色火山灰を含む。層厚は 6～30cmで45

グリッド以北に厚 く堆積している。ほぼ全域に分布している。上面下面 ともに凹凸が認められ

る。水田耕作上である。

6層 :浅黄色 (10YR8/4)粘土。層厚は2～ 16cmで ある。薄い黒褐色土層と互層になる部分が

ある。南端の51グ リッドに比較的良好に分布するが、他は部分的に分布するだけである。上面

下面に凹凸、層中に攪拌を受けたような箇所が観察される。それらが 5層水田跡の耕作深度の

影響であるか、 6層の水田耕作上の可能性を示しているのかは不明である。

7層 :黒褐色 (10YR2/2)泥炭質粘土。層厚は4～ 16cmで、ほぼ全域に分布する。下半部は黒

味がやや強 くなっている。上半部に攪拌を受けたような箇所が観察される。それらが 5層水田

跡の耕作深度の影響であるか、 7層の水田耕作上の可能性を示しているのかは不明である。

8層 :黒褐色 (2.5Y3/1)泥炭質粘土と黄褐色粘土との互層。層厚は 3～ 10cmで、51グ リッド付

近に分布する。自然堆積層である。

9層 :灰褐色 (10YR4/1)泥炭質粘上。層厚は2～ 4 cmで、46グ リッド以南に分布する。自然

堆積層である。

10層 :黒色 (10YRl,7/1)泥 炭質粘土。層厚は4～ 10cmで、46グ リッド以南に分布する。自然

堆積層である。

H層 :黒褐色 (10YR3/2)泥炭質粘土。層厚は5～ 17cmで、46グ リッド北半部以南に分布する。

下面に若干の凹凸が認められる。水田耕作土である。

12a層 :黒褐色 (7.5YR2/2)泥 災質粘土。層厚は5～ 12cmで 、45グ リッド以北に分布する。分



解度の低い層で植物遺体を多量に含む層である。

12b層 :黒褐色 (7.5YR3/1)泥 炭質粘土。層厚は6～24cmで、45グ リッド以南に分布する。自

然堆積層である。

13層 :黒色 (10YRl.7/1)泥炭質粘土。層厚は 3～ 6 cmで、45グ リッド以南に分布する。自然堆

積層である。

14層 :褐色 (10YR4/4)粘土。層厚は 2～ 12cmで、45グ リッド以南に分布する。自然堆積層で

ある。

15層 :黒褐色 (10YR2/3)泥炭質粘土。層厚は 2～10cmで、45グ リッド以南に分布する。下位

にSR2・ 3河川跡が存在する箇所で層が厚 くなっている。自然堆積層である。

16層 :暗褐色 (10YR3/4)粘土。層厚は 2～ 8 cmで、45グ リッド以南に分布する。自然堆積層

である。

17層 :黒褐色 (10YR2/3)泥炭質粘土。層厚は 2～12硼で、45グ リッド以南に分布する。下位

にSR2・ 3河川跡が存在する箇所で層が厚 くなっている。自然堆積層である。

18層 :黒色 (10YR2/1)泥炭質粘土。下部に薄い黄褐色粘土層がある。層厚は 2～20cmでほぼ

全域に分布する。下位にSR2・ 3河川跡が存在する箇所で層がかなり厚 くなっている。自然

堆積層である。

19層 :黒色 (10YR2/1)泥炭質粘土。層厚 8～25cmで ほぼ全域に分布する。自然堆積層である。

20層 :褐灰色 (10YR4/1)泥炭質粘土。灰白色の粘土ブロックを含む。層厚は8～ 20cmで 、ほ

ぼ全域に分布する。自然堆積層である。

21層 :黒褐色 (10YR2/2)泥炭質粘土。層厚は約20cmで ある。自然堆積層である。

22層 :責灰色 (25Y4/1)シ ル ト質粘土。グライ化した層である。

(3)20層検出遺構

B46・ 47グ リッド東端部分の深堀区 (1× 7.5m)で河川跡 SR2・ 3を検出した。なお、平

面図は掘 り上げ段階のものなので上端幅は断面図から計測している。

SR2(第 21図、写真15)

検出長は短いがおそらく東南方向に延びると推定される。SR3よ り新しい。上端幅は約2.5

m、 下端幅は約50cm、 深さは約60cmである。堆積土は5層である。出土遺物はない。

SR3(第 21図、写真15)

SR2と 同様に検出長は短いがほぼ東西方向に延びると推定される。上端幅約 2m、 下端幅

約20～ 30cm、 深さ約 lmでぁる。断面形はやや開いたU字形を呈する。堆積土は 5層である。

出土遺物はない。
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泥炭質粘土  植物遺体 を含む

シル ト質粘土 植物遺体、粗砂 を含む

シル ト質粘土 植物遺体 を若千含む

シル ト質粘土 植物連体 を若干合む、粗砂 を含む

シル ト    植物遺体 を多量に合む、礫 を含む

ンル ト質椎土 植物遺体 を含む、礫 を含む

シル ト    植物遺体 を微量合む

シル ト     植物遺体、粗秒 を含む

シル ト質粘土  植物遺体、粗砂 を含む

ンル ト質粘土  植物遊体 を若干合む

シル ト質粘土  植物遺体 を者千含む

シル ト質粘土  植物遺体 を含む

第21図  SR2・ 3平面図・断面図

(4)11層検出遺構 と遺物

11層水田跡 (第22図、写真15)

畦畔が 1条検出されたのみである。

[地形面] B51グ リッド南西隅が最も高 くなりB46グ リッドからB47グ リッド北半にかけて

幅約 3mの帯状に最も低 くなる部分があり、 B46グ リッド北東隅がやや高 くなる。下位 にSR

2・ 3が存在する箇所が最も低 くなっている。標高は9.36～9.76mで ぁる。

[水田域] 耕作上である11層の分布が46グ リッドの北半部で終わり、そこに耕作域 と非耕作

域の境界が確認された。境界線は、東西の断面から復元した線であり、その方向はN-83° 一

Wである。境界線付近に畦畔は認められない。耕作域では境界線の北側約2.5mの範囲に12b層

が分布し、さらに北側に12a層が分布 している。非耕作域は調査区の北端まで広がるが、約20m

北に位置する試掘区血 3で耕作土を確認 しているため、耕作域がさらに北側に展開す ること
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が想定される。一方、東西南方へは11層 が広がること

から水田域は調査区外へも広がると考えられる。

[耕作土] 基本層11層で黒褐色の粘土層である。層

厚は6～18甑 ほどで母材 となる層は不明である。分解

が進んでいる。

[直下の層]基 本層12b層が直下の層になっている。

11層直下、12b層直上・層中に鉄分やマンガン斑の集積

は認められない。

[畦畔] A・ B51グ リッドにかけて畦畔 1条が検出

されている。畦畔の方向はN-36°一E、 検出長は約 4

mで直線的に伸びる。その規模は上端幅0.7～ lm、 下

端幅0.9～1.2m、 高さ 5 cm前後である。畦畔の東側は

試掘No lに あたるがその時点では検出されなかった。

しかし、畦畔の延長上の49グ リッド東壁断面に約1.7m

の11層 の高まりが観察されることから、畦畔はさらに

北東方向へ連続していた可能性が高い。また、耕作域

の境界線 とほぼ直交する方向性であることから、各々

の延長上で直交する可能性 も考えられよう。

[水田の区画] 畦畔と耕作域の境界線により2区画

存在するが全貌は不明である。

[水田面の傾斜]地 形面の頂で触れたが、下位の河川

跡により11層上面には高低差が存在する。この高低差

が水田面の区画を反映している可有を陛も考えられる。

[出土遺物] 弥生土器 2点が出上している。うち 1

点を図示した。他の 1点 は細片でしかも器面がほとん

ど剣落しており、辛うじて縄文の節が観察される程度

である。第27図 7の弥生土器は試掘区No lの 11層 中か

ら出土している。甕の口縁部から体部上半部分 と体部

下半から底部にかけての部分で同一個体である。体部

上半が膨 らみ口縁部が強 く外反する器形である。回縁
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|

A引

|

第22図 11層水田跡平面図・断面図
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部から体部上端にかけて無文部 となり、その下半部にZ字状の綾絡文が横位に施文されている。

無文部の器面調整は、口縁部がヨヨナデ、体部上端部が斜め方向のナデである。体部には斜行

するLR縄文が施される。頸部付近の綾絡文は、弥生時代の桝形囲式から十三塚式にみられる

特徴とされており (太田 :1980)、 この甕もその時期に位置づけられよう。

(5)10層検出遺構 と遺物

SXl遺構 (第23図、写真16～ 18)

調査区の北端部43・ 44グ リッドに位置する。12層で検出されたが、断面での検討から掘 りこ

み面は10層上面と判断された。南岸のみ検出されており、北岸は調査区外のため不明である。

上端、下端の検出長は5。 3mで直線的に伸びており、その方向はN-80°一Eである。上端幅は5.6

m以上で深さは約50cmで ある。底面は平坦で北側がやや低 くなっている。壁は東側でやや急に

西側で緩 く立ち上がっている。堆積土は8層で、堆積± 1層中で杭列、木製品を検出している。

[杭列] SXlの 南側上端から北へ約 4mに位置する。26本の杭 (杭 1～26)と 2本の樹木

片 (樹木① o②)で構成される。杭の配列は2列並行で幾分蛇行気味である。方向はSXlの

南側上端 とほぼ同じ方向でN-80°一Eである。検出長は約 6mでぁるが、東西方向へさらに延

びている可能性が高い。各杭は打ち込み杭である。杭列の間隔は30～ 50cm、 杭の間隔は15～ 80

cmで、杭25。 26が若干離れている。 2本の樹木片は樹木①が杭列の間に、樹木②が杭列の南側

に位置する。両者は50～70cmの間隔で並行し、その方向は杭列とほぼ同様である。樹木片①②

は杭の頭部より若干低いレベルでほぼ水平の状態で検出されている。

杭22本 と樹木片 2本、杭列以外の杭 4本 (杭27～ 30)を 図示した (第31図～第42図 )。 図示し

た杭のうち19本が丸太材で、 3本が分割材である。先端の力日正は全てに認められている。杭の

長さは15～■3cmで、径は3.0～ 9,4cmで ある。樹木片①②は丸太材である。両者とも片端に加工

が認められている。長さは樹木①が210cm以 上、樹木②が164.2cmである。樹種の判明している

ものは杭 6。 9がヌルデ、 8がヤマグワ、11がサクラ属の一種、12が シラキ、13がニガキ、16

ケンポナシ、17・ 18がヤナギ属の一種である。

[出土遺物] 木製品が 1点出上している。

横鍬 (第28図 3、 写真108):SXlの堆積± 1層中から出土している。頭頂部および刃先部

が欠損し、外形は両側縁に原形が一部残存しているのみである。身の幅は22.1硼、身の残存長

は13.9cm、 厚さは 1～0.6cmである。着柄隆起の刃部側は三又になり、両端部が尖っている。着

柄孔は円形で径 4 cmで ある。着柄角度は着柄隆起部を前面とした場合103度 になる。樹種はクヌ

ギ節の一種である。着柄孔の位置から頭頂部が近いと推定されることや刃部近 くまで身が残存

していると考えられることなどから、身の長さは身の幅よりも小さくなると想定され、柾目材
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が横に用いられている点も考え合わせ横鍬 と捉えておきたい。

(6)5層検出遺構 と遺物

5層水田跡 (第24図、写真19・ 20)

畦畔 6条 と段差部分 1箇所、それらが形成する区画 7区画を検出している。

[地形面] ほば平坦であるが調査区の中央がやや低い。標高は9.68～ 10.06mでぁる。

[水田域] 調査区はすべて水田域である。耕作上の 5層は4層にかなり撹拌されているが調

査区のほぼ全域に分布すること、畦畔が調査区外へさらに延びることから、水田域は調査区外

へも広がっている。

[耕作土] 基本層は 5層で黒褐色の粘土質シル トである。層厚は10～30cmである。 4層水田

での耕作による撹拌をかなり受けている。母材となる層は不明である。

[直下の層] 47グ リッド以北では 6・ 7層が、それ以北では 9。 10層が直下の層である。耕

作上の下位に鉄分やマンガン粒の集積は認められない。

[畦畔] 畦畔は6条 (1～ 6)検出され、うち畦畔 1～ 4が小区画を形成している。計測表

は第 6表に示した。畦畔 1・ 3の方向はN-33° 。20° 一Eで、畦畔 2がそれらに直交する方向で

N-55°一W、 畦畔 4・ 5がほぼ東西方向、畦畔 6がほぼ南北方向である。畦畔の下端幅は70～ 150

cmである。

[水口] 畦畔 1と 2の交点の南側 と畦畔 2と 3の交点の南側の 2箇所で検出されている。

[水田の区画] 畦畔により形成される区画が 7区画 (a～ g)存在する。そのうちまとまっ

た小区画といえるのは畦畔 1～ 4の形成する区画 a～ dでぁる。 1区画の全体が判明するもの

はなくその形状や面積については不明である。長辺短辺の計測が可能な区画はCで長辺が9.5

m、 短辺が3.5m、 面積は方形 とするならば推定で約33だ となる。

第 6表 泉崎 I区 5層水田跡畦畔計測表

畦畔聴 検出長 (m) 方 向 性 方  向 上端幅 (cm) 下端幅 (cm) 水 田 面 と の 比 高 差 (cm)

1 95 直 N-33° 一 E 30-70 60-100 西 側 28-64 東 側 37-76

2 直 N-55° 一W 30-65 60-120 南 側 24-41 22-68

3 ほぼ直 N-20° 一 E 40-130 120-185 西 狽J 10-42 東 倒 516-80

直 N-90° ―W 20-130 60-180 50-117 南 側 77-137

5 直 N-84° 一E 110前後 150前 後 105-117 1 8- 38

6 直 N-5 40- 45 55-75 西 側 17-22 東 狽1 1 8- 36

段 ] 40 N-90° ―W 18-32

第 7表 泉崎 I区 5層水田跡水田区画計測表

水 田 区 画
標   高 (m) 規 模 (m)

面 積 (Hl)
一局 低 長  辺 短  辺

9 867 68以上 39以上

9 858 9 759 62以 上 45以上

9 777 27 約25以 上

d 9,852 9 753 35以上

10 036

r 10 02

9 87 9 675 123
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[水田面の傾斜] 小区画 a～ dでは、 Cが最 も高 くaが若干低 くなり、 b・ dがほぼ同じ高

さで低 くなる。畦畔 4と 5の間は4層に撹乱されているので、本来の水田面 とは考えられない

が、その標高は9.7～9.8mと 最も低 くなっている。 5層以下も他の地点に比べ低いことからこ

の部分は本来の水田面も最も低 くなっていた可能性がある。

[出土遺物] 弥生土器片 1点、土師器片 2点が出上している。図示できたのは弥生土器片 1

点である。

弥生土器 (第 27図 4、 写真107):細片である。同図 1～ 3・ 5と 同一個体の可能性がある。 2

条の沈線が施文されている。

(7)4層検出遺構 と遺物

4層水田跡 (第24図、写真19・ 21)

畦畔 8条 と段差部分 3箇所、それらが形成する区画11区画を検出している。

[地形面] ほぼ平坦であるが、 5層水田跡 と同様に調査区中央部がやや低 くなっている。標

高は9.77～ 10.16mで ぁる。

[水田域] 調査区はすべて水田域である。耕作上である 4層が調査区全域に広がること、畦

畔が調査区外へも延びることから、水田域は調査区外へさらに広がっている。

[耕作土] 基本層は 4層で責褐色の粘土質シル トである。層厚は10～40cmで ある。 4層下面

の凹凸はかなり顕著で 5層 をかなり撹拌している場合が多い。

[直下の層] 基本的に 5層であるが耕作深度が深い場合は 7～ 10層 にまで及んでいる。耕作

上の下位に鉄分やマンガン粒の集積は認められない。

第8表 泉崎I区 4層水田跡畦畔計測表
畦畔聴 検出長 (m) 方 向 性 方   向 上端幅 (cm) 下端幅 (cm) 水 田 面 と の 比 高 差 (銅 )

33 直 N― H ―WV 15前 後 50前 後 西 側 17 東 側 67

16 直 N-90° 一W 180--200 210-250 15-26 南 側 24

3 50 直 N-71° 一W 30前 後 70-150 35-98
110 直 N-38° 一E 35-150 70-210 西 側 24- 東 倒 04-125
47 直 N-54° 一W 20- 50 50-80 37-89 商 lHl 45-66

6 ほぼ直 N-23° ―E 30-60 100前後 西 狽J 34-81 東 相J 36-110
7 63 直 N-90° 一W 140-190 127-198 南 側

8 4 1 直 N-85° 一E 60前 後 180前後 48-99 10

9 25 N-21° 一W 100前後 200前 後 東 側

段 2 15 N-82° 一E 26-42

第 9表 泉崎 I区水田跡 4層水田区画計測表

水 田 区 画
標 (m) 規   模  (m)

面   積  (言 )

低 長  辺 短  辺

9 966

b

10 073 t0 008

d 9 846

r 9 872 約22以 上

h 9 923

10 092 10 051

10 159 10 091

9 946 35



[畦畔]畦 畔は 9条 (1～ 9)検出されそのうち畦畔 3～ 7が小区画を形成している。計測表

は第 8表である。畦畔 4～ 9は 5層水田跡の畦畔を踏襲 している。畦畔の方向は畦畔 4・ 6が

北東―南東方向でN-38°・23°一E、 畦畔 3・ 5はそれらに直交する北西―南東方向でN-71°・

54° 一Wである。畦畔 2・ 7・ 8は東西方向、畦畔 1・ 9は ほぼ南北方向でN-11°・21° 一Wであ

る。畦畔 3のみが曲線的になる。畦畔の下端幅は50～250cmで水田面 との比高差は1.7～ 19.8cm

である。畦畔 2・ 7・ 8の下端幅が大きくなっているが、特に 7は検出状況が良好で下端幅が

140～ 190cm、 水田面 との比高差が約13～20cmと 大型になっており、大区画を形成する大畦畔の

可台ヒ
′
陛がある。

[段差部分] 段差部分を 3箇所検出している。段差 1は畦畔 1の延長、段差 3は畦畔 8の延

長 と考えられる。段差 2は 3の北側約3.5mに あり、方向はN-82° 一Eでほぼ東西方向である。

高低差は2.6～4.2cmである。

[水田の区画] 畦畔により形成される区画が11区画 (a～ k)存在する。小区画として捉え

られるのは畦畔 3～ 7が形成する区画 d～ gでぁる。 1区画全体が判明しているものはなく、

その形状や面積については不明である。長辺短辺が計測可能な区画は fの みで、その長辺は9.0

m、 短辺は3.5m、 面積は長方形 とするならぼ推定で約32m2と なる。

[水口] 水口は 3箇所検出している。畦畔 6の両端部、畦畔 4の北端部である。水口 1は下

端幅で40clnほ どである。区画 g側では水回付近が2.5× 1.5× 0.lmの浅い楕円状のくばみになっ

ている。水口 2は下端幅60cmであるが水田面より4 cm高 くなっている。水口 3は下端幅20cmで

区画 d側が若干高 くなっている。

[水田面の傾斜] 南端部の区画 i～ kでは北へ傾斜している。小区画 d～ gでは fが最も高

くeが最も低 くなっている。また f→ g、 d→ eと ぃう傾斜があり、水口の位置とも関連して、

水田面は東へ傾斜する可能性が高い。

[出土遺物] 土師器片 9点、赤焼土器片 6点、須恵器片 2点、石器 1点が出土した。そのう

ち図示できたのは土師器 1点、須恵器 1点、赤焼土器 3点、石器 1点である。

土師器 (第27図 10、 写真107):高台付不の底部である。底部の切 り離し技法は回転糸切 りであ

る。内面はヘラミガキの後黒色処理が施されている。なお、他の上師器片もすべてロクロ使用

の邪で内面に黒色処理が施されている。このような特徴をもつ土師器は、平安時代の表杉ノ入

式に比定されるものである。

赤焼土器 (第27図 12・ 13・ 14、 写真107):いずれも邦である。12・ 13の底部の切 り離し技法は

回転糸切 り技法で再調整はない。

須恵器 (第27図 15、 写真107):不の一部で、内外面 ともにロクロナデの調整が観察される。

石器 (第28図 2、 写真108):大型板状安山岩製石器である。 a面上側縁左側に二次加工が認め
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1020mコ B   sK 2  B′ ト

SKl 土層注記
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◎掘灰色 10Y R/  砂質シルト
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0       1m
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③黒 色    10Y R%  粘土質シルト

第26図  SD2・ SKl・ SK2平 面図・ 断面図



られる。同じ面の右側縁が鋭角になり刃部 と考えられる。他の側縁は折れ面である。

(8)2・ 3層検出遺構 と遺物

2層上面で濤跡 1条 (SDl)、 土坑 1基 (SKl)、

跡 3条 (SD2～ 4)、 土坑 1基 (SK2)、 小河川跡

SDl(第 25図、写真23)

小河サII跡 1条 (S Rla)、 3層上面で濤

(S Rlb)を検出している。

B49グ リッドの2c層上面で検出された。上端幅2.6～2.lm、 下端幅0.8～ 1.6m、 深 さ約20cm

で壁が緩 く立ち上がる浅い濤である。検出長は約 6m方向はほぼ東西方向である。堆積層は 1

層で基本層2a層である。出土遺物はない。

SD2(第 25・ 26図、写真23)

調査区北端部のB43グ リッドに位置する。 3層上面で検出された。検出長は約 5mで、方向

はN-73°一Eである。規模は上端幅1.6～ 2m、 下端幅0.2～0.5m、 深さ約25cm前後で断面が皿

状の浅い濤である。堆積土は 2層で基本層 1層 と2b層である。底面から須恵器甕の体部片が出

上している (第27図 17)。 南岸に沿って杭列が検出された。

[杭列] 9本 の杭と6本の杭痕跡である。杭の配列は若千蛇行気味で、方向はSD2と ほば

同様である。すべて打ち込み杭で、間隔は20～100cmで規則性は認められない。SD2の 南岸に

沿っていることから護岸用の杭列と考えられる。杭 8本 (杭31～38)を 図示した (第43・ 44図 )。

杭は丸太材が 2本、分割材が 6本で長さは14.4～29.2cmである。樹種の判明しているものは杭

32・ 33が コナラ亜属ヨナラ節の一種で、34がカエデ属の一種である。

SD3(第 25図 )

B44グ リッドの 3層上面で検出された。SD2の南側に位置する。断面観察で確認 した。規

模は上端幅1.6m、 下端幅0.4m、 深さ約15cmで断面形が皿状の浅い濤である。堆積土は 2層で

基本層 1層 と2b層 である。出土遺物はない。

SD4(第 25図、写真23)

B49グ リッドの 3層上面で検出された。検出長は6mで、方向はほぼ東西方向である。上端

幅0.7～ 1.lm、 下端幅0.2～0.5m、 深さ約15cmで ある。堆積土は6層で堆積± 1層 を基本層2c

層が覆っている。出土遺物はない。

SKl(第 26図、写真23)

B44グ リッドの2a層上面で検出された。平面形は方形で規模は1.8× 1.5m、 深さ65cmで ある。

堆積土は 7層であるが、基本層を大きなブロック状に含むことから人為的な堆積 と考えられる。

とくに堆積± 2・ 3層 は基本層 1層 を主体 としており、掘 り込み面が 1層 になる可能性が大き

い。出土遺物はない。



SK2(第 26図、写真23)

B44グ リッドの 3層上面で検出されたが、この地点では 1層が 3層直上になることから、掘

り込み面は上層であった可含を陛がある。SKlの北側に位置する。平面形は不整円形で規模は

1.5× 1.lm、 深さ20cmで ある。堆積土は 2層でSKl同様の堆積状況を示し、人為的な堆積 と

考えられる。堆積土中から陶器片 1点 (第27図 19、 写真107)が出土している。堤のだヽ壷の口縁

部破片で、19世紀頃の所産と考えられる。

SRl(第 25図 )

B49・ 50グ リッドに位置し、2a層上面で S Rla、 3層上面でS Rlbが検出された。S Rlbが

S Rlaを切っている。検出長は6mで方向はN-80° 一Wである。 S Rlaの 規模は上端幅約 5

m、 下端幅 2～2.5m、 深さ約40cmである。堆積土はS Rlaが 9層で、S Rlbが 6層である。

堆積土中から土師器片、赤焼土器片、須恵器片、陶磁器片が出土している。図示できたのは土

師器 1点 (第27図 11、 写真107)と磁器 1点 (第 27図 18、 写真107)で ある。11は不で底部の切

り離し技法は回転糸切 りである。内面はヘラミガキの後黒色処理がなされている。18は :巴前の

染付け皿で17世紀前～中葉頃の所産 と考えられる。

2・ 3層出土遺物

遺構外の 2・ 3層からは土師器片 1点、、須恵器片 1点が出上している。図示できたのは須恵

器片 (第27図 16、 写真107)である。須恵器甕の体部片で外面には平行叩き目痕、内面には当て

具痕 とナデの調整が観察される。

(9)その他の出土遺物

1、 7・ 8、 12層 からは弥生土器片10点、土師器片 2点、須恵器片 1点、石器 1点、木製品

1点が出土している。図示できたのは弥生土器 5点 と土師器 2点、石器 1点、木製品 1点であ

る。なお、弥生土器は10点出上しているがすべて 7・ 8層である。

弥生土器 (第27図 1～ 3・ 5、 写真107):B46グ リッドの 7・ 8層から出土している。 1～ 4

はいずれも細片であるが、やや太めの沈線 1～ 2条で描かれた山形文、下向きの連弧文などが

観察される小破片である。 2・ 4に は縄文 (原体不明)が観察される。 1～ 3は くびれ部を有

し、 4は壺か甕の肩部と考えられる。 5は甕の体部片で斜行するRL縄文が施文されている。

1～ 4・ 6の上器は、平行する沈線ではあるが同時施文でなく沈線もやや太いことなどから、

十三塚式より後出の天王山式 と捉えられる。

木製品 (第29図 1、 写真108):12層 中から出土している。片端の欠損した丸木弓である。弓幹

の弯曲が幾分残存している。引部は両側辺を削 り込んでほぞ状に作 り出している。引部付近の

片側にのみ加工痕が認められ、他は樹皮を取 り除いた程度 と考えられる。樹種はイヌガヤであ
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る。

土師器 (第27図 8・ 9、 写真107):8、 9と もに 7・

8層中から出上している。 8は壺の口縁部の一部であ

る。製作時にロクロは使用されておらず、調整は内面

がハケメ、外面がミガキである。体部は球形になると

考えられる。このような重は塩釜式に

'ヒ

定されるもの

である。 9は不の口縁部の一部である。製作時にロク

ロは使用されていない。体部 と頸部の境に軽い段があ

り、日縁部は外反せずむしろ内弯気味に外傾している。

器面がいたんでおり調整は不明だが内面は黒色処理が

施されている。底部は丸底になると考えられる。この

ような特徴をもつ不は、郡山遺跡第43次調査のS D35

堆積± 1層出上の不にその類例を求めることができ

る。これらは国分寺下層式の初期段階 (共伴する須恵

器が 7C末～ 8C初)の ものとされている (木村他 :

1985)。 よって 9の不 もほぼ同時期に位置づけられよ

う。

石器 (第28図 1、 写真108):12層中から出土している。

有茎の石鏃である。尖頭部の側縁は直線的で、基部 と

の境は明瞭である。片面に素材面が残存している。基

部にアスフアル ト状の物質が付着している。石材は頁

岩である。

(10)小結

検出した遺構は、20層 での小河川跡 2条 (SR2・

3)、 11層・ 5層 。4層での水田跡、10層での濤状遺構

(SXl)と杭列、2層・ 3層での濤 4条 (SDl～ 4)、

土坑 2基 (SKl・ 2)、 小河川跡 1条 (SRl)で あ

る。以下に各遺構の時期 と性格について簡単にふれて

おきたい。

①周辺調査区との層の対比

1983年 に北東約30mの所で仙台市教委により第8次

第29図 泉崎 I区出土遺物 (3)



調査 (工藤 :1984)力 S行われ、1987年 には東方約20mの 所で宮城県教委 (真山他 :1988)に よ

り調査が行われている。本調査区との両者 との主な層位の対応はその層相などから以下のよう

になる。但 し、 8次調査 と県教委の層の対応は後者の報告に基づいている。

2C層 =3層 (中世水田跡) =3層 (近世)

3層   =4層 =4層

4層  =5A層 (平安水田跡)=5層 (平安後半水田跡)

5層   =5B層 =6層 (平安前半水田跡)

7・ 8層 =7B層 (弥生中期末～ 5C中 )

本調査  第 8次

2a層 =2層

9層   =7C層

10層  =7D層

県教委

=2層 (近世以降 )

=8層

=9層

11層  =8B層 (弥生時代中期枡形囲式期水田跡)=10層 (弥生時代中期枡形囲式期水田跡)

12b層 =9層

② SR2・ 3

=12層

20層上面で検出されているが、遺構内からも20層からも出土遺物はなく、年代を特定するこ

とは不可能である。時期の判明する遺物を出上した最も近い層はH層で、後述するように弥生

時代の桝形囲式期に比定されている。よってかなり大まかではあるがSR2・ 3の時期は弥生

時代桝形囲式期以前となる。1987年 の県教委の調査で検出された河川跡ⅢはSR2・ 3の延長

上に位置し、標高も近いことから同一の河川跡である可能性が考えられる。

SR2・ 3が埋没し、19層が堆積した時点でもSR2・ 3の箇所は窪地になっていたと考え

られ、平坦化するのは 5層の段階である。11層 の水田跡の形成にも多少の影響を与えていたと

考えられる。なお、49グ リッドにおいても基本層がくばむ箇所があり、下位にSR2・ 3と 同

様の河川跡の存在が予想される。

③ll層水田跡

11層出上の遺物がきわめて少なく、十分な年代決定資料はない。同層出上の遺物で時期の判

明するものは甕のみであり、この上器をもって水田跡の年代を考えざるを得ない。この甕はそ

の特徴により弥生時代中期の桝形囲式から十二塚式に比定され、11層水田跡もその時期の所産

とされる。一方、第 8次調査では、本調査での11層 に対応する「 8B」 層から桝形囲式の壷が

出土している。よって、11層水田跡は時期がさらに限定され、桝形囲式期の所産とされよう。

11層水田跡では畦畔 1条 と非耕作域を検出している。非耕作域の北への広がりは、最小限で

調査区の北端部まで、最大限で11層対応の層が確認されている試掘No 3の 南端部までである。



数値でいえば17m≦ 非耕作域 (南北)≦ 37mと なる。東西の広が りは不明である。

この非耕作域の広が りについては第 8次調査で検出された水路跡 (6号濤)の周辺でどのよ

うな土地利用がなされていたかを考える上でのひとつの課題 となろう。

④ SXl

10層で検出されているが、10層および堆積土層から年代決定資料が出上していないので、上

下の層の年代でもってある程度の時間幅をもった限定をせざるを得ない。まず下位では11層が

弥生時代の桝形囲式期である。次に上位では堆積土を覆う9層 より上層の 7・ 8層から弥生土

器 (天王山式)、 土師器 (塩釜式、 7C末～ 8C初)が出上している。 7・ 8層の形成年代は、

これも年代決定資料に乏しくかなり大まかになるが、弥生時代後期から8世紀初め頃と考えた

い。したがってSXlの時期はかなりの時間幅になるが弥生時代中期から8世紀初め頃と捉え

られる。

また、杭列 と横鍬についてはSXlの堆積± 1層中で検出されていることから、その時期は

前述した時間幅のなかでも7・ 8層の形成時期に近い頃と考えられる。

SXlの性格については濤跡の可能性が考えられるが、遺構の一部の検出なのでその可能性

の指摘にとどめたい。第 8次調査で検出された 5号濤跡が形態上類似しており、同様のものが

想定されるかもしれない。ただし、 5号濤跡の検出面が、本調査での 7・ 8層に対応する「 7

B」 層であるという相違点が存在する。

杭列の性格については、SXlが濤 (水路)と して機能していた場合は水流の調節や分水な

どのための施設、そうでない場合には堆積± 1層に近い時期の畦畔あるいはそれに類した施設

の補強材が考えられるという可能性を指摘するにとどめたい。

以上のSXl、 杭列、横鍬に関しては、今後の周辺での調査成果をもとに再検討される必要

があろう。

⑤ 5層水田跡

5層から年代決定資料が出土していないので、 5層上部や畦畔の上面に存在する灰白色火山

灰をもって年代を限定せざるを得ない。この灰白色火山灰は10世紀前半に降下したと考えられ

ている(白鳥 :1980)。 したがつて 5層水田跡は灰白色火山灰降下以前の平安時代の所産 と考え

られる。

県教委調査区には、本調査での 5層に対応する6層 の水田跡で、条里型土地割の坪境の大畦

畔と考えられる (平間 :1988)畦畔が存在する (第30図 )。 本調査区においてもその畦畔に直交

ないし平行する畦畔が存在し、条里型の区画が行われたことが想定される。しかしながら、真

北方向の基準からずれた畦畔で区画される場合もあり(区画 a～ d)、 微地形的な制約には、そ

れに応じた区画が行われたようである。



⑥ 4層水田跡

4層から平安時代の表杉ノ入式の上師器が出土していること、それ以降の遺物が出土してい

ないこと、下位の 5層上面・上部に灰自色火山灰が存在することなどから、 4層水田跡は灰白

色火山灰降下以後の平安時代の所産 と考えられる。

5層水田で真北方向からずれていた畦畔は4層においても畦畔 として踏襲されている。また、

県教委調査区においても5層の水田跡で坪境の大畦畔が踏襲されており(第30図 )、 下層同様条

里型土地割が継続していたと考えられる。しかし、本調査区では前述したように斜めの畦畔が

継続していることから、灰白色火山灰降下後における微地形の変化はこの地点ではあまりな

かったことが想定される。

② 2層・ 3層

2層・ 3層からは年代決定に有効な遺物が検出されておらず、上下の層から大まかに平安時

代以降としか捉えられない。しかし、第 8次調査や県教委の調査成果 と対応させると、おおむ

ね 3層は平安時代後半～中世、2c層が中世～近世、2a層が近世以降と考えられるようである。

したがってSD4は平安時代以降～近世頃、SD2・ 3は平安時代以降、SDlは中世以降、

SDlbは 平安時代以降から近世頃、SKl、 2、 SRlaは 近世以降の時期 となる可能性が

高い。ただし、確実 とは言い難 く平安時代 (灰白色火山灰降下後)以降の各層の年代について

は、今後の課題 といえよう。
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第10表 泉崎 I区遺物観察表 (1)
土器

図版番号 登録番号 逢構・ 層位 種  別 器 種 遺 存 度 回径 cm 底径cm 器高cm 特 徴 写真番号

8層 弥生土器 体 部 小 片 沈線文 (山形文 )

B46、 7・ 8層 弥生土器 体 部 小 片 沈線文 (連弧決 2条 )

8提雪 弥生土器 体 部 小 片 沈線文、 RL縄文

5層 弥生土器 体 部 小 片 沈線又

8層 弥生土器 体 部 小 片 沈線文

B46、  7・ 8層 弥生土器 体 部 片 RL縄文

H層 水田跡 弥生土器 甕 口縁～底部 (219) 口縁部ヨコナデ、体部上端ハケメ→綾絡文、体部 LR縄文

B46、  7・ 3層 土 師 器 口縁部 1/6 クロ不使用、外面ハケメ→ヘラミガキ、内面ハケメ

C2 B46・ 47、 7・ 3層 上 師 器 14N 口縁部 1/4 (37) ロクロ不使用、調整不明、内面黒色処理

4層水回跡 上 師 器 高台イ 底 部 1/3 ロクロ、回転糸切無調整、内面ヘラミガキ後黒色処理

上 師 器 IIN 底 部 1/3 ロクロ、回転糸切無調整、内面ヘラミガキ後黒色処理

4層水日跡 赤焼主器 底 部 ユ/2 ロクロ、回転糸切無調整、

4暦水田跡 赤焼土器 系u     1/2 ロクロ、回転糸切無調整、底径/目 径044

4層水日跡 赤焼土器 J4N 口縁部 1/6

4層 水田跡 須 恵 器 14N 回縁部 1/6

3層 須 恵 器 蔓 体 部 片 外面平行叩 き目痕、内面当て具痕→ナデ

E3 SD3、 底面 須 恵 器 甕 体 部 片 外面平行叩 き目痕、

〕 1 SRI 磁  器 底 部 肥前染付皿、17世紀前～中

SK2 陶  器 口縁部 1/4 堤、飴釉19世紀 ?

石 器

図版番号 登録番号 遺構・層位 種 長さluI 幅  II B 厚 さ剛 重さg
考 写真番号

Ka2 B47、 12堤 雪 石 鏃 基部 にアスファル ト状物質付着

Kal 4層水田跡 大型板状安山岩製石器

木製品

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 種男」 遺 存 度 長さcm 幅 帥 厚さcm 特 徴 写真番号

Lユ SXl 横 歎 頭頂・ 刃先欠損 残139 隆起部厚2 Scm、 着柄孔 4 cm、 角度103・ 、柾日、クヌギ節の一種

B45、 12層 弓 片端欠損 残468 彊部ほぞ状に作出、イヌガヤ

杭

図 杭Ne 遺構・ 層位 素 材 長さcm 幅 cm 厚さcm 末端加工 樹 種 (試料番号) 備 考 写真番号

樹木 1 丸太材 ○ カエデ属の一種    10

樹木 2 SX― ユ 丸太材 ○ ニフトコ     (10

杭 1 SX-1 丸太材

抗  2 SX― 丸太材 ○

杭  3 SX-1 丸太材 O

SX-1 丸太材 ○

杭  5 丸太材 O

杭  6 SX-1 丸太材 ○ ヌルデ       tn

杭 7 SX― 丸太材 ○

杭  8 SX― ユ 丸太材 O ヤマグワ      Qω

抗  9 丸太材 ○ ヌルデ      120

抗 10 丸太材 ○

抗 11 SX-1 丸太打 ○ ナクラ属の一種   α0

杭 12 荒太材 ○ シラキ       9D

杭 13 SX― ユ 分割材 ○

丸太材 ○

杭 16 SX-1 丸太期 ○ ケンポナシ     9か



杭 (続 )
第11表 泉崎 I区遺物観察表 (a

図 杭hFe 選構・ 層位 素  材 長さcm 幅 cm 厚さcm 末端加工 樹 種 (試料番号) 備 考 写真番号

抗 17 SX― 丸太材 ○ ヤナギ房の一種   1211

抗 18 SX― 丸太材 ○ ヤナギ属の一種   α命

ちヽ  19 丸太材 32 ○

40 抗 21 SX-1 丸飛材 O

杭 23 SX-1 丸太材 ○

杭 25 SX― 丸太材 ○

抗 26 SX― 丸太材 6 ○

抗 27 丸太材 ○

抗 28 SX-1 分割材 O

抗 29 SX-1 分割材 ○

抗 30 丸太材 ○

わt  31 SD― 分割材 ○

分割材 〇 コナラ属の一種   911

杭 33 SD-2 丸太材 O ヨナラ属の一種   ∽

抗 34 SD-2 分割材 ○ カエデ属の一種   901

抗 35 SD― 分割財 ○

杭 36 分割蒻 ○

杭 37 SD-2 丸太4r O

杭 38 SD― 分割材 〇



3.泉崎 ‖区

(1)調査区の位置

調査地点は、金洗沢が形成した微高地 (■ -1参照)の東端部の南側で、微高地から低地に

かけての部分に位置する。区画整理以前は畑地 と水田で南東へ緩い傾斜があり、その標高は

11.33～ 10.66mで ぁった。

修)基本層序

確認された基本層序は大別で 8層、細別で12層である。層序を大まかにみると1層が旧耕作

土、 2・ 3・ 4層がシル ト層、 5。 6層が粘土・シル ト・砂の互層、 7・ 8層が泥炭質粘土層

である。今回 8層以下についての調査は実施しなかったが、1987年 に西方約37mの 地点で行わ

れた泉崎浦遺跡第 3次調査 (主浜 :1988)に よれば、泥炭質粘土層は標高8.0～ 8.5mま で続き、

それより下位が粘土・砂のグライ化層になる。礫層は地下鉄工事の際のボーリング調査結果か

ら標高約5.5mと 推定される。

1層 :にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト。旧耕作土。

2層 :明黄褐色 (25Y6/6)シ ル ト。鉄分の集積層。

3a層 :に ぶい黄褐色 (10YR5/3)シ ル ト。うすい酸化鉄斑を全

体的に含む。層厚は 5 cm前後で20グ リッド以南に分布する。

3b層 :灰責褐色 (10YR4/2)シ ル トと黒褐色 (10YR3/2)粘土

質シル トがつづれ状に混じる層。層厚は 3～15cmで 21グ リッ

ド以南に分布する。

4層 i黒褐色 (10YR3/2)粘土質シル ト。層厚は 5～15cmで、

19グ リッド以南に分布 し、20～22グ リッドに比較的厚 く、南側

に行 くに従い薄 く堆積 している。遺物包含層である。

5層 :に ぶい黄褐色 (10YR5/3)系の粘土、シル ト、砂からな

る互層。層厚は15～ 100cmで北側に行 くに従い厚 く堆積してい

る。

6a層 :に ぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 土。層厚は5～ 8 cmで 23

グリッド以南に分布している。

6b層 :に ぶい黄褐色 (10YR5/3)粘土と黒褐色 (2.5Y3/1)泥

炭質粘土との互層。層厚は5～20cmで全域に分布し、北側に行

くにしたがい、厚 くなるとともに砂層に変化する。
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7層 :黒色 (2.5Y2/1)泥炭質粘土。層厚は 2～ 5 cmと 薄い層でほぼ全域に分布する

8a層 :黒褐色 (2.5Y3/1)泥炭質粘土。層厚は 5～15cmで ある。20グ リッド以北は掘り下げて

いないので未確認だが、ほぼ全域に分布すると思われる。

8b層 :黒色 (2.5Y2/1)泥炭質粘土。層厚は10～20cmである。8a層同様、20グ リッド以北は

掘り下げていないので未確認だが、ほぼ全域に分布すると思われる。

俗)405層 検出遺構 と遺物

① 遺構

4層上面で濤跡 4条、 5層上面で濤跡 7条、 5層上面に対応する河川堆積土上面で住居跡 1

軒、土坑 2基、遺物包含層が検出されている。

S11(第 47・ 48図、写真24。 25)

[位置・確認面] A B18グ リッドに位置する。表土直下の、 5層上面に対応する河川堆積土上

面で検出した。

[重複] 直接遺構 との重複関係はない。S11の南側で検出されたSK4・ 5は、位置関係か

らS11と重複する可能性があるが不明である。

[平面形。規模] 西側は調査区外へ延び、南側は耕作により破壊されている。住居跡の北東部

分が検出されただけで全体は不明であるが、平面形は方形と考えられる。北辺 4m、 東辺2.2m

を検出した。

[堆積土] 堆積土は薄 く5～10cmほ どであるが 7層 に分層された。

[床面]床 面はほば平坦であるがやや南へ傾斜をもっている。全体に掘り方が認められる。掘

り方埋上の厚さは5 cmほ どで、灰責褐色 (10YR6/2)か らにぶい黄橙色 (10YR6/4)の シル

トである。

[壁]壁 は床面から周濤を経て若干立ち上がるが残存状況よくない。

[柱穴]柱 穴 と考えられるものは検出されていない。

[周濤]東・北壁際に幅15～30cm、 深さ3～ 5 cmの周濤が南北2.3m、 東西3.5m確認された。

[カ マド] カマドや炉は検出されていない。

[出土遺物] 土師器邪 。甕・甑・蓋が出上している。床面と堆積上中から出土しているが、第

49図 に示したものはすべて床面出上である。

土師器 (第49図 1～ 7、 写真110):1は丸底の邪で、体部から口縁部へ丸みを帯びて立ち上が

り、口縁部は内弯する。器面調整は口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ、内面は口縁部ヨヨナデ、

体部タテ方向のヘラミガキである。 2は蓋で天丼部から口縁部へ直線的に開き、日縁部がやや

内傾し、短い円筒状のつまみがつく。器面調整は外面がナデ、内面がヘラミガキである。3～ 5
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第47図  5層遺構平面図・ S11・ SK4・ 5平面図・断面図
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は甕である。 3・ 4は緩 く外傾する口縁部破片で、体部の形状は不明である。器面調整は両者

とも口縁部ヨヨナデ、体部は内外面ともヘラナデで 4は ナデもみられる。 5は 口縁部が欠損し

た球形に近い長胴形の体部資料で最大径は体部中央にある。底部はわずかにくぼむ平底である。

器面調整は体部外面がヘラミガキ、下半にヘラケズリ、内面がヘラナデとナデである。 7は底

部資料で、わずかにくばむ平底である。器面調整は外面ナデとヘラケズリで内面は風化により

不明である。 6は無底式の甑で、口縁部が屈曲して直線的に外傾し、最大径が口縁部にある。

体部はやや膨らみをもつ長胴形である。器面調整は口縁部がヨヨナデ、外面体部上半がナデ、

下半がヘラケズリ、内面は孔部付近がヘラケズリで他はヘラミガキである。堆積土中から出土

したものはすべて破片資料であり、その内訳は第12表 に示した。

SK4(第 47・ 48図、写真25)

B18グ リッドの南西部、S11の南側で検出された。SK5と重複関係があり、SK4が新

しい。平面形は円形で径55cm、 深さ18cmである。堆積土は 2層で、 2層中から土師器不 1点

および甕などの破片が 7点出上している。破片はいずれもロクロ不使用で内面黒色処理も認め

られない。

土師器 (第50図 1、 写真■0):底部の欠損した不の破片で、体部から口縁部にかけて丸味を帯

びて立ち上がり口縁部は内弯する。器面調整は外面は風化でほとんど不明だが、内面は横方向

と縦方向のヘラミガキである。

SK5(第 47・ 48、 図写真25)

B18グ リッドの南西部、S11の南側で検出され, SK4に切られている。平面形はほぼ円

形で径約 lm、 深さ約20cmで ある。堆積土は3層で、層中から土師器の高不、縄文のある土器

片、種別不明素焼土器片が出土している。

土師器 (第50図 3、 写真111):有段口縁の高不である。不部は体部下半で屈曲しながら直線的

に立ち上がり口縁部にいたる。口縁部下端と体部の屈曲部の内外面には粘土を貼 り付けて段が

作り出されている。器面調整は外面全体 と不部内面が丁寧なヘラミガキで裾端部がヨヨナデで

ある。不部下端 と脚部上端部には前段階の刷毛目が若干認められる。口縁部下端 と体部の段の

上部には赤色顔料の痕跡が認められる。胎上には金雲母が含まれている。

SDl(第 47・ 48図 )

B21・ 22グ リッドにかけて 4層中で検出された。SD2・ 4と 重複関係があり、両者より新

しい。検出長は約13mで直線的にのび、方向はN-30°一Wである。規模は上端幅25～ 50cm、 深

さ17cmで断面形はU字形である。堆積土は2層で土師器破片が 5点出上しているが図示でき

るものはない。
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第50図  泉崎Ⅱ区出土遺物 (1)
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SD2(第 47・ 48図 )

B20・ 21・ 22グ リッドにかけて 4層中で検出された。 SDl・ 2と 重複関係にあり両者より

古い。検出長は約20mで、北東方向 (N-25° 一 E)か ら北西方向 (N-40° 一W)へ大きく曲

がる。規模は上端幅20～ 30cm、 深さ10cmで断面形はU字形である。堆積土は2層で、土師器

破片 (う ち高不裾部 1点)2点が出土しているが図示できるものはない。

SD3(第 47・ 48図 )

B20グ リッドの 5層上面で検出された。検出長は3.2mで方向はN-65°一 Eである。規模は

上端幅14～24cm、 深さ5 cmで浅い濤である。堆積土は注記がなく不明で出土遺物はない。

SD4(第 47・ 48図 )

B21グ リッドの 4層中で検出されたが、SDl・ 2と 重複しSDlよ り古 くSD2よ り新し

い。検出長は3.7mで方向はN-76°一Wである。規模は上端幅25～ 40cm、 深さ12cmで断面形

はU字形である。堆積土は 1層で出土遺物はない。

SD5(第 47・ 48図 )

B21・ 22グ リッドの 4層中で検出された。検出長は1.2mと 短 く、方向はN-70°一Wである。

規模は上端幅25～40cm、 深さ20cm、 断面形はU字形である。堆積土は 3層で、土師器破片が 4

点出上しているが図示できるものはない。

SD6(第 47・ 48図 )

B20・ 21グ リッドの 5層上面で検出された。検出長は約 8mでぁるが、その形状は不整形で

ある。濤の南北方向部分が逆「く」の字形になり、その南北端 と中央から西の方向へ 3条の濤

が取 り付 くという形状になる。規模は上端幅30～50m、 深さ10cmで断面形はU字形である。堆

積上は 2層で、土師器破片が 8点出上しているが図示できるものはない。

SD7(第 47・ 48図 )

B21グ リッドの 5層上面で検出された。検出長は2.8mで西に調査区外へと延びる。方向は

N-68°一Wで規模は上端幅20～ 30m、 深さ5 cmで浅い濤である。堆積土は 1層で、堆積土中

から土師器破片が 2点出上しているが図示できるものはない。

SD8(第 47・ 48図 )

B20グ リッドの 5層上面で検出された。検出長は2mで西へ調査区外へ延びる。方向はN―

35° 一Wで規模は上端幅20～ 30m、 深さ10cmで断面形はU字形である。底面に農具痕と考えら

れる半月形のくばみが 5個検出された。堆積土は 1層で、堆積土中から土師器破片 1点が出土

しているが図示できるものはない。

SD9(第 47・ 48図 )

B20グ リッドの 5層上面で検出された。検出長は1.5mで短 く西方調査区外へ延びている。方



向はN-50°一Wで規模は上端幅30～ 40cm、 深さ15cm、 断面形はU字形である。堆積土は注記

がなく不明で出土遺物はない。

S D10(第 47・ 48図 )

B23・ 24グ リッドの 5層上面で検出された。検出長は約10cm、 方向はN-35°―Wで両端 とも

調査区外へ延びる。規模は上端幅90～ 130cm、 下端幅70cm、 深さ10～20cmで断面形はU字形で

ある。底面にピット状や不整形の落ち込みがある。堆積土は 1層で出土遺物はない。

S Dll(第 47・ 48図 )

B23・ 24グ リッドの 5層で検出された。 S D10に ほぼ平行している。検出長は9mで両端は

調査区外へ延びている。方向はN-43°一 Eで直線的である。規模は上端幅50～ 60cm、 下端幅30

cm、 深さ15cmで断面形はU字形である。堆積土は 1層で出土遺物はない。

S D12(第 47・ 48図 )

B24・ 25グ リッドの 5層上面で検出された。検出長は7m両端は調査区外へ延びる。方向は

N-78°一 Eで直線的である。規模は上端幅35cm、 下端幅15cm、 深さ10cmで断面形はU字形で

ある。堆積土は 1層で出土遺物はない。

遺物包含層

基本層 4層が遺物包合層である。4層はB19グ リッド以南に南に傾斜しながら分布している。

B19グ リッド以北は微高地となり4層 は分布しない。出土遺物はほとんどが上師器で、B21グ

リッドからの出土量が比較的多 く、一括土器も数点出上している。しかし、その他はほとんど

が破片資料であり、図示できたものは 5点にすぎない。また、基本層 5層から土師器破片 5点、

縄文のある土器片 1点、種別不明土器片 2点が出上している。

土師器 (第50図 2・ 4～ 6、 写真111):2は底部の欠損した不である。体部は丸みをもって立

ち上がり、口縁部は内弯する。器面調整は外面がヘラミガキかナデで、内面は風化で不明であ

る。底部は丸底状になると考えられる。 4～ 6は甕である。 4は外反する口縁部を持ち、体部

はほば球形になると考えられる。 5は楕円形の体部にほぼ直線的に外傾する口縁部を持つ。器

面調整は風化で不明な点が多いが口縁部がヨコナデで体部はヘラナデである。

須恵器 (第50図 7):甕の体部片で、外面が平行叩き目痕である。

石製品 (第51図 1～ 3、 写真111):1は大型のスクレイパーである。打面 と背面に自然面が残

っている。背面側の左縁辺と腹面側の左縁辺に連続した二次カロエが施されている。石材は流紋

岩である。 2は用途不明の石製品である。有孔で径は5.5mm、 両方向から穿孔されている。上

下両端が欠損しており、全体の形状は不明である。表裏面、両側面は研磨され擦痕が観察され

る。石材は粘板岩である。 3は砥石である。下半部は柱状であるが、上半部は研磨により薄 く

なっている。石材は凝灰岩である。



② 出土遺物

土師器について

4・ 5層検出の遺構、遺物包含層から出上している遺物はほとんど土師器であり、しかも破

片が多い。ここでは図示できた遺物について若干の検討を行いたい。

前述したように土師器はロクロを使用していないものである。そのうち内面黒色処理をした

ものは小破片 2点のみである。図示できたものは、邪 4点、高邪 1点、甕 7点、甑 1点、蓋 1

点である。

不は底部が丸底ないし丸底風になり、体部が丸みを持ちながら立ち上が り、口縁部が内弯す

るものである。

高不は丹塗 りの有段口縁のものである。体部途中に屈曲部を有し、その内外面にも段がある。

脚部上半はほぼ直立し、下半部が円錐状に開くものである。

甕は口縁部の屈曲の度合で 2分類される。A類は頸部が強 く屈曲し口縁部が外反ないし直線

的に外傾するもので、体部は球形ないしやや縦長の楕円形になる (第49図 5、 第50図 4～ 6)。

B類は回頸部の屈曲が弱 く、口縁部はそのまま外傾するもので、体部は膨らみの少ない長胴形

になる (第49図 3・ 4)。

甑は無底式である。頸部はやや強 く屈曲し口縁部は直線的に外傾する。体部は上半がやや膨

らみが少なく、下半部が丸みをもってすばまる長胴形である。

蓋は短いつまみ部を有し、天丼部から口縁部へ直線的に開き、口縁部がやや内傾するもので

ある。

Sll住居跡 と遺物包含層出上の上器群について

これらの上師器のうち、S11住居跡から出上した不 1点、甕A類 2点、甕B類 2点、甑 1

点、蓋 1点 はいずれも床面から出土しており、一括性の高い資料 と考えられる。また、遺物包

含層出上の郭 1点、甕A類 3点 も4層上面でB21グ リッド中心に分布するもので一群のものと

考えられる。

上記の住居跡と遺物包含層の一群は、その特徴から、おおむね南小泉式に比定されるもので

ある(氏家1957)。 南小泉式の上器は丹羽茂氏によって、A群土器段階からC群土器段階までの

3段階の変遷が考えられている (丹羽1983)。 この 3段階の変遷は邪の形態の多様化、壷・甕の

長胴化、深鉢状あるいは長胴形の甕形の甑の出現などが指標 とされている。しかし、当該資料

では、変遷を考える上で最も有効な器種である郷が不足しており、明確な編年的位置付けを行

うことは困難である。ただし、長胴化した甕形の甑が存在することから岩切鴻ノ巣遺跡 1号住

居跡 (白鳥・カロ藤1974)に代表されるB群土器段階に近い時期が考えられよう。なお、南小泉
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式期の蓋は管見によれば未確認であるが、出土状況から

当該期の器種を構成するものと考えられる。

SK5出上の高lThに ついて

次にSK5出上の高郷について若千触れておきたい。

この高不の特徴は口縁部 と体部に段を有し、体部の立ち

上がりが急角度であるという不部の形態にあると考えら

れる。このような高不の類例は現在のところ県内では認

められない。

ここで部位別にその特徴をみてみたい。有段口縁や複

合口縁は塩釜式から南小泉式の古い段階の壷などに認め

られる要素である。高不の不部体部の段は南小泉式に存

在する要素である。脚部の上半が柱状、下半が円錐台状

になるものは塩釜式後半から南小泉式にかけて存在する

要素である。

以上の諸要素の出現時期 と、SK5が南小泉式の野を

出土したSK4に切られていることなどから、この高郷

の時期はごくおおまかではあるが古墳時代前半と捉えて

おきたい。

14)3層検出遺構 と遺物

① 遺構

3層で31基の墓壊が検出されている。

1号墓 (第54図、写真27)

B20グ リッド北東隅に位置する。平面形は不整方形で、

規模は100× 75cm、 深さ20cmである。棺桶などは検出さ

れていない。埋土は3層で、層中から煙管の吸口が出土

している。

2号墓 (第54図、写真27)

B20グ リッド西半部に位置する。23号墓 と重複し、 2

号墓が新しい。平面形は隅丸方形である。規模は上端が

155× 140cm、 深さ 8 cm、 底面が約80cm四方である。西

壁と南壁には深さ15cmと 60cmの 所に段がある。底面に
| |
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は棺の底板 と側板の一部が検出された。棺箱である。埋土は2層である。底板上か ら銭貨 (寛

永通宝)3枚、煙管の吸口、歯が出上している。

3号墓 (第54図、写真27)

B20グ リッドのほぼ中央に位置する。平面形は楕円形である。規模は上端が170× 140cm、 下

端が100× 70cm、 深さが60cmである。底面で径51cmの タガが検出された。棺桶である。断面

にも桶の痕跡がうかがえる。埋土は 4層である。杖状の木製品、三日月状の不明木製品が出土

している。

4号墓 (第54図、写真27)

B19グ リッド南西部に位置する。試掘時に打ち込まれたH鋼に破壊された箇所がある。平面

形は不整円形である。規模は上端が115× 115cm、 底面が105× 90cm、 深さ75cmである。埋土は

6層である。断面に棺などの痕跡はない。底面の北東隅から提灯 2点、陶器碗 1点、箸 1膳が

出土している。碗と箸は、碗の口縁部を打ち欠いて作られた凹みに箸が置かれた状態で検出さ

れている。

5号墓 (第54図、写真27)

B20グ リッドの北西隅に位置する。平面形は上端が不整隅丸方形、底面が隅丸方形である。

規模は上面が115× 97cm、 底面が85× 65cm、 深さ74cmで ある。棺箱が良好に残存 しており、大

きさは55cm四方で、残存高は約60cmである。埋土は 7層で、 3・ 4層 は埋め戻 し上、 5・ 6

層は棺の蓋板崩壊後の棺内堆積上で、蓋板の下の 7層 中から人骨、箸 1膳、櫛 1点、銭貨 5点、

煙管 1点が出上している。人骨はかなり脆弱化しており、取り上げは困難であつた。

6号墓 (第54図 )

B20グ リッドの南西隅に位置し、墓墳群の最南端にある。平面形は隅丸方形である。規模は

上面が77× 65cm、 底面が40× 35cm、 深さ25cmで ある。埋土は 1層で、棺などの痕跡はなく、

出土遺物もない。

7a号墓 (第55図、写真27)

B19グ リッドの南端部中央部に位置する。試掘時のH鋼に西半部を破壊されている。■・21・

22・ 24・ 7b号墓と重複し、いずれよりも新しい。平面形は上端が不整円形、底面が円形である。

規模は上端が105× 45(残存部)cm、 底面が径55cmで深さが約60cmで ある。底面近 くには棺

桶のタガと底板が残存しており、その底板上からは人骨が比較的良好な遺存状況で検出された。

分析の結果、人骨は壮年～熟年期の頑丈な男性で、降距の習慣があったことが判明している(ⅥⅢ

-6)。 埋土は5層で、遺物は煙管 1点、銭貨 2点である。

7b号墓 (第55図、写真27)

7a号墓とほぼ重なる位置で検出された。7a号墓より古い。平面形は不整円形で、規模は120×



90cm、 底面80× 50cm、 深さ約60cmである。底面で棺桶のタガが検出された。埋土は 6層であ

る。7a号墓の底板直下から鏡 1点、鋏 1点、櫛 2点、骨片 1点が出上している。

8号墓 (第55図、写真28)

B19グ リッドの西側に位置する。墓墳群の最北端である。西側の一部が試掘時のH鋼で破壊

されている。平面形は不整円形である。規模は上端が125× 105cm、 底面95× 75cm、 深さ50cm

である。棺などの痕跡はない。埋土は 3層で、層中から銭貨 1点が出土している。

9号墓 (第55図、写真28)

B19グ リッドの西半部に位置する。南西隅が試掘時のH銅で破壊されている。平面形はほぼ

方形で、規模は上端が95× 85cm、 底面が75× 80cm、 深さが50cmで ある。棺などの痕跡はない。

埋土は4層で、層中から銭貨 1点が出上している。

10号墓 (第55図 )

B19グ リッドの東半部に位置している。平面形は不整楕円形である。規模は上端160× 115cm、

底面140× 80、 深さ20cmで ある。底面の北東部では径40cm、 深さ16cmの円形ピットが検出さ

れた。埋土は 2層で出土遺物はない。

11号墓 (第55図、写真28)

B19グ リッドの南東部に位置する。25。 26号墓 と重複し、両者より新しい。平面形は上端が

隅丸方形で、底面が方形である。規模は上端が95× 95cm、 底面63× 61cm、 深さ105cmで ある。

棺箱が良好に残存しており、蓋板 と北側上部の側板が破損していただけである。棺箱の大きさ

は56cm四方で、残存高は70cmである。埋土は 4層以上である 信己録が欠落してお り上層の状

況は不引である)。 提灯の底板 2点、折敷の底板 1点、陶磁器 1点が出上している。

12号墓 (第55図 )

B19グ リッドの南西部に位置する。19号墓と重複し、それより新しい。平面形は方形である。

規模は上面が85× 70 cm、 底面75× 55cm、 深さ20cmである。棺などの痕跡はない。埋土は 3層

で、煙管が出上している。

13号墓 (第55図 )

B19グ リッドの中央よりやや南に位置する。18・ 19号墓と重複し、両者より新しい。19号墓

のほぼ真上にある。平面形はほぼ円形である。規模は上面75× 70cm、 底面60× 50cm、 深さ20cm

である。棺などの痕跡はない。埋土は 4層で層中から骨片が出上している。

14号墓

14号墓はB19グ リッドの南端ほぼ中央に位置する。二つの墓境が重複していたので a・ b・

Cと 付した。新旧関係は14c→ 14a→ 14bの順に新しくなる。

14a号墓 (第56図 )



平面形は上面が不整方形■0× 82cm、 底面が不整形である。規模は上面が■0× 82cm、 底面が

80× 70cm、 深さ80cmで ある。棺箱の側板の一部が残存している。埋土は 4層で、編物状のも

のが出上していたが、遺存状態が悪 く取 り上げ不可能であった。

14b号墓 (第56図 )

平面形は上面、底面ともに方形である。規模は上面が53× 48cm以上、底面は40× 40cm以上、

深さ30cmで ある。棺などの痕跡はないが、規模 と形状から棺箱と考えられる。埋土は 2層で、

出土遺物はない。

14c号墓 (第56図、写真28)

平面形は方形である。規模は上面95× 80cm、 底面80× 60cm、 深さ60cmで ある。棺などの施

設はないが、形状から棺箱 と考えられる。埋土は 2層で、遺物は茶碗 1点、煙管 1点、用途不

明の板材 1点、折敷の脚板 と思われるもの 1点が出上している。

15号墓 (第56図、写真28)

B20グ リッド北西部に位置する。平面形は上面底面 ともに隅丸方形であるが、深さ約80cmの

所で掘り方の規模を棺の大きさに縮小してしている。規模は上面123× 120cm、 底面90× 90cm、

深さは95cmで ある。棺箱の底板が残存 している。埋土は5層で、箸 1点、鳥形木製品 1点、提

灯の底板 4点、不明竹製品 2点、銭貨 4点、煙管 2点、磁器片 1点が出土している。

16号墓 (第56図、写真28)

B20グ リッドの南西部に位置する。平面形は隅丸方形である。規模は上面105× 88cm、 底面推

定80cm四方である。深さ約50cmの ところで箱形の棺の50× 60cmの方形のプランを検出した。

その底面の規模は42× 35cm、 深さ35～20cmで ある。埋土は4層で出土遺物はない。

17号墓 (第56図、写真29)

B20グ リッド南西部に位置する。平面形は隅丸方形である。規模は92× 72cm、 底面75cm四

方、深さ67cmで ある。深さ35cmの ところで棺箱の方形のプラン55× 47cmを検出した。底面は

38× 31cm、 深さ35cmで ある。埋土は 4層である。提灯の底板 1点が出土している。

18号墓 (第56図 )

B19グ リッド中央やや南よりに位置する。13・ 19。 25号墓と重複し、19・ 25号墓より新しく、

13号墓より古い。平面形は上面が不整方形、底面が不整円形である。規模は上面が85× 66cm、

底面が62× 49cm、 深さが25cmである。棺などの痕跡はない。埋土は 1層で、層中から煙管 1

点、銭貨 6点が出上している。

19号墓 (第57図、写真29)

B19グ リッド中央やや南よりに位置する。12・ 13・ 18号墓と重複し、いずれよりも古い。平

面形は隅丸方形である。規模は上面が135× 122cm、 底面が105× 95cm、 深さ75cmである。深さ



45cmの ところで棺箱の方形のプランを検出している。その規模は上面が55× 50cm、 底面も方

形で45× 30cmである。埋土は 7層で、提灯の底板 2点、杖状木製品 1点、石器 1点を出上して

ヤゝる。

20号墓 (第57図、写真29)

B20グ リッドの南東部に位置する。22号墓 と重複し、それより古い。平面形は上面が円形で

底面が不整円形である。規模は上面が径120cm、 底面が85× 80cm、 深さ50cmで ある。深さ30cm

前後のところで棺桶の側板の残存を検出した。径は60cmで底板はない。埋土は10層 で、不明竹

製品 2点、種子 2点を出上している。

21号墓 (第57図 )

B20グ リッド北東部に位置する。 7・ 22号墓 と重複し、 7号墓より古 く22号墓より新しい。

平面形は方形で、規模は上面52× 45cm、 底面42× 48cm、 深さ32cmで ある。規模形状から棺箱

の痕跡のみが検出されたと考えられる。埋土は 2層で、煙管 1点が出上している。

22号墓 (第57図、写真29)

B20グ リッド北東部に位置する。 1・ 7・ 20。 21号墓と重複し、 1・ 7・ 21号墓より古 く、

20号墓より新しい。平面形は不整方形である。規模は上面110× 107cm、 底面93× 85cm、 深さ45

cmである。棺箱の側板 と底板が良好に残存していた。棺箱の大きさは56× 54cmの 方形で、残

存高は28cmで ある。埋土は 5層で、1・ 2層 は棺内の堆積上である。棺内から棒状木製品 1点、

煙管 1点、木製櫛 1点、銭貨 7点、墓墳内から提灯の底板 2点が出上している。

23号墓 (第57図、写真29)

B20グ リッド中央からやや西寄 りに位置する。 2号墓と重複し、それより古い。平面形は上

面が隅丸方形であるが底面は記録不備のため不明である。深さ25cmの ところで円形のプラン

を検出していることから棺桶 と考えられる。その規模は上面が径56cm、 底面が径41cm、 深さ45

cmである。埋土は7層で、4a・ boc・ 5層が棺桶内堆積上である。遺物は木片 と銭貨 4点が出

土している。

24号墓 (第58図、写真29)

B20グ リッド北半の中央に位置する。14c号墓と重複しそれより古い。平面形は隅丸方形で規

模は上面が■8× 100cm、 底面が90× 105cm、 深さ70cmである。深さ20cmで方形のプランを検

出していることから、棺箱 と考えられる。その規模は42cm四方、深さ約50cmである。埋土は

5層で、 1。 2層が棺内堆積上である。棺外から提灯 3点、杖状木製品 1点が出上している。

25号墓 (第57図、写真29)

B19グ リッド東南部に位置する。11・ 18・ 22号墓と重複し、いずれよりも古い。平面形は残

存部からみて不整円形で、規模は上面が100× 120cm、 底面が87× 83cm、 深さ45cmである。桶



+…泳2号墓
半

3号墓 述阜

1号墓土層注記

①黒撮色 10Y R% 砂資シルト
砂 を多く混入。小礫、凝灰岩粒

酸化鉄、炭化物 を含む。

②黒褐色 10Y R% 砂質ンルト

凝灰岩粒が①より少ない。

①灰黄褐色 10Y R% 砂質シル

ト 底面とほぼ同 じ上だが若千

暗い。酸化鉄を合む。

4号墓

名 108m

名108n

4号墓土層注記

①灰黄掲色 10Y R% ンルト 酸化鉄

ブロックの混合。

②掘 灰 色 10Y R% ンルト 酸化鉄
ブロンクの混合。1～ 3 mmの 疑灰岩粒

を含む。
①黒色 iOY R% シルト にない黄褐

色10Y R%、 シルトと酸化鉄がブロッ
ク】大に混入。

①にない黄橙色/OY R%
③③に似るカウト礫少ない

⑤褐 灰 色 10Y R% 砂質シルト。

0            1m

2号墓土層注記

①黒褐色 10Y R% 粘土とにない黄褐
色 10Y R%、 砂質 シル トと酸化鉄斑

との混合。

②黒褐色 10Y R% シルトとオリーブ

灰粘土質シルトの場合。

A
―■108m

3号墓土層注記

①灰黄掲色 10Y R% シルトと黒褐色10Y R

%シ ルトの混合。
②暗灰黄色 26Y% シルト、暗褐色10Y R%

シル ト (径 10cmの プロ ノク状)及 び酸化鉄斑

の混合。

③灰黄褐色 10Y R% シルト、黄褐色斑が者

千入る。

④暗黄色 粘土質シルト、黒色 25Y%粘 土及

び酸化欽斑の混合。

6号墓

名108n

…隣
m

ｋｍ
　

′

′

′

′

！

柳廿

半Jttn

6号墓土層注記
①灰黄掘色 10Y R% ンルト、黄褐色

25YR%、 シル トのブロ ンクを中央

き[に 含む。5号墓土層注記
①褐色 10Y R/ シルト 1～ 31Pの 凝灰岩粒を含む。
②灰黄褐色 10Y R% シル ト 1～ 3 nmの 凝灰岩粒を含む。

③黒褐色 10Y R% シルトににない黄褐色、10Y R%、 シル トのブロ ック

を上部に若干含む。

①灰オリーブ 5Y∠ 5砂質シルトに黒褐色、10Y R%、 シルトのブロ ノク

を者子含む。

③褐灰色 10Y R% シル トとにない黄褐色、10Y R%の 混合。

③にない黄橙色 10Y R% 砂質シルトに黒褐色、10Y R%シ ルト質粘土を

含む。

⑦緑黒 7 5CY/ シルト質粘土 人骨などを含む。

第54図 墓媛平面図・断面図 (1)



8号墓

7号墓

澤
′

名107m
△
―引 108m

A′
ト

善

A
―■108耐

4編

7号墓土層注記

①時灰黄色 25Y% シルト
②黒tFJ色 25Y% シルト質格土
③灰オリーブ色 5Y% 砂質シルト
①黒tFJ色 25Y% シルトと淡赤惨色
25Y% シルトの混合。

⑤灰黄色 25Y% 砂将
⑥黄灰色 25Y/ 砂貨シルト
⑦注記をし

8号墓土層注記

②仄黄褐色 10Y R% シルトと|こ ない

黄褐色10Y R%シ ルトの混合。
③にボい黄褐色 10Y R% シルト

①黒褐色 10Y R% ンルトに灰黄褐色
10Y Rジイがフロ ンク】大1こ 涯己じる。

③灰黄鶴色 10Y R%

≦108m

9号墓土層注記

①にない黄褐色シルトに、にない黄橙

色10Y R%シ ル トのブロ ノクが若千

混入。

②黒褐色 10Y R% シル ト

③黄褐色 25Y シルトと黒褐色 25
Yシ ルトの混合。

〇黄褐色 25Y 砂質シルトに黒掲色

10Y R%シ ルトの混合。

12号墓

12号墓 土 層 注 記

①暗灰黄色 10Y R% シルト

黄掲色シル トブロ ックを合む。

②にない黄褐色 10Y R% ンル

トに黒褐色10Y R/シ ル ト斑 を

含む。

③黒褐色 10Y R% ンル ト

13号墓

X=-197 802km 1 3号 墓土層注記

①幅色 10Y R% シルト 黒色から

灰色の斑を含む。

② ①に似るが、やや暗い。

② 灰́黄褐色 10Y R% シルトに黒

褐色10Y R% シルト質粘土を合む。
津    ③墾痛ゴ免等R売

″
j弓て

①灰黄褐色 10Y R% シル ト 01～

l cmの 灰向礫 を合む。

小

震
占
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め
十
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―
キ
ー

X―J鉤牛

10号墓上層注記

①にない黄褐色 10Y R%
②砂礫層 05～ 2 cnの 風化礫。

0            1m

ヰ x=J四晰

第55図
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14a、 b号墓  ′

1■■■■■■■ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ ::f

14a.b号墓上層注記

①暗灰黄色 25Y% シル● 灰白色 5

Y%風化小礫05～ 2 mmを 含む。

②暗褐色 10Y R% シルトと灰黄褐色

10Y R%シ ルトと酸化鉄斑の混在。灰

自色5Y%風化小礫 05～ 2 mmを 含む。

③灰黄色 25Y% ンルト灰自色5Y%
風化小礫 05～ 2 rlnを 合む。

①暗褐色 10Y R% シルト

③灰黄褐色 10Y R% シルト 酸化鉄

斑を多量に合む。

14c号墓

1`03m

14C号墓土層注記

①にない黄褐色 10Y R% シル

トに黄褐色10Y R%の ブロノク

を含む。

②灰黄褐色 10Y R% シルトに

にない黄橙色10Y R%砂質 シル

トブロックを含む。

17号墓土層注記

①栂色 10Y R% ンルトに黒色10Y RI%粘 上、

黒褐色10Y R/シ ルトブロツクを含む。

②にぶい黄色 10Y R%シ ルトと黒褐色10Y R/シ
ルトが黄灰色 25Y/シ ルトの中に混じる。

③灰色 5Y/ シルト

④灰色 5Y/と 黒褐色 25Y%シ ルトの混合。

⑤暗灰黄色 25Y% シルト。

0            1m

第56図 墓媛平面図・断面図 (3)
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15号墓 土 層 注 記

①黄灰色 25Y/ 砂質シルト、黒褐色

10Y R%シ ルト、酸化鉄斑 シル トが混

在。

②灰色 75Y/ ンルトをベースとして

黒色、黒褐色、酸化鉄斑が混在。

③黒褐色 25Y% 粘土質シル トと灰自

色 5Y%シ ルト。

④オリーブ黒色 75Y/ 粘土をベース

として、灰白色 75Y%砂 質シル トを

含む。

③灰白色 75Y%を ベースとして、 オリ

ーブ黒色 75Y%を含む。

Y― ■3 ol獅 |

朴
18号 墓

主108m

16号墓土層注記

①灰黄掘色 10Y R% シルト

②灰黄色 25Y% シルトに暗灰黄色
25Y% シルト、黄灰色25Y%が
混在。

③暗灰黄色 25Y% 砂質ンルト。

④褐灰色 10Y R/ 粘土質シルトと

黒色10Y R:%格 土と淡赤橙色25Y
R%砂質シルトの混合。

1`08m 辞



Y引 削 mI営

墓  Y-lia4耐

為108n

20号 墓

A
―引108m

20号墓土層注記

①掲灰色 10Y R% シルトとにない黄
橙色10Y R%ン ルトの混在。

④ ①に似るが全体的に暗い。
①  灰黄褐色 10Y R% ンル トと褐灰

色 10Y R/シ ル トの混在。

③灰黄褐色 10Y R% シルトに黒褐色
10Y R%シ ルトのブロノクを含む。

④褐灰色 10Y R% 砂質シルト。
③灰黄掲色 10Y R% 砂質シルト
⑥～◎ 注記なし。

Y=+9 610km

颯

ざ

く下

ド

19号墓土層注記

① 褐灰色 10V R%粘土と灰黄褐色10YR
%砂質ンルトとにない黄橙色10Y R%シ ル
トと黒色 シル ト質粘上の混在。

o灰黄褐色 10Y R%シ ルトとにぶい黄橙
色10Y R%砂 質シルトの混在。

②褐灰色 10Y R/ 粘上、黒色10Y R1/
の互層。

③②と同じだが、にない黄色 25Y%砂質シ
ルトを含む。

④黄灰色 25Y% 粘土とにない黄色 25Y
%砂賓シルトが混在。

③褐灰色 75YR% シルト
⑥灰色 5Y%シ ルトと黄灰色 25Yシ ルト
の互層。               x=_1。 7

21号墓土層注記

①暗灰黄色 25Y% シルトににない黄
色 25Y%シ ルトをつづれ状に含む。
黒色25Y粘土を若千合む。

②暗灰黄色 25Y 砂質シルトに黒色
25Y%粘土と浅黄色25Y%シ ルトを
つづれ状に若千含む。

1 翡 墓

X=19789

25号墓

れ108m

名108m

23号墓

23号墓土層注記

①灰黄褐色 10Y R%シ ルト
を若千合む。酸化鉄斑含む。

②灰黄褐色 10Y R% 砂質ンルトに黄橙色10Y R%砂 質シルトブロノク合む。

①灰黄褐色 10Y R% ンルトに褐灰色10Y Rシ ルト質粘上、黒色10Y RI%

粘土ブロノクを合む。

①褐灰色 loY R/ シルト質格土に黄橙10Y R%シ ルト賢粘土ブロックを含む。

駿化鉄斑含む。

①暗褐色 iOY R% シルト。

C灰黄褐色 10Y R/ シルトに黒色10Y R1/粘 土を合む。

⑥帽灰色 10Y R/ 粘土質シルト。

③～⑦ 注記をし。

墓壌平面図・断面図 (4)

0            1m

黒色10Y R:%粘 土、黄悟色10Y R%砂 質シルト

22号墓土層注記
①にぶい黄褐色 10Y R燿  シルト黄橙斑を斑状に含む。
②灰黄掲色 10Y R% 粘土質シルト

③にない黄橙色 10Y R% 砂質シルトに、褐灰色
10Y R%シ ルトがくもの巣状に入る。

①浅黄色 25Y% シルトに黒掘色 25Y%シ ルトの
ブロックを含む。

⑤浅黄色 25Y% 砂質ンルト。
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形の棺桶が良好に遺存しており、蓋 と底板が1/2、 側板が10枚で3/4の残存である。棺桶の大き

さは口径が54cm、 底径が50cm、 残存高が51cmで ある。埋土は棺桶の上位の 3層が記録される

のみで他は不明である。遺物は箸 1膳、煙管 1点、提灯底板 2点、漆塗の木製の椀 1点、竹製

品 1点、古銭 6点、陶磁器片数点が出上している。

26号墓 (第58図 )

B19グ リッド東南部に位置する。11号墓と重複しそれより古い。平面形は隅丸方形である。

規模は上面が62× 96cm、 底面が70cm、 深さ15cmと 浅い墓墳である。棺などの痕跡はない。埋

土は 1層で出土遺物はない。

27号墓 (第58図 )

B20グ リッド南西部に位置する。 6号墓と重複しそれより古い。平面形は残存部からみて隅

丸方形と考えられる。規模は上面が65× 40(残存部)cm、 底面が48× 28(残存部)cm、 深さ20

cmである。埋土は 5層で出土遺物はない。

28号墓 (第58図 )

28号墓



B19グ リッド東半中央に位置する。10。 25号墓と撹乱部 と重複し、lo号墓と撹乱部より古 く、

25号墓より新しい。平面形は残存部からみて方形 と考えられる。規模は残存部で上面が70cm、

底面が63cm、 深さ30cmで ある。確認面で方形のプランが検出されており、棺箱と考えられる。

その残存長は33cmで ある。埋土は4層で、 1・ 2層が棺内堆積土である。出土遺物はない。

② 出土遺物

a.陶磁器

陶磁器は5点あり、すべて墓墳出土である。図示できたのは 4点である。

陶器 (第62図 1～ 3、 写真112):1～ 3は碗である。 1・ 2は灰釉、 3は 白濁釉が施釉され、

いずれも貫入が認められる。 1・ 2は高台脇、高台内部ともに無釉で、 3は高台脇に釉が流れ

ているが高台内部は無釉である。 1は口縁部の相対する 2箇所が打ち欠いてある。 3点 ともに

相馬産で18～19世紀の所産である。これらは椀飯に使用された飯碗 と考えられる。図示できな

かったが 1号墓から相馬産 と考えられる掛け分け碗の口縁部片が出上している。

磁器 (第62図 4、 写真112):4は染め付けの皿で底部片で内外面に文様がある。肥前産で18世

紀の所産 と考えられる。

b.木製品

木製品として、棺、漆器、櫛、箸、提灯、折敷、数珠、杖、鳥形木製品、不明木製品、竹製

品が出上している。すべて墓墳からの出上である。

棺 (第59～61図、写真111・ ■2):棺は 9点残存しており、その内訳は箱形が 5点、桶形が 4点

である。そのうち図示できたのは5点である。第59図 1・ 2が 5号墓、第60図 1・ 2が■号墓、

第61図 1が22号墓の箱形の棺である。棺の大きさはほぼ同様で一辺が55.6～ 58.6cmと なり、残

存状況の良好な11号墓は棺高が約70cmほ どになる。第59図 2、 第60図 2は蓋板である。板材は

針棄樹の板目材を用いている。側板の組み方は、いずれの側面も右側辺に木口面が くるように

組んである。釘はいずれも鉄製の角釘であるが、第61図 1の側板の上下は木釘で止めてある。

第59図 2が 7号墓、第61図 2が25号墓の桶形の棺である。底板の径は約50cmと 同様である。第

59図 2は底板が 3枚で木釘で止めてある。第61図 2は側板10枚、底板 2枚が残存している。と

もにタガも残存していた。

漆器 (第62図 5・ 6、 写真112)i漆器の椀は 2点でともに25号墓で、 5は棺桶内、 6は棺桶外

から出上している。 5は内面に朱色の漆、外面に黒色の漆が塗られた浅い椀で、高台内に朱書

きされた文字がある。 6は 内外面ともに朱色の漆が塗られた大振 りで深い椀である。高台高が

2.4cmと 高く、高台内のえぐりが0.8cmと 浅い特徴を有し、このような形態のものは17世紀後

半以降にはみられないとされている(古泉 :1987)。 6に も高台内に朱書きの文字がある。 6は

箸一膳 と共伴しており、枕飯に使用された飯椀 と考えられる。



櫛 (第62図 7～ 10、 写真113)i櫛 は4点ですべて墓墳出上である。棟の形状が丸味の強いもの

(8・ 10)と 、丸味の弱いもの (7・ 9)がある。前者は棟の断面の背も丸 くなっており、後者

はほば平坦になっている。櫛目の切 り込み上端の線はいずれも棟に平行している。櫛目は 9が

最 も粗 く、 7・ 10がやや粗 く、 8が細かくなっている。

箸 (第62図 11～ 19、 写真113):箸 は 9点 あり、すべて墓墳出上である。これらの形態は、ほぼ

太さの変わらない寸胴箸 (11・ 12・ 14・ 15・ 17・ 18)、 一端が最大径となり、もう一端が細 くな

る片口箸 (1)、 両端が細 くなり、中央に最大径のある両口箸 (16・ 19)の三通 りに分類される。

11・ 12、 13・ 14、 15。 16、 18・ 19は対になっているが、形態 。長さともに一致するものはなく、

不揃いの一膳 となっているのが特徴である。これらはおそらく枕飯 として供された箸が埋葬時

に墓娠に納められたものと考えられる。

提灯 (第63図 1～12):提灯の底板 と考えられるものが19点 あり、いずれも墓墳から出上してい

る。径が 7～10mm、 厚さが 2～ 3 mmの 円形ないし隅丸方形の薄い板で、中央に小孔が穿た

れている。 4・ 15。 19・ 24号墓で同心円状になった竹ひごとセットで出土していることから提

灯の底板 と判断された。 6に は嶋燭を差す軸棒が残存 しており、他の底板の小孔も軸棒を通す

ためのものと思われる。これらの提灯は野辺送 りに使用されたものが埋葬時に墓墳に納められ

たものと考えられる。

折敷 (第63図 13):四隅が切 り落 とされた折敷の底板である。一辺は21.2cm(7寸)である。側

辺に木釘穴が 2ヶ 所残っている。枕飯に使用したものが埋葬時に墓墳に納められたものである。

数珠 (第63図 14～ 19):数珠は 6点ですべて木製である。15号墓から1点、 2号墓から6点出土

している。14は河ヽ玉状で径 7 mm、 厚さ4 mm、 孔径 2 mmである。15～ 19は やや長めの偏平

な数珠で長さほぼ l cm、 幅 6～ 7 mm、 厚さ 2～ 4 mmで ある。

杖 (第64図 3～ 5):杖は 3点でいずれも墓墳出上である。すべて丸木で、 3・ 5に は若干加工

痕がある。

鳥形木製品 (第 64図 2、 写真113):15号 墓出上である。鳥の全形で、頭から胸の部分と胴の部

分 とが接がれて作 られている。目や羽毛、羽根 と思われるものが墨描きされている。とくに目

はくっきりと描かれている。】同部 と胸部の下側に径 2 mm程の小子とが穿たれており、細い棒状

のものが差し込まれていたと思われる。野辺送 りの道具のひとつと考えられる。

不明木製品 (第 64図 1、 写真113):3号墓出上である。一端が欠損しているが、両端が尖る三

日月状を呈する。

竹製品 (第65図 1～ 6):1～ 4は、竹の片端を二つのヘラが相対するように作 り出したもので

ある。ヘラの部分は幅 2～ 3 cm、 長さ 5～15cmで先端は舌状になっている。いずれも節は抜

かれている。用途は不明である。 5・ 6は 25号墓出土で、同サイズの細長い竹製品である。両



側辺が薄く削り出され、両端に径1 5mmの 小孔が穿たれている。

C.金属製品

金属製品として、鏡、鋏、刃物、煙管、銭貨などが出上している。墓墳出上のものが圧倒的

に多 くなっている。

鏡 (第65図 7、 写真113):完形の銅製の鏡で、背には波に扇の文様があり、「藤原重勝」の銘が

ある。

鋏 (第65図 8):ほぼ完形の鉄製の和鋏である。

刃物 (第65図 9、 写真113):鎌形の鉄製品で、緩 く弯曲しながら一端が細 くなり、弯曲の内側

が刃菩円になる。

煙管 (第66図 1～ 19、 写真113):煙管は総計19点出上している。そのうちの墓墳出上のものは

15点で、そのほとんどは副葬品と考えられる。内訳は雁首が11点、吸口が 8点で、両者の組合

せのわかる例が 3例ある (1・ 2、 3・ 4、 5・ 6)。 いずれも棺の底面から出土し、 (3・ 4)

と (5・ 6)は その出土状態から煙管の全長が判明している。 7号墓出上の (3・ 4)が約17

cm、 22号墓出上の (5。 6)が約22.5cmで ある。羅宇は雁首 。吸口にそれぞれ若干残存する

のみである。素材は銅 と真鍮で一部に鍍金されたもの (1・ 2)も ある。

煙管の形態については古泉 (1987)の分類を参考に次のように分類した。

まず雁首は、首部に肩の付 くA類 (1・ 8)、 肩がなく脂返しが比較的大きく弯曲し、火皿と

首部の接合部に補強帯の付 くB類 (12)、 肩がなく首部の弯曲の小さいC類 (5・ 7・ 11・ 18)、

肩がなく首部の弯曲のなくなるD類 (3・ 9・ 10。 17)の 四つに分類される。A・ BoC・ D

類はそれぞれ古泉分類の第 2・ 3・ 5。 6段階に対比される。ただしD類には古泉分類の第 6

段階の火皿が小型化しその断面形が逆台形になるという特徴はみられない。吸口については、

肩の付 くA類 (2・ 13・ 19)、 肩がなく側辺が直線的にすばまるB類 (4)、 肩がなく側辺がや

や弯曲しながらすばまるC類 (6・ 14・ 15。 16)の 三つに分類される。

年代については、古泉 (前掲)を参考にすると雁首のA類が17世紀前半、B類が17世紀後半、

C類が18世紀後半、D類は19世紀以降となる。

銭貨 (第67図、写真□):銭貨は66点出土している。内訳は寛永通宝52点、仙台通宝 2点、永楽

通宝 1点、元豊通宝 1点、不明10点である。墓墳内出上の銭貨は52点で、不明 7点 を除いた45

点がすべて寛永通宝である。寛永通宝は明暦 2年 (1656)以前に鋳造された古寛永 (「 賛」の字

の17-19画が「ス」の字状)と 寛文 8年 (1668)以降に鋳造された新寛永 (「賢」の字の18-19

画が「ハ」の字状)と に大別される。これらはさらに細別されるが、ここでは同定不可能なの

で、新古寛永の大別 と背文や特徴的な字体により特定できるものに補足を加えるにとどめたい。

図示した寛永通宝 (50を 除 く)の うち、古寛永は 2・ 14・ 35～42・ 51の 11点である。そのな



かで37～42の 6点はすべて25号墓出土であり、墓墳の年代を決定しうる好資料である。他はす

べて新寛永である。そのうち、 1・ 24。 34・ 44は背面に「文」字のある「文銭」で、寛文 8～ 13

年 (1668～1673)に鋳造されたものである。特徴のある字体 として 4・ 7・ 12・ 19。 21・ 29が

ある。これらは「通」字のコ頭が「マ」の字になり (マ頭通)、 「永」字が左へかしいでいるの

を特徴とする「不旧手」といわれるもので、享保11年 (1726)が初鋳である。また、17・ 28・

45は外径が2.lcm、 穿径が0.7cmと ほかに比べ径が小さく穿径が大きくなっていることから、

元文 4年 (1739)初鋳の「吉田島銭」である可能性が高い。図示できなかったがほかに背文の

あるものが 2点確認されている。ひとつは背面に「元」字のある寛保元年 (1741)初鋳のもの

で、もう1点は「千」字のある天保 4年 (1838)石巻初鋳のものである。ともに18号墓出上の

慮着した鉄銭である。同様に図示できなっかたが形状 (隅丸方形)か ら仙台通宝 (天明 4年・

1784)と 考えられる庶着銭が 3層上面から出上している。渡来銭は 2点で、50は北宋銭「元豊

通宝」 (初鋳年代1018年 )、 他の 1点 は永楽通宝でともに遺構外出上である。

その他の金属製品 (第66図 20。 21):20は、中央がくびれ両端に方形の小孔のある細長い用途不

明の銅製品である。長さ5 0cm、 幅0 45cmである。21は、木質部の残った釘である。

(5) 小結

①周辺調査区との層の対応

1987年 に東方約37mの所で泉崎浦遺跡第 3次調査 (主浜 :1988)が行われている。本調査区

との主な層の対応はその層相などから以下のようになる。

本調査

4層

5。 6a・ 6b層    =Ⅵ 層

7層

8a層

8b層

泉崎浦 3次

=Ⅳ・ V層 (古墳時代中期南小泉式期の遺物包含層)

=ⅥI層

=Ⅵua l層

=VⅢ b層 (弥生時代中期桝形囲式期あるいはそれ以前の水田跡 )

② 4層 5層検出遺構について

S11住居跡では床面および床面直上から土師器不 1点、甕 4点、観 1点、蓋 1点が出上し

ている。これらの上師器は古墳時代中期の南小泉式に

'ヒ

定されるものである。特に甑は体部が

やや膨らむ長胴形のもので、類似した資料は岩切鴻ノ巣遺跡 1号住居跡に求められる。以上の

ことからS11は古墳時代中期の南小泉式期に位置付けられる。なお蓋については類例の増加

を待って検討して行きたい。

SK4では土肺器邦 1点が出上している。この邪は南小泉式に比定されることから、SK4



も南小泉式期に位置付られる。またSK4はその位置関係からS11に伴う遺構である可能性

も考えられる。

SK5か ら出上した高不は類例がなくその時期を詳細に限定することは困難であるが、おお

むね古墳時代前半と捉えられた。よってSK5も 同様の時期に位置付られよう。高邪について

は今後の類例を待って再検討される必要があろう1ち

濤は12条検出されているがいずれからも時期を決定するような資料は出上していない。遺物

はほとんどが非ロクロの土師器の小破片で内黒のものがないことや、他の遺構や遺物包含層か

ら出土している遺物がほぼ古墳時代の遺物に限定されていることから、濤も古墳時代の所産と

考えられる。

これらの濤のうち、SD6～ 9は A20。 21グ リッドに集中しており、しかもほぼ北西方向で

並行している。いずれも幅20～50cmと 小規模で並行していることからいわゆる「小濤状遺構

群」 (田中 :1981)に 該当すると理解される。SD8か らは農具痕 と思われるものも検出されて

おり畑跡であった可能
′
性が考えられよう。

遺物包含層からは器形のわかるものとして不 1点、甕 3点が出上しており、それらも古墳時

代中期の南小泉式のものに

'ヒ

定される。この遺物包含層も同時期のものと考えられ、しかもS

11と 同時期であることが予想される。一方、泉崎浦遺跡の第 3次調査においても基本層Ⅳ・

V層が遺物包含層として検出されている。今調査の 4層 と3次調査のⅣ・V層は層相でも対応

する層であり、基本的に同一の層である(主浜前掲)。 両者を比較した場合、 3次調査では高不

の脚部が 3点確認されていることや 5C末～ 6C前半に

'ヒ

定される須恵器郷が出上しているこ

と、遺物量が 3次の方が多いこと等の相違点が挙げられる。

以上より、 4・ 5層で検出された遺構はほぼ古墳時代中期を中心とするものと考えられ、微

高地上に集落があり、その南側の緩斜面に遺物包含層が形成されるとともにそこが畑地として

も不」用されていたことが窺える。

③墓墳群について

墓墳群の時期がある程度限定されるのは9基 (25。 23・ 2・ 5・ 15・ 22・ 14c・ 7a。 18号墓)で

ある。これらは副葬品である寛永通宝の初鋳年代により推定されるものである。25号墓は六道

銭の 6枚すべてが古寛永であることから17世紀中頃以降の時期が考えられる。共伴する煙管の

雁首が17世紀後半、漆器椀が17世紀後半以降にはみられないタイプ (古泉 :1987)であること

も大きな矛盾とはならない。23・ 2号墓は文銭 (1668～72)か ら17世紀後半以降、 5・ 15。 22

号は不旧手 (1726)か ら18世紀前半以降、18号墓は石巻造の鉄銭 (1838)か ら19世紀以降と推

定される。また、煙管からもある程度年代を推定することが可能である。7a号墓では底面出土

の煙管から19世紀以降と推定される。14c号墓からは17世紀前半 と考えられている肩付の煙管



が出上しているが、共伴する陶器碗が18～19世紀であることや、同タイプの煙管が出上した15

号墓が18世紀前半以降と考えられることから、肩付のタイプではあるがやや年代が下ったもの

と考えられ、14c号墓も18世紀前半以降と推定される。

一方、墓墳群の重複関係は、北側の一群では25→18→ 13号の 3段階、中央の一群では20→ 22

→21→7a号、24→14c→ 14a→ 14b号 の 4段階、南の一群では23→ 2号の 2段階がある。そし

てこれらの新旧関係 と前述した墓壊の年代との間には矛盾する関係は認められない。

以上より、この墓壊群は17世紀中頃から19世紀にかけて、つまりほぼ江戸時代全般にわたり

機能していた墓域 と理解される。

調査区は近世富沢村の範囲にあたる。これらの墓墳群が村の墓域 ととして機能していたもの

か、いわゆる屋敷墓 として機含としていたものかについては、他に集落の遺構が検出されていな

いことから判断不可能であつた。

注

1に の高郷は口縁に段を有すること、日縁部がかなり立ち上がるプロポーションである点から、北陸地方に類例

を求めることができそうであるが、今後実物とのナヒ較などを通じて検討をすすめて行きたい (田嶋 :1986)。
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第12表 泉崎‖区土師器破片集計表

雹

　
　
　

別

謡

　
　
　

種

部

　
　
　

位

器

　
面

調

整

1

１
埋
設
土

Ｓ
Ｉ

・
１
床
面

S

層

３

　

　

層

１
　

　

居

５

　

　

層

層

不

明

試

　

掘

ム
ロ
　
　
計

外  面 1内  面

土

器

縁

部

横ナデー模ナデ

横ナデーナ デ

横ナデー不 明

不 明―不 明

胴

部

ミガキー不 明

不 明―ミガキ

不 明一ミガキ (内黒 )

不 明―不 明

底
　

部
不 明―ミガキ (内黒 )

不 明―不 明

イ

脚
部

ナ デーナ デ

不 明―不 明

甕

口
　

縁

　

部

横ナデー横ナデ

横ナデ・ ハケメー不明

横ナデー不 明

不 明―横ナテ

不 明 一ハ ケ メ

不 明―不 明

部

ナ デーナ デ

ヘラナデーナ デ

デー不 明

ミガキー不 明

ハケメーナ デ

ケズリーナ デ

不 明―ナ デ

不 明―ミガキ

不 明―不 明

底

部

不 明―ナ デ

不 明―ハクメ

不 明―不 明

甑

計

図版番号 登録番号 遺構 層位 種 男」 器 種 遺 存 度 口径cm 底径cm 器高cm 特 徴 写真番号

11床 面 上師器 イ 約 1/
口縁内外ヨコナデ、体部外ヘラケズリ・内ベラミガキ、最大径回

縁下14 4cm

S11床 面 土師器 憲 約 2/3 つまみ部指オサエ、天丼部外面ヘラナデ・ 内面ヘラミガキ

SIユ 床面 土師器 変 回縁部 1/3 回縁内外 ヨヨナデ

S11床 面 土師器 甕 口縁部 V6 口縁内外 ヨヨナデ、体部外面ナデ・ ヘラナデ・ 内面ヘラナデ

C4 Sll床 面 上師器 饗 体～底部 1/2
外面 :ヘ ラケズ リナデ・ ベラミガキ、下半ヘラケズ リ

内面 :ナ デ・ ヘラナデ、最大径19 2cm

C8 Sll床 面 土師器 甑 約 3/4
孔径71師、外面 :口縁ヨコナデ・体上半ナデ・下半ヘラケズリ

内面 :孔付近ヘラケズリ、他ヘラミガキ

C5 S11床 面 土師器 変 体下～底部 体部外面ナデ、ヘラナデ

SK42層 土師器 約 二/4 内面ヘラミガキ、最大径口縁下15 2cm

C9 B20 4層 上師器 約 V4 内外面風化、最大径口縁下14 4cm

SK5 土師器 高郵 約 1/4 残185 色調灰白色、金要母含、段部赤彩、内外面ヘラミガキ、脚部上端ハケ

Cll 4層 土師器 甕 口縁部 V2 外面 :回 縁 ヨコナデ・ 体部ヘラナデ、内面風化

C10 4層 土師器 甕 口縁～体上 1/4 外面 :口 縁 ヨヨナデ・体部ヘラナデ、内面風化、最大径26cm

4層 土師器 饗 口縁～体中 1/4 内面体部ヘラナデ、外面風化、最大径26 2cm

B21 4層 須恵器 郵 体部破片 外面平行叩 き目猿

第13表 泉崎 H区遺物観察表 (1)
土器



第14表 泉崎 ‖区遺物観察表 12)
石製品

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 種 遺 存 度 長さrII 幅 Im 厚 さf41 重さg 石  材 特 徴 写真番号

Kl B24 4層 スクレイパー 完   形 流紋岩

B21 4提肇 石  製  品 両端欠損 粘板岩 言孔、径55剛

B24 4層 砥 石 完  形 凝灰岩

棺

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 種  別 遺 存 度 器  高 幅 ・ 径 徴 写真番号

5 号 墓 箱形棺 側板下半～底板残 残478 板目、針葉樹、正面の右側辺に木回面

5 号 墓 箱形棺 言 板目、針葉樹

7 号 塞 稿 棺 蓋 板目、針葉樹

H 号  墓 箱形槽 根1面～底板残 残691 板目、針葉樹

11 号 墓 箱形棺 蓋 板目、針案樹

22 号 墓 箱形棺 側面下半～底板残 残288 板目、針葉樹

25 号 室 桶 棺 側面下半～底板残 残516 底板径498、 板 目、針葉樹

陶磁器

図版番弓 登録番号 遺構・ 層位 種別 器種 遺存度 口径 cm 底径枷 器高cm 特 徴 写真番号

4号墓底面 陶 器 碗 相馬、灰釉・ 18～ 19世紀

H号墓 陶器 碗 相馬、灰釉系 (+ど )18～ 19世紀

14号墓埋上 陶器 碗 相馬、小型碗・ 自濁油 (十灰釉)18～ 19世紀

」 ] 15号墓埋土 磁 器 残29 肥前・ 染付・18世紀

漆器

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 器種 遺存度 口径卿 器高cm 高台高cm 特 徴 写真番号

25号墓埋土 椀 外面黒色・内面赤色 蓋 ?

25号墓 椀 内外面赤色・高台内えぐり高 0 8cm、 アナ属の一種

櫛

図版番号 登録番号 遺構 。層位 遺存度 長さem 幅 c.m 厚さcm 特 徴 写真番号

5号墓

22号墓 残70 広棄樹 (散孔材 )

7号墓

7号墓底面

箸

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 道存度 長さem 径  帥 特 微 写真番号

4号墓 完形 寸胴型、多角形

4号墓 完形 寸胴型、多角形、スギ

5号墓 完形 片口型、多角形

5号墓 完形 寸胴型、多角形

■号墓 完形 寸胴型、多角形

H号墓 完形 両国型、中央四角形、両端多角形

15号墓 完形 寸胴型、多角形

25号墓 完形 寸胴型、多角形

25号墓 完形 両口型、多角形



第15表 泉崎‖区遺物観察表 13)
提灯

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 遺 存 度 径 cm 厚 さ卸 特 徴 写真番弓

11号墓 ほぼ完形 円 形

H号墓 円形

15号墓 完 形 隅丸方形

15号墓 完 形 隅丸方形

15号墓 完 形 隅丸方形

15号墓 完  形 円形

19号墓 完 形 やや隅丸方形

17号墓 ほぼ完形 円形

19号墓 完  形 やや隅丸方形

22号墓 円形

25号墓 ほぼ完形 円形

25号墓 ほぼ完形 円形

折敷

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 逮存度 長さcm 幅 cr 厚さcm 特 徴 写真番号

H号墓

数珠

国版番号 登録番号 遺構・層位 遺存度 長さI II 幅 (径 )3m 厚 さnI 孔  径硼 特 徴 写真番号

15号墓

2号墓

2号墓

2号墓

2号墓

2号墓

その他の木製品

図版番号 登録番号 遺構・層位 種 遺存度 長さcm 高 さ帥 厚さcln 特 徴 写真番号

3号墓 不明木製品 樹種、モ ミ属の一種

15号墓 鳥形木製品 樹種、マツ属の一種

3号墓 杖形木製品

04-4 11号墓 狭形本製品

19号墓 杖形木製品

竹製品

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 遺存度 長さcm
1属  cm
最大径

厚さ帥 徴 写真番号

15号墓

20号墓

15号墓

20号塞

25号墓

25号墓



第16表 泉崎 II区遺物観察表 (4)
鏡・欽

EXl版 番号 登録番号 道構・ 層位 種 房」 遺存度 長さ釦 幅 cm 厚さcm 特 徴 写真番号

7号墓 鋭 完 形 銅製、背に「藤原重勝」の銘

7号墓 和  鋏 完  形 鉄 製

18号墓 刃 物 鎌 形

煙管

図版番号 登録番号 道構・ 層位 部 位 遺存度 長さmm 高さmm 火皿笹m 火皿高m ウラ部径ロ 重さg 分  類 徴 写真番号

5号墓 雁 首 完 形

5号墓 吸 口 完 形

7号墓 雁 首 完 形

7号墓 吸 国 完 形

22号墓 雁 首 C

22号基 吸 口

7号墓 雁 首 C

14号墓 雁 首 完 形

18号墓 雁 首 完 形

15号墓 雁 首

15号墓 雁 首 C

25号墓 雁 首

1号墓 吸 □

2号塞 吸 ロ

3層 吸 回 C

12号墓 吸 口 C

B19 3層 雁 盲

3層 雁 首

表   採 吸 口

銭貨

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 銭  名 外径mm 穿径剛 厚さltl 童さg 初 鋳 年 代 備 考 写真番号

2号墓 寛永通宝 寛文 8年 (1668) 新寛永、文銭

2号墓 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永

2号墓 覧永通宝 新寛永

5号墓 寛永通宝 事保■年 (1726) 新寛永、マ頭通、不旧手

5号墓 寛永通宝 新寛永

5号墓 寛永通宝 新寛永

5号墓 寛永通宝 享保二年 (1726) 新寛永、マ頭通、不旧子

5号墓 寛永通宝 新寛永

8号墓 寛永通宝 新寛永

9号墓 寛永通宝 新寛永

15号墓 寛永通宝 新寛永

15号墓 寛永通宝 享保二年 (1726) 新寛永、マ頭通、不旧手

15号墓 寛永通宝 新寛永

15号塞 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永

15号墓 覚永通宝 新寛永

18号墓 寛永通宝

18号墓 寛永通宝 元文 4年 (1739)? 新寛永、吉口島銭 ?

18号墓 寛永通宝 新寛永

18号墓 寛永通宝 享保■年 (1726) 新寛永、マ頭通、不旧子

18号墓 覧永通宝 新寛永、鉄銭



第17表 泉崎 ‖区遺物観察表 15)
銭貨 (続 )

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 銭  名 外径mm 穿径mm 厚さmm 重さ g 初 鋳 年 代 備 写真番号

18号墓 寛永通宝 事保■年 (1726) 新寛永、マ頭通、不旧子

18号墓 寛永通宝 新寛永

18号墓 寛永通宝 新寛永

18号墓 寛永通宝 寛文 8年 (1668) 新寛永、文銭

18号 墓 寛永通宝 新寛永

18号墓 寛永通宝 新寛永、 2枚蒸落

18号墓 寛永通宝 寛保元年 (1741) 新寛永、 2枚痣着、背に「元」

18号墓 寛永通宝 天保 4年 (1838) 新寛永、 6枚痣着、背に「千」

22号墓 寛永通宝 新寛永

22号墓 寛永通宝 新寛永

22号墓 寛永通宝 元文 4年 (1739)? 新寛永、古日島銭 ?

22号墓 寛永通宝 享保二年(1726) 新寛永、マ頭通、不旧手

22号 墓 寛永通宝 新寛永

22号墓 寛永通宝 新寛永

22号墓 寛永通宝 新寛永

23号墓 寛永通宝

N87 23号墓 寛永通宝 寛文 8年 (1663) 新寛永、文銭

23号墓 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永

23号墓 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永

25号墓 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永

25号墓 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永

25号墓 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永

25号墓 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永

25号墓 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永

25号墓 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永

820 3層 上面 寛永通宝 新寛永、 3枚な着

B20 3層 上面 寛永通宝 寛文 8年 (1668) 新寛永、文銭

B20 3層 上面 寛永通宝 新寛永

320 3層 上面 寛永通宝 天文 4年 (1739)? 新寛永、吉田島銭 ?

B20 3層 上面 寛永通宝 新寛永

B20 3層 上面 寛永通宝 新寛永

B20 3層 上面 寛永通宝 23 2 新寛永

B20 3層 上面 仙台通宝 天明 4年 (1784) 2枚癒着

表 採 仙台通宝

不  明 元豊通宝 元豊元年(1078) 北宋銭

B20 3層 上面 寛永通宝 明暦 2年 (1656)以 前 古寛永



4.泉崎 III区

(1)調査区の位置

調査地点は、金洗沢が形成した微高地 (Ⅱ -1参照)の東端部北辺の微高地裾部から後背湿

地にかけての部分に位置する。区画整理以前は北東へ緩 く傾斜をもつ畑地 と水田で、その標高

は11,06～ 10.98mで ぁった。

12)基本層序

確認された基本層序は 1～ 18層である。層序を大まかにみると、 1～ 8層が砂、シル トおよ

び粘土層で、9層以下が泥炭質粘土層となる。試掘結果によれば、泥炭質粘土層は標高約8.5m

まで連続する。以下はグライ化した層になり、標高約 8mで回い青灰色粘土層となる。礫層は

未確認だが、地下鉄工事の際のボーリング調査 (No.19)か ら約 5mと推定される。なお、 1層

および 2層の一部は調査当初に除去したため、土層断面図では欠落している部分が多い。

la層 :灰黄褐色 (10YR4/1)シル ト。旧耕作土。

lb層 :褐色 (10YR4/4)シル ト。鉄分の集積層である。

2a層 :黒褐色 (10YR3/1)砂質シル ト。白色礫 (径 2～ 5 mm)

を含む。

2b層 :黒褐色 (10YR2/2)シ ル ト。白色礫 (径 2～ 5 mm)を

含む。層厚は10～20cmでほぼ全域に分布する。下面に凹凸が認

められ、水田耕作上の可能性がある。

3層 :に ぶい黄褐色 (10YR4/3)網砂。層厚 4～14cmで、調査

区の南半部に分布する。自然堆積層である。

4a層 :にぶい責色 (2.5Y6/3)砂。層厚は10～40cmで、調査区

中央部に厚 く堆積 している。灰白色火山灰の部分的な分布が

7・ 8グ リッド境界付近の4a層上面で確認されている。下部が

やや白っぽく (2.5Y7/3)な っている。自然堆積層である。

4b層 :黄灰色 (2.5Y5/1)砂質シル ト。層厚は 5～16cmで、 5

層水田跡の畦畔 2の北側に分布する。上面下面に凹凸が認めら

れる。水田耕作上であり、上面に人・牛の足跡が認められる。

4c層 :にぶい黄橙色 (10YR6/3)粗砂。足跡内の堆積土 として

ほぼ全域に分布する。

5層 :オ リーブ黒色 (5Y3/1)粘土。層厚は 8～18cmで、ほぼ全

”
憔
―
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域に分布するが、10グ リッド以南では消滅している。上面下面ともに凹凸が顕著で、下面は一

部11層 まで及んでいる。水田耕作土である。

6層 :に ぶい黄褐色 (10YR5/3)粘土。層厚は4～ 7 cmで、 9グ リッド付近に部分的に分布す

るだけである。

7層 :黒色 (2.5Y2/1)粘土。層厚は 5～20cmで、南ほど薄 くなる。ほぼ全域に分布し、10グ

リッド付近から標高が高くなっている。上面下面ともに凹凸が認められる。上面の凹凸は 5層

の耕作によるものであるが、下面の凹凸が 5層 の耕作によるものでないとするならば、この層

も水田耕作上の可能性が考えられる。遺物 (土則器、須恵器)を出土する。

8層 :に ぶい黄褐色 (10YR5/3)粗砂。層厚は2～15cmで南ほど厚 くなる。調査区の南半に分

布する。自然堆積層である。

9層 :灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト、にぶい黄橙色 (10YR6/3)微砂、黒色 (10YRl.7/1)泥 炭

質粘上の互層。層厚は 4～25cmで南ほど厚 くなる。自然堆積層である。

10層 :に ぶい黄橙色 (10YR6/4)粗砂。層厚は4～16cmで 9グ リッド付近が最も厚 くなる。調

査区南半に分布する。自然堆積層である。

11層 :灰オリーブ色 (5Y4.5/2)シ ル トと黒色 (5Y2/1)泥炭質粘土との互層。層厚は6～12cm

でほぼ全域に分布する。自然堆積層である。

12層 :黒色(10YRl.7/1)泥 炭質粘土。層厚は2～ 6 cmで全域に分布する。自然堆積層である。

13層 :灰色 (5Y4/1)泥炭質粘土。層厚は2～ 8 cmで全域に分布する。自然堆積層である。

14層 :黒色(10YRl.7/1)泥 炭質粘土。層厚は 2～ 6 cmで全域に分布する。自然堆積層である。

15層 :オ リーブ黒色 (5Y3/1)泥 炭質粘土。層厚は 4～17cmで全域に分布する。下面に若干凹

凸が認められる。灰色の岩片 (径0.5～ 2 cm)を含む。水田耕作土である。

16層 :灰黄褐色 (10YR4/2)粘上、黒色 (2.5Y2/1)泥炭質粘上、黒褐色 (7.5YR3/1)泥 炭質

粘上の互層。層厚は4～14cmで ある。大畦畔の下部に明瞭に残存するが、耕作土では薄 く残存

するだけである。自然堆積層である。

17層 :暗灰黄色粘土 (2.5Y5/2)。 層厚は2～ 5 cmで全域に分布する。自然堆積層である。

18層 i黒色 (2.5Y2/1)泥炭質粘土。全域に分布する。自然堆積層である。

13)15層検出遺構 と遺物

15層水田跡 (第 70図、写真32～ 34)

15層上面で大畦畔 4条 とそれらが形成する大区画 5区画 (A～ E)を検出している。

[地形面]15層上面はほぼ平坦であるが、西から東へわずかながら傾斜し、その度合は3 cm

/5m程 である。標高は9.8～ 10.Omである。
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[水田域]調査区域はすべて水田域である。また畦畔および耕作土が調査区外へも延びること

から水田域はさらに広がると想定される。

[耕作土]耕 作土は基本層15層で、オリーブ黒色の泥炭質粘土層である。層厚は 5～18cmで

調査区全域に分布する。層中に16層 をブロック状に含むことや、大畦畔の下位に16層 が比較的

良好に残存することなどから、耕作上の母材層は16層 と考えられる。下面には凹凸が認められ

る。

[直下の層] 直下の層は基本層16・ 17層 である。ともに自然堆積層である。15層直下、16・ 17

層直下・層中に鉄分やマンガン斑の集積は認められない。

[畦畔] 大区画を形成する大畦畔が 4条 (畦畔 1～ 4)存在する。計測値は第18表に示した。

畦畔 1と 3が並行し、方向はN-80°・65° 一Wである。畦畔 2は 1と 、畦畔 4は 3と 直交し、方

向はN-12・ 32° 一Eである。下端幅は60～320cmで、畦畔 3が規模の大きな畦畔になっている。

畦畔 3の西端の南側で、土色の違いにより畦畔状のプランを検出したが畦畔かどうかは確定し

ていない。

[水田の区画]大 畦畔により形成される大区画 (a～ e)が存在する。 1区画全体が判るもの

はない。比較的広 くなるのは区画 Cで台形状の区画が想定される。その南北長のみが計測可能

で13～14mと なる。畦畔 4は検出長が1.5mと 短いが規模 と方向性から畦畔3に 取 り付き区画

doeを形成すると考えられる。

[水田面の傾斜] 水田面はほば平坦である。

[出土遺物] 15層 中より弥生土器片 1点、石器 1点、礫片 1点 (第73図 4～ 6)、 杭 3本が出

土している。 4は LR縄文の体部片である。 5は微細象1離痕のある象]片で、本来は横長であっ

たものがおよそ半分欠損した剣片である。石材は安山岩である。 6は周辺に加工のある安山岩

の礫片である。杭は 1本 を図示した (第75図 )。 丸太材で先端に加工が認められる。

14)5層検出遺構 と遺物

5層水田跡 (第 71・ 72図、写真34・ 35)

第18表 泉崎Ⅲ区15層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方    向 上端幅 (cm) 下端幅 (cm) 本田面 との比高差 (cm)

1 N-80° ―W 40-110 110-300 西畦北側 56-69 南側 83-10
13-10

2 N-12・ ―E 60-170 60-200 西  側 12-29 東側 10-35
3 75 N-65° ―ヽ V 130-180 240-320 西畦北側 4 南側 12-63

東畦 〃 4 -58 76-89
4 15 N-32・ ―E 200 西  側 東側 67-12

第19表 泉崎III区 5層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方    向 上端幅 (cn) 下端幅 (cm) 水田面 との比高差 (側 )

1 約 H N-0° 一E 20-40 50-100 西  側 3-8 東  側 10-21

2 27 N-6° ―W 30-45 60-110 】ヒ 側 5-10 南  lRI 9-18



畦畔 2条 とそれらが形成する区画 3区画 (a～ c)を検出している。

[地形面]5層 上面はほぼ平坦であるが、若干南西から北東へ傾斜している。その度合は3cm/

5mほ どである。標高は10.25～ 10.45mでぁる。

[水田域]耕作上である5層がグリッド10ラ インを除 くほぼ全域に分布することから、調査区

内はほぼ全域が水田域である。また、耕作土と畦畔が延びることから水田域はさらに広がって

いる。グリッド10ラ インが非耕作域であるか否かは、 5層が後世の耕作により消滅している可

能性もあることから不明である。

[耕作土]基 本層 5層でオリーブ黒色粘土層である。層厚は 5～25cmで、グリッド9ラ イン

以北に分布する。下面は凹凸が顕著である。母材 となる層は不明である。

[直下の層]基本層 6層 は局所的存在なので直下の層はほとんどが基本層 7層 になるが、一部

耕作深度が深い場合は11層 にまで及ぶこともある。 7層上面、層中に鉄分の集積やマンガン斑

などは認められない。

[畦畔] 畦畔 2条 (畦畔 1・ 2)が存在する。計測値は第19表 に示した。畦畔 1の方向はほぼ

南北方向である。検出長が1lm、 規模は下端幅が50～ 100cmである。水田面との比高差は東側

が大きく10～ 21cm、 西側が 3～ 8 cmで ある。畦畔 2は 1に 直交しており、その方向はほぼ東

西方向のN-6° 一Wである。検出長は2.7m、 規模は下端幅が60～ 110cm、 水田面との比高差は

5～18cmで ある。畦畔の断面観察から畦畔 1・ 2と もに数回にわたる土盛 りの痕跡が確認され

たが、それらに対応する水田面の確認は出来なかった。

[杭列] 畦畔 2の北側に沿って杭列が検出されている。杭列の長さは2.lmで 5本の杭が打ち

込まれている。うち 3本は試掘区 No.8内 から検出されているが、試掘時にも畦畔を確認してい

るのでこの杭列は畦畔 2の上留め杭と考えられる。杭の間隔は30～70cmで ある。杭はすべて丸

太材で先端に力日工が認められる。杭の長さは12～ 30cm、 径は2.5～ 4 cmで ある。

[SDl]畦 畔 2の南辺に沿って濤が検出されている。規模は上端幅が80～ 200cm、 下端幅が

60～ 100cm、 深さが15cmである。西側では底面が 2条の濤状を呈している。北側の壁は畦畔 2

の上端へ連続して立ち上がり、比高差は約25cmで ある。堆積土は4a層 である。上端幅がやや広

い部分もあるが深さが浅いことや濤の南岸が水田面に連続することなどから、SDlは基幹的

水路から引かれた水の流れを規制する補助的な水路の可能性が考えられる。

[水田の区画]区 画を 3区画検出しているが、 1区画全体が判るものはない。規模が計測可能

なものはbの東辺のみで13mでぁる。

[水田面の傾斜] 区画 aobは ほぼ同じ標高10.4m前後で、区画 Cが標高約 10。 25mと低 くな

っている。

[足跡] 水田面上面で人および牛の足跡が多数検出されているが規則性などは認められない。
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堆積土は4c層の砂層である。砂に覆われる直前につけられた足跡ではあるが、その行動が直接

農作業に関係したものであるかは不明である。

[出土遺物] 5層 中より上師器 3点が出上しているがいずれも細片で調整 も不明である。

脩)4b層検出遺構

4b層水田跡

試掘区 No.8の 東側でしかも5層水田跡畦畔 2の北側でのみ検出された水田跡である。畦畔

2が4c層 を介在させて踏襲されていることから確認された。4b層上面でも人間・牛の足跡が検

出されている。堆積土は4a層である。

(6)その他の出土遺物

基本層 4・ 7・ 8・ 12層から土師器片・須恵器片・陶器片・石器が出上している。

土師器は25点 出上しているがいずれも細片で図示できず、調整 も不明のものが多いが明瞭に

ロクロ調整が観察されるものはない。

須恵器は 7点出上している。内訳は不の底部片 2点甕の体部 6点で、そのうち 8層出上の 3

点を図示した (第 73図 1～ 3)。 すべて甕の体部片で外面に平行叩き目痕、内面に同心円の当て

具痕が認められる。郷の底部は図示できなかったが 4・ 7層から2点出土しており、ともに底

部の切 り離しはヘラ切 りである。ヘラ切 り技法の不は奈良時代から平安時代にかけて存在する

ものであり、これらの須恵器 も同様の時期が考えられる。

石器は12層 から1点出上している(第73図 7)。 板状の礫片を三角形に粗割 りした石器で、最

も長い縁辺に二次加工を施したものである。石材は安山岩である。

骸)小結

①周辺調査区との対応

周辺で数箇所調査が行われているが、北約87mの地点での第19次調査 (渡辺 :1986)の 7b層

と本調査の15層 とが対応されたのみで、他の調査区との対応はほとんど不可能であつた。

②15層水田跡

15層から出上した遺物は縄文が施文された小破片のみで、十分な年代決定資料がない。層の

上下関係からでは、 5層で平安時代の水田跡が検出されていることから平安時代以前としか捉

えられない。19次調査では7b層で弥生時代桝形囲式期の水田跡が検出されている。この7b層は

層相が15層 と類似しており、さらに凝灰岩の岩片を含むという共通点から同一の層と判断され

る (渡辺前掲)。 したがつて、15層水田跡も弥生時代桝形囲式期に位置づけられる。



一方、同時期の水田跡は微高地の南側でも確認されている。泉崎浦遺跡 3次調査のⅥⅡ b層水

田跡 とそれに対応す る泉崎 H区 の8b層 である。両層 と19次7b層、本調査15層 は標高が

10.4～9.8mの 間であることから、当時は微高地の周辺にはほぼ平坦な水田跡が広がっていたこ

とが想定される。その後弥生時代から古墳時代にかけてのある時期に供給された土砂により水

田は埋没して微高地がさらに拡大し、そこに古墳時代の遺構が形成されたと理解される。

③ 5層水田跡

5層から出土した遺物は風化した上師器のみで十分な年代決定資料がない。4a層の上面に灰

白色火山灰が分布していたことと7層から奈良・平安時代の須恵器が出土していることからお

およそ平安時代の水田跡と考えられる。

畦畔 2条はほぼ真北 。東西方向のもので条里型土地割に基づいたものと考えられる。最近の

条里型土地割の検討 (平間1987)に よれば、本調査区から北西約100mの 地点の30次調査で検出

され東西方向の大畦畔が条里型土地割の坪境と考えられている。その国土座標はX=-197.604

kmである。それより1町 (109m)南 の座標はX=-197.713 k mと なり本調査区の北端部を

通るが、該当するような遺構は検出されなかった。ちなみに畦畔 2はその予想ラインの約 9m

南に位置する。

第20表 泉崎 III区遺物観察表
土器

石器

杭

図版番号 登録番弓 遺構・ 層位 種  別 器種 選 存 度
徴 写真番号

8層C10 須 恵 器 霊 外面 :平行叩き目痕、内面 :同 心円の当て具痕

B9 8層 須 恵 器 霊 体部破片 外面 :平行叩き目痕、内面 :同 心円の当て具猿

B9 8層 須 恵 器 甕 体部破片 外面 :平行叩き目痕、内面 :同心円の当て具反

B8 15層 弥生上器 褻 体部破片 LR縄文

図版番号 登録番号 選構・ 層位 種 逮存度 長さIII 幅 mm 厚さ側 重さIIm 石  蒻 特 徴 写真番号

B6 15層 微細劉離痕のある劉片 完  形 安山岩

C7 15層 加工のある礫片 完形 ? 安山岩

B9・ lo 12層 二次加工のある石器 完 形 安山岩

図 杭No 選構・ 層位 素  材 長さcm 幅  帥 末端加エ 備 考 写真番号

杭 1 5層水田跡抗列 丸太蒻 ○

杭 3 5層水田跡抗列 丸太材 ○

杭  2 5層 水田跡杭列 丸太材 ○

抗  4 5層水田跡抗列 丸太材 O

抗  5 15層水田跡 丸太材 ○
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V 中谷地地区

1.調査の方法と経過

中谷地工区においては、起点より12.909～ 13.058kmの 149mの 区間と12.560～12.620kmの

60mの区間を本調査対象とした。ただし、後者の区間は長町南駅区と連続しているので次章で

報告する。調査対象地内は公園予定地と道路部分 とからなり、そのなかに含まれる歩道や交差
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点、車道 1車線部分は道路妻晴を考慮し、調査対象から除外した。そのことにより、調査区が

3分割されたため、各々を北から I・ H・ Ⅲ区と呼称した。調査対象外部分が生じたことと、

中谷地工区が路線の南ヘカーブする地点であることなどから、各調査区は変則的な形状になっ

ている。ちなみに I区は幅 4～ 1lm、 長さ54m、 H区は幅 1～ 8m、 長さ66m、 Ⅲ区は幅 8m、

長さ13mの不整台形状になっている。

I～Ⅲ区ともにグリッド方式をとってはいない。 I区では任意の 2点を、 H・ Ⅲ区では路線

センター上の起点からの距離程を用いて基準点を設定し、実測等を行った。報文図中の国土座

標は、工事用に計測済みの路線中心線の国土座標から図上でおこしたものである。盛土・旧表

土は重機によって掘削し、それ以下は人力により遺構検出および掘 り込みを行った。また、H・

Ⅲ区では東側にベル トコンベアーを十数台固定して設置し(工事側設置)、 作業の効率化を図っ

た。

なお、試掘調査は、工事用の鋼矢板が打ち込み終了後に行われたため、 6～ 12月 まで断続的

に実施されている。本調査も工事工程上早めに着手可能 となった地点より実施した。調査区設

定に必要な諸工事や盛土・旧表土掘削・残土運搬などは他工区と同様に請負業者が担当した。

I区は8月 25日 に本調査を開始し、 7層で試掘時に予想されていた中世の水田跡、12層で灰

白色火山灰を乗せる水田跡を検出した。また、調査区の中央部に3× 54mの 深堀区を設定して

下層の水田跡を追究したが畦畔などは検出されず、11月 5日 に完了した。

H区を本格的に開始したのは I区終了後であつた。まず4b層 で灰白色火山灰を乗せる水田跡

を検出した。引き続き9層にその存在が予想された弥生時代の水田跡を目指し調査を行ったが

畦畔などは検出されなかった。しかし、10層上面で擬似畦畔Bが確認され、上層に水田跡が存

在したことが判明した。さらに深掘 りを行い、12月 18日 に完了した。

Ⅲ区は12月 7日 に開始し、4b層で灰白色火山灰を乗せる水田跡を検出し、引き続き弥生時代

の水田跡を追究したが検出されず、12月 23日 に調査を完了した。

2.中谷地 I区

(1)調査区の位置

調査地点は、泉崎浦の扇状地に由来する微高地先端部の北側に位置する。区画整理以前は水

田が広がっており、南東方向へ緩やかに傾斜していた。調査区内でのその標高は11.66～ 10,9m

で、北の I区が高 く南のШ区が低 くなっている。

似)基本層序

確認された層は大別で18層、細別で21層である。層序を大まかにみると1層が旧耕作上、 2



～13層が砂・ シル ト、14～18層が泥炭質粘土層である。18層以下については未調査のため不明

であるが、調査区北側の試掘 No.15。 16、 および地下鉄工事ボーリング調査の結果によれば、標

高約9.6mま で泥炭質粘土層が連続し、それ以下が粘土・砂のグライ化層になり、標高約7.Om

で礫層になる。

la層 :灰黄褐色 (10YR4/2)砂質シル ト。旧水田耕作土。

lb層 :明黄褐色 (10YR6/6)砂質シル ト。鉄分の集積層。

2層 :灰黄色 (2.5Y6/2)砂質シル ト。砂粒、若干の炭化物を含む。上部が酸化している。層厚

114m―引c

H4m__

0                2m
(C― C′ は第80図 )

層序 色 土 質 層 厚 混 入 物 備 考

灰 黄 褐 色 10Y R4/2 砂質シル 旧水田耕作土

明 黄 IIS色 10Y R6/6 砂質シル ト 鉄分の集積層

黄   色  25Y6/2 砂質ンル ト 砂粒、若千の炭化物 を含む。 上部が酸化 している

暗 灰 黄 色 25Y5/2 砂質シル ト 砂粒、若干の炭化物 を含む。

暗 灰 黄 色 25Y5/2 砂質ンル ト 径 1～ 2 cm、 小礫を多量に含む。

に ぶ い 黄 橙 色 10Y R6/3 砂 上部が酸化 している

褐 灰 色 10Y R5/1 砂質シル ト 砂粒、マンガン粒 を含む。

縄 色 10Y R3/] 白色岩片、炭化物 を含む。 水田耕作土

黒 掲 色  25Y3/ユ 自色岩片、炭化物 を含む。

9b 灰   色  25Y5/ 細  砂

縄  色 10Y R3/ 炭化物を含む。

黒       色 10Y R1 7/ 砂質ンル ト 多量の石英粒を含む.

撮 色 10Y R3/ 粘  土 灰自色火山灰、岩片を含む。 水田耕作土

暗 灰 黄 色 25Y5/2 細  砂

灰 褐  色 10Y R5/ 粘  土
互層

灰   色  25Y4 泥炭質粘土

黒      色10Y R1 7 泥炭質粘土

黒      色 10YR1 7/ 泥炭質粘土 多量の植物遺体を含む。

早       色 5Y史 17/ 泥炭質粘上

第78図  中谷地 I区土層・断画図



は5～20cmで ほぼ全域に分布する。

3層 :暗灰責色 (2.5Y5/2)砂質シル ト。砂粒、若干の炭化物を含む。層厚は5～30cmで ほば

全域に分布する。

4層 :暗灰黄色 (2.5Y5/2)砂 質シル ト。径 1～ 2 cmの小礫を多量に含む。層厚は 4～ 8 cm

で南半に部分的に分布する。

5a層 :に ぶい黄橙色 (10YR6/3)砂。上部が酸化している。層厚は 5～10cmで、南半に部分

的に分布する。

5b層 :灰責褐色 (10YR5/2)砂質シル ト。小砂粒、マンガン粒を含む。縦縞状に酸化している。

層厚は10～20cmで北半部に分布する。

6層 :褐灰色 (10YR5/1)砂質シル ト。砂粒、マンガン粒を含む。層厚は 5～15cmで、 7層上

面検出の段差部分①以南に分布する。

7層 :黒褐色 (10YR3/1)シ ル ト。白色岩片、炭化物を含む。層厚は 5～15cmで、本層上面検

出の段差部分①以南に分布する。水田耕作上である。H区での3層上部に対応する。

8層 :黒褐色 (2.5Y3/1)シ ルト。白色岩片、炭化物を含む。層厚は5～25cmで、ほぼ全域に

分布する。7層上面検出の段差部分①を形成している層である。

9a層 :土色、土性など注記なし。調査区北端部にのみ分布する層である。

9b層 :黄灰色 (2.5Y5/1)細砂。層厚約 8 cmで調査区北端部にのみ分布する。

10層 :黒褐色 (10YR3/1)シ ルト。炭化物を含む。層厚は5～20cmで、7層上面検出の段差部

分①の位置より北側に分布する。

11層 :黒色 (10YRl.7/1)砂質シルト。多量の石英粒を含む。層厚は5～15cmで、ほぼ全域に

分布する。

12層 :黒褐色 (10YR3/1)粘土。灰白色火山灰、岩片を含む。層厚は5～15cmで、調査区南半

に分布する。層の下面には凹凸が顕著に認められる。水田耕作上である。H区の4b層 に対応す

る。

13層 :暗灰責色 (2.5Y5/2)細 砂。層厚は5～30cmで、北へ行 くにしたがい厚 く堆積している。

全域に分布する。

14層 :灰黄褐色 (10YR5/2)粘土とオリーブ灰色 (5GY5/1)粘 上の互層。層厚は10～40cmで、

北へ行 くにしたがい厚 く堆積している。ほぼ全域に分布する。

15層 :黄灰色 (2.5Y4/1)泥炭質粘土。層厚は10～15cmで、全域に分布する。

16層 :黒色 (10YRl.7/1)泥炭質粘土。層厚は 5～15cmで、全域に分布する。

17層 :黒色 (10YR17/1)泥炭質粘土。多量の植物遺体を含む。層厚は10～25cmで北へ行 くに

したがい厚 く堆積している。全域に分布する。
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18層 :黒色 (5YRl.7/1)泥炭質粘土。層厚は 5～ 15cmで全域に分布する。

13)12層検出遺構 と遺物

12層水田跡 (第79図、写真37)

畦畔 3条 とそれらが形成する区画 4区画 (a～ d)を検出している。

[地形面]12層上面は北西から南東方面に傾斜している。傾斜は14cm/10mほ どで、標高は

10.45～ 10.6mで ぁる。

[水田域] 耕作上である12層 の分布は、畦畔 1の北側3.5mの所までである。そこが水田域の

境界線かどうかは不明である。東西南方向へは耕作土や畦畔が延びることから水田域はさらに

広がっている。

[耕作土]基 本層12層で黒褐色の泥炭質粘土である。層厚は 5～15cmで、下面には凹凸が顕

著である。12層 の上面および層中に灰白色火山灰が存在する。母材 となる層は不明である。な

お本層はH区での4b層に対応する。

[直下の層]基 本層13層で、上面には耕作の撹拌による凹凸が認められる。12層直下、13層直

上 。層中に鉄分の集積やマンガン斑などは存在 しない。

[畦畔]畦 畔は 3条検出されている。計測値は第21表に示した。畦畔は2方向で、畦畔 2が真

北からやや東へ振れる南北方向でN-10°一E、 畦畔 1・ 3がほぼ東西方向でN-80°・87° 一Wで

ある。畦畔 2は 3に接する手前で東へ若千屈曲し、北側では畦畔 1に接する手前から西方へ緩

くカーブしている。 3条の畦畔はほぼ同規模で、下端幅は90～ 135cm、 水田面 との比高差は

20～ 17.Ocmで ある。

[水田の区画]畦 畔 3条により形成される区画が 4区画 (a～ d)存在する。 1区画全体が判

明しているものはなく、その形状や面積については不明である。計測可能なのは区画 aの南北

長のみで約24mでぁる。この区画 aの東西長は9m以上で面積は174m2以上 となる。これらの区

画内がさらに分割されていたかどうかは不明である。区画 dについては耕作上の分布が途切れ

ることから水田でない可能性も考えられる。

[水田面の傾斜]区 画 a～ dではb→ d→ a→ Cの順に低 くなっている。区画 a内 はやや南東

へ傾斜しており、その高低差は13cmである。

[出土遺物]土 師器片13点、赤焼土器片 4点、須恵器片 3点が出土した。そのうち図示できた

のは土師器 2点、赤焼き土器 1点である。

第21表 中谷地 I区 12層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方    向 上端幅 (cm) 下端幅 (cnl) 水田面 との上ヒ高差 (cm)

1 95 直 N-80° 一W 50-70 90-135 北  側 4-12 南  側 10-15

2 55 屈 曲 N-87・ ―W 50-70 100-120 6-10 4-8

3 27 5 直 N-10° ―E 30-80 西   側 2-12 東  側 3-17



土師器 (第82図 2・ 3):2は邪の口縁部から体部にかけての破片である。この不は製作時に

ロクロは使用されていない。底部は丸底になると推定され、体部下半から弯曲しながら立ち上

がり、国縁部は直立気味になる。外面の器面調整は体部下半がヘラケズリ、上半がヘラミガキ

で、内面は体部下半がヘラミガキである。口縁部は内外面 とも風化で調整は不明である。この

ような不は奈良時代の国分寺下層式に比定されるものである。

3は不の底部片である。底部の切 り離し技法は回転糸切 り技法である。内面はヘラミガキの

後黒色処理がなされている。他の上師器のうち製作時にロクロを使用したものは 7点あり、す

べて内面はヘラミガキの後黒色処理がなされている。 2を含めたこれらの上師器は、その特徴

から平安時代の表杉ノ入式に比定されるものである。

赤焼土器 (第82図 4):4は不の底部片である。底部の切 り離し技法は回転糸切 り技法で再調

整はない。

14)7層検出遺構

7層水田跡 (第80図、写真38)

畦畔 3条 と段差部分 1カ 所、それらが形成する区画 3区画 (a～ c)、 濤跡 1条、土坑 1基、

水口 2箇所を検出している。

[地形面] 7層 上面はほぼ平坦であるが SDlの 北側がやや低 くなっている。標高は

10.7～ 10.85mでぁる。

[水田域]耕 作土である 7層の分布は段差部分①付近までであり、段差は 8層が形成している。

この段差が水田域の境界とも考えられるが、段差以北で水田面が高 くなり上層の撹拌により7

層が消滅している可能性もあるので、水田域の北への広が りは不明と言わざるを得ない。

[耕作土]基 本層 7層で黒褐色のシル トである。層厚は 5～15cmで下面には若干の凹凸が認

められる。母材 となる層は不明である。なおH区での 3層の上部に対応する。

[直下の層]基 本層 8層で、層厚は5～25cmである。上面下面とも凹凸が認められるが下面

の方が顕著であり、本層も水田耕作上である可能性がある。 7層直下、 8層上面、層中に鉄分

の集積やマンガン斑などは存在しない。

[畦畔]畦 畔は 3条検出されている。計測値は第22表 に示した。畦畔の方向は 2方向で畦畔 1

が真北からやや東へ振れる南北方向でN-15°一E、 畦畔 2・ 3がほぼ東西方向でN-80°・90° 一

第22表 中谷地 I区 7層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方    向 上端幅 lcn) 下端幅 (cm) 水田面 との比高差 (cm)

S字 N-15° 一E 10-50 80前後 西  側 3-10 束   側 3-15

2 2 |ま ぼ直 N-80° ―M/ 北  側 5 南  側 7

3 65 直 N-90° 一V 110-140 150-180 20-30

段 1 サまぼ直 N-90° 一W 6-15

段 2 1 2
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Wである。畦畔 1は細長いS字形を呈しており、その中央部に畦畔 2が取 り付いている。畦畔

1は畦畔 3に延びているが、両者間には、約 4mの 開きがあり、そこに土坑 (SKl)が存在

する。畦畔 1・ 2の規模はほぼ同じで下端幅80～ 100cm、 水田面 との比高差は3.0～ 15.Ocmで

ある。畦畔 3は 、SDlの北岸に沿う畦畔で、下端幅が約180cm、 水田面との比高差が20～30cm

と比較的規模の大きいもので西方へも延びていた可能性がある。

[段差部分]段 差部分は 1カ 所検出されている。規模は第22表に示した。畦畔 1の北端部と直

交してほぼ垂直方向にN-87° 一Wに延びている。前述したようにこの段差は8層によって形成

されている。

[水口]畦畔 1と 2の接続部の北側と西狽1で水口①②を検出した。水口①は上端幅60cm、 下端

幅15C m、 深さ5～ 8 cmで、区画a側がやや低くなっている。水口②は上端幅22cm、 下端幅

5 cm、 深さ5 cmで、区画b側に長さ130cm、 幅52cm、 深さ10～ 15cmの不整楕円形の凹みが

接して検出されている。この凹みは、水口②に関連した水流などの影響で生じたものと考えら

れる。

[SKl]畦 畔 1の南端部に位置する。平面形は円形で径約200cm、 底面の径が160cm、 深さ

9～16cmである。性格については不明である。

[SDl]調 査区南半部に位置する。検出長は1lmで、緩 くカーブしているが方向はほぼ東西

方向でN-85°一Wで ある。北岸にある畦畔 3は この濤跡に伴 うものである。規模 は上端幅

210～ 340cm、 深さ30～88cmで、底面がさらに濤状に凹み、その上端幅は30～ 50cm、 下端幅が

10～30cmで ある。堆積土は13層で、ほとんどが砂層であるが、断面観察から数時期の変遷が認

められる。南岸を中心に杭列が検出されている。

[杭列] 杭は59本検出されている (う ち 2点 は位置不明)。 濤跡の両岸で検出されているが北

岸は 3本のみで他はすべて南岸に打ちこまれている。これらは大きく5列 に大別される。南岸

の上端から南へ約1.2mの 所に打ち込まれた第一列 (杭 1～ 5)、 上端に沿って打ち込まれた第

2列 (杭 6～ 11・ 55。 56)、 壁中に打ち込まれた第 3列 (杭12～ 16・ 20。 42～ 54・ 57)、 底面内

の濤の上端に沿って打ち込まれた第 4列 (杭21～ 41)、 北岸に打ち込まれた第 5列 (杭 17～ 19)

である。杭の間隔は10～ 150cmであるが、各杭列の中での密集した箇所は10～50cm間隔の場合

が多い。いずれもSDlに並行して直線的に打ち込まれている。59点 中40点 を図示した (第 83

図～第91図 )。 杭はいずれも丸太材でほとんどの先端に力日工が認められる。杭の長さは8.8～ 46.9

cmで 15～40cmの ものが多い。径は1.5～7.4cmで 3 cm前後のものが多い。樹種同定を実施し

たのは、59本中10本で、ヤナギ属の一種、クリ、ウツギ属の一種、ヌルデなどがある。

これらの杭列は、その位置関係から、濤外にある第 1・ 2列 は、南岸に沿って存在していた

可能性の高い土手状の畦畔の補強材、もしくはその畦畔に取 り付けられた水口に伴う杭列が想



定され、濤内の杭列については護岸用の杭列が考えられる。

[水田の区画]畦 畔 3条 と段差部分 とで形成される区画が 5区画 (a～ e)存在する。段差部

分以北については8層が分布しているので不明である。1区画全体が判明しているものはなく、

その形状・面積は不明である。計測可能なのは区画 a・ bocの南北長である。区画 aは南北

長約22m、 東西長1lm以上で、面積は約176m2以上と比較的大きな区画が想定される。区画 bは

南北長が約 9m、 cは南北長が SDlの北岸までとすると約16mと なる。区画 dについては耕

作上が確認されたのみで、区画 eは 7層が分布しないことから水田でない可能性 も考えられる。

[水田面の傾斜]区 画 a～ cではC→ b→ aの順に低 くなっている。区画 a内では南半が若干

低 くなっている。

[出土遺物] 出土遺物はない。

3.中谷地‖・Ⅲ区

(1)基本層序

確認された層は大別で19層、細別で33層である。層序を大まかにみると1層が旧水田耕作上、

2～ 5層が砂およびシル ト層、 6層以下が泥炭質粘土層である。本区の19層以下については、

未調査のため不明である。しかし、隣接する第48次調査区によればグライ化層は標高8.8mか ら

はじまり、地下鉄工事のボーリング調査によれば、礫層は中谷地 I区北側では標高約7.Om、 中

谷地III区 の南側では標高約5.Omで、南へ低 くなっている。

la層 :暗灰貴色 (2.5Y4/2)細砂。区画整理前の水路の堆積土。

lb層 :暗褐色 (10YR3/3)砂質シル ト。la層 同様の堆積土。

lc層 :土色等の記述なし。区画整理前の耕作上である。

ld層 :灰色 (5Y4/1)細 砂。水路の土手部分の堆積土。

le層 :にぶい責褐色 (10YR6/4)粗砂。部分的に存在。旧耕作上に近い層。

lf層 :黒色 (7.5Y2/1)砂質シル ト。砂粒を多く含む。層厚は10～45cmで全域に分布する。現

代に近い水田耕作土の可能性がある。

2層 :灰黄褐色 (10YR4/2)砂質シル ト。層厚は 5～22cmで全域に分布するが、4b層水田跡

畦畔 2の南側に厚 く堆積している。下面の凹凸が顕著で水田耕作土の可能性がある。

3a層 :黒色 (5YRl,7/1)砂質シル ト。層厚は 2～30cmで ほぼ全域に分布する。 とくに4b層水

田跡畦畔 2の北側が厚 く、下面の凹凸が顕著で水田耕作上の可能性がある。 I区の 7・ 8層に

対応する。

3b層 :黒褐色 (10YR3/1)シ ル ト質粘土。層厚は10～15cmで、Ⅲ区にのみ分布する。

4a層 :灰黄褐色 (10YR4/2)シル ト。層厚は4～10cmで、Ⅲ区にのみ分布する。灰白色火山



灰をぶくむ。

4a'層 :に ぶい責色 (2.5Y6/3)粗 砂。Ⅲ区に部分的に分布する。灰白色火山灰をぶ くむ。

4b層 :灰色 (7.5Y4/1)粘土質シルト。層厚は4～30cmで全域に分布するが、畦畔 2よ り北側

が厚い。上面に灰白色火山灰が存在する。水田耕作土である。 1区の12層 に対応する。

4c層 :黒褐色 (10YR3/1)粗砂。層厚は 4～10cmで 2区の南端部にのみ分布する。

5層 :オ リーブ灰 (5GY5/1)シ ル ト質粘土c層厚は 6～20cmで畦畔 2よ り南側に分布し、南

へ行 くほど厚 くなる。炭化物を互層状に混入する。

6層 :黒色 (7.5YRl.7/1)泥炭質粘土。層厚は 2～ 6 cmと 薄 く、畦畔 2よ り南側に分布する。

7層 :黒色 (10YR2/1)泥災質粘土。層厚は 2～ 6 cmと 薄 く、H区の中央部にのみ分布する。

8a層 :黒色 (5YRl.7/1)泥炭質粘土。層厚は10～20cmで北端部を除き全域に分布する。8b層

と同様に 9層上面に擬似畦畔Bを残した水田耕作上である。

3b層 :黒色 (10YRl.7/1)泥 炭質粘土。層厚は 2～10cmで部分的に欠落する所があるがほぼ全

域に分布し、北側に行 くほど薄 くなる。8a層 と同様に9層上面に擬似畦畔Bを残 した水田耕作

土である。

9層 :暗灰黄色 (2.5Y4/2)粘土。炭化物を互層に含む。層厚は10～20cmで全域に分布する。

1区の14層 に対応する。上面に 8層水田跡の擬似畦畔が形成されている。

10層 :黒 tr■色 (2.5Y3/1)泥炭質粘土。層厚は4～15cmで全域に分布する。土器が出上してい

る。 I区の15層 に対応する。

12層以下についてはH区の調査区中央部でのみの確認である。

11層 :黒色 (10YRl.7/1)泥炭質粘上、層厚は10cm前後である。 I区の16層 に対応する。

12層 :黒色 (5YRl,7/1)泥 炭質粘土、層厚は10cm前後である。植物遺体を多量に含む。 I区の

17層 に対応する。

4d層

4e層

4f層

13月雪

14層

15層

16層

17層

18層

19層

:オ リーブ灰 (2.5GY6/1)粗砂。層厚は6～20cmで、4c層 とほぼ同じ分布である。

灰色 (5Y5/1)粗砂。層厚は4～ 8 cmで局部的に存在するのみである。

褐灰 (7.5YR4/1)粗砂。層厚は3～ 6 cmで 3区にのみ分布する。

黒色 (7 5YR2/1)泥 炭質粘土。層厚は15～20cmである。 I区の18層に対応する。

黒褐色 (10YR3/1)泥炭質粘土。層厚は4～10cmである。

黒褐色 (7.5YR3/1)泥 炭質粘土。層厚は10cm前後である。

灰黄色 (2.5Y6/2)粘土。層厚は4～10cmで ある。炭化物を互層に含む。

黒褐色 (10YR3/1)泥炭質粘土。層厚は6～14cmである。

黒色 (10YR2/1)泥炭質粘土。層厚は4～10cmである。

灰色 (5Y6/1)砂質シルト。層厚は不明である。
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ld 灰 色   5Y4/1 組  砂
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3a 黒    色 5YR1 7/1 2-30cm
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4 灰 黄 褐 色  10Y R4/2 シ ル ト 2-7 cm 灰白色火山灰 を含む

4a に ぶ い 貢 色  25Y6/3 粗  砂 2- 6 cm 灰白色火山灰 を含む

4b 灰 色  75Y4/1 粘土質シル ト 4-30cm 上面に灰白色火山灰 水田耕作土

4C 望
一

褐 色 10Y R3/1 粗  砂 4⌒ヤ10cn

オ リーブ灰色 2 5GY6/1 粗  砂 6^´ 20cm

灰    色   5Y5/1 粗  砂 4-8 cm

4f 褐 灰 色 7 5YR4/1 粗  砂 3-6 cm

層 序 土 色 土 質 層  厚 混入物・備 考

5 オリーブ灰色  5GY5/1 シル ト質粘土 6-20cm 炭化物 を互層状 に混入

6 黒    色75YR1 7/1 泥炭質粘土 2- 6 cm

黒 色  10Y R2/1 泥炭質粘土 2～ 6 cln

黒 色 5YR1 7/1 泥炭質粘土 10-20cm

8b 黒    色 10Y R1 7/1 泥炭質粘土 2-10cm

9 暗 灰 黄 色  25Y4/2 粘   土 10-20cm 炭化物 を互層に含む

黒  褐  色  25Y3/1 泥炭質粘土 4へ,15cm 無文の上器出土

11 里
〔

色 10Y Rl 7/1 泥炭質粘土 10cm前 後

12 黒 色 5YR1 7/1 泥灰質粘土 10cm前 後 植物遺体を多量に含む

13 皇
ト

色 7 5YR2/ユ 泥炭質粘上 15^´ 20cm

14 黒 褐 色  10Y R3/ユ 泥炭質粘土 4-10cm

15 黒 褐 色 7 5Y R3/1 泥炭質粘土 10m前後

16 灰  黄  色  25Y6/2 粘  土 4～ 10cr 炭化物 を互層に含む

17 里
ヽ

褐 色 10Y R3/1 泥炭質粘土 6-14cm

黒   色 10Y R2/1 泥炭質粘上 4^´ 10cm

19 灰 色  5Y6/1 I1/N質 シル ト 不 明
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修)9層 検出遺構

8層水田跡 (第81図、写真42)

9層上面で検出された擬似畦畔Bに より、上層の8a・ 8b層 が水田跡であると判断された。擬

似畦畔 6条 とそれらが形成する区画 (a～ g)を検出している。

[擬似畦畔による水田跡の認定]H区 の南半部において 8層下部から9層上面にかけての漸移

的段階で灰色の畦畔状のプランが確認された。 9層は自然堆積層であることから耕作上にはな

りえず、このプランはより上位の水田跡が残した擬似畦畔Bと 判断された。上位の層である8a・

8b層は面的調査の時点では細分されておらず、基本的に類似した層であることから、両者を水

田耕作± 8層 と捉え、8b層 は耕作上の下部の層であると理解した。

[地形面]8層 上面はほとんど平坦であるが、若干南へ傾斜しており、その傾斜度は 5 cm/

10mで ある。9層上面もほとんど平坦であるが、同様の傾斜で、その傾斜度は3 cm/10mで

ある。 8層の標高は10。 18～10.4m、 9層 は10.1～ 103mでぁる。

[水田域] 耕作土である 8層は北端部 (北端から約6.5m)を除くほぼ全域に分布 し、本層が

区外へも延びることから水田域はさらに広がると考えられる。北端部に存在しないのは上位の

4b層 の撹拌が深 くまで及んだためと理解される。

[耕作土]上 部が基本層8a層、下部が8b層 になる。ともに黒色の泥炭質粘上であるが8a層が

若干明るい。層厚は8a層が10～ 20cm、 8b層が 2～10cmで ある。下面に凹凸が認められる。母

材となる層は不明だが、その一部には10層が含まれる。

[直下の層]基 本層 9層で、暗灰黄色の粘土層と薄い炭化物の層との互層で自然堆積層である。

上面には疑似畦畔Bと 凹凸が認められる。 8層直下、 9層直上・層中に鉄分の集積やマンガン

斑などは存在しない。

[擬似畦畔] 畦畔は6条検出されている。計測値は第23表 に示した。畦畔の方向は 2方向で、

畦畔 1が真北からやや東へ振れる南北方向でN-8°一E、 畦畔 2～ 6は 1に直交する東西方向

でN-80°～90° 一Wである。畦畔 1の規模は大きく幅は50～ 190Cmで ある。畦畔 2の西側を除く

と、他は20～ 70cmである。

[水田の区画]畦 畔 6条に形成される区画が 7区画 (a～ g)存在する。 1区画全体が判明し

第23表 中谷地 H・ III区 8層水田跡畦畔計測表

畦 畔 NQ 検出長 (m) 方 向 性 方    向 幅  (cm) 水田面 との上ヒ高差 (cm)

l 17 直 N-8° ―E 50-190

2 直 N-83° ―W 50-220

3 4 直 N-83° ―W 45-

4 直 N-80° ―W 30-70

5 7 直
東N-81°一V
西N-85・ ―郡r

20-40

6 直 N-90° 一∬′



ているものはない。畦畔 1を 中心 としてその東側に区画 a～ dが、西側に e・ fが存在 し、比

較的整然と区画されている。あくまで擬似畦畔での計測であるが、区画a.bocef・ gの

南北長が計測可能で、 a・ b・ C・ gは 3～ 4mでほぼ同規模 となる。区画 aob.cは 東西

辺も3～ 4m以上になることから、短辺が 3～ 4m、 長辺が 4m以上の長方形の水田区画が基

本のひとつであったことが想定され、区画 fも さらに分割されていた可能性が考えられる。

[出土遺物] 出土遺物はない。

俗)4b層検出遺構

4b層水田跡 (第81図、写真42)

畦畔 5条 とそれらが形成する区画 (a～ g)を検出している。

[地形面]4b層 上面はほぼ平坦であるが、H区の中央部が標高1045mと ゃゃ低 くなり、南端

部が1055mと ゃゃ高くなっている。傾斜度は5 cm/10mである。

[水田域]耕作土である4b層が全域に及ぶことから調査区はすべて水田域であり、さらに区外

へも広がっている。

[耕作土]基 本層4b層 で灰色粘土質シル トである。層厚は5～30cmで調査区全域に分布 して

いるが、畦畔 2よ り北側が20～30cmと 厚 くなっている。下面に凹凸が認められる。母材層につ

いて詳細は不明だが、Ⅲ区の南壁土層断面には畦畔 5の下部に 5・ 6層が擬似畦畔 Bと して残

存しているのが観察され、 5・ 6層が母材層の一部であることが判明している。

[直下の層]H区 の南端では4c層、南半部のほとんどが 5層で部分的に 6・ 7層、北半の畦畔

2以北では8a・ 8b層 となっている。Ⅲ区ではほとんどが8a層で部分的に 5・ 6層 となっている。

4b層直下、直下層の上面 。層中に鉄分の集積やマンガン斑などは認められない。

[畦畔]畦 畔 5条が検出されている。計測値は第24表 に示した。畦畔の方向はおおむね 2方向

である。東西方向の畦畔は 1・ 2・ 4で方向はN-90°・82°・80° 一Wである。畦畔 1は直線的で

あるが、 2はやや北ヘカーブし、 4はやや蛇行気味である。南北方向の畦畔は3と 5で、 5は

ほぼ真北方向、 3は南端部付近が東ヘカーブしている。畦畔の規模は下端幅が80～ 240cmと比

較的大きくなっているが、なかでも畦畔 5は 160～ 240cmと 大畦畔となっている。

第24表 中谷地 ‖・ III区 4b層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方    向 上端幅 (cm) 下端幅 (cm) 水田面 との比高差 (cm)

1 22 ほすま直 N-90° 一W 70 Jヒ   狽サ 6 南   側 5-11

2 5 5 曲 N-82° 一E 120-70 130-200 ゴヒ   狽! 8-14 南   側 17-20

3 17 5 雨端で出
N-14° 一E
N-48° 一 Vヽ

45-110 110-190 西  側 3-13 東  側 5-16

6 やや曲 N-80° 一 Vヽ 40-80 80-140 北  側 3-7 南  側 3-7

5 直 N-0-E 100-150 160-240 西  側 4-7 東   側 4-8



[水田の区画]畦 畔 5条が形成する 7区画 (a～ g)が存在する。しかし、 1区画全体が判明

しているものはない。計測可能なのは区画 b・ Codの南北片で、 bは約16m、 c・ dは約30

mである。 C・ dに関してはかなり大規模になることから南半部がさらに分割されていた可含Z

性が高い。また区画 e内においても、畦畔 4か ら南へ分岐しe内 をさらに分害Jす る小畦畔が試

掘時 (No.10)に 確認されている。一方区画 aは I区 12層水田跡区画 Cと 同一区画と考えられ、

その南北辺は約10mと 推定される。

[水田面の傾斜]区画 a～ dでは、 (a・ b)、 (C・ d)がそれぞれ同じ高さで後者がやや低 く

なっている。区画 f・ gではgがやや低 くなっている。区画内の傾斜については、 C・ d内で

は畦畔 3の南端以南がやや高くなり、また e内では東側がやや低 くなっている。

[出土遺物] 出土遺物はない。

(4)その他の出土遺物

基本層10層から小型の深鉢形土器が出土している。

深鉢 (第82図 1、 写真116):小型の無文の深鉢で、口縁部はなく底部から体部下半にかけて残

存している。残存高は15.6cm、 その径が13.5cm、 底径が 7 cmである。外面には幅 1～1.5cm

の粘土組の巻き上げ痕跡とそれを押さえた指頭痕が明瞭に残されている。外面の調整はごく一

部にナデが観察されるのみである。内面は粗いナデとミガキが施され、粘土紐の痕跡は認めら

＼

一

Ⅷ

o        5cm

"第82図 中谷地 I区・コ区出土遺物 (1)



れない。底部は平底でナデが施されているが葉脈状の痕跡が観察される。色調は基本的に黄褐

色で内外面の一部に黒色部分が存在する。二次加熱による赤色化や器面の象J落痕 (焼けはじけ)

などは認められない。

6)小結

まず、19次調査 との層の対応をし、ついで中谷地 I・ H・ Ш区で検出した遺構の時期や性格

について、簡単にまとめておきたい。なお、検出された主な遺構は 3時期の水田跡 と濤跡 1条

である。

①19次調査区との層の対応

中谷地H区の中央部から西約12mの地点で19次調査 (渡辺 :1986)が実施されている。両者

の層の標高、層順、層相などの検討を行った結果、二つの層の対応が可能であった。 a:19次

4/層 =H区 4b層、b:19次 6層 =Ⅱ 区 9層、 C:19次 7a・ 7b層 =H区10層 である。 aは灰白火

山灰がからみ、土色が灰色 。暗灰責色となる層、 bは東方への傾斜度を考慮した上での標高が

一致し、層厚が15～20cmで両者に安定して存在する灰黄色・暗灰責色の層、Cは bの直下に存

在する黒色系の層である。

ちなみに19次では 4/層 で平安時代の水田跡が、7b層で弥生時代中期桝形囲式期の水田跡が

検出されている。また、 Cの対応関係からH区 10層 も弥生時代の水田耕作土の可能性が考えら

イιる。

② H区 8層水田跡

10層上面で検出された擬似畦畔により確認された水田跡である。年代を決定する資料は出土

していないので上下の層からその時期を大まかに捉えたい。上位の4b層は次項で述べるように

平安時代の層である。また、下位の10層 は19次で弥生時代の桝形囲式期の水田跡が検出された

7b層に対応する。したがって 8層水田跡の時期は大まかではあるが弥生時代以降平安時代以前

に位置づけられる。

③ I区 12層水田跡、 H・ III区4b層水田跡

基本層序の項で述べたように I区 12層 とH・ IH区4b層 とは対応する層位であり、ともに灰白

色火山灰を畦畔の上面にのせることから、同一の水田跡 と考えられる。また、 I区12層出上の

遺物は少量ながら平安時代の表杉ノ入式の上師器が中心であることや、畦畔上にのる灰白色火

山灰は10世紀前半に降下したと考えられている (白鳥 :1980)こ とから、この水田跡の時期は

平安時代 と捉えられる。

富沢遺跡の灰白色火山灰のかかわる水田については条里型土地割が問題となり、その検討が

行われている (平間 :1988)。 それによれば、南北方向の坪境の想定ライン (Y三 十3640 k m)



が I区を通 り、東西方向の想定ライン (X=197.604 k m)が II区 を通ることになるが、該当

するような畦畔は検出されなかった。今後の周辺での調査に期待したい。

④ I区 7層水田跡

7層中から年代を決定するような資料は出上していないが、SDlの底面直上から中世常滑

産の甕の破片が出土していることや下位の12層 に灰白色火山灰が存在すること、また IN試掘

区 No.15で 8層 に対応する層から中国銭―周通元宝 (後周 :955)・咸平元宝 (北宋 :998)。大観

通宝 (北宋 :1107)。 正隆元宝 (金 :1158)― が出土していることから、この水田跡はほぼ中世

の所産と考えられる1)。

⑤ H区 10層出上の上器について

粘土紐の痕跡を明瞭に残すことをひとつの特徴 とするものに「製塩土器」と「筒形土器」が

ある。製塩土器は近傍のは松島湾の製塩遺跡や貝塚で出土する場合が多い。内陸部での出土例

は中沢目貝塚 (須藤 :1984)が 挙げられる程度である。土器製塩は松島湾では糸轟文時代後期後

葉から開始されており(岡村 :1988)、 平安時代まで継続して行われていたと理解されている(宮

城県教委 :1986)。 一方、筒形土器は宮城県内では清水遺跡 (丹羽他 :1981)。 家老内遺跡 (真

山 :1981)。小梁川遺跡 (新庄屋 :1985)で出上している。いずれも平安時代の竪久住居跡から

の出上で、家老内遺跡では機能のひとつとしてカマ ドの支脚の可能性が指適されている。

当該深鉢の機能を特定することは現時点では困難である。今回は海岸から約1lkm内陸の地

点から、しかも弥生時代の水田耕作土と考えられる層から、両者に類似した資料が出上したこ

とをす旨摘するにとどめておきたい。

注)

1)誠に遺憾ながら遺物が行方不明になり図示できなかった。中国銭の種類は現場での調査日誌の記録による。
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土器
第25表 中谷地地区遺物観察表

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 種   別 器 種 避 存 度 口径cm 底径帥 器高cr 徴 写真番号

田区 iO層 弥生土器 体～底部 残156 外面 :粘土紐巻 き上げ痕、内面 :ナ デ・ ミガキ

I区 12層水観跡 ■ 師 謡 不 回縁部 1/6 ロクロ不使用、外面 iベ ラケズリ・ベラミオキ、内面 :ヘ ラミガキ

I区 12層水田跡 土 師 報 不 底部  V2 ロクロ、回転糸切無調整、内面 :ヘ ラミガキ後黒色処理

I区 12層水国跡 赤焼上器 不 底部  1/2 ロクロ、回転糸切無調整、内面 :ロ クロナデ

杭

図 抗No 竜構 層位 素 材 長 さem 幅  c田 厚さcm 末端加工 樹 種 (試料番号 ) 備 考 写真番号

抗  〕 SDl第 丸太材

抗 3 SDl第 丸太材 O

抗 2 第 丸太材 ○

抗 6 SDl第 4列 丸太材 ○

杭 5 SDl第 1列 丸太材 ○

抗 33 第 4列 丸太材 ○ ヤナギ属の一種   側

抗  11 第 列 丸太材 ○

抗 7 SDl第 2列 丸太材 O

抗 23 SDl第 4列 丸太材 O ヤナギ属の一種   10

抗 13 第 3列 丸太材 〇

抗 14 第 丸太材 O

丸太材 O

杭 16 SDl第 3ダ 1 丸太材 〇

抗 21 SDi第 4夕 1 O ウツギ属の一種   俯0

杭 19 第 5列 丸大材 0

杭 24 第 1列 丸太河 O ウツギ属の一種   働

丸太材 O

SDl第 5列 丸太材 ○

杭 20 SDl第 3列 丸太材 O

杭 31 SDl第 4列 丸太材 O

抗 34 SD 第 4列 丸太材 ○

抗 43 列 丸太材 ○

SDl第 3列 丸太材 ○

抗 48 SDl第 3列 丸太材 ○

抗 29 SDI第 4列 ○

抗 13 SDl第 5列 丸太材 O

抗 35 第 4列 丸太材 ○

わt  38 SDl第 4列 丸太材 ○ ヌルデ       Ю0

抗 37 SDl第 4列 丸太″ O ヤナギ属の一種   all

抗 40 SDl第 1列 丸太材 O

杭 47 第 列 丸太材 O

杭 4】 第 4列 丸太材 O

SDl第 4列 荒太″ ○ ヌルデ      l181

杭 53 SDl第 3列 丸太材 ○

杭 55 SDl第 2列 丸太材 ○

抗 56 第 列 丸太″ ○

心に  58 丸太材 O

抗 51 SDl第 3列 丸太材 ○

抗 59 SDl 丸太猛 O



Ⅵ 鳥居原地区

1.長町南駅区

(1)調査の方法 と経過

長町南駅区においては起点より12.300～12.620kmの 320mの 区間を本調査対象 とした。ただ

し、西端部の12.560～ 12.620kmの 60m部分は本来中谷地工区の部分であるが、調査の便宜上当

工区に含めて調査している。工事業者 との協議の結果、工事工程上東半部を急ぐ必要があり、

1982年 は東半部の12.300～ 12.420kmの 調査を行い、1983年 は西半部の12,420～ 12.620kmの

本線部分、東出入口部分、下水管移転先部分の調査を行っている。なお、本調査は工事用の鋼

矢板を打ち込んだ後に行われた。

調査区は幅 7～ 1lm、 長さ約300mの 細長いものである。12.328kmよ り東を I区、西を10m

ごとにⅡa・ Hb・ I1la… XⅥ a区 までの30区 を設定した。実測は任意の実測用基準杭を数多

く設定し、平板測量を基本 として行った。基準点 と路線の基準杭との位置関係は平板測量で記

録した。なお、報文図中の国土座標は工事用に計測された路線中心線の国土座標 より図上にて

求めたものである。

調査にあたり盛上のみを重機によって掘削し、それ以下は人力により遺構検出および掘り込

みを行った。また、調査区の片側にベル トコンベアーを数十台固定して設置し (工事側設置)、

作業の効率化を図った。調査区設定に必要な諸工事や盛土 。旧表土掘削 。残土運搬などは他工

区と同様に工事業者が担当した。

82年の調査は10月 8日 に開始 し、6層で 5層水田跡の擬似畦畔Bを検出、7c層で試掘時に予

想された大畦畔を伴う平安時代以前の水田跡を検出した。本調査の大部分は12月 26日 に終了し

たが、7c層で大畦畔が 2条検出された皿 b・ IV a区については南への拡張が必要になり、 2月

4日 ～16日 に追加調査を行ってすべてを終了した。

83年の調査は4月 14日 に下水管移設先の調査より開始し、本線部分のXⅥ a区を 5月 26日 か

ら開始した。10月 には東出入口の調査を行った。 3層で平安時代と考えられる水田跡、7c層で

も前年同様水田跡を検出したが、大畦畔上から弥生土器が出土し、時期が決定された。調査は

越年し1月 9日 にすべて終了した。なお 8月 27日 に現地説明会を実施している。

(2)調査区の位置

調査地点は 富沢遺跡内の北東部にあり、金洗沢が形成した泉崎浦の微高地 とニツ沢が形成

した鹿野の微高地 (H参照)の中間に位置する。区画整理以前は工場 (東北特殊鋼KK)の南
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辺に沿う道路と水田であった。水田は南東方向へ緩 く傾斜しており、調査区内でのその標高は

10,3～9.9mで西高東低になっていた。

(3)基本層序

全長約300mの調査区を通して確認できた基本層序は 1～ 9層である。10層以下については深

掘 りを7ヶ 所で行ったが各層の対応は困難であつた。10層以下については各深掘区ごとの土層

注記を参照されたい (写真44～ 50)。

層序を大まかにみると、 1～ 3層がシル トおよび粘土層、 4層以下約 3mに かけては泥炭お

よび泥炭質粘土層、それ以下約3.5～4.5mは グライ化した粘土および砂層、そして基底礫層に

なる。地下鉄工事のボーリング調査の結果によれば、礫層の標高はXHb区で 3m、 Ⅳ b区で

1.7mと なり東へ傾斜している。

1層 :灰色 (7.5YR4/1)シ ル ト。旧耕作土。

2層 :黄灰色 (2.5Y4/1)シ ル ト。この層の上部に酸化鉄の集積層 (2a層 )が認められる。炭

化物を少量、白色の岩片 (1～ 3 mm)を含む。層厚は約 5～15cmで、ほぼ全域に分布する。

この層の下面の凹凸は顕著で、 4層上面まで撹拌が及ぶ場合もある。水田耕作上の可能性があ

る。

3層 :灰黄褐色 (10YR4/2)。 褐灰色 (10YR4/1)・ 黒褐色 (10YR3/1)の シル ト・シル ト質粘

土・粘土。この層中及び上面に灰白色火山灰をブロック状に含む。炭化物を少量、白色の岩片

を含む。層厚は 4～20cmで ほぼ全域に分布する。この層の下面の凹凸は顕著である。水田耕作

土である。

4層 :黒色 (10YR2/1)泥 炭と灰色 (5Y5/1)シル ト質粘上。責橙色粘土との互層。ほぼ全域に

分布する。層厚は 5～30cmで西側ほど薄 くなる。自然堆積層である。

5層 :灰責色 (2.5Y7/2)。 暗灰責色 (2.5Y4/2)の泥炭質粘土。ほぼ全域に分布するが、ⅥIa

～IX a区 にかけて分布が希薄になる。この層の下面には凹凸が認められ、特にVa区以東の凹     '

凸が顕著である。下位の 6層が撹拌を受けて形成された層で分解の進んだ層である。水田耕作

上である。

6層 :黒褐色 (10YR2/3)泥 炭質粘土層と黒色 (10YR2/1)泥 炭層との互層。層厚は4～12cm

で、ほば全域に分布する。自然堆積層である。

7a'層 :に ぶい黄色・暗灰黄褐色 (2.5Y5/2)の泥炭質粘土。層厚が 2～ 4 cmと 薄い層である。

I区～Ⅵ a区、XⅣ a区に分布する。

7a層 :黒色 (10YR2/1)泥炭質粘土。層厚は 2～20cmで ほぼ全域に分布する。自然堆積層で

ある。
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第26表 長町南駅区深掘区土層注記表 (1)
深掘区 ①

深掘区 ③

層 序 土 色 質 層 厚 混 入 物 考

色
色

灰
褐

褐
黄

10Y R5/1
25Y5/3

土
土

粘
粘 植物遺体多旦 互 層

黒 褐   色 10Y R2/2 粘  土 植物遺体 多量

黒 褐   色 10Y R3/1 粘   主 2 cm前 後 植物遺体

黒 色 10Y R2/1 IBr  土

黒 褐   色 10Y R3/2 砂 13層 と15層 の漸移層

明 緑 灰 色 10CY7/1
黄   灰   色 25Y6/2

粘  上

砂

オ リ ー ブ 灰 色 2 5GY6/】 砂質粘上

色

色灰

褐

褐び
黄

及色
灰

黒
ЮY R4/2 泥炭質粘土

粘  土

6 cm前 後
薄い 植物遺体多避 互層

票 褐 色 25Y3/1 泥炭質粘土 2 cm前 後 植物遺体多理

貢   灰   色
黒 色 ・ 暗 灰 黄 色

紐
土

質賊
粘

20cm前 後 植物遺体多重 互層

褐   色 10Y R3/1 泥炭質粘土 3 cm前 後 植物遺体多重

灰 褐  色 10Y R4/2 泥炭質粘土 後一副ｅｍ 植物遺体多畳

黒 禍   色 25Y3/1 泥炭質粘土 植物遺体多重

深振区 ②
層序 色 質 層 厚 混 入 物 備 考

灰 褐  色 10Y R4/2 粘  土 植物遺体多量

黒      色 10Y R2/1
灰 ☆ 褐 色 iOY R5/2

土

土

粘

粘 植物遺体多量 互層

黄   灰 色 25Y6/1
色

土
土

粘
粘 植物遺体 互層

色 10Y R2/1 植物遺体

暗 灰 黄 色 25Y5/2 砂 (粗砂 ) 植物遺体少量 14～15層 に対応

黄   灰
黒

色 2 5YS/1
色

土
土

粘
粘 植物遺体 互層

黄   灰   色 25Y4/1
黒 色  灰 黄 色

土
圭

粘
粘 植物遺体 互層

黒       色 10Y R2/1 粘  土 植物遺体

層序 士 色 土 質 層 厚 混 入 物 備

灰

果
色  5Y6/1
色

泥炭質粘土

粘  土
植物遺体多量 互 層

黒      色 10Y R1 7/] 泥炭質粘土 値物遺体

色

色
灰黄

黒
25Y5/1 縦

土
質賊

粘
植物遺体多重 互層

黒 褐 色 10Y R3/ユ 泥炭質粘土 植物遺体多理

黒 色 10Y R7/1 泥炭質粘土 植物遺体

に ぶ い 黄 褐 色 10Y R4/3 泥炭質粘士 20cm前 後 植物遺体

色 10Y R2/1 泥炭質粘土 8 cm前 後 植物遺体多量

黒       色 10Y Rユ 7/1 泥炭質粘上 20cm前 後 植物遺体

貢 灰   色 25Y4/1 泥炭質粘土 植物遺体

黒 褐 色 10Y R3/] 泥炭質粘上 植物遺体

灰 白 色 5Y7/1 泥炭質粘上 植物遺体

黒 褐 色 10Y R3/1 泥炭質粘土 植物遺体少量

黒 色 7 5YR17/1 泥炭質粘土 植物遺体少量

灰 オ リー ブ色 5Y6/2
黒    色

粧
土

質賊
粘

植物遺体 互層

褐 灰   色 10Y R4/1 泥炭質粘上 植物遺体少量

黒 福 色 25Y3/1 泥炭質粘上 植物遺体

褐   色 10Y R3/1 泥炭質粘上 植物遺体

黒 褐   色 iOY R3/1 泥炭質粘土 植物遺体

黒       色 10Y R2/1 泥炭質粘土 植物遺体少量

黒      色 10Y R2/1 ンル ト質粘上 植物遺体

色 25Y5/1 植物遺体少量

灰 色 25Y4/〕 砂

灰       色  5Y5/1 砂 6 cm前 後

褐 灰 色 10Y R5/1 砂 4G●I前後

褐 灰 色 10Y R6/1 2 cn前 後 植物遺体少量

黄 灰   色 25Y4/1 粘土 値物遺体多量

黄   灰   色 25Y6/1 粘上 植物遺体少量

明 緑 灰  色 IOG Y7/1 粘土 値物遺体少量

緑 灰   色 10G Y6/1 粘土 植物遺体少量

明 緑 灰  色 7 5CY7/1 粘土 植吻適体少量

緑 灰   色 5G6/1 植物遺体少量

明 緑 灰 色 10C Y7/1 粘土質シル ト 4～ 10cm 植物遺体少望

緑  灰  色 10G Y6/二 ンル ト質粘土 植物遺体少量

緑 灰   色  5C6/, ンル ト質粘土 植物遺体少豊

明 緑 灰 色 10GY7/1 植物遺体少握



第27表 長町南駅区深掘区土層注記表 (2)
深掘区 ④

深掘区 ⑤

深掘区 ⑥

層序 士 色 質 層 混 物 備 考

黒       色 25Y2/1 泥炭質粘土

褐   灰   色 10Y R4/1
灰 黄褐 色・ 黒 色

泥抜質粘土

粘  土
S cm前 後 植物遺体多量 互 層

黒 色 10Y R1 7/1 泥炭質粘土

黄   灰

黒

色 25Y5/1
色

泥炭質粘土

粘  土
互 層

灰 黄 褐 色 10Y R4/2
色

泥炭質粘土

粘  上
10cm前 後 植物遺体多量 互 層

黒   褐   色 10Y R3/1 泥炭質粘土 植物遺体多量

色 10Y R1 7/〕 泥炭質粘土 8 cm前 後 植物遺体多里

灰  黄  褐
琶mY RV2 粧

上
質麒

粘
植秘遺体多重 互層

黒

灰  黄  褐

色 iOY R1 7/〕
色

縦
土

質賊
粘

植物遺体多旦 互層

黒     色 10Y R1 7/1 泥炭質粘上 植物遺体多豊

暗 灰 黄 色 25Y5/2 砂 (粗砂 )

灰   黄   色 25Y6/2 泥炭質粘土 積物遺体少里

暗  灰  芸 色 25Y5/2
色

泥炭質粘土

粘  土
植物遺体多豊 互 層

塁
〔

褐 色 25Y3/1 泥炭質粘土 10cn前 後 植物遺体多楚

里
ト

色 10Y R1 7/1 泥炭質粘土

蟹
オリーブ

琶5Ym 縦
土

質祓
粘

檀物遺体多t4 互 層

灰 オ リー ブ色 5Y4/2
黒 色

糧
土

質賊
粘

6 cm前 後 値物遺体多量 互 層

星
【

色 25Y3/1 泥炭質粘土 値物超本多量

星
【

色 10Y R2/ユ 泥炭質粘土 植物遺体多量

オ リ ー ブ 灰 色 2 5CY6/1 粘   土 植物遺体少量

灰       色 5Y4/1 粘   土 植物遺体少里

灰       色 75Y5/1 粘   土 植物遺体少量

緑 灰   色  5G6/1 粘  土 30cm前 後 植物遺体少重

緑 灰 色 7 5G Y5/ユ 綱   砂 植物遺体少盟

緑 灰   色 ユOC Y6/1 14cm前 後 植物遺体少量

褐 灰   色 10Y R4/1 ンル ト質粘土 l cm前 後 植物遺体少量

緑   灰   色 7 5GY5/1 ンル ト質粘上 植物遺体少量

屠 序 土 色 質 層 厚 入 物 備 考

黒       色 10Y R2/1 泥炭質粘土 7 cm前 後 植物遺体多量

灰
黒   褐 雹5Y5/1 泥炭質粘土

粘  土
植物遺体きわめて多ユ 互層

皇
小

色 10Y R2/ユ 泥炭質粘土 10cm前後 植物遺体多量

灰

単 亀5Y5/1 泥炭質粘土

粘  土
植物遺体きわめて多量 互層

灰

軍

色
色

黄

灰 琶 25Y4/ユ
泥炭質粘土

粘  上
植物遺体きわめて多重 互 層

褐   灰   色 10Y R4/1 泥炭質粘土 植物遺体きわめて多量

色 10Y R1 7/1 泥炭質粘土 値物遺体 きわめて多量

灰       色 75Y5/1 泥炭質粘上 植物遺体 きわめて多量

層序 土 色 上 質 厚 混 入 物 備 考

色 10Y R1 7/1 泥炭質粘土 植物遺体多量

オ リ ー ノ 灰 色 5 CY5/1 泥炭質粘土 植物遺体

オ リ ー ブ 灰 色 2 5CY5/1 泥炭質粘土 植物遺体多量

黄   灰   色 25Y4/1
オ リーブ灰色、黒色

泥炭質粘土 植物遺体 きわめて多霊 互 層

黒       色  N2/0 泥炭質粘土 植物遺体

注記なし

色 iOY R2/1 泥炭質粘土 植物遺体きわめて少』

オ リ ー ブ 灰 色 2 5YR6/1 細  砂 植物遺体

灰       色 75Y5/1 粗  砂

緑 灰   色 10C Y6/1 粗  砂

灰 色 10Y6/1 粘  土

暗   灰   色 N3/1 泥炭質粘土 値物遺体少量

黒 色 10Y R1 7/1 泥炭質粘土 植物遺体多量

褐 色 25Y3/] 泥炭質粘土 20cm前 後 植物遺体 きわめて少量

灰 色 75Y6/1 泥炭質粘土 植物遺体多量

黒 褐   色 10Y R9/1 泥炭質粘土 植物遺体

灰 色 75Y5/〕 細  砂 植物遺体少量

オ リー ブ灰色 2 5CY6/1 ンル ト質粘土 植物ulA少 量



深鉢 ②
第28表 長町南駅深掘区土層注記表 (3)

第29表 長町南駅区 7C層水田跡畦畔計測表

層 序 色 土 層 厚 混 物 備 考

色 10YR1 7/1 泥炭質粘上 植物遺体多重

褐
黄

黒
灰

色 10Y R3/1
色 25Y6/2 泥炭質粘土 植秘遺体多重 互 層

灰
黒

色 10Y5/J
色

泥炭質粘土 植物遺体多璽 互 層

黒 褐   色 10Y R3/1 泥炭質粘土 拒物遺体多量

灰

黒
色 5Y4/1
色

泥炭質粘土 植物遺体多量 互 層

灰 色 75Y5/1 泥炭質粘土 植物遺体多量

黒

灰  黄  褐

色 10Y R1 7/1
色

泥炭質粘上 植物遺体多量 互層

褐 灰 色 10Y R4/ユ 泥炭質粘土 植物遺体きわめて多量

黒 色 10Y R1 7/1 泥炭質粘土 植物遺体多量

灰 色 75Y5/1 泥炭質粘土 植物遺体

黒 色 10Yミ 17/1 泥炭質粘上 植物遺体多量

褐   色 10Y R3/1 泥炭質粘土 10cm前 後 植物遺体多量

黒       色 10Y R1 7/1 泥炭質粘土 植物遺体多量

黄色、灰色、黄灰色 25Y4/1 泥炭質粘土 植物遺体

明 オ リ ー ブ 灰 色 2 5CY7/1 泥炭質粘土 植物遺体

福 灰   色 10Y R4/1 泥炭質粘土 植物遺体

黒 褐   色 10Y R3/1 泥炭質粘土 植物遺体、砂粒 を含む、自色の岩片

オ リ ー ブ 灰 色  5CY6/1 砂

褐   灰   色 10Y R4/1 砂

褐   灰   色 10Y R4/1 砂

オ リ ー ブ 灰 色 2 5GY5/1 砂

オ リ ー ブ 灰 色 2 5CY6/1

オ リ ー ブ 灰 色 5GY6/1 砂

色
色

黒
灰

10Y R1 7/1
75Y?/1 泥炭質粘土 植物遺体 互層

黒  縄  色 10Y R3/1 泥炭質粘土 植吻遺体

灰   白   色 10Y R7/1 火山灰 ?

黒 色 10Y R1 7/1 泥炭質粘土 植物遺体

黒 褐   色 10Y R3/1 泥炭質粘土 植物遺体

灰 色  5Y4/〕

オ リ ー ブ 灰 色 2 5GY6/] 粘   上

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 カ 向 上端幅 (伽 ) 下端幅 (cm) 水田面 との上ヒ高差 (cm)

19 直 N-43° ―W 60-80 83-95 封ヒ   偵」 2 南  側 2

2 直 N-55° 一W 90-160 150-190 3 -135 0 -185

3 ほぼ直 N-54° 一W 40-170 100-230 0 -■ 5 0 -7

4 直 N-29° 一E 90-165 135-235 西  側 2 -95 東  側 3 -12

5 25 直 N-35° 一IV 10-30 70-120 北  側 2 -31 南  lal 1 -4

6 12 直 N-32° ―ε 55-65 100-110 西  側 16-29 東  側 09-17

7 2 75 直 N-37・ ―E 40-60 85-100 01-13 11-19

8 60 直 N-62° ―W 110-140 195-230 Jヒ   狽」 05-3 南  狽1 1 -35

9 87 直 N-34° 一E 25-60 60-100 西  側 0-25 東  lHJ 0 -1

10 直 N-30° ―W 40 60-70 北   側 05 南  倒 0 -2

110 直 N-16° ―E 10-60 50-120 西  側 08- 2 東  側 15-89

5] 直 N-82・ ―覇′ 70-90 120-150 】ヒ  狽! 09- 2 南  側 08-2

13 直 N-10° ―E 20-90 70-140 西   側 0 2 東  側 02-28

76 直 N-40° ―駅「 60-105 105-175 】ヒ   狽J 16 7 南  側 09-43

91 直 N-50° 一M′ 30-60 70-100 0 9 0

49 やや曲 N-47・ ―郡「 60-90 140-220 0 -51 07-39

17 18 3 直 N-37-E 120-270 180-320 西  側 04-68 東   側 07-106

23 直 N-54° ―E 90-100 04-06 04-16

直 N-37° 一E 70-90 130-160 01-06 ユ 1- 25

19 直 N-41・ ―E 60-80 120-140 0 -16 01-56

直 N-44・ ―W 55-120 ■0-150 耳ヒ   俣J 03-29 南   側 03-18

16 7 直 N-50° 一W 50-150 90-240 08-48 01-63

22 40 直 N-66° 一W 20-30 65-90 北  側 0 -18 南  倒 0 -23

23 65 直 N-35° 一E 20-40 60-90 西  側 15-45 東  側 05-35

12 5 直 N-54° ―W 85-160 220-260 オヒ   狽! 05-48 南  側 05-55

29 直 N-64° 一E 60-70 95-140 西  側 0 -39 東  側 0 -16

66 直 N-39° 一E 50-80 130-240 0 -36 10-74

27 87 直 N-43° 一V 40-130 110-180 北   側 16-65 南  側 14-36

101 直 N-56° ―M「 60-210 205-250 12-5 23-45

9〕 ほぼ直 N-55° ―∬/ 50-130 130-210 09-51 03-48
ヤま,ま直 N-34・ ―E 8-90 40-150 西  側 0 -29 東 .側 21-39

直 N-57-M「 50-90 130-160 】ヒ   狽1 23-45 南  側 07-43

111 直 N-50° 一W 40-90 130-190 05-35 1 -7



7b層 :灰黄褐色 (10YR5/2)泥炭質粘土。層厚は 2～ 8 cmで、Xb区以西では希薄になる。

この層は、変電所区で水田跡を検出した11層 に対応することから、水田耕作上の可能性がある。

7c層 :褐灰色 (10YR4/1)・ 黒褐色 (2 5YR3/1)の 泥炭質粘土。凝灰岩粒を含む。ほぼ全域に

分布し、層厚は 4～20cmで西へ薄 くなる。下面の凹凸は顕著である。水田耕作土で、7e・ 7f層

および 8層が撹拌を受けて形成された層である。

7e層 :黒色 (10YR2/1)の 泥炭質粘土と褐灰色 (10YR6/1・ 7.5YR4/1)の 粘土 との互層。大畦

の下部に比較的良好に残存する。層厚は5～10cmで ある。大部分は7C層での耕作による撹拌

で消失している。

7f層 :褐灰色 (7.5YR4/1)粘 土。層厚は 3～ 7 cmで ある。大畦畔下部に良好に残存している。

8層 :黒色 (10YR1 7/1)。 黒褐色 (10YR3/1)の 泥炭質粘土層。層厚は 4～15cmで、ほぼ全

域に分布する。XⅣ a区以西では下面の凹凸が顕著で水田耕作上の可能性がある。分解のあま

り進んでいない層である。

9層 :黒褐色 (10YR3/1・ 10YR2/2)の泥炭質粘土層。層厚は 5～10cmで、ほぼ全域に分布す

る。分解度がきわめて低 く、植物遺体が主体 となる層である。

14)7c層検出遺構 と遺物

7c層水田跡 (第95～97図、写真52～ 65)

大畦畔17条 とそれらが形成する大区画16区画、および小区画約30区画、杭列 1列 を検出して

いる。大畦畔は全域にわたって検出されているが、小区画は調査区の東端部分である I・ Ha

区で検出されている。

[地形面]7c層上面は若千南東へ傾斜するがほぼ平坦である。標高は調査区の西端XⅥ a区が

約9.5m、 東端 I区が約8.4mで両者の比高差は約1.lmに なる。調査区300mの 間には多少の起

伏があり、XIa区付近がやや低 く (約8.8m)、 Ⅸ a区がやや高 く (約9,Om)な る。Ⅸ a区以

西の傾斜度が7cm/10m、 Ⅸ a区以東の傾斜度が4cm/10mと なる。

[水田域]調査区はすべて水田域であり、畦畔や耕作上が区外へ延びることから水田域はさらに

広がると考えられる。

[耕作土]7c層で褐灰色系の泥炭質粘上である。層厚は 4～20cmで調査区全域に分布するが

西側ほど薄 くなる。下面の凹凸は顕著である。大畦の下に7e・ 7f層が良好に残存していること

から、母材 となる層は7e・ 7f層 および 8層 と考えられる。分解の進んだ層である。

[直下の層]ほ とんどが 8層で、7f層 は部分的に分布するだけである。7c層直下、 8層直上、

層中に鉄分やマンガン粒の集積などは認められない。XⅣ a区以西では 8層の下面にもかなり

の凹凸が確認されている。B換区では8層 に対応する7d層で大畦畔が検出されており、水田域
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2 黄 灰 色  25Y4/1 ン ル ト 約5～ 15cm 炭化物 を少量、自色に岩片 を含む 上部に酸化鉄の集積層

3 褐 灰 色 10Y R4/1 ンル ト質粘土 4-20cm 灰自色火山灰 をブロック状 に含む

炭化物 を少量、自色の岩片を含む

所 により灰黄褐色 (10Y R4/2)。 黒褐色 (10Y R3/
1)。 水田耕作土

色

色

色橙

黒

灰

黄

10Y R2/1
5Y5/ユ

泥炭質粘土

ンル ト質粘土

粘  土

5‐-30cm 互層 自然堆積層

5 灰 黄  色  25Y7/2 泥炭質粘土 2-20cln 所 により暗灰黄色 (25Y4/2)水 田耕作土

6 色

色

褐黒

黒

ЮY R2/3
10Y R2/1 粒

炭
質賊

泥
4へ 1́2cm 互層 自然堆積層

7a' にぶい黄色・ 暗灰黄福色 泥炭質粘土 2～ 4 cnl

黒    色 10Y R2/1 泥炭質粘土 2～ 20cm 自然堆積層

7b 灰 責 褐 色  10Y R5/2 泥炭質粘土 2-8 cm
7C 褐 灰 色 10Y R4/1 泥炭質粘土 4-20cm 灰色の軽石 を含む 所 により黒褐色 (2 5Y R3/1)水 田耕作土

7e 色

色灰

黒

褐
10Y R2/1
10Y R6/1 粘  土

5-10cm 互 層

7f 褐 灰 色 7 5Y R4/1 粘  土 3～ 7 cm

8

黒  褐

色 10Y R1 7/1
色  10Y R3/1

泥炭質粘土 4～ 15cm

9 黒 褐 色 10Y R3/1 泥炭質粘土 5^ヤ 10cm 櫃物遺体が主体 所により黒褐色 (10Y R2/2)

Ⅳ
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E
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第95図  7c層水田跡平面図・断面図 (1)
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がXⅣ a区まで広がっている可能性も考えられる。

[畦畔]大 区画を形成する大畦畔17条、小区画を形成する小畦畔とが存在する。計測値は第29

表に示した。

大畦畔となるのは 1・ 2・ 3・ 4・ 8・ 9。 17・ 21・ 24・ 25。 26・ 27・ 28・ 29・ 30・ 31・ 32

の計17条である。これらの大畦畔には二つの方向性がある。一つはN-50°～57°一Wの方向で、

もう一つはそれらに直交するN-29°～39° 一Wの方向である。前者は 2・ 3・ 8・ 21。 24・ 27・

28・ 29・ 31・ 32で、後者は 4・ 9・ 17・ 25。 26・ 30である。これらは耕作土を盛 り上げた土盛

り畦畔である。規模は下端幅で約40～320cmで あるが、なかでも検出長が比較的長 く規模の大

きくなるものは 2・ 3・ 17・ 21・ 24・ 26・ 28で、下端幅約200～300cmを 測る。水田面との

'ヒ

高

差は 1～ 18.5cmである。

小区画を画する小畦畔は IoHa・ Hb区を中心に検出されている。それらの規模は下端幅

約50～100cmであるが60cm前後のものが多い。水田面 との比高差は約 1～ 3 cmと 小さい値

となっている。方向は大畦畔とほぼ同様である。

他に規模の中間的な畦畔 5～ 7・ 10～ 16・ 18～ 20・ 22・ 23が存在する。規模は下端幅50～220

cmであるが70～ 150cmの 幅に入るものが多い。方向は大小畦畔と一致するもの (5。 6・ 7・

10。 14・ 15。 16・ 18。 19・ 20・ 22・ 23)と 、若千ずれるもの (■・ 12・ 13)と がある。■・ 13

はN-10°・ 16° 一W、 12が N-82°一Wの方向である。

[水田の区画]大 畦畔により区切られる大区画が16区画 (A～ P)存在する。 1区画の形状が

判るのは区画 Iの みで長方形を呈している。規模は長辺が16.2m、 短辺が10mで面積が162m2で

ある。他の大区画の形状は、北西方向の大畦畔の数が北東方向の大畦畔の数に比べ多いことか

ら、北西―南東方向に長い長方形を呈していた可能性が考えられる。

他に計測可能なものはB・ Hの短辺 (北東方向)で、Bが 29m、 Hが18.2mでぁる。また、

推定可能なものが区画D・ K・ L・ M・ 0の短辺で、Dが 24m、 Kが24m、 Lが 15m、 Mが16

m、 Oが15mでぁる。全体でみると短辺は10～ 29mの長さでBが最大で Iが最小である。

大区画A・ B東半・ C・ F・ G内 には小区画が存在する。大区画A・ Bの中は小畦畔により

整然と区画された18区画が検出されている。そのうち形状がほぼ半Jる のは8区画 (C・ doh・

i・ jom・ nco)で、ほとんどが長方形である。規模は短辺が1.5～ 3.6m、 長辺が2.8～6.2

mである。面積は5.3～ 22.3m2で、大区画 B内 は 5～ 6m2と 比較的狭いものが多 く、A内 は

16.5～ 22.3m2と 広 くなっている。

大区画 Cの 中の小区画については不明な点が多い。

大区画 Fのなかは畦畔14。 15。 16に よりさらに区画されている。畦畔14と 15の間は6～ 7m、

15と 16の 間は約 7mを測る。また、畦畔14・ 15か らは 2～ 5mの間隔で小畦畔が分枝する部分
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第30表 長町南駅区7C層水田跡水田区画計測表

水 田 区 画
標 高(m) 規 模 (m)

面 積 (謂 )

高 低 長   辺 短   辺

8 513 8 388

b

d 5^ヤ5 6 22～26
8 403

f 8 399

8 553

8 553 8 508 33

28

36

k 23-30 23

| 8 603

8 583 31 74

29 55

8 638 15 53

q

8 578



[杭列]HI b区 とⅣ a区の境界部分、大畦畔 3と 東へ延びる小畦畔との取 り付き部分で検出し

ている。検出長は65cmで方向はN-48° 一Wである。杭は6本検出されており、うち 1本は横位

の状態である。杭の先端の標高は8.74～ 8.78mで ぁる。すべて打ち込み杭で先端の加工は認め

られない。素材はすべて丸太材で樹種はクリである。杭の長さは54～30cmで径は 2～ 4 cmで

ある。

[出土遺物] 遺物は弥生土器 2点、石器 2点、木製品 1点、樹木片多数が出土している。

弥生土器 (第 102図 1～ 6、 写真117):1～ 3は同一個体の甕で、口縁部片 2点、体部片32点が

確認されている。日縁部は強 く外反し回唇部にはLR縄文が回転押捺されている。口縁部外面

はヨコナデが顕著で、下端部には刺突の一部が認められ列点文が施されている。体部は底部付

近が若千接合しており、LR縄文が横位回転で施文されている。口縁部体部 ともに炭化物の付

着が認められる。

4～ 6も 同一個体の甕で、口縁部片 3点 と底部から体部上半にかけて復元されているもので

ある。口縁部は強 く外反し口唇部にはL縄文が回転押漆されている。口縁部外面は上半がヨコ

ナデの無文帯で下半には沈線状のものが数条施文されている。底部から体部にかけては直線的

に立ち上がるが、日縁部の形状から体部上半で膨らむようである。地文は口縁部 と同じL縄文

の横位回転である。国縁部体部 ともに炭化物の付着が認められる。

前者のような特徴一口縁部の明瞭なヨヨナデと列点文―は桝形囲式の定形化した甕の特徴と

されるものである (須藤 :1984)。 しかし、直前の形式にも若干認められる (志間 :1971)(太

田 :1980)こ とから、これらの上器の時期はやや幅をもたせて桝形囲式以前から桝形囲式頃と

捉えておきたい。

石器 (第102図 9。 10、 写真118):9は有茎の石鏃で完形である。尖頭部の狽!辺部は直線的で基

部との境は明瞭である。火熱を受けて赤変している部分がある。石材は珪質頁岩である。10は

有茎の石鏃であるが先端 と基部の一部が欠損している。石材は珪質岩である。

木製品 (第 103図 2、 写真119):2は棒状木製品である。 I区の大畦畔 2の南端部で検出された

樹木片集中地点から出上している。残存長は33.7cmで端部が くびれて膨らみ三角状に加工さ

れている。 aの くびれ部以下の折れ面 (白 ぬき部分)以外はほぼ全面に加工がなされている。

樹種はイヌガヤである。

6)5層 検出遺構 と遺物

5層水田跡 (第 107図 )

水田耕作土と擬似畦畔Bl条が検出されている。

「水田跡の認定」 5層 はかなり分解が進み、下面には撹拌により生じた凹凸が顕著で水田耕作

194
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土と考えられること、また、 6層の盛 り上がりが検出され擬似畦畔Bと 判断されたことなどか

ら5層水田跡を認定した。

[地形面]調査区の東端の標高は約8.8m、 西端の標高は約9.56mで比高差が76cmあ る。調査

区300m間 は多少の起伏をもちながら南東へ傾斜している。 I区からVa区にかけては傾斜度

5,7cm/10mで 西に高くなり、Va区～Vb区にかけては標高9.2m前後で平坦になる。Ⅷ a

区～Ⅸ a区にかけては 5層の分布が希薄になる。Ⅸ b区～XⅢ b区にかけては標高9.1～92m

前後である。XⅣ a区から西は傾斜度9.2cm/10mで 高 くなる。

[水田域]耕 作上が調査区ほぼ全域に分布すること、13・ 16・ 17・ 28次 などの他調査区でも水

田耕作上が確認されていることから、水田域は調査区外へも広がっていると考えられる。

[耕作土]5層 で灰黄色系の泥炭質粘土層である。層厚は6～20cmで ほぼ全域に分布するが、

Vb区以東が比較的厚 くなる。下面には凹凸が顕著である。 6層 も撹拌されていることから6

層も母材層のひとつと考えられる。分解が進んだ層である。

[直下の層]6層 である。上面は5層の撹拌により凹凸があり、特にVb区以東でかなり顕著

である。

[擬似畦畔]I区 において 6層上面の盛 り上が りとして 1条検出している。N-56°一Wの方向

で検出長は8.7mでぁる。下端幅108～ 184cmで高さは 2～ 8 cmで東側の比高差がやや大き

い。 7C層においてほぼ同位置に大畦畔 2が存在することから、それを踏襲してできた 5層の

畦畔が形成した擬似畦畔Bと考えられる。

水田の区画・水田面の傾斜などは不明である。

[樹木集中地点]2箇 所検出されている。擬似畦畔中央部とそれから南西5.5mの 地点である。

前者は60× 130cmの 範囲に分布し、礫 3点 (内 1点受熱)、 樹木片12点 さらに炭化物若干が出土

している。これらは擬似畦畔上から2～ 6 cm浮 いており本来 5層の畦畔上にあったと考えら

イ化る。

後者は擬似畦畔の延長上にある。15× 3mの範囲に散在し、樹木片は 7点出上している。う

ち一つは長さ170cm、 幅14～ 17cm、 厚さ2～ 5 cmの分割材 (樹種不明)である。この分割材

は擬似畦畔に直交する方向にあり、しかも畦畔が分枝する位置にあることから畦畔の補強材の

可能性が考えられる。

[出土遺物] 木製鋤が出上している。

鋤 (第108図 1、 写真■9):一木づ くりでほぼ完形である。XIa区南西部の 5層 と6層が激し

く撹拌された箇所から出上している。長さは105。 8cmで身の部分は長さ24 4cm、 幅3.5～ 9.5

cm、 厚さ 1～ 2 cmで ある。柄の径は2.7～3.5cmである。身の部分は先端が細 く、肩はナデ肩

になっている。身の片側は柄から連続して平坦な面になっている。木取 りは板目で、樹種はヤ
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マグワである。

16)4層検出遺構 と遺物

4層上面で濤状遺構 7条、土坑 2基、ピット4基、杭集中地点などが検出されている。

SDl(第 109図、写真73)

XIb区からXma区 にかけて、調査区を斜めに縦断する濤である。SD2と 重複しており、

それよりも古い。検出長は約34mと 比較的長 く方向はN-85° 一Wでほぼ東西方向である。上端

幅78～ 36cm、 下端幅10～60cmで深さ 1～6.5cmと 浅い濤である。堆積土は 1層で基本層 3層

である。出土遺物はない。

SD2(第 109図、写真69。 70)

XIa区からXIb区 にかけて検出された。調査区を斜めに南北方向に横断する。SDlと

重複 しており、それよりも新しい。検出長は16.6mで方向はN-6°一Eでほぼ南北方向に近い。

上端幅は3～ 3.5m、 下端幅は2.1～ 3mで深さ17～34cmである。底面の標高は8.9～ 9.lmで南

へ傾斜している。堆積土は 3層である。堆積土中より上師器、杭 (第■3図杭 8、 ブナ属の一種)

が出上している。

上師器 (第 109図 ):堆積± 2層 から出土している。製作時にロクロを使用していない土師器の

杯の体部片である。外面に段を有し、内面には弱い屈曲があり、底部は丸底 と考えられる。調

整は外面がヘラミガキ、内面がヘラミガキ後黒色処理である。これらの特徴から国分寺下層式

に比定されると考えられる。

杭 (第■3図杭 8):素材は丸太材で先端に加工が施されている。樹種はブナ属の一種である。

SD3(第 109図 )

XIa区の南半部に位置する。SD4と約40cm離れて並行して検出されている。検出長は約

3mと短 く、方向はN-2°一Wでほぼ真北方向である。上端幅は10～ 40cm、 下端幅は 2～32C

mで深さは0.4～ 2 4cmと 浅い濤である。堆積層は 1層で基本層 3層である。出土遺物はない。

SD4 (第 109図 )

XIa区の南半部に位置する。SD3と 40cm離れて並行 して検出されている。検出長は約

28mと sD3と 同様に短い。方向はほぼ真北方向である。上端幅18～26cm、 下端幅 2～10cm

で深さ1.2～ 4 cmで浅い濤である。堆積土は 1層で基本層 3層である。出土遺物はない。

SD5(第 110図 )

ⅥΠ b区の北半部に位置する。検出長は1.3mと 短い。方向はN-24° 一Wである。上端幅46～ 106

cm、 下端幅20～ 50cm、 深さ 2～ 7 cmと 浅い濤である。堆積土は 1層で基本層 3層である。出

土遺物はない。
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SD6(第 110図、写真71・ 72)

VⅢ a区に位置し調査区を南北方向に横断している。検出長は20mと比較的長い。方向はほぼ

真北方向だが北端部で大きく西ヘカーブしている。上端幅320～ 450cm、 下端幅210～ 250cm、 深

さ12～34cmで ある。底面の標高は9.14～ 9.4mで南へ下がる傾斜である。堆積土は 2層である。

堆積土中より内面黒色処理で調整不明の上師器邪底部片 1点 と須恵器細片 1点が出上してい

る。

SD7(第 ■0図 )

Ⅶ b区でSD6の東側に位置する。検出長は約19mで方向はN-12°一Wである。上端幅は

38～ 140cm、 下端幅16～ 70cm、 深さ 1～1lcmで ある。底面の標高は9.2～9,6mで南へ下がる傾

斜である。堆積土は 1層で基本層 3層である。出土遺物はない。

SK5(第 109図 )

llu a区 の東南隅に位置する。平面形は不整楕円形で長軸162C m短軸55cmで ある。深さは

8.5～ 11.5cmで、堆積土は 1層で基本層 3層である。出土遺物はない。

SK6(第 109図 )

XⅥ a区 とXVb区の境に位置する。平面形は不整長方形で、規模は172× 53cm、 深さ10～ 16

cmである。堆積土は 6層で出土遺物はない。

ビット

IX b区でピットが 4基検出されている。平面形は不整円形で、径は20～ 40cm、 深さは20～ 30

cmである。位置関係に規則性は認められない。

杭集中地点 (第 111図、写真73)

Ⅸ b区の北東端で杭が17本検出された。配置に規則性が認められないので杭集中地点とした。

杭は直立ないし斜めに打ち込まれたものである。末端部に加工痕のある8点を図示した (第 113

図杭 9～第114図杭16)。 その 8点の長さは10～35cmで、径1.5～ 6.5cmの 丸太材である。樹種

はヤナギ属の一種が 3点、クリが 2点、コナラ節が 2点、クヌギ節が 1点である。

4層出土遺物

4層上面から土師器 7点、須恵器 1点、木製品 1点、杭■点が出土している。図示できたの

は木製品と杭のみである。土師器 。須恵器は細片で図示できず、調整の判るものはロクロ不使

用内面黒色処理の邪体部片 1点だけである。

田下駄 (第■2図 1、 写真120): 下端部が鋼矢板で破壊されている。残存長は50cm、 幅12.8cm、

厚さ1.2cmである。片側縁辺が弧状でその部分が 1段低 くなっていること、樺皮紐が径 3 mm

の小孔に残存していることから折敷の底板を転用したものであることがわかる。鼻緒孔が 3孔

あり前壺が片側へ寄つている。木取 りは板目で、樹種はヒノキ属の一種である。
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杭 (第114図杭17～第115図杭23):杭は前述した集中地点以外からも11点出上している。そのう

ち 7点を図示した。杭18～20は

'ヒ

較的近接して検出されている。これらの杭はいずれも深さが

10～30セ ンチで本来はより上層から打ち込まれた可能性がある。11本の樹種はウツギ属の一種

2、 ヤナギ属の一種 と、クリ2、 コナラ節 1、 サンショウ 1、 ヤマグワ 1、 トネリコ 1、 散孔

材 1と 多様である。

骸)3層 検出遺構 と遺物

3層水田跡 (第116図 )

3層上面で畦畔 5条、段差部分 lヶ 所、土坑 4基 を検出している。

[地形面]3層 上面はほぼ平坦であるが西端のXⅥ区のみが若干高 くなっている。XⅥ a区を

除く標高は9.2～9.5mでぁる。XⅥ a区 は9,7mと 高くなっている。

[水田域]水 田土壌がほぼ全域に広がっていることから、調査区外へも広がっていると考えら

れる。

[耕作土] 3層 である。灰黄褐色・褐灰色・黒褐色のシル ト・ シル ト質粘土・粘土と層相に変

化がみられる。旧水田耕作上である 1層に上面が撹拌されている。下面も耕作による凹凸が顕

著である。この層の上面および層中に灰白色火山灰を含んでいる。

[直下の層]4層 である。この層の上面は耕作により撹拌され凹凸が著しい。この 4層 は 3層

の母材層のひとつである。

[畦畔] 畦畔は 5条検出された。計測値は第32表 に示した。畦畔にはふたつの方向性がある。

畦 1・ 2・ 4・ 5は N-0°～14° 一Eの南北方向であり、畦 3の みがN-85°一Eで東西方向にな

る。規模はほぼ同じで下端幅50～ 130cmである。

[段差部分]

Ha区で検出されている。N-13°一Wの段差で南北方向の畦畔 と方向は一致する。検出長は

約 6mで西偵Jが高 くなっておりその高低差は6.3～ 7 cmで ある。

SKl(第 ■7図 )

Ⅵla区 に位置する。平面形は不整円形で規模は164× 115cm、 深さは約80～90cmで ある。堆

積土は14層である。底面から電動グラインダーの刃が出上しているので現代のものである。

第31表 長町南駅区3層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方    向 上端幅 (cm) 下端幅 (cm) 水田面 との比高差 (cm)

I 直
N-35° 一E
N-0° ―W 20-35 50-70 西   側 30-55 東  側 25-55

2 直 N-15° ―E 25-60 65-115 西   側 よ 2-33 東   側 07-52
3 直 N-85° 一 Vヽ 15-65 65-130 Jヒ   狽」 南  側

4 4 35 直 N-8° 一E 10-50 70-90 西   側 東   側

5 直 N-14・ ―E 30-60 50-90 西  側 13-61 東  側 0 -63
直 N-13° ―W 西   狙‖ 63-70 東   側
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SK2(第 117図 )

Ⅱ区で検出されている段差部分のすぐ西に位置する。平面形は不整円形で規模は127× 96cm、

深さは約45cmで ある。堆積土は2層で出土遺物はない。

SK3(第 117図 )

Va区に位置する。平面形は不整円形である。規模は78× 60cmで深さは12.5～ 21.5cmであ

る。堆積土は記録がなく不明である。出土遺物はない。

SK4(第 117図、写真73)

SK3の北東 4mに位置する。平面形は不整円形で規模は104× 90cmで深さは20cmで ある。
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SKl土層注記

① 黒 褐 色 25Y/  ン ル ト l lnln以 下の礫を含む。断面南側上に黒色10YRlク粘上をブロック状に合む。

② 灰    色 5Y/  砂 質 粘 土 酸化鉄と径l mm以 下の礫を少量含む。黒褐色10YR/粘 土をブロック】夫に含む。

③ 黒 褐 色 25Y% 粘   土 緑灰色7 5GY%粘 土及び灰色5Y%秒質粘上をブロック状に合む。また左右上部に酸化鉄を含む。

④ 暗 緑 灰 色 7 5GY%粘   土

⑤ オリープ黒色 5Y%  粘   土

⑥ 黒 褐 色 25Y/ 粘   土 植物追体を含む。

① オリーブ黒色 10Y/  粘   土 径l mm以 下の砂を少量含む。

③ 黒 褐 色 25Y% 粘   土 植物遺体を含む。暗緑灰色10G Y%砂 質粘土をブロック状に含む。

① 黒   色 5Y%  粘   土

⑩ 黒    色 75Y/ 粘   土 灰オリーブ色5Y%粘土(*占 性あり、しまりあり)を 縞状に含む。

① オリーブ黒色 5Y%  粘   土 IIB物遺体をごく少量合む。メし側上部にl nla以 下の砂を少量含む。

⑫ 灰   色 75Y% 砂 質 粘 上

⑬ 黒    色 10YRI χ 粘   土 灰黄掘色10YR%絶 上をプロック状に少量含む。

〇 黒    色 7 5Yχ  粘   土 径l mm以 下の秒を含む。

SK2土層注記

① 黄灰色 25Y% 粘土質シルト 径1～ 10cmの黒褐色粘土と径3 clnの 灰黄色粘土をブロック状に合む。

② 黒掘色 25Y/ 粘    土 径1～ 6 cmの 基本層3層、4層 をブロック状に合む。灰自色火山灰を含む。

第 117図  SKl～ 4平面図・ 断面図

⇔



堆積土は記録がなく不明である。出土遺物はない。

3層出土遺物

土師器62点、須恵器20点、赤焼土器 5点、陶磁器125点、不明土器 9点、瓦 1点、木製品 1点、

砥石 1点など126点が出上している。そのうち、土師器 1点、須恵器 4点、赤焼上器 1点、陶磁

器 3点、砥石 2点を図示した。

上師器 (第■8図 3、 写真117):3は製作時にロクロを使用していない不である。体部下端から

膨らみながら立ち上がり口縁部にいたる。底部の形状は不明である。器面調整は外面がヘラケ

ズリ後ヘラミガキで、内面はヘラミガキ後黒色処理である。以上の特徴から国分寺下層式に比

定される。

須恵器 (第 118図 1・ 2・ 5。 6、 写真117):1は不で底部から直線的に外傾して立ち上がる。

底部の切 り離しはヘラ切 り無調整である。 2は郭の底部片で切 り離しは回転糸切 り無調整であ

る。体部に墨書があるが判読不能である。 5・ 6は甕の体部片で外面は平行叩き目である。こ

れらは奈良時代から平安時代に位置づけられる。

赤焼土器 (第118図 4、 写真117):4は邪で底部の切 り離しは回転糸切 り後無調整である。全体

に大きく開いた器形で、体部はやや膨 らみをもち口縁部は外反気味になる。底径/口径が0.34

と底径が小さくなっている。平安時代 (10C後半～■C)に位置づけられる。

陶磁器 (第 118図 7・ 8・ 10、 写真120):7・ 8は陶器で 8は 内外面飴釉の小壷である。10は肥

前産の染め付けの大皿か大鉢で17C後半～18Cの ものである。図示できなかった陶磁器類の産

地としては相馬、唐津、瀬戸、美濃などが挙げられる。また、時期は17C～18Cに位置づけら

れるものが多い。

砥石 (第 118図 9。 11、 写真117):9は在地の中世陶器甕体部片を砥石に転用したもので内面に

磨痕が認められる。Hの石材は凝灰岩である。

(8)その他の出土遺物

基本層 1・ 2・ 7a・ 7b層 から土師器、須恵器、陶磁器、不明土器、瓦、木製品、石器などが

出土している。そのうち須恵器 1点、陶磁器 8点、木製品 2点、石器 2点を図示した。

須恵器 (第 119図 1、 写真117):不の口縁部である。体部から直線的に外傾して回縁部にいたる。

陶磁器 (第 119図 2～ 9、 写真120):2層出土は 4・ 8・ 9である。 4は鉄釉の播鉢 (18～ 19C)、

8は肥前の染付小皿 (18C)、 9も 肥前の染付皿 (19C)で ある。 1層出土は 2・ 3・ 6。 7で、

2は瀬戸・美濃の小壼、 3は瀬戸の鉄釉香炉 (14～ 15C)、 6は相馬の碗、 7は瓦質の括鉢であ

る。図示したもの以外の陶磁器の産地は、堤、相馬、唐津、肥前などがある。時期は中世から

現代までに位置づけられるが、17Cか ら明治時代のものが多い。
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木製品 (第 103図 1・ 3、 写真119):1は XHa区 の7a層から出上した膝柄鍬の一部である。

着柄軸から肩にかけて残存するだけで身の全体の形状は不明である。身の片側の面の上部には

段差があり上部の厚さが2.4cm、 下部が1.2cmと なっている。残存長は13.6cmである。木取 り

は柾目で樹種はヨナラ節である。

3は Xb区の7a層から出土した鍬先と考えられるものである。身の下半部だけが残存してい

る。残存長は22.3cm、 身の幅10.4Cm、 厚さは l cmである。樹種はクヌギ節である。

石器 (第 102図 7・ 8、 第104図 1、 写真118):第 102図 7・ 8は有形の石鏃で完形である。 7は

VII区の7C層、 8はⅥI b区の7b層から出上している。 7の尖頭部の側縁部はやや丸みがあり、

基部 との境はやや不明瞭である。尖頭部に対して基部がやや長 くなっている。石材は玉髄であ

る。 8は尖頭部の側辺部はやや内反 り気味で基部 との境は明瞭である。石材は玉髄である。

第104図 1は大型板状安山岩製石器 (斎野1987)で ある。NA試掘 No.4(本調査XIb区 )

g_

0                      10cm

第¬8図 長町南駅区出土遺物 (11 )
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の 7a層から、約 8 cm離れて二つに割れた状態で出上している (写真67)。 全体の形状は不整

平行四辺形で、最大長は27.5cmと かなりの大型品である。背面側の上・左側縁は折れ面で、前

者の折れ面から腹面側に二次加工が施されている。右側縁は両面から二次加工が施されている。

背面側での下側縁は鋭い縁辺になっており、刃部と考えられる。刃部の縁は摩滅部分と二次加

工部分とからなるが、刃部の長さに対して 8割近 くが二次カロエ部分 となっている。また、刃部

の両面には幅 5～15mmの光沢面 (ス クリントン部分)が観察される。二次加工は摩滅部分お

よび光沢面よりも新しい。背面の上側縁側の象↓離面の風化は他に比べ新しい。

(9) Jヽ詢吉

①周辺調査区との層の対応

82年調査分の10数m南で1987年 に第28次調査 (佐藤甲 r1988)、 I区のすぐ東側の約480mの

区間で1985。 86年 に第15次調査 (斎野 :1987)が実施されている。両報告書において本調査と

の層の対応が示されており、ここでもそれを踏襲すると以下のようになる。

本調査 第28次

4層 =7・ 8層

5層 =9a層

6層 =10a層

7a'層 =10a層

7a層 =10a層

一男

第15次

=  8層

= 9a層 (弥生時代中期十三塚式期水田跡)

= 10a層

= 10a層

= 10a l冒



10b層 (弥生時代中期水田跡)= 10b層

10c層

7b層 =10d層 (弥生時代中期水田跡)=10 1la層

10e層

7c層 =1la層

7e層 =12層

7f層 =12層

8層 =13層

33層 =29層 (火山灰)

②7c層水田跡

= 1la層 (弥生時代中期桝形囲式期水田跡)

=  31層 (火山灰 )

7c層から出上した弥生土器は前述したように鱚沼・寺下囲式から桝形囲式に,ヒ定されること

から、7c層水田跡もその時期の所産 といえる。一方、15次調査では本調査の7c層 に対応する「11

a」 層から桝形囲式の壼が出土し、桝形囲式期の水田が検出されていることから、7c層水田跡

の時期はさらに限定されて桝形囲式期に位置づけられよう。

7c層水田跡は、大畦畔により大区画を設定しその内部を小畦畔により区画するという形態で

ある。地形の傾斜に沿った方向の大畦畔 と傾斜に直交する大畦畔とがあり、前者が北西方向N―

43° ～62° 一W、 後者が北東方向N-29°～39° 一Eと なる。また、北西方向の大畦畔が多いことか

ら傾斜方向に長い長方形の大区画になると考えられる。一方、小区画の形状は一定ではない。

③ 5層水田跡

5層からは年代を決定するような資料は出上していないので上下の層から時期を限定せざる

を得ない。7c層が弥生時代中期であること、4層上面で奈良時代から平安時代の遺構が検出さ

れていることから、5層の水田跡は弥生時代中期から平安時代の時期に位置づけられる。一方、

15次調査では本調査の 5層 に対応する「 9a」 層から十二塚式に比定される広口壺が出上し、

併せて同時期の水田跡が検出されている。よって 5層の水田跡の時期はさらに限定 されて十三

塚式期に位置づけられよう。

擬似畦畔Bが 1条検出されたのみであるが、それは7c層の大畦畔を踏襲したものである。

④ 4層検出遺構

4層で検出された遺構の中で年代が特定できる遺物を出上したのはSD2のみである。出土

した土師器郭は国分寺下層式に比定されることからSD2は奈良時代の所産 とされる。一方、

出入口区 (Ⅵ -5)で のSD4は本調査でのSD6と 同一と理解される。そのSD4か ら製作

時にロクロを使用した高台付不の底部が出上していることからSD6は平安時代の所産 とされ

る。よって 4層上面の遺構は奈良時代から平安時代の時期に位置づけられる。濤の性格につい



ては不明であるが、SDl・ 2・ 6は方向が真北あるいは真東方向であることから条里型土地

割に関連したものである可能性 も考えられよう。

⑤ 3層水田跡

3層中および上面から土師器や赤焼土器、陶磁器が出上している。土師器は奈良時代の国分

寺下層式、赤焼土器は平安時代 (10C後半～■C)で、陶磁器は17C後半から18Cの ものが多

い。また 3層上面では灰白色火山灰 (10C前半)が検出されている。以上から3層水田跡はお

おまかではあるが平安時代の灰白色火山灰降下以降から近世の時期に位置づけられる。仮に平

安時代の水田跡 とした場合条里型土地割 との関係が問題 となる。最近の条里型土地割の検討 (平

間1988)か ら推定すると、本調査区内には坪境が 4条 (南北方向①Y三 十4.185km、 ②Y三 十

4.076km、 ③Y=+3.975km、 東西方向④X=-197.392km)存在することになる。ちなみに

畦畔 1が①、畦畔 5が②に対応する位置にあたる。しかし、ともに幅が50～90cmと 比較的小規

模であることから断定し難 く、今後の課題 とされよう。

⑥木製鋤について

本調査区出上の一木鋤は、身の肩がナデ肩で、身の先端に向かって先細 りになる点に大きな

特徴がある。

一木鋤は富沢遺跡第 8次調査でも出上している(工藤 :1982)。 その資料は身の幅が若干細 く

なる他は本資料 とほぼ同じ大きさであり、なで肩になるのも同様であるが、身が先細 りせず、

長方形に近いことや木取りが柾目であることが相違点 として挙げられる (参考図 2)。

身が先細 りになる一木鋤の弥生時代中期の類例 としては大阪府池上遺跡出土の鋤AH形式

(小野・奥野1978)が挙げられる (参考図 3・ 4)。 しかし池上例は身の長さが短 く身の片面が

削られ反り気味になっているのに対し、本資料は身がやや長 く身の片面は池上同様丸味をもつ

ものの、もう一方の面が平坦面であるなどの相違点が挙げられる。ここでは身の先細 りの鋤の

類例 として指摘するにとどめ詳細な検討は今後の課題 としたい。



⌒ ―

a区

ユ

　

�

譴

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一　　一　一一
2.富沢追跡第8次調査

(工藤1984よ り転載)

参考図 鋤類例図 (縮 尺1/12)

第32表 長町南駅区遺物観察表

3・

γ  3

4.池上遺跡

(小野・奥野1978よ り転載)

土器

図版番号 登録番号 遺構・層位 種  別 遺 存 度 回径cm 底径cm 器高cm 特 徴 写真番号

7C層 水田跡 弥生上器 甕 口縁部片 口唇LR縄文、口縁ヨコナア・列点文、炭化物付着、 1～ 3同一個体

7C層水田跡 弥生土器 甕 口縁部片 口唇 LR縄文、口縁ヨヨナデ・列点文、炭化物付着

7C層水田跡 弥生土器 甕 体   部 LR縄文、炭化物付着

7C層 水田跡 弥生土器 褒 口縁部片 口唇 L縄文、口縁 ヨヨナデ、炭化物付着

7C層 水口跡 弥生土器 甕 口縁部片 ヨヨナデ、沈線文

7C層 水田跡 弥生上器 棗 体^´底部 L縄文、炭化物付着

C 4層 SD2 土 師 器 必 体 部 片 クロ不使用、段有、外面ベラミガキ、内面ベラミガキ後擦色処理

III区  3層 須 恵 器 第 約 二/9 ロクロ、回転ヘラ切 り無調整、底径/口 径054

3層 須 恵 器 イ 体～底部 ロクロ、回転糸切無調整

Cl VⅡ区 3層 土 師 器 イ 口縁部 1/3 ロクロ不使用、外面ヘラケズリ・ヘラミガキ、内面ヘラミガキ後黒色処理

西出入口 3層 赤焼土器 不 約  V3 ロクロ、回転糸切無調整、内外面ロクロナデ、底径/口 径027

須 恵 器 憂 体部破片 外面平行叩き目痕

II区  3層 須 恵 器 棗 体部破片 外面平行叩き目痕

VI区  2層 須 恵 器 不 口縁部 1/3 ロクロ、内外面ロクロナデ

木製品

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 種  別 遺 存 度 長さcm 幅 cm 厚さcm 特 徴 写真番号

�区 7a層 膝柄鍬 音柄軸～肩部 残42 残136 柾目、コナラ節の一種

7C層 水田跡 樺状木製品 片 端 欠 損 残386 イヌガヤ、一端を三角状に加工

L3 X区  ?a層 鍬 身部 下 半 残222 クヌギ節の一種

108-1 5層水田跡 形 板目、身長24 4cm、 身厚 1～ 2 cm、 柄径27～3 5cm、 ヤマグフ

IX区  4層 日下駄 下端部欠損 残495 板日、ヒノキ属の一種、折敷の底板転用



石器
第33表 長町南駅区遺物観察表 (21

図版番号 登録番号 遺構・層位 種   別 長 さIIm 幅 m冊 厚 さmII 重さ g 石 材 遺 存 度 特 徴 写真番号

HI区 7a層 石  鏃 玉  髄 完   形

Ⅷ区 7b層 石  鏃 玉  髄 完   形

7C層 水日跡 石  鏃 避質貢岩 完   形 火熱を受けて赤変

7C層 水田跡 石   鏃 珪 質 岩 両端欠損

K16 �区 7a層 大型板状安山岩製石器 安 山 岩 完  形 刃部両面に光沢面 (ス クリン トン部分 )

杭

図 杭 h19 遺構・層位 素 材 長さcm 幅 cm 厚さcm 末端加エ 樹 種 (試料番号) 備 考 写真番号

抗 ユ 3層上面 丸太材 ○ エゴノキ属の一種 (132)

杭 2 8層上面 分割材

抗 3 8層 中 分割材 O ヤナギ属の一種  (134)

杭 4 7C層水日跡杭列 丸太材 ○

杭  5 7C層 水日跡抗列 丸太窮 ク リ

抗  6 7C層 水田跡抗列 丸太材

抗 7 7C層水田跡杭列 丸太材

杭 3 SD2 丸太筋 〇 グナ属の一種    (40)

杭 9 4層抗集中地点 丸太材 ヤナギ属の一種

杭 10 4層杭集中地点 丸太材 ○ ヤナギ属の一種  (123)

4層杭集中地点 丸太材 ヤナギ属の一種  (1201

杭 12 4層抗集中地点 丸太材 ヨナラ節の一種  (122)

抗 13 4層杭集中地点 丸太材 ○ クヌギ節の一種 (128)

杭 14 4層抗集中地点 丸太材 (124)

杭 15 4層杭集中地点 丸太材 ○ ヨナラ節の一種  (127)

わに  16 4層抗集中地点 荒大材 ○ (126)

杭 17 4層 分割材 ○

杭 18 整層 丸太材 ○ 散孔材      (112)

抗 19 4層 丸太務 ○ ヤマグワ    (113)

わ完  '0 4層 分割材 ク リ

抗  21 4層 丸太材 30 6 ○ マツ属のi種   (129)

抗 22 4層 丸太材 ○ トネ リコ属の一種 (■ 4)

杭 23 4層 丸太材 O リョウノ     (139)

陶磁器・人形

図版番号 登録番号 遺構・層位 種  別 器種 遺 存 度 回径cm 底径un 器高cn 特 写真番号

I区  3層 陶   器

X区  3層 陶  器 口縁小片 飴粕、小壺 (茶入 ?)

Jl 3層 磁   器 底部片 肥前、染付大皿 (大鉢)、 17世紀後半～18世紀

13 陶  器 壷 底部片 瀬戸・美濃、小壷 (茶入 ?)

ユ層 陶  器 香 炉 体～底部 瀬戸、鉄釉、足(3)付 き

VI区  2層 陶   器 悟鉢 口縁小片 鉄釉、18～19世紀

Ⅵl区  2層 陶  器 碗 美濃、鉄釉、天目茶碗 ?、 削り出し高台、16世紀中～後半

陶  器 碗 底部片 相 馬

I区 1層 瓦質土器 繕 鉢 底部片

VI区  2層 磁  器 底部片 肥前、染付小皿 (E口判)、 13世紀

J3 VI区  2層 磁   器 肥前、染付皿、19世紀

1層 土 製 品 人形 1/2 堤 ?、 犬

砥 石

図版番号 登録番号 遺儲・ 層位 種月J 遺存度 長 さcIR 幅 cr 厚さcm 石 材 特 徴 写真番号

I区  3層 砥 石 完形 ? 中世陶器甕の頸部 を転用

3層 砥 石 完 形 粘板岩



2.変電所区

(1)調査の方法 と経過

本調査区は高速鉄道の鍋田変電所部分である。82・ 83年の本線敷の調査成果より水田跡の存

在が十分予想されたことから、試掘を行わず本調査を実施 した。変電所建設の工事工程上調査

を急ぐ必要が生 じたため、下ノ内遺跡の調査を一時中断して1983年 12月 から着手した。

調査区は長さ26～32m、 幅約21mの ほぼ長方形である。グリッド等は設置しなかったが、作

業行程上A～ D区に 4分割し調査を実施した。実測は任意の実測用基準杭を東西に設定し、平

板測量を基本 として行った。なお、報文図中の国土座標は工事用の路線実測図の国土座標より

図上で求めたものである。盛上のみを重機で除去し、それ以下は人力で遺構検出及び掘 り込み

を行った。また、調査区の東西両側にベル トコンベアを15台設定し、作業の効率化を図った。

調査区設定に必要な諸工事や盛土 。旧表土掘削 。残土運搬などは他工区と同様に工事業者が担

当した。

83年の調査は12月 6日 から開始し、翌84年 6月 29日 に終了した。 2層 で区画整理前の擬似畦

畔を検出、 3層 4層で水田跡、 6層で不整形の落ち込み遺構、11・ 12層で弥生時代の水田跡を

検出した。また、 7層では石庖丁が出上した。12層で弥生時代の水田跡が比較的良好に検出さ

れたことから6月 23日 に現地説明会を開催し、一般に公開した。

(2)調査区の位置

調査地点は前項の長町南駅区 I・ H区のすぐ南に隣接したところである。金洗沢が形成した

泉崎浦の微高地 とニツ沢が形成した鹿野の微高地 (H-1参照)の中間に位置する。区画整理

以前は南へ緩 く傾斜する水田で標高は9.7～9.8mでぁる。

(3)基本層序

確認された基本層は 1～14層 までである。層序を大まかにみると1～ 5層がシル トおよび粘

土層で 6層以下が泥炭質粘土層 となる。15層以下については未確認であるが、約15m西側で行

われた28次 (佐藤 :1988)の調査成果からすると14層上面から約5.5mで基底礫層になり、その

標高は約2.3mと 推定される。

1層 :褐灰色 (10YR4/1)シル ト層。旧耕作土。

2層 :灰色 (7.5YR4/1)シル ト質粘土層。この層の最上部に鉄分の集積層が認められる。層厚

は 4～10cmで ある。調査区の東半に部分的に分布する。下面には凹凸が認められ、水田耕作土
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3層 :黒褐色 (10YR3/1)粘土層。部分的に灰白色火山灰をブロック状に含む。層厚は 5～30

cmで全域に分布する。調査区西半部に厚 く、耕作による撹拌が6a層にまで及んでいる。上面下

面とも凹凸が認められる。水田耕作土である。

4層 :灰黄褐色 (10YR5/2)シ ル ト質粘土。部分的に灰白色火山灰をブロック状に含む。層厚

は4～20cmで ある。調査区の東半部にのみ分布する。上面下面 とも凹凸が認められる。水田耕

作上である。

5層 :黒褐色 (10YR3/1)粘土層。層厚は 5～30cmである。調査区の東半部に分布し、その南

半に比較的厚 く分布する。上面下面 とも凹凸が認められる。水田耕作土の可能性がある。

6a層 :黒褐色 (10YR2/2)泥炭質粘土と灰黄褐色 (10YR6/2)粘土との互層。層厚は5～25cm

である。全域に分布する。上面に凹凸が認められる。自然堆積層である。

6b層 :暗褐色 (10YR3/3)泥 炭質粘土。層厚は10～20cmで全域に分布する。6c層 をブロック

状に含み分解の進んだ層であるが、平面的には広がらず、水田耕作土とは認められない。

6c層 :灰オリーブ色 (5Y6/2)泥炭質粘土。黒褐色 (10YR3/2)粘土と互層。 層厚は2～10cm

でほば全域に分布する。自然堆積層である。

7層 :暗灰責色 (2.5Y5/2)泥炭質粘土。層厚は 6～14cmで全域に分布する。下面の凹凸が顕

著で一部 9層上面まで及ぶ。分解が進んだ層である。水田耕作上である。

8層 :黒糧色 (7.5YR3/2)泥炭質粘土と灰オリーブ (5Y6/2)粘土との互層。層厚は4～10cm

で全域に分布する。 7層の母材の一部である。自然堆積層である。

9層 :灰色 (5Y6/1)泥 炭質粘土。層厚は 1～ 4 cmで全域に分布する。自然堆積層である。

10層 :黒色 (10YR2/1)泥炭質粘土と灰黄褐色 (10YR4/2)粘土との互層。層厚10～20cmで全

域に分布する。分解度は高 くないが、下半には分解が進んだ部分がみられる。自然堆積層であ

る。

11層 :灰黄褐色 (10YR5/2)泥 炭質粘土。層厚 4～16cmで全域に分布する。下面は凹凸が認め

られる。水田耕作土である。

12a層 :褐灰色 (10YR4/1)泥炭質粘土。層厚 4～20cmで全域に分布する。下面の凹凸が顕著

である。層中に12b層のブロックを含む。水田耕作上である。

12b層 :黒褐色 (10YR3/2)泥炭質粘土。層厚は 2～10cmである。この層は大畦畔の下部に明

瞭に残存するが、他の部分では多 くは認められない。これは12a層 での耕作によるためである。

自然堆積層である。

13層 :黄灰色 (2.5Y6/1)泥炭質粘土。層厚は 2～10cmで ある。全域に分布する。自然堆積層

である。

14層 :黒色 (10YR2/1)泥炭質粘土。層厚などは不明である。
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14)12層検出遺構 と遺物

12層水田跡 (第 122図、写真77～ 81)

大畦畔 3条 とそれらが形成する大区画 (A～ C)、 小畦畔11条 とそれらが形成する小区画11区

画 (a～ k)を検出している。

[地形面]北 西か ら南東へ傾斜 してお り、その度合 は10cm/10mほ どである。標高は

8.25～ 8.55mで ぁる。

[水田域]調 査区はすべて水田域である。畦畔が調査区外へ延びることや隣接調査区でも対応

する層で水田跡が検出されていることから水田域は調査区外へさらに広がっている。

[耕作土]基本層12a層で、泥炭質粘上の12b層が撹拌された層である。層中に12b層 をブロ

ック状に含んでいる。層厚は平均して10cm前後である。耕作深度が深い場合には撹拌は13層 ま

で達しているが、大畦畔の下部には12b層 が良好に残存し、擬似畦畔が形成されている。12a

層の上下面とも凹凸が認められる。

[直下の層]基 本的に12b層であるが一部耕作深度が深い場合には13層 にも及んでいる場合が

ある。ともに自然堆積層で上面に酸化鉄の集積層は認められない。

[畦畔]大 区画を形成する大畦畔と小区画を形成する小畦畔とが存在する。計測値は第34表 に

示した。

第34表 変電所区12層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方    向 上端幅 にm) 下端幅 (cm) 水田面 との比高差 にm)

1 N-55° 一W 25以上 北  側 34-7

2 直 N-60° 一部r 390-540 445-590 48-141 南  側 5-10

3 85 やや曲 N-35° 一E 20-30 70-90 西  側 05-17 東  側 02-41

4 直 N-70° 一Ⅵ「 50-75 】ヒ   狽」 05- 2 南  側 01-2

5 1 25 直 N-30° ―E 50-60 西  側 12-18 東   側 0 -22

6 直 N-60° 一部「 15-25 40-70 】ヒ   恨」 03-21 南  側 0 -15

7 16 7 直 N-30° ―E 20-85 55-110 西   側 02-19 東  俣1 05-4

8 直 N-60・ ―W 60-70 95-120 北   側 41-6 南   側 07-15

9 直 N-55° 一 Vヽ 45-75 80-120 0 -42 16-64

10 直 N-35° ―E 30-40 西  側 0 -06 東  側 01-12

11 12 直 N-30° 一E 40-90 70-110 0 -32 05-16

12 14 直 N-40° ―E 30-45 50-75 38- 63 16-3

13 直 N-55° ―W 南   側 0 -25

32 直 N-20° 一E 30-80 50-70 西   側 15-32 東  側 05-15

第35表 変電所区12層水田跡水田区画計測表

水 田 区 画
標 高 (m) 規 模 (m)

面        積 (ni)
一局 低 長    辺 短   辺

8 472

8 52

(56) 39 (2184)

d

8 360 4 33 (132)

I 8 323

8 255 (36) (1008)

h 8 241 26 (988)

8 276 8 199

8 213 45 3 13 5

k 27
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大畦畔となるのは畦畔 1・ 2・ 7である。畦畔 1・ 2はほぼ同じ方向でN―約60° 一W、 畦畔

7は それらに直交する方向N-30° 一Eである。これらは長町南駅地区で確認された方向 と同じ

であり、とくに畦畔 2は長町南駅地区の畦畔 3の延長上に位置する。この畦畔 2は規模が大き

く、下端幅約4.5～ 6mを測る。畦畔 7は下端幅が55～110cmと 大畦畔としてはやや規模が小さ

いが検出長が16.7mと 長いことや畦畔 2に直交して取 り付き大区画を形成することなどから大

畦畔 と捉えた。

小畦畔となるのは畦畔 3～ 6・ 8～ 14で ある。これらの小畦畔も二つの方向が存在する。そ

の方向はN-55°～70° 一Wと それに直交するN-20°～40° 一Eと で大畦畔の方向 とほぼ同様で

ある。小畦畔の下端幅は40～ 120cmほ どである。そのうち畦畔 8・ 9は下端幅が約80～ 120cm

と若干大きくなっている。畦畔 9は検出長が9.2mと ,ヒ較的長 く、畦畔10。 11・ 12が この畦畔か

ら延びていることなどから大区画の中をさらに区画する畦畔とも考えられる。

[水田の区画]大 畦畔により形成される大区画が 3区画 (A～ C)存在する。 1区画の全貌が

判明するものはない。計測可能なのは区画Aの短辺のみで、6.2～ 6.9mで ぁる。

大区画 Cの 中には小畦畔により形成される小区画が 8区画 (d～ k)存在する。形状 は長方

形を基調 としている。長辺短辺の計測が可能な区画はeojである。 eの規模は長辺が3.6m、

短辺が2.8m、 面積が約10.lm2で ぁる。 jの規模は長辺が4.5m、 短辺が 3m、 面積が13.5m2で

ある。 gohは短辺のみ計測可能で面積の推定値は10m2前後である。小区画の基本的面積が

10～ 13m2と すると、長辺が 6～10m以上 となるkoIは さらに分割されていた可能性が考えら

イ化る。

大区画 Bの 中も小区画によりいくつかに区画されている。畦畔 3は畦畔 7か ら約14m離れて

ほぼ並行に走 り、大区画Bを さらに中区画 Bア とB〃 とに分害」している可能性が高い。中区画 B′

の規模は東西約14m、 南北17m以上 となる。区画 B′の中に小区画 b・ Cが存在する。 Cの形状

は長方形で規模は長辺5.6m、 短辺 4mで推定面積22.4m2と なる。bは短辺が約 3mと 判 るだけ

である。

[水田面の傾斜]大 区画C内の小区画の水田について若干触れておく。 1区画の高低差につい

ては二つのグループに分けられる。①10cm以 内におさまるもの (d～ i)②10cm以上のもの

(j～ k)である。①のグループ内ではeが最も高 くiが低 くなり、特にg→ h→ iと )頃 に低 く

なっている。 g～ iょ りdoe・ fが若千高い傾向にあること、畦畔 8。 9が中区画を形成す

る畦畔の可能′
l■があることから、①のグループ内は (d)(e・ f)(g・ hoI)の 3グルー

プに再構成されると考えられる。さらに j・ kは それぞれの中の高低差が大きいこと、 goh・

1に 向かって傾斜することからg～ ェのグループと捉えられよう。

[出土遺物]畦 畔 2の中央部南寄 りの1.2× 2.4mの 範囲から礫石器 2点、クルミ22点が出上し
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第124図  変電所区出土遺物 (1)

ている。

礫石器 (第124図 1・ 2):1は片側中央部に敲打による浅い凹み痕のあるもので、 2は片側中

央部に敲打による浅い凹み痕、片側側面に磨面のあるものである。

151 11層検出遺構

11層水田跡 (第125図、写真82・ 83)

大畦畔 3条 とそれらが形成する大区画 4区画 (A～ D)を検出している。

[地形面]北 西か ら南東へ傾斜 してお り、その度合 は 9 cm/10mほ どである。標高は

8.6～ 8.3mほ どでぁる。

[水田域]耕 作土である11層が調査区全域に広がることから調査区はすべて水田域である。ま

た、西側の第28次調査でも11層 に対応する層 (10d層 )で水田域が確認されていることから、

水田域は調査区外へさらに広がつている。

[耕作土]耕 作土は11層で、灰黄褐色の泥炭質粘土層である。層厚は4～16cmである。下面

は凹凸が顕著である。母材 となる層はこの調査区では確認されていないが28次調査では10e層

であることが確認されている。また下層の12a層 も撹拌していることから12a層 も母材の一部

と考えられる。

[直下の層]基 本層12層である。上面下面ともに耕作による撹拌で凹凸が顕著である。耕作土

直下の層としての鉄分の集積層は認められない。

[畦畔] 同方向の畦畔が 3条検出されている。方向はN-50～60° 一Wである。なかでも畦畔

第36表 変電所区11層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方   向 上端幅 (cm) 下端幅 (cm) 水日面 との比高差 (cm)

1 直 N-50・ ―W 60-130 115-190 】ヒ  lF」 05-82 南  側 3-85

2 直 N-58° 一W 410-560 425-590 】ヒ   偵」48-107 南  倒 05-83

3 直 N-55° 一 Vヽ 60-100 110 -145 】ヒ   俣」 0 -48 南  側 02-86
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第125図  11層水田跡平面図・断面図
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2の規模は大きく、下端幅410～ 560cmあ り、検出長も28mと長い。この畦畔は下層の12a層の

水田跡の畦畔13を踏襲して形成されたものである。他の 2条の畦畔の規模はほぼ同様で下端幅

は115～ 190Cmである。水田面 との比高差は 3～8.5cmである。

[水田の区画]大 区画としてA～ Dの 4区画が存在しているが、区画全体が判明しているもの

はない。計測が可能なのは区画BoCの短辺で、Bが3.8～ 6m、 cが約 2mでぁる。区画Cは

非常に細長いものになる。

[水田面の傾斜]お おむね南東が低 くなる傾斜である。区画Bは 8.5～ 8.3mの標高で傾斜度が

10cm/10mで ぁる。

[出土遺物] 出土遺物はない。

16)7層検出遺構 と遺物

7層水田跡 (第 126図、写真84・ 85)

畦畔などは検出されなかったが 7層 は水田跡 と考えられた。その根拠は、 7層が長町南駅区

での 5層に対応しその層が水田跡であること、 7層中から石庖丁が出上していること、 7層が

水田土壌の特徴を示していることなどである。

[地形面] 7層 上面は南へ緩 く傾斜しており、その傾斜度は5 cm/10mである。標高は

8,6～ 8.96mで ぁる。

[水田域]耕作上である7層の分布が調査区内はもとより調査区外へも分布することから水田

域はさらに広がつている。

[耕作土]耕作土は基本層 7層で、暗灰責色の泥炭質粘土層である。層厚は 6～ 14cm、 下面の

凹凸が顕著で分解の進んだ層である。母材 となる層は 8層である。

[直下の層]基本層 8層で、黒褐色泥炭質粘土と灰オリーブ色粘上の互層である。上面はかな

り撹拌を受けている。 8層上面、層中に鉄分の集積層はない。

[出土遺物] 調査区西壁寄 りから弥生土器 1点、石庖丁 1点が出上している。

石庖丁 (第 126図 1、 写真121):完形品である。刃部は大きく外弯し、背部は緩 く外弯し全体 と

しては紡錘形に近い。成形時の剣離面が背部に研磨以前の面が表裏面の凹みに認められる。la

側はほぼ平坦であるが、lb側は丸みをもった面になる。刃部は両刃であるが、ややla側が大き

く作 り出されておりやや片刃状になっている。紐孔は片側に寄っており、両面から回転穿孔さ

れている。長さ16.29cm、 幅4,72cm、 厚さ0,7cm、 紐孔間隔3.8cm、 孔径0.4～ 0.5cmである。

石材は粘板岩である。

弥生土器 (第126図 2、 写真121):壺の口縁部である。頸部以下は欠損していて全体の形状は不

明である。やや外反気味に外傾する口縁部で内外面ともヨヨナデが観察される。
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骸)6層 検出遺構 と遺物

6a層上面で杭列をともなう不整形の落ち込み状遺構 (SXl)を検出した。

SXl(第 127～129図、写真86・ 87)

南北長約17m、 東西長約 7mの規模で検出されている。平面形は中央が くびれる不整形であ

る。そのくびれ部を境に北半部 と南半部に三分される。北半部の平面形は不整精円形で、規模

は約 5× 9m、 深さ45cmである。底面の平面形は半月形で、規模は約5.6× 2.7mでぁる。底面

はほぼ平坦であるが、北半部が若干低 く、南端が緩 く立ち上がりながらくびれ部に接続してい

る。北端部に濤 2条があり合流してSXlに接続する。その接続部付近で杭列 5列 (7～■)

が検出されている。北西部では杭列 3列 (1～ 3)が検出されている。 くびれ部は濤状を呈し、

規模は長さ約2.8m、 幅0,7～ lm、 深さ25mほ どでぁる。底面は南へ下がる傾斜で、北半部と

の比高差約23cm、 南半部 との比高差約16cmで ある。 くびれ部の南半部で杭列 2列 (4・ 5)

が検出されている。南半部の平面形は不整楕円形で、規模は3× 5m、 深さ20～30cmである。

底面は細長い不整形で規模は0.8× 2.8mでぁる。

堆積土は 1層で基本層 4層である。

[出土遺物]堆積土中から須恵器 5点、土師器 2点が出土している。上師器はロクロ使用の不

2点 (口縁部 1点、体部 1点)でともに内面ヘラミガキの後黒色処理を行っている。図示でき

たのは須恵器 2点である。

須恵器 (第 130図 1・ 2):1は甕の口縁部で、内外面ともにロクロ調整である。 2は甕の下半

部で外面調整は平行叩き目、ヘラケズリ、ロクロナデ、内面は用J毛 目後ロクロナデである。須

恵器は他に邪の口縁部が 2点、不の底部 (回転糸切 り無調整)が 1点出上している。

[杭列 1](第131図、写真90)北半部北西端のプラン外約80cmに位置する。配列は直線的で

方向はN-8°一Wである。杭列の長さは146cmで、 5本の杭で (杭 1～ 5)構成されている。

各杭は打ち込み杭であり、その間隔は20～50cmで規則性はみられない。すべて丸太材を素材と

し、先端のカロエ もすべてに認められている。杭の長さは55～ 76cm、 径は2.4～ 5.2cmである。

樹種は、杭 1・ 3・ 4・ 5がクリ、杭 2がコナラ節の一種である。

[杭列 2](第 131図、写真90)杭 列 1の東約2.2mの SXl内 に位置する。配列はほぼ直線的

で方向はN-7°一Wで杭列 1と ほぼ同方向である。杭列の長さは294cmで、 9本の杭 (杭 6

～14)で構成されている。各杭は打ち込み杭でその間隔は24～40cmで杭12だ けが120cm離れて

いる。杭 6～■の頭部は底面から10～25cm浮 いた状態である。杭列に沿うように樹木片が数点

検出されているが、シガラミの痕跡かどうかは不明である。杭はすべて丸太材を素材 とし、先

端の力日工もすべてに認められている。杭の長さは10.8～ 79cmであるが、杭 6～ 11は 64～79cm

と比較的揃った長さになっている。径は2.5～ 6.5cmである。樹種は杭 9・ 10・ 12・ 13が コナラ
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節、杭 7・ 11がブナ属の一種、杭14が クヌギ節、杭 8がクリ、杭 6がヤマボウシである。

[杭列 3](第131図、写真90)杭 列 2の東方1.4m、 底面近 くに位置する。配列はほぼ直線的

で方向はN-3°一Wで杭列 1・ 2と 同方向である。杭列の長さは225cmで、6本の杭 (杭15～ 20)

で構成されている。各杭は打ち込み杭でその間隔は35～53cmである。杭15～ 19の頭部は底面か

ら24～40cm浮 いた状態である。こ組5。 16・ 17で は細い樹木片がシガラミ状に検出されている。

杭はすべて丸太材を素材 とし、先端もすべてが加工されている。杭の長さは69.9～ 95.8cm、 径

は4.0～ 5。 lcmと大きさは比較的まとまっている。樹種は杭15。 16・ 17・ 19が ヨナラ節の一種、

杭18・ 20が クリである。

[杭列 4](第 132図、写真90)SXlの くびれ部の南半に位置する。杭列の長さは384cmで 12

本の杭 (杭21～32)が打ち込まれている。杭列はほぼ直線的に伸びており、方向はN-75°一E

である。杭の間隔は14～65cmで規則性はない。杭列の頭部はほぼ 6層上面である。杭はすべて

丸太材で、杭31以外はすべて先端に加工痕が認められる。杭の残存長は8.5～65.5cmであるが、

杭21・ 22・ 31以外は38.2～65.5cmと 比較的長 くなっている。径は1.1～ 4.8cmである。樹種は

杭24・ 27・ 30がエコノギ属の一種、杭21・ 23・ 26が クマシデ属の一種、29。 32がブナ属の一種、

28がサクラ属類似種、31がウツギ属の一種である。

[杭列 5](第132図)杭 列 4の南約50cmに位置する。杭列の長さは249cmで、 6本の杭 (杭

33～38)が打ち込まれている。杭列はほぼ直線的に伸びており、方向はN-79° 一Eである。杭

の間隔は12～128cmで規則性はない。杭はすべて丸太材で、杭36以外の杭はすべて先端に力日工

が認められる。杭の残存長は7.3～92.4cmで杭37・ 38だ けが58.6～92.4cmと 長い杭になってい

る。径は1.4～4.4cmで ある。樹種は33・ 35・ 36がヤナギ属の一種、37・ 38がクリ、34が ウツギ

属の一種である。

[杭列 7](第133図)杭 列 2の北約1.2mに 位置する。杭列の長さは88cmで、 4本の杭 (杭

43～ 54)が打ち込まれている。杭列はほぼ直線的に伸びており、方向はN-18° 一Eである。杭

の間隔は8～58cmで規則性はない。杭40が分割材、他は丸太材である。杭39以外は先端に加工

痕が認められる。杭の長さは9.3～41.6cmで径は1.8～2.6cmである。樹種は39・ 40がイイギリ、

41がヤナギ属の一種、42が カエデ属の一種である。

[杭列 8](第 132図)SXl北 端部の濤部分に位置する。杭列の長さは352cmで、12本の杭 (杭

43～52)が打ち込まれている。杭列はほぼ直線的に仲び、方向はN-81° 一Wである。杭の間隔

は14～83cmで規貝J性はない。杭の素材は杭44・ 47・ 50が分割材で、他は丸太材である。先端の

加工は杭46・ 48・ 53に認められるだけである。杭の長さは10.4～ 68cmで、杭44。 45・ 46が比較

的長めになっている。分割材の幅は3.0～ 5。 9cm、 丸太材の径は2.1～3.4cmで ある。樹種は杭

48・ 51・ 52・ 54がウツギ属の一種、44・ 46・ 63が クリ、47・ 50がモミ属の一種、45がヤマグワ、
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49が クヌギ節の一種である。

[杭列 9](第133図)杭 列 8のすぐ南に位置し、北端の杭が杭列 8に接している。杭列の長さ

は72cmで 4本の杭 (杭55～58)が打ち込まれている。杭列は直線的に伸び、方向はN-10°一E

である。杭の間隔は12～34cmで、規則性はない。杭58が分割材で、他は丸太材である。杭58以

外の先端に加工が認められる。杭の長さは13.3～ 51.8cmで、杭55・ 56・ 57が比較的長い。丸太

材の径は1.9～2.9cmで、分割材の幅は 3 cmで ある。樹種は杭55がサカキ、杭56がヤナギ属の

一種、杭57が ブナ属、杭58がコナラ属の一種である。

[杭列10](第 133図)杭 列 8の約1.2m南、濤 とSXlと が接続する部分に位置する。杭列の

長さは241mで 7本の杭 (59～ 65)が打ち込まれている。杭列はほぼ直線的に伸び、方向はN―

82°一Wである。杭列の間隔は37～ 77cmで、規則性はない。杭63が分割材で、他はすべて丸太材

である。杭60・ 61以外の杭の先端に加工が認められている。杭の長さは7.3～ 56cmで杭62・ 64・

65が比較的長い。杭63以外の杭の径は1.2～ 4.2cmである。杭63は建築転用材 と考えられ、長さ

27.6cm、 幅3.3cmである。樹種は59・ 61・ 62が ウツギ属の一種、64・ 65がクヌギ節、60がバラ

である。

[杭列■](第 133図)杭列10の 10cm北側に位置する。杭列の長さは41cmで 2本の杭が打ち込

まれている。杭列の方向はN-70°一Eである。杭の間隔は35cmで ある。素材はともに丸太材で、

杭66の先端に加工が認められる。杭66は長さ32.7cm、 径7.6cmの クヌギ節の一種で、杭67は長

さ38cm、 径6.lcmの ヤナギ属の一種である。

[杭列 6](第132図) SXl南 端部から南へ約7.5mの地点で杭列 6が検出されている。杭列

の長さは159cmで 6本の杭が打ち込まれている。杭は直線的に伸び、方向はN-77° 一Wである。

杭の間隔は22～40cmで、規則性はない。杭はすべて丸太材で先端の加工は杭71・ 72・ 73に認め

られる。杭の長さは8.2～ 22.2cmである。径は0.9～ 2.3cmである。樹種はヨナラ属の一種が杭

71・ 73、 クリが70、 ウツギ属の一種が68である。

6層出上遺物

基本層 6層から土師器 3点、種別不明の素焼土器 1点、木製品 1点が出上している。土器類

は細片で図示できず、木製品を図示した。

木製品(第 130図、写真122)iSXl北端部付近の 6層上面から出上している。両端部が欠損し

ている。中央部 と両端に孔が 5箇所あり、上端 と中央のものが鼻緒孔、下端のものが枠取 り付

けの孔と考えられることから大足の足板 と判断した。残存長は29.8cm、 幅7.5cm、 厚さ1.7cm

で木取 りは板日、樹種はモミ属の一種である。
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第127図  6層遺博平面図
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18)5層検出遺構

溝状遺構 (第134図 、写真91)

3層中から灰白色火山灰の点在 (ス クリントン部分)が認められていたが、検討の結果 5層

上面に相当する面での灰白色火山灰を堆積土とする濤状遺構であることが判明した。検出長は

約23mで幅20～50cm、 深さは5 cm前後である。方向は南半がほぼ真北方向で北半がやや西へ

振れN―■
°
一Wである。堆積土は単層で出土遺物はない。

19)4層検出遺構 と遺物

4層水田跡 (第 134図、写真91)

大畦畔 1条、小畦畔 2条 とそれらが形成する区画 5区画 (A・ B、 a～ c)を検出している。

[地形面] 4層 上面はほぼ平坦で標高は9.1～ 9.2mでぁる。

[水田域]耕 作上である4層は調査区の東半部にのみ分布する。しかし、小畦畔が西方へ延び

ることから本来は 4層全域に分布していたが、 3層の水田跡により撹拌され消失したと理解さ

れる。従って水田域は調査区全域および区外へも広がっていたと考えられる。

[耕作土]基 本層 4層で灰黄褐色シル ト質粘土である。上面下面 ともに耕作による撹拌で凹凸

が顕著である。層厚は 4～20cmで ある。部分的に灰白色火山灰をブロック状に含んでいる。母

材 となる層は不明である。

5層は黒褐色粘上で、6a層は黒褐色と灰責褐色

二 。 。  ・ ｀

=
92m島  杭列9 F

|

[直下の層]基 本層5層および6a層である。
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の互層である。5層の下面も凹凸が顕著で耕作土である可能性が高い。6a層 は自然堆積層であ

る。 4層の直下、 5・ 6a層上面、層中に鉄分の集積やマンガン斑などは認められない。

[畦畔] 大畦畔 1条 (畦畔 1)と小畦畔 2条 (畦畔 2・ 3)とが存在する。畦畔 1の方向はほ

ぼ南北方向でN-3° 一Eである。検出長が約28m、 規模は下端幅が95～224cm、 水田面との比

高差が 6 cmほ どである。畦畔 2・ 3は畦畔 1の西側に直交して取 り付いてお り、その方向は

N-77°・87° 一Wである。規模は下端幅が約60～ 100cmで水田面 との比高差は約 3 cmである。

畦畔 2・ 3は ともに畦畔 1か ら2.lm、 7.lmの所で消滅している。

[水田の区画] 大区画が 2区画 (A・ B)、 小区画が 3区画 (a～ c)検出されている。しか

し、 1区画の全体が判るものはない。規模が計測可能なものは区画 bの東辺のみである。

[4層 出土遺物]4層 中から出上した遺物は、土師器、須恵器、赤焼土器、木製品である。い

ずれも細片が多 く、図化できたのは土師器 2点、須恵器 1点、木製品 1点である。上師器はロ

0                        10Cm

第37表 変電所区 4層水田跡畦畔計測表
畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方    向 上端幅 (cm) 下端幅 (cm) 水田面 との比高差 (cm)

1 27 6 直 N-3° ―E 25-180 95-224 西  側 0 -65 東  側 0 -6
2 22 直 N-77° 一M/ 30-50 88-106 北   側 34-45 南    側 3 -38
3 71 直 N-87°―W 24-70 62-104 05-2 05-3

第135図 変電所区出土遺物 (4)



クロ使用の邦が13点、甕の体部片が 4点、調整不明の細片が 6点の計23点である。須恵器は不

が 6点 (口縁部 1、 体部 2、 底部 2)、 甕が 4点 (口縁部 1、 体部 3)の計10点である。赤焼土

器は不の体部片 2点である。

上師器 (第 135図 2・ 3、 写真141):2・ 3は杯の底部で切 り離しは回転糸切無調整、内面はヘ

ラミガキ後黒色処理が施されている。他の邪の破片も内面の調整は同様である。これらは平安

時代の表杉ノ入式に比定されるものである。

須恵器 (第 135図 1、 写真141):1は不の底部で切 り離しは回転糸切無調整である。他の底部も

同様の調整である。

木製品 (第 135図 4):針葉樹の板目材を用いた円板で曲物の底板と考えられる。

この 3層検出遺構 と遺物

3層水田跡 (第 136図、写真91)

段差部分 2箇所とそれらが形成する区画 1区画が検出されている。

[地形面] 3層 上面はほぼ平坦で、標高は9.2～ 9。 4mでぁるc

[水田域]調査区はすべて水田域である。耕作上の 3層が調査区外へも広がつていることから

水田域は調査区外へさらに広がっている。

[耕作土]基本層 3層で黒褐色粘土である。層の上面下面 とも凹凸が顕著である。層厚は 5～ 30

cmであるが、東半が比較的薄 く、西半が厚い。これは耕作深度の違いによるものである。

[直下の層] 東半部では 4・ 5層、西半部では6a層である。 3層直下、 4・ 5。 6a層上面・

層中に鉄分の集積層やマンガン斑などは認められない。

[段差部分]段 差 1・ 2が検出されている。段差 1の方向がN-8°一E、 段差 2がN-83°一W

で両者はほぼ直交している。段差 1の検出長は約12mで ,ヒ高差は約2.3～ 7.2cm、 段差 2の検出

長は10.5mで比高差は1.0～10.2cmである。

[水田の区画]段 差が 1区画 (A)を形成しているが全体の形状、規模などは不明である。

[出土遺物]3層 中からは、土師器、須恵器、赤焼土器、陶磁器、種別不明の素焼土器、石器

が出上している。それらのうち図示できたのは土師器 1点、陶磁器 4点、礫石器 1点である。

土師器は70点出上しているがほとんど細片である。調整技法の判るものは22点 (ロ クロ使用・

内面ヘラミガキ後黒色処理の不10点、ロクロ使用の甕11点)である。須恵器は16点出土 してい

るがすべて不の細片である。底部が 3点あり、切 り離し技法は2点が回転糸切 り、 1点がヘラ

切 りである。陶磁器は13点出土している。そのうち産地年代が確定できたのは 5点である。

上師器 (第 137図 1、 写真141):邪の底部で内面ヘラミガキ後黒色処理が施されている。底部は

回転糸切 り無調整である。
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陶磁器 (第137図 2～ 5、 写真□):2は唐津の悟鉢 (17C初 )、 3は相馬の灰釉碗 (近世)、 4

は瀬戸美濃の御深井釉皿 (17C前半)、 5は肥前の染付皿 (17C?)である。他に青磁の足付き

輪花皿 (17C?)、 在地の中世陶器甕などがある。

礫石器 (第 137図 10、 写真□):片面と片側側面に磨面と敲打による浅い凹み痕が認められる。

Qり その他の出土遺物

基本層の と。2層から、土師器・須恵器 。赤焼土器・陶磁器 。縄文のある土器・種別不明素

焼土器・土製人形が出土している。いずれも細片で図示できたのは陶磁器 3点、人形 1点のみ

である。第137図 6は肥前の染付碗 (幕末～明治)、 7は唐津の壺 (17C)、 9は肥前の染付皿 (18

C)である。 8は土製人形で型押しの天神像である。

住か 小結

①周辺調査区との層の対応

28次調査区が西側約15mの所で、 5次調査が北側約13mの所で実施されている。15次調査の

成果を踏襲すると以下のようになる。

本調査  第 5。 7次      第28次             第15次

2層           =2層
3層 =3層 (*)     =3層              =4a層 (*)

4層            =4層              =4b層 (**)

5層            =5層              =5a層 (***)

6a c層  =4層         =7・ 8層             =8層
7層  =5層 (****)  =9a層 (****)       =9a層 (****)
8層 =6層         =10a層             =10a層
9層  =7a'層        =10a層             =10a層
10層 =7a層        =10a層 ・ 10b層 (******)=10a・ b層

■層 =7b層        =10d層 (******)    =1la lo層
12a層  =7c層 (*****) =12層                =13層 (*****)
12b層  =7e層        =12層
13層 =7f層         =12層
14層 =8層         =13層

* 平安時代以降の水田跡            **** 弥生時代中期十三塚式期水田跡

** 平安時代・灰白色火山灰降下以降水田跡   ***** 弥生時代中期桝形囲式期水田跡

*** 平安時代・灰白色火山灰降下前後水田跡  ****** 弥生時代中期水田跡



②12a層水田跡

12a層 からは年代を決定できる資料は出上していない。しかし、前述したように隣接調査区

との層の対応が可能であり、時期の判明している層からの推定が可能である。12a層 に対応す

る15次調査の「1l a」 層から弥生時代中期桝形囲式の重が出土していることから12a層水田跡

もその時期に位置づけられる。

この12a層水田跡は大畦畔により区画を形成し、内部をさらに小畦畔により区画する構造で

ある。大畦畔の方向は等高線に直交する方向と平行する方向とがあり、前者がN-60° 一W、 後

者がN-30°一Eと なる。小畦畔の方向もほぼ同様である。小区画の形状は長方形が基調で面積

は推定値 も含めて10～13m2と 考えられる。

以上のような構造は隣接調査区の 5・ 7次、28次 の構造 と基本的に同様である。しかし、小

区画の形状、面積には多少の差異が認められる。なお、本層の畦畔②は、28次の「■ a」 層水

田跡の畦畔 6を介して 5。 7次の「 7C」 層水田跡の畦酢③に連続するものである。 また、そ

の幅は4.5～ 6mと太 く、28次での畦畔 laが 3.5～ 5mと なるのに類似している。

③ll層水田跡

11層からの出土遺物はない。下層が12a層で前述のとおり弥生時代中期桝形囲式期であるこ

と、上層にある7層が弥生時代中期十三塚式期であることから、11層水田跡は弥生時代中期桝

形囲式期以降、十三塚式期以前の時期に位置づけられる。

等高線に直交する方向の大畦畔が 3条検出されたのみでその構造については不明な点が多い

が、ほぼ12a層の水田跡の地形面を踏襲していると考えられる。28次では本層に対応する「10

d」 層において大中小の三段階の区画が検出されていることから、本層水田跡も同様な構造で

あった可能性が考えられる。

④ 7層水田跡

7層から年代を決定できる資料は出上していないが、石庖丁が出土していることか らほば弥

生時代 とされよう。一方、本層に対応する15次での「 9a」 層からは弥生時代中期十二塚式の

広口壷が出上しており、本層水田跡もその時期に位置づけられる。

本層では耕作土が確認されたのみであり、隣接する 5・ 7次、28次 さらに15次 においても畦

畔などはあまり遺存していない傾向にある。

⑤ 6層検出遺構 SXl

SXlか ら出上した土師器は平安時代の表杉ノ入式に比定される。また、SXlを覆 う基本

層 4層の土師器も同時期のものであることや、 4層中に灰白色火山灰が含まれることから、 S

Xlは灰白色火山灰降下以前の平安時代に位置づけられる。

SXlは堆積上が 4層であることから4層形成以前に開口していたと考えられ、 5層が水田



の耕作上の可能性があることから5層の時期に伴う遺構 と考えられる。性格についてはシガラ

ミ状の杭列などの状況から水田に関わる水利施設 としての機能が考えられる。

⑥灰白色大山灰を堆積土とする溝状遺構

灰白色火山灰だけが堆積上であることから濤状遺構は火山灰降下以前の時期にに位置づけら

れる。方向がほぼ真北方向であることから畦畔に関連した濤跡などの類の一部が残存したと考

えられる。条里型土地割の坪境が想定される座標値の幅の中に位置することからもその可能性

が高いといえよう。

② 4層水田跡

4層から出上した土師器は平安時代の表杉ノ入式に比定されることや 4層中に灰白色火山灰

が含まれることから平安時代の火山灰降下以降の時期に位置づけられる。

この時期の場合、条里型土地割が問題とされ、富沢遺跡での検討 (平間1988)に よれば、畦

畔 1が坪境(Y=+4.185km)と 推定されている。今回の報告で座標はY=+4.1875～ 4.189km

と計測された。15次での坪境の大畦畔がY=+4.407kmで前者との差は219.5～ 218mで 2で割

ると109.75～109mと なり、より1町の値に近似することが判明した。

③ 3層水田跡

3層からは平安時代の表杉ノ入式の上師器から近世の陶磁器類までが出土している。しかし、

土師器の大部分は撹拌が深く行われた西半部から出土しており、 3層に帰属するものであるか

どうかは問題である。陶磁器がほぼ17Cを中心とした時期であることからここでは大まかでは

あるが平安時代 (灰 白火山灰降下以降)か ら近世の時期に位置づけたい。
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第138図  変電所区出土遺物 (6)(杭列 1)
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第144図 変電所区出土遺物 (12)(杭列 3)
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第148図  変電所区出土遺物 (16)(杭列 5)
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第38表 変電所区遺物観察表 (1)
土器

図版番号 登録番号 遵構・ 層位 種  別 器種 遺 存 度 口 径 cm 底径cm 器高cm 写真番号

7層水田跡 弥生土器 壷 口縁部 3/4 内外面 :ヨ ヨナデ

SXl 須 恵 器 甕 口縁部 1/4 ロクロ、内外面ロクロナデ

SXl 須 恵 器 奏 体～底部 クロ、外面平行「Fき ,ヘラタズリ・ロクロナデ、内面ハケメ。ロクロナデ

4層水田跡 須 恵 器 底部片 ロクロ、回転糸切無調整、内外面ロクロナデ

4層水田跡 赤焼土器 邪 底部片 ロクロ、回転糸切無調整、内外面ロクロナデ

4層水田跡 土 師 器 イ 底部片 クロ、回転糸切無調整、外面ロクロナデ、内面ヘラミガキ後黒色処理

D3 3層 土 師 器 イ 底部片 クロ、回転糸切無調整、外面ロクロナデ、内面ヘラミガキ後黒色処理

石庖丁

図版番号 登録番号 遺構・層位 種 月」 遺存度 長さcm 幅 cm 厚さcm 石 材 特 徴 写真番号

7層水田跡 石庖丁 完 形 粘板岩 紐了し間隔3 3cm、 孔径04～0 5cm、 紡錘形

礫石器

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 種 房」 遺存度 長さcm 幅 cm 厚さcm 重さ g 石 材 特 徴 写真番号

12層 水田跡 礫石器 完  形 浅い凹み痕、敲打痕

12層 水田跡 礫石器 完 形 浅い凹み痕、磨痕

3層 礫石器 残107 浅い凹み痕、磨痕、敲打戻

木製品

図版番号 登録番号 遺構・ 層位 種  別 遼存度 長さcm ‖壇 cm 厚さcm 特 徴 写真番号

6層 大足 両端欠損 残298 板目、モミ属の一種、足板部分

4層 底板 ? ほぼ完形 板目、針葉樹、曲物等の底板か

陶磁器・土製品

図版番号 登録番号 遵構・ 層位 種 別 器種 適存度 口径cm 底径cm 器高cm 特 徴 写真番号

3 層 陶 器 口縁部片 唐津、17世紀初

3層 陶 器 碗 底 部 片 相馬、内外面灰釉、底部付近無粕、近世

3 層 陶 器 約  1/9 瀬戸、美濃、御深井釉、重ね焼 き、17世紀前

」 , 3 層 磁  器 約 VIO 肥前、染付、17世紀 ?

J3 2 層 磁  器 碗 底部 2/3 肥前、染付、幕末～明治

2 層 陶  器 壷 底部 1/3 唐津、灰釉、褐釉

2層 土製品 Iぼ完形 高38 幅39 厚ユ 7 型押 し、天神像、近世 ?

J2 2層 磁  器 約  1/8 肥前、染付、18世紀
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第39表 変電所区遺物観察表 12)
杭

図 杭Ne 遺構・ 層位 .1/ 材 長 さem 幅 cm 欄 種 (試料番号 ) 写真番号

杭  1 SXlわ アヽ」1 ○ ω

SXl杭列 1 丸太材 ○ コナラ節の一種   781

杭  2 SXl杭 列 1 丸太材 O ク リ

抗 4 杭すJ 丸太材 ○

抗 5 SXl抗列 ] 丸太材 ○

SXl杭列 2 O ブナ属の一種    9〕

SXl抗 列 丸太材 ○ クヌギ節の一種   00

杭 12 SXl杭 列 2 丸太材 ○ コナラ節の一種   la91

抗 9 杭 列 丸太材 ○ コナラ節の一種   働

抗 10 SXl杭列 2 九太 材 ○ コナラ節の一種   06J

SXl抗 列 2 丸太初 O lllJ

杭  ■ SXl杭 列 2 丸太材 ○ グナ属の一種    ⑪

抗 6 杭列 丸太材 O

抗 13 抗列 2 丸太蒻 ○ ヨナラ節の一種    10

杭 20 SXl杭 列 3 丸太材 ○

杭  15 SXl抗列 3 丸太材 ○ コナラ節の一種   位0

杭 18 抗列 3 丸太材 ○

杭 抗 列 丸太材 ○ コナラ節の一種   10

抗 16 SXl杭 列 3 丸太IU ○ コナラ節の一種   口D

杭 17 SXl杭 列 3 丸太材 O コナラ節の一種   

“

少

抗 25 SXl杭 列 4 丸太材 O タマンデ属の一種   6ゆ

抗 27 抗列 4 丸太材 O エゴノキ属の一種  ①

杭 22 抗列 4 丸太材 ○ クマンデ属の一種  日つ

杭 21 SXl抗列 4 丸太材 ○ ヨナラ節の一種   

“

0

杭 31 SXl杭 列 4 丸太材 ウツギ属の一種   
“

0

杭 26 SXl杭 列 4 丸太材 ○ コナラ節の一種   ②

杭 29 SX 杭列 4 丸太材 ○ グナ属の一種    6)

抗 30 SXl杭列 4 丸太材 ○ エゴノキ属の一種  15Sl

杭 32 SXl抗列 4 丸太材 O ブナ属の一種    ⑪

杭 24 SXユ 杭列 4 丸太材 ○ 工すノキ属の一種  lml

杭 28 SXl抗列 4 丸太材 ○ チクラ属類似種   60

杭 23 杭列 4 丸太材 ○ コナラ節の一種   

“

9

杭 35 SXl杭 列 5 丸太材 ○ ヤナギ属の一種   Gω

杭  33 SXl杭 列 5 O ヤナギ属の一種   6働

SXl抗 列 5 丸太材 ○ ク リ

杭 37 SX 抗列 5 丸太材 ○ ク リ

杭 36 杭列 5 丸太材 ヤナギ属の一種   OD

杭 34 SXl杭列 5 丸太材 O ウツギ属の一種   lS91

杭 72 6層  杭列 6 丸太材 ○ クヌギ節の一種   側

6層  杭列 6 丸太材 ウツギ属の一種   側

杭 70 6層 杭列 6 丸太粥 ク リ 6111

杭 73 6層 杭列 6 丸太材 ○ コナラ節の一種   ω

杭 69

抗 71 6層 杭列 6 丸大材 ○ コナラ節の一種   ω

SXl杭列 7 分割蒻 ○ イイギリ      ⑩

杭 41 SXl杭 列 7 丸太″ O ヤナギ属の一種   90



第40表 変電所区遺物観察表 13)

杭

図 抗Ne 遺機・層位 素 材 長 さcm 幅 cm 厚さcm 末Ht加工 樹 種 (試料番号 ) 備 写真番号

杭 42 SXl抗列 7 丸太材 ○ カエデ属の一種   ⑫

杭 3つ SXl杭 列 7 丸太材 イイギリ     le91

杭 48 SXl杭 列 8 丸太材 O ウツギ属の一種   い

杭 49 S X lJL列 8 丸太材 クヌギ節の一種   守働

SXユ 杭列 8 丸太材 ○

杭 44 SXl杭列 3 分割材 ク リ 1711

杭 53 SXl杭 列 8 丸太材 O ク リ

杭 51 SXl杭 列 8 丸太蒻 ウツギ属の一種   の

杭 54 SXl杭 列 8 丸太蒻 ウツギ属の一種   Gか

杭 45 SXl抗 列 8 丸太材 ヤマグワ      9n

杭 43 SXl抗列 8 丸太材

杭 50 SXl杭 列 8 分割材 モミ属の一種    180

杭 47 SXl抗 列 8 分割材 モミ属の一種    ⑬

抗 52 SXl抗 列 8 丸太材 ウツギ属の一種   t8al

SXl杭 列 9 分割材 ヨナラ節の一種   m

杭 55 SXl杭列 9 丸太材 ○ サカキ       180

杭 57 SXl杭 列 9 丸太材 ○ ブナ属の一種    ①

杭 56 SXl杭 列 9 丸太材 O ヤナギ属の一種   0働

杭 62 SXl抗 列ユO 丸太材 ○ ウツギ属の一種   On

SXl杭 列10 丸太材 ○ クヌギ節の一種   側

杭 59 SXユ 杭列10 丸太窮 ○ ウツギ属の一種   ldO

杭 61 SXl杭 列 10 丸太材 ウツギ属の一種   8al

杭 64 SXl杭 列10 丸太坊 O クヌギ節の一種   lall

抗 60 SXl抗 列 IO 丸太材

杭 63 SXl杭 列10 分割材 ○ 建築転用材

杭 67 SXl抗列11 丸太材 ヤナギ属の一種   ω

杭 66 SXl杭 列 1] 丸太材 ○ クヌギ節の一種   lrJl

抗 74 6層 丸太材 ウツギ属の一種   J4

杭 75 6層 分割材 ○ カエデ属の一種   似0

6層 丸太材 〇

杭 77 6層 丸太材 ○ コナラ節の一種   7)

杭 78 6層 丸太材 コナラ節の一種  (101)

杭 79 6層 分割材 ヨナラ節の一緒   
“

0

6層 丸太材 ○ ウツギ属の一種   αD

杭 81 6層 分割4/ ○ クヌギ節の一種    ②

杭 82 6層 分割材 ヤナギ属の一種   10

杭 83 6層 ○ ク リ

杭 84 6層 丸太材 O ク リ

抗 85 6層 丸太材 〇

杭 86 6層 丸末材 〇 環孔材 ?      αω

抗 87 6層 丸大材 O ク リ

杭 88 6層 丸太材 ヨナラ節の一種  (100)

杭 90 0層 丸太材 439 ○ ヤナギ属の一種   19)

6層 丸太材 ○ ウツギ属の―種   1)

抗 91 6層 丸太材 O コナラ節の一種   0働
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3.A換気口区

(1)調査の方法 と経過

本調査区は長町南駅 と鍋田変電所の間に作られるA換気口部分である (第120図 )。 変電所区

の成果より試掘を行わず本調査を実施した。

調査区は長さ26m、 幅 4～ 5mで西側が幅広になる鍵形である。グリッドは設置せず実測は

任意の実測用基準杭を東西に設定し平板測量を基本 として行った。なお、報文中の国土座標は

工事用の路線実測図の国土座標より図上で求めたものである。盛上のみを重機で除去したが中

央部がすでに区画整理事業時の下水管埋設により撹乱されていた。表土以下は人力で遺構検出

及び掘り込みを行った。調査区設定に必要な諸工事や盛土・旧表土掘削・残土運搬などは他工

区と同様に工事業者が担当した。

調査は85年 4月 10日 から開始した。4層で平安時代の水田跡、12層で弥生時代の水田跡、15・

16層で杭を検出し、 7月 9日 に終了した。

12)基本層序

基本層は 1～24層 まで確認された。 1～14層 までは変電所地区の基本層序と同様である (前

項参照)。 15～24層 も6～ 14層 と同じ泥炭質粘土層で、いずれも自然堆積層である。基底礫層は

4～ 5m下に存在する。また、 トレンチ南壁中央部で象」ぎ取 り転写を実施している (留消遺物

登録番号B-002、 荒井 :1987)。

15層 :黒色 (10YR2/1)泥炭質粘土。層厚は5～13cmである。

16層 :黒褐色 (10YR3/1)泥 炭質粘土と暗灰黄色 (2.5Y5/2)粘土との互層。層厚は10～ 25cm

である。

褐灰色 (10YR4/2)泥炭質粘土と黒色泥炭質粘土との互層。層厚は10cm前後である。

灰色 (5Y4/1)粘土と黒色泥炭質粘土との互層。層厚は7～13cmである。

黄灰色 (2.5Y4/1)泥炭質粘土。層厚は約 5 cmである。

暗灰黄色 (2.5Y4/2)泥炭質粘土。層厚は5～15cmで ある。

黒色 (10YRl.7/1)泥 炭質粘土。層厚は4～10cmで ある。

黄灰色 (2.5Y4/1)泥炭質粘土。層厚は約 5 cmである。

黒色 (10YRl.7/1)泥炭質粘土。層厚は約10cmである。

黒褐色 (2.5Y3/1)泥炭質粘土。層厚は約 7 cmである。

171冒

18)吾

19帰雪

201冒

21帰雪

22)冒

23帰雪

24)冒
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13)15・ 16層検出遺構 と遺物

調査区の北西部分で15～16層 にかけて杭が 4本 (杭 1～ 4)検出されている (第159図 1、 写

真93～ 95)。 杭 1と 杭 2と は間隔が17cmと 近接しており、直立して打ち込まれている。ともに

素材は丸太で先端に加工がなされている。杭 1の残存長は69cm、 杭 2の残存長は49.6cmで樹

種はクリである。杭 3と 杭 4も 間隔が45cmと 近接し、両者とも同じ方向に打ち込まれ、さらに

16層 中で頭部付近が強 く折れ曲がっている。ともに素材は丸太で先端に力日工がなされている。

杭 3の残存長は136cmで樹種はカエデ属の一種である。杭 4の残存長は91.2cmである。

14)12層 検出遺構

12層水田跡 (第 159図、写真92)

畦畔などは検出されなかったが変電所区と同じ層であることから水田跡と判断された。調査

区の西端部分で足跡状の凹みを 2列検出した (第 159図 2)。 北側の列は長さが3.4mで 6個確認

され北東方向 (N-54° 一E)へ 5歩歩んだ状態である。南側の列は長さ1.6mで 3個確認されて

いる。個々の長さは19～23.5cmで ある。いずれもH層が堆積している。

6)4層 検出遺構 と遺物

4層水田跡 (第 160図、写真92)

畦畔 1条を検出しただけである。

[地形面] 調査区中央に下水管が埋設されていたことによる影響を考慮しなければならない

が、 4層上面は東へ下がる傾斜で、特に中央部に傾斜の強い箇所 (傾斜度34cm/5m)が存在

する。

[水田域]耕 作上である4層の分布が断続的であるので水田域の広が りについては不明であ

る。

[耕作土]基本層 4層で灰黄褐色シル ト質粘上である。上下面に若干凹凸が認められる。層厚

は5～10cmで ある。

[直下の層]基 本層 5層・6a層である。 5層の下面にも凹凸が認められ水田耕作上の可能性が

ある。6a層 は自然堆積層である。 4層直下、 5'6a層上面・層中に鉄分やマンガン斑の集積は

ない。

[畦畔]検 出された畦畔は 1条で、方向はN-87°一Wでほぼ東西方向である。水田面との比高

差が半」るのは南側だけで 2 cm前後である。

[水田面の傾斜][水田面の区画]な どは不明である。

[4層出土遺物] 4層 からは須恵器 。土師器・種別不明素焼土器の計 4点が出土している。い

278
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ずれも河ヽ片で図示できるものはない。須恵器は甕の体部片で外面が平行叩きである。土師器は

2点でうち 1点 は不の口縁部でロクロ使用 。内面黒色処理である。

16)その他の出土遺物

基本層 3・ 5層から土師器 。須恵器 。種別不明の素焼土器が出上している。いずれも小片で

図化できるものはない。 3層からの出土点数は12点でロクロ使用の不口縁部 3点、ロクロ調整

が不明で内面黒色処理の上師器片 4点が出上している。 5層の出上点数は6点である。

は)小結

① 4・ 12層水田跡

基本層序が変電所区と同じであるので 4層・12層水田跡は各々平安時代 (灰 白色火山灰降下

以降)、 弥生時代中期桝形囲式期に位置づけられる。

②15。 16層の杭

検出面が12層以下であることからこれらの杭は弥生時代中期桝形囲式期以前に位置づけられ

る。性格については不明であるが、12層以下に遺構面が存在する可能性が示され、今後の調査

の課題とされよう。
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第41表 A換気口区遺物観察表

0                        20cm

杭

図 枕No 遺機・層位 素 材 長さll■ 幅 cm 厚さcm 樹 種 (試料番号) 備 考 写真番号

杭 4 15層 丸太材 O

抗 37 16層 丸太材 ○ カエア属の一種    14al

抗 ユ 15層 中 丸太材 ○

杭  2 15層 中 丸太材 496 O ク リ



4.B換 気 口区

(1)調査の方法と経過

本調査区は長町南駅のB換気田部分である。82・ 83年の本線敷での成果より水田跡の存在が

十分予想されたことから試掘を行わず本調査を実施した。

調査区は長さ19m、 幅約7.5mの ほぼ長方形である。グリッド等は設置せず、実測は任意の実

測用基準杭を南北に設定し平板測量を基本として行った。なお、報文図中の国土座標は工事用

の路線実測図の国土座標より図上で求めたものである。盛上のみを重機で除去しそれ以下は人

力で遺構検出及び掘 り込みを行った。調査区設定に必要な諸工事や盛土 。旧表土掘削・残土運

搬などは他工区と同様に工事業者が担当した。

調査は85年 4月 10日 から開始 し、 7C・ 7d層で弥生時代の水田跡を検出、深掘 りでは縄文

時代の火山灰を確認し、 6月 14日 に終了した。

(2)調査区の位置

長町南駅区Xa区の南に隣接している。区画整理以前は水田で標高は10mである。

13)基本層序

基本層は 1～35層 まで確認されている。1～ 7a層までは長町南駅区の基本層序と同様 (VI一

1参照)であるので 7 cl層以下についてその概要を記述する。

7cl層 :黒褐色 (10YR3/1)泥 炭質粘土。層厚は 1～10cm。 出入口区で大畦畔の下部に母材と

考えられる層が残存していたため耕作上を7cl層、母材層を7c2層 とした。7cl層 は 5。 7次の

7c層、7c2層 は同7e・ 7f層 に対応する。ただし、本調査区では7c2層 は確認されなかった。

7d層 :黒色(10YRl,7/1)泥 炭質粘土。層厚は4～14cmで分解のあまり進んでいない層である。

5・ 7次の 8層 に対応する。

8層 :黒褐色 (10YR3/2)泥 炭質粘土層。層厚は 2～10cmで ほとんど分解していない層である。

5。 7次の 9層 に対応する。

9層以下24層 までの約 2mに かけては粘土及び泥炭質粘土層、それ以下はグライ化した粘土

および砂層となる。途中に厚い砂層 (18・ 26層 )が存在する。18層 は層厚25～40cmで、26層が

層厚20～ 30cm、 両者とも細砂から粗砂までを含んでいる。

24層の黒色 (10YRl,7/1)泥 炭質粘土層中には火山灰のブロック (径 1～ 2 cm)が含まれて

いる。標高は6.5m前後である。この火山灰は長町南駅区のHb区の深堀 りで確認された33層 と

同じものであり、その年代は約5500年前と考えられている (Ⅷ-9)。
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い)7d層検出遺構

7d層水田跡 (第165図、写真97・ 100)

大畦畔 1条が検出されている。

[地形面]ほ ぼ平坦であるが トレンチ中央が若千低 くなっており、その傾斜度は1lcm/10mほ

どである。標高は8.65～ 8.75mで ある。

[水田域] 7d層 の分布域が調査区外へも広がることから水田域もさらに広がるものと考えら

れる。しかし、この層での水田跡の検出は本調査区のみであり、その広がりについては不明な

点が多いと言えよう。

[耕作土]基 本層の7d層 である。黒色の泥炭質粘上である。層厚は 8～15cmで、調査区全域

に分布している。上面下面に若干凹凸がみられる。長町南駅区のXⅣ a区以西ではこの7d層下

面の凹凸が顕著に認められている。母材となる層は不明である。

[直下の層]基本層の 8層でほとんど分解が進んでいない層である。上面では凹凸がやや認め

られる。7d層直下、 8層上面・層中に鉄分やマンガン斑の集積などは認められない。

[畦畔] 大畦畔 1条 (畦畔 1)が検出されている。畦畔 1の検出長は8.65mで直線的に伸び、

方向はN-72°一Wである。下端幅は170～240cmで水田面との比高差は0.5～ 6.3cmである。畦

畔 1か ら南側へ直交気味に約 2m張 り出す部分がある。また、畦畔 1上で径15cmの炭化物の集

中箇所が検出されている。

[水田の区画] 畦畔 1に より南北に区画されているが、その全貌については不明である。

[水田面の傾斜] 両区画ともに大畦畔に向かって低 くなる傾斜である。

[出土遺物] 出土遺物はない。

6)7c層検出遺構

7c層水田跡 (第165・ 166図、写真98～ 100)

大畦畔 1条 と足跡状の凹みが検出されている。

[地形面] 7c層上面はほとんど平坦である。標高は8.7～ 8.8mでぁる。

[水田域]調査区内はすべて水田域である。耕作土である7c層がさらに広がっていることから

水田域は調査区外へも広がっていると考えられる。

[耕作土]基 本層の7c層で黒褐色の泥炭質粘土層である。層厚は 4～15cmで、下面に凹凸が

第42表  B換気口区7d層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方    向 上端幅 にm) 下端幅 (cm) 水田面 との比高差 にm)

I 直 N-725° ―llr 65-130 170-240 北  側 18-63 南  側 05-44

2 直 N-45・ ― Vヽ 45-75 60-140 西  側 07-35 東  側 09-3

第43表 B換気口区7C層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方   向 上端幅 (cm) 下端幅 (cm) 水田面 との比高差 (cn)

1 直 N-51° 一h7 50-120 150-240 北  側 105-41  1南  側 13-69
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第166図  7C層 水田跡足跡状凹み平面図

若干認められる。分解の進んだ層である。大畦畔の下部に母材層は残存していない。

[直下の層]基 本層の7d層 で分解のあまり進んでいない層である。上面に若千凹凸が認められ



る。7c層直下、7d層直上・層中に鉄分やマンガン斑の集積は認められない。

[畦畔]大 畦畔 1条 (畦畔 2)が存在する。検出長は10.8mで直線的に伸び、方向はN-51°一

Wである。下端幅は150～240cmで水田面 との比高差は 1～ 7 cmで ある。この大畦畔は長町南

駅区の大畦畔24の延長上にある。畦畔の北西隅で径15cmの炭化物の集中地点を検出している。

[水田の区画]大 畦畔により区画A・ Bに区画されるが7d層 と同様にその全体は不明である。

[水田面の傾斜] 区画A内は若干比高差が大きく15cmあ るがヾ区画Bは ほぼ平坦である。

[足跡状の凹み] 水田面で足跡状の凹みを多数検出したが規則性は認められない (第 166図 )。

凹みの堆積土は7a層 である。

[出土遺物] 出土遺物はない。

(61 その他の出土遺物

基本層 1・ 3・ 4層から土師器・陶磁器・杭が出土した。土師器は1層から5点、 3層から

3点出上しているが、いずれも細片で図化し得なかった。調整技法の判るものはすべてロクロ

使用のものである。陶磁器は1層から3点出土している。産地、年代が推定されたのは2点で、

相馬の灰釉碗 (18～ 19C)と肥前の瓶類 (江戸)である。杭は4層上面で出上している (第 167

図)。 素材は丸太材で長さ17.5cm、 径が4.8cm、 先端に加

工が認められる。

骸)小結

①7d層水田跡

7d層から年代を決定する資料は出上していない。上層

の7c層 の時期から弥生時代中期桝形囲式期以前に位置

づけられよう。

今調査では水田跡と認定したが、7d層の分解があまり

進んでいないこと、他地区では畦畔が未検出であること、

下面の凹凸の分布域が限定されることなどの問題点があ

り、今後の周辺での調査の進展を待つて検討したい。

②7c層水田跡

7c層 から年代を決定する資料は出土していないが、長

町南駅区の7c層 と同じ層であることから弥生時代中期

桝形囲式期に位置づけられる。7c層水田跡がさらに南ヘ

広がっていることが確認された。

0                      10cm

第167図  B換 気口区出土遺物



5。 出入口区

(1)調査の方法 と経過

本調査区は長町南駅の南側の出入口部分である。82。 83年の本線敷での成果より水田跡の存

在が十分予想されたことから試掘を行わず本調査を実施した。

調査区は長さ35m、 幅約 6～12mの 不整長方形である。グリッド等は設置せず、実測は任意

の実測用基準杭を南北に設定し平板測量を基本 として行った。なお、報文図中の国土座標は工

事用の路線実測図の国土座標より図上で求めたものである。盛上のみを重機で除去しそれ以下

は人力で遺構検出及び掘り込みを行った。調査区設定に必要な諸工事や盛土・ 旧表土掘削・残

土運搬などは他工区と同様に工事業者が担当した。

調査は85年 4月 10日 から開始し、 4層で濤跡、 7C層で弥生時代の水田跡を検出し、 8月 9

日に終了した。

12)調査区の位置

長町南駅区Ⅵl b区の南に隣接している。区画整理以前は水田で標高は9.8～ 10mである。

e)基本層序

基本層序は 1～18層 まで確認されている。 5・ 7次の 1～ 7C層 と基本的に同様であるが、

5層が 5a・ 5b層に、 7C層が 7 cl・ 7c2層に細分された。 7d層以下は隣接するB換気口

区と同様である。

5a層 :褐灰色 (10YR4/1)泥炭質粘土。層厚 2～17cmo B換気口区、 5・ 7次での 5層に対応

する。

5b層 :オ リーブ褐色 (2.5Y4/3)と 黒色 (10YRl,7/1)の泥炭質粘上の互層。層厚 2～ 9 cm。

本調査区での 5a・ 5b層 は同一面に不連続に分布する状況である。

7cl層 :黒鶴色 (10YR3/1)泥炭質粘土。層厚 2～ 13cmで分解の進んだ層である。7c層水田跡

の大畦畔の下部に耕作上の母材 となる層が確認されたため、耕作上を7cl層、母材層を7c2層 と

した。 5。 7次の7c層 に対応する。

7c2層 :黒褐色 (10YR3/2)・ 暗灰黄色・黒色の泥炭質粘上の互層。大畦畔の下部に層厚 2～ 8

cmで残存していた。 5・ 7次の7e・ 7f層 に対応する。

(4)7c層検出遺構 と遺物

7c層水田跡 (第169図、写真101～ 104)
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大畦畔 2条 とそれらにより形成される大区画 2区画 (A・ B)、 小畦畔 5条 とそれらにより形

成される小区画 6区画 (a～ f)を検出している。

[地形面]ほ ぼ平坦であるが南東へ緩 く下がる傾斜をもっている。傾斜度は12cm/10mで 、

標高は8.8～ 8.45mで ぁる。

[水田域]調査区全域が水田域である。耕作土はさらに区外へも延びており、水田域は調査区

外へも広がっている。

[耕作土]基本層7cl層で、黒褐色の泥炭質粘土層である。層厚は 4～15cmで、下面に凹凸が

認められる。大畦畔の下部に母材層7c2層の残存が認められる。7cl層 は分解の進んだ層である。

[直下の層]基 本層の7d層である。上面に若干凹凸が認められる。7cl層の直下、7d層上面・

層中に鉄分やマンガン斑などは認められない。

[畦畔]大 区画を形成する大畦畔と小区画を形成する小畦畔 とが存在する。計測値は第44表 に

示した。

大畦畔となるのは畦畔 1・ 7である。畦畔 7の方向はN-55°一Wで、長町南駅区やB換気口

区で確認された方向と同じである。しかしB換気口区での大畦畔の延長上には乗らず、北側へ

約10mずれたところに位置する。畦畔の規模は下端幅145～210cmで、水田面 との比高差は 4

～10cmで ある。畦畔 1は調査区の北東隅にあり、長町南駅区での畦畔16の 延長上に位置する。

規模は下端幅が約1.8m(東壁からの推定値)、 比高差が 5～12cmで ある。

小畦畔となるのは畦畔 2～ 7である。小畦畔には三つの方向がある。畦畔 4が大畦畔に並行

する方向N-50°一W、 畦畔 3・ 5・ 6が直交する方向N-35°・40°一E、 畦畔 2が斜めの方向N―

87° 一Eである。畦畔 2以外は他地区で確認されている方向と同じである。小畦畔の規模は

30～65cmで、水田面との比高差は1.0～5.8cmである。

[水田の区画] 大畦畔により形成される大区画が 2区画 (A・ B)存在する。区画の全体は不

明で区画Aの短辺のみが計測可能で、その値は14.5mで ぁる。

大区画Aの 中には小畦畔によりa～ fま での小区画が 6枚存在する。全体の形状が判明する

のはeの みで、その形状は長方形、その規模は短辺が63～5.5m、 長辺が約12.2mで、面積が

約73m2でぁる。他地区での小区画に

'ヒ

較してかなり広い面積になっている。bが三角形、Cが

長方形になると推定されるが、他は不明である。

[水田面の傾斜]大 区画の傾斜はおおむね南東へ下がる傾斜になっている。小区画相互の関係

第44表 出入口7区 C層水田跡畦畔計測表

畦 畔 No 検出長 (m) 方 向 性 方    向 上端幅 (cm) 下端幅 (cm) 水田面 との比高差 (cm)

37 N-35° 一W 南  側 06-34

2 直 N-90° 一E 20-50 45-65 北  側 10-17 10-] 7

3 72 直 N-40° ―E 15-80 35-140 西  側 01-18 東  側 1 1-58

4 直 N-50° 一W 7-35 30-65 耳ヒ   狽」 03-33 南  側 04-48

5 直 N-35° ―E 25-50 45-65 西  倒 10-22 東   側 04-26

6 直 N-35・ ―E 15-35 35-55 05-26 I 1-29
15 4 直 N-55° 一W 70-140 145-210 北  側 0 7-5 1 南  側 27-88
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ではa・ bedが高 く、 C・ e・ fの〕員に低 くなっている。

また、小区画内のレベル差をみた場合、

'ヒ

較的広い面積の C・ eに おいてはレベル差が15cm

以上あり、区画内がさらに細分されていた可台蟄隆がある。

[水口]河 区ヽ画 bと Cを画する畦畔 3の ほぼ中央部で 1カ 所検出されている。 Cは bよ り低い

水田面になっていることと整合する。水口底面は水田面と同じである。

[足跡状の凹み]水 田面で足跡状の凹みを多数検出した。凹みの堆積土は7b層 である。それら

の位置関係に規則性は認められない。

[出土遺物] 耕作土中より石器が 1点出土している。

石器 (第172図、写真127):粗割 り片を使用し、鋭角な角度をもつ 1側縁に二次力日工が施された

ものである。石材は頁岩である。

6)4層 検出遺構 と遺物

調査区北半部で濤状遺構を 4条検出している (第 171図、写真105)。

SDl

検出長は約6.4m、 東端でSD4に 合流している。方向はN-81°一Wである。上端幅は50～ 70

cm、 下端幅は20～ 40cm、 深さは約15cmで ある。堆積土は 1層で出土遺物はない。

SD2

検出長は約4.5mで sDl同 様東端でSD4に 合流 している。方向はN-81°一Wである。上端

幅は40～■Ocm、 下端幅は15～70cm、 深さ約12cmで ある。堆積土は 2層で出土遺物はない。

SD3

検出長は約 5mで、 sDl・ 2同様東端で SD4に 合流する。方向はN-88°一Wである。上

端幅は60～ 100cm、 下端幅は20～ 50cm、 深さは約13cmで ある。堆積土は 1層で出土遺物はない。

SD4

調査区を斜めに縦断する。長町南駅区で検出されたSD6の 延長上に位置する。検出長は約

14.5mで sDl・ 2・ 3が合流している。方向はN-11°一Eである。上端幅が380～490cmで、

下端幅が270～ 300cmで、深さが約20cmで ある。堆積土は 2層 である。堆積土中から土師器、

石器、杭が出土 している。

土師器 (第 173図 2、 写真126):2は製作時にロクロを使用した高台付邪の底部で、内面はヘラ

ミガキ後黒色処理され、底部の切 り離 しは回転糸切 りである。平安時代の表杉ノ入式に比定さ

れる。

石器 (第173図 1、 写真127):主要象〕離面側の末端部に微細な二次力日工のある象」片で、石材は流

紋岩である。
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杭 (第173図 4・ 5):と もに丸太材で先端に加工が認められる。

4層出土遺物 4層上面で石器が 1点出上している。

石器 (第173図 3、 写真127):主要象」離面側の縁辺に微細剣離痕のある石器で、石材は流紋岩で

ある。

俗)その他の出土遺物

基本層 1・ 3層から弥生土器・土師器・須恵器・陶磁器 。石製品・木製品・杭などが出土し

た。そのうち石製品 2点、木製品 1点、杭 2点を図示した。上器類はすべて細片で図示できる

ものはない。弥生土器片は 3層出上のもの 1点で内面に粗痕がある (写真126-3)。 土師器は

1層で 1点、3層で 5点出土しているが調整技法はいずれも不明である。陶磁器は 1層で33点、

3層で 2点出土している。産地、年代が推定できたのは 9点である。 3層出土の陶器片のうち

1点は在地の中世陶器 (13～ 14C)である。他の陶磁器はすべて 1層で年代は近世以降のもの

である。

石製品 (第 174図 2・ 3、 写真127):2は 3層出上の砥石で、 3は敲打痕のある礫石器である。

木製品 (第 174図 1):1は 3層出土の曲物の底板か蓋 と考えられるものである。

杭 (第174図 4・ 5、 写真126):4が 8層出土、 5が10b層 出上である。ともに丸太材で 5に は

先端に加工が認められる。

第172図 出入口区出土遺物 (1)



骸)小結

①7c層水田跡

7cl層から年代を決定できる資料は出土していないが、 5・ 7次の7c層 と同じ層であること

から弥生時代中期桝形囲式期に位置づけられる。

この7c層水田跡は 5。 7次の7c層水田跡と同一のもので、連続する大畦畔も確認されている。

その構造は大畦畔により大区画を形成し、その内部をさらに小畦畔により区画するものである。

大畦畔の方向は傾斜に沿った方向で、小畦畔は大畦畔に直交ないし平行する方向である。小区

画の形状は長方形で、面積は約73m2でぁる。

このように小区画の面積などに多少の差異が認められるものの、その構造は 5・ 7次 と基本

的に同様である。

② 4層検出遺構

4層で検出した遺構の中で年代が決定できる資料を出上したのはSD4のみである。出土し

た土師器は平安時代の表杉ノ入式に比定されることからSD4は 平安時代に位置づけられよ

う。一方、 5。 7次でも同一層で濤跡を検出している。そこでのSD2は奈良時代に位置づけ

られていることから4層検出の濤は奈良時代から平安時代のものとされよう。

これらの遺構の性格は不明だが方向が真北、真東西方向に近いことから条里型土地割に関連

したものである可能性が考えられよう。

土器
第45表 出入口区遺物観察表

図版番号 登録番号 選構・ 層位 種 別 器  種 底径cm 特 徴 写真番号

1層 土師器 高台付邪 底 部 片 ロクロ、付高台、底部回転糸切、内面ヘラミガキ後黒色処理

石製品

図版番号 彗録番号 逮構 層位 種  別 遺存度 長さ剛 幅 mm 厚さmm 重さ g 石 t/1 写真番号

7C層水日跡 完 形 珪質岩 背面 自然面、腹面節理面

SD4 1層 切断調整石器 完 形 流紋岩

173-3 Kl 4膚 微細割離痕のある石器 完 形 流紋岩

3層 砥     石 下端欠

3層 礫  石  器 完 形 安山岩 磨痕、敲打痕

杭

図 杭No 遺構・層位 素 材 長さem 幅 cm 厚さcm 末端加工 樹 種 (試料番号) 備 考 写真番号

抗 4 4層 丸太材 O

抗  9 4層 上面 丸太材 ○

碗  1 8層

杭  2 10a b層 丸太材 ○
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ⅥI まとめ

1.調査成果の概要

本報告書は富沢遺跡第 1～ 5・ 7・ 13・ 16・ 17次調査、泉崎浦遺跡第 2次調査の報告である。

これらは高速鉄道建設に伴う事前調査であり、富沢遺跡、泉崎浦遺跡内を約 l kmに わたり縦

断するものであった。また、今年度で48次 まで数えるに至った富沢遺跡調査の初期段階のもの

である。その成果を13の柱状図で模式的に表現したのが第175図である。この図をもとに以下に

調査成果の概要を述べる。

(1)旧石器時代

旧石器時代の遺構 。人工遺物は検出されなかったが、③の中谷地地区試掘区 No 16で行われ

た花粉分析の結果から旧石器時代の層が確認された (VⅢ -7参照)。 それによると17～ 19層 にか

けては最終氷期後半期の植生となり、この周辺にはミズゴケ湿原とそれを取り囲む トウヒ属・

モミ属・カラマツ属などの亜高山帯針葉樹林が存在していた。17・ 18層は、グライ化して緑灰

色系統になった土層中にある暗赤褐色の層である。17層中には毬果などが含まれていた。その

標高は8.3m前後である。③の IN試掘 No.19に おいてもグライ化した層中に樹木片を含む38層

が確認されている。その標高は約6.2mで 、IN試掘 No.16の場合よりかなり低 くなっている。

これは基底礫層の高低差に起因すると考えられる。基底礫層は⑩から⑬の方向に低 くなり、次

項で述べる約5500年前の火山灰の標高も6～6.5mと なることなどから、旧石器時代の層は東方

へさらに下降していくと推定される。

修)縄文時代

縄文時代の遺構遺物は検出されなかったが、①の長町南駅B換気口区 (17次 )24層 中と⑫ (5

次)の同Hb区 33層で縄文時代の火山灰が検出された。この火山灰の検出状況や年代等につい

ては既に概報Vに報告されている (斎野 :1986)。

この火山灰の年代は上下の層を14c年代測定した結果、約5500年前の時期に位置づけられた

(Ⅷ -9)。 また、この火山灰と類似したものは、富沢遺跡15次31層中、同28次調査29層上部、

山口遺跡 2次調査16層上面、下ノ内浦遺跡 2次調査16層 中で検出されている。これらの火山灰

については既に数回分析が行われている(山 田・庄子1987、 同1988)。 それによれば、⑫ (5次 )、

15次、28次の火山灰は同一のものと考えられ、また、山口遺跡の火山灰は同一ものと推定され

ている。噴出源についてはある程度限定されたが断定するまでには至らなかった。しかし、今

回の分析により、約5500年前の縄文時代前期に降下した十和田火山起源の中板テフラと同定さ

れた (Vm-5)。



∞ 〇 嗚

1l
m

‐
０ 一 ６ 一 ４ 一 ３ 一８ 一 7 5

①
泉
崎

I区
(3
次

)

④
泉
崎

Ⅱ
区

(泉
2次

)
⑥

泉
崎

Ⅲ
区

(泉
3次

)

蜘 囲 ［ 旧 日 ［ 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 Ш 圃 螂

②

翻 日 日 日 鰯

39
ざ
翻
肺望

⑩
長
町
南
駅
区

⑨
IN
試

掘
No
,1
9 
XⅣ

a区

(1
次
) 
 (
7次

)
@長

町
南
駅

区
Ⅱ
b区

(5
次

)

○
変
電

所
区

(1
3次

)

①
B換

気
日
区

(1
7次

)

□ □ □ 圏 Ⅷ 囲 一 剛 翻

中
世

・
近

世

平
安
時

代

古
墳

～
平
安

時
代

古
墳

時
代

弥
生
時

代
(十

二
塚

式
期

)

弥
生
時

代
(桝

形
囲
式
期

)

縄
文
時

代
(十

和
田
―

中
抑

テ
フ

ラ
)

旧
石

器
時

代

礫
 
層

第
17
5図

 
時

期
別

層
序

対
比

図

1l
m 7 ６ 一 ５ 一 ３ 一



}

≒
―

―
―

蜘

電
置

第
b次

調
査

区
Ⅶ
区

§ ∬

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
10
0m

蜘

第
28
次

調
査

区
2 
10
d層

水
田
跡

頚

区
雄 屏

エ

第

構

【 罰 司 河 却

3.
7層

上
面
検

出
遺

∞ 〇 ∞

臣

第
13
次

調
査

区

ヌ
| 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 |

≒

―

ヽ

雪]
次
調 査
区 Ⅶ
区

第
5次

調
査
区

EE

第
13
大

調
査

区

昇

第
17
6図

 
鳥

居
原

地
区

遺
構

配
置

図



13)弥生時代

弥生時代の水田跡が、①～⑥、⑩～①で検出されており (③・⑥は推定)、 かなり広範囲に水

田が存在していたことが判明した。但し、①～①の鳥居原地区と①～⑥の中谷地地区より南と

では水田の時期や立地などの点で以下のように若千の相違が見られる。

鳥居原地区の水田跡は、桝形囲式期以前、桝形囲式期、桝形囲式期～十二塚式期、十三塚式

期の 4時期存在し、それらは東へ傾斜しながら標高8.5～ 9.5mの 間におさまる。すでにH-1

で述べられているように鳥居原地区は基底礫層が最も低 く、丘陵部からの堆積物の供給が微弱

な所である。そのような立地条件のもとに発達した泥炭層が、弥生時代の水田耕作の条件に適

していたために、数時期にわたり水田が営まれたと言えよう。

当地区での調査は数多 く、第 5・ 7・ 13・ 17・ 28次調査および15次Ⅶ区の調査が近接して行

われている。そのうちの桝形囲式期の水田跡をまとめたのが第176図 1である。各地区で検出さ

れた畦畔の方向や規模はほぼ一致しており、大畦畔で画された大区画内を小畦畔でさらに区画

する形態も同様である。また、大畦畔は各地区にまたがって検出されており、 5次畦畔 3-28

次畦畔 6-13次畦畔 2は総延長約96mになるほどである。第176図 2は桝形囲式期～十三塚式期

の13次 と28次 の水田跡である。両者 とも畦畔の方向は前段階と同様だが、小畦畔による区画は

かなりだヽ規模化し変容している。

一方、中谷地H区より南の水田跡は桝形囲式期の 1時期しか確認されていない。その標高は

9.6～ 10mでほぼ一定であるが鳥居原地区よりもやや高 くなっている。H-1で前述されている

ように、泉崎浦周辺では西方の金洗沢からの堆積物の供給が微弱なときに泥炭層が形成されて

いる。その泥炭層上面の標高は 9～9.5mで、調査で確認された水田層の標高をほぼ同様である。

従って泉崎 I区から中谷地Ⅱ区にかけては、その泥炭層を利用して弥生時代の水田耕作が行わ

れていたと考えられる。この泥炭層は鳥居原地区まで連続しており(II-1)、 弥生時代にはこ

の周辺一帯には湿田に適した泥炭層が広範囲に存在したことになる。また、泉崎浦周辺では微

地形に変化があったことが、泉崎Ⅱ区において弥生時代の水田層の上に古墳時代の遺構の検出

面となる厚い砂層が存在することから窺える。

遺物は、少量ではあるが弥生土器、石器、木製品などが出土している。特に鳥居原地区から

は石庖丁や大型板状安山岩製石器、ほぼ完形の一木鋤などが出上している。

14)古墳時代

古墳時代の集落跡が④の泉崎浦地区 (泉崎浦 2次)のみで検出されている。泉崎浦地区は金

洗沢が形成した微高地上に立地しており、他地区の遺構面より高 くなっている。竪穴住居跡 1

軒は微高地南側に、畠跡と考えられる小濤状遺構群と遺物包含層は微高地から連続する傾斜面

に位置している。これらの遺構の時期は出土土器から古墳時代中期南小泉式期に位置づけられ



た。また、古墳時代前半に位置づけられる土師器高不も出土でしている。

前項でもぶれたがこれらの遺構は砂層の上面で検出されており、その下位には弥生時代の水

田層が存在する。したがって、泉崎浦周辺では、弥生時代の水田が金洗沢から供給された土砂

により埋没し、その上砂が形成した微高地上に古墳時代の集落が形成されたと考えられる。他

地区では同時期の遺構が未検出であり、今後の調査の進展に期待 したい。

(5)古墳～平安時代

古墳時代から平安時代にかけての時期 と考えられる遺構が⑩～①の鳥居原地区の同一層上面

で検出された。隣接する28次調査区でも同一層で濤跡が検出されている。その層は 7・ 17次 4

層=13次 6層 =28次 7・ 8層であり、濤跡11条、何らかの水利施設 1基が検出されている (第

176図 3)。 これらの遺構は東西約240m、 南北約50mに わたって検出されている。方向は濤跡は

幅の広いもの (3～4.5m)と 狭いもの (0,4～ 1.lm)と があり、その方向はほぼ東西。南北方

向である。これらの濤は周辺に集落に関連する遺構がないことや上層が水田層であることなど

からから水田に関係した濤と考えられる。

これらの遺構は、灰白色火山灰の関係する水田跡の下位にあり、しかも同一層上面で検出さ

れるという共通性があり、何らかの関連性が予想されるが、詳 しくは今後の事例の増加に期待

したい。

脩)平安時代

平安時代の水田跡が検出されている。①⑤⑥⑦⑩～⑬で広範囲に確認されている。その時期

は灰白色火山灰の状態により、灰白色火山灰降下以前、降下前後、降下以降の時期に位置づけ

られる。

この時期の条里型土地割との関連では①の変電所区で坪境と考えられる南北方向の大畦畔が

検出されている。この坪境については、近年の富沢遺跡の検討 (平間1988)で すでにその存在

が指摘されていた。今回の報告で座標はY三 十4.1875～ 4.189kmと 計測され、15次調査での坪

境の大畦畔 (Y=+4.407m)と の差は2195～218mで 2で割ると109.75～109mと なることが

判明した。

なお、灰白色火山灰降下以降の水田にはその下限が近世になるものも存在した。

17)中世

中世の水田跡と濤跡が⑦の中谷地地区のみで検出されている。濤跡は護岸用の杭列を伴うも

のである。これと同一と考えられる濤跡が隣接する30次調査区 (仙台市教委 :1987)で検出さ

れており、詳細はその成果に委ねたい。

18)近世

近世の墓墳群が④の泉崎浦地区で検出されている。微高地の南縁辺に30数基集中して確認さ



れており、17C中頃から19Cま で機能 していたと考えられる。この地区は近世富沢村に属して

いる。この墓墳群が集落の共同墓地であったか、屋敷 (同族)墓であったかは不明である。一

方、明治38年測図の地図 (第 176図 )に墓地が認められ、昭和 3年の地図には認められないこと

から、おそらく大正年間頃に忘れ去られていったと考えられる。

′
:L   ` ■に

2.ま とめ

○ 富沢遺跡は郡山低地西部に立地している。

郡山低地は仙台市東南部に位置 し、広瀬川と

名取川とにはさまれた部分に形成された低湿

地帯である。泉崎浦遺跡は富沢遺跡内に存在

する微高地上に立地している。

第177図 明治時代の泉崎周辺 (1/10000)
○ 今回の調査は富沢・泉崎浦遺跡を縦断する

地下鉄路線を対象としたもので、約 l kmの区間に試掘 。本調査を合わせほぼ連続的なトレ

ンチを設定した。

○ 旧石器時代の遺構遺物は検出されなかったが、中谷地地区における花粉分析で最終氷期後

半の層が確認された。

○ 縄文時代の遺構遺物は検出されなかったが、鳥居原地区で約5500年前の十禾日田火山起源の

中諏テフラが確認された。

○ 弥生時代中期の水田跡がほぼ全域にわたり検出された。とくに桝形囲式期の水田明はかな

り広範囲に存在していることが判明した。また、弥生時代の遺物 として、土器の他に石庖丁

や木製農具 (一木鋤、鍬先など)が出上している。

○ 古墳時代中期の竪穴住居跡 1軒、畑跡と考えられる小濤状遺構群、遺物包含層が泉崎浦地

区で検出された。泉崎浦の微高地に古墳時代の集落が存在していたと考えられる。

○ 奈良時代から平安時代にかけての時期に、水田跡に関連した考えられる濤跡10条、杭列を

伴う落ち込み遺構が、鍋田地区の同一層上面で検出された。

○ 平安時代の水田跡が広範囲に検出された。特に鳥居原地区では条里型土地割の坪境 と考え

られる南北方向の大畦畔が検出されている。

○ 中世の水田跡と濤跡 1条が中谷地地区で検出された。

○ 近世の墓墳群30数基が泉崎浦地区で検出された。

ぺ三
・
上ガi器窯

江鞘ユ寸士V



引用 。参考文献 (五十音順)

荒井 格

氏家和典

太田昭夫

岡村道雄

小野久隆

1984「 富沢水田遺跡」『イ山台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ш』仙台市文化財調査報告書第69集

1957「 東北上師器の型式分類とその編年」F歴史』第14輯 東北史学会

1980「 大橋遺跡」『東北自動車道遺跡調査報告書lV』 宮城県文化財調査報告書第71集

1988「 東北地方の縄文時代における塩生産J『考古学ジャーナル』第298号 28～32

奥野 都 :1978『 大阪池上遺跡第 4分冊の1 木器編』働大阪文化財センター

木村浩二他 :1985『郡山遺跡V』 仙台市文化財調査報告書第74集

工藤哲司他 :1984F富 沢水田遺跡 第 1冊―病院建設に伴う泉崎前地区の調査報告書』仙台市文化財調査報告書

第67集

古泉 弘 :1987『江戸の考古学』考古学ライブラリー48 ニュー・サイエンス社

斎野裕彦・荒井 格 :1983「 鳥居原遺跡」『仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報H』 仙台市文化財調査報告書第56集

斎野裕彦 :1985「 富沢水田遺跡」『仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅳ』仙台市文化財調査報告書第82集

斎野裕彦 :1986「 富沢水田遺跡鳥居原地区33層 の火山灰についてJ『イ山台市高速鉄道関係遺跡調査概報V』 仙台市

文化財調査報告書第89集

斎野裕彦他 :1987『富沢―富沢遺跡第15次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第98集

佐藤甲二他 :1985『南小泉遺跡―第12次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第80集

佐藤甲二 :1988F富沢遺跡第28次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第■4集

佐藤 洋他 :1981『 山口遺跡』仙台市文化財調査報告書第33集

佐藤 洋 :1988『富沢遺跡―第34次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第■8集

篠原信彦他 :1982『仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報 I』 仙台市文化財調査報告書第40集

渋谷孝雄 :1980「泉崎浦遺跡試掘調査報告」『年報 I』 仙台市文化財調査報告書第23集

志間泰治 :1971『鑢沼遺跡』

主浜光朗 :1988『 泉崎浦遺跡』仙台市文化財調査報告書第119集

白鳥良―・カロ藤道男 :1974「 岩切鴻ノ巣遺跡」『東北新幹線関係遺跡調査報告書 I』 宮城県文化財調査報告書第35

集

白鳥良一 :1980「 多賀城出土土器の変遷」F研究紀要VI』 宮城県多賀城跡研究所

白金館址遺跡調査団 :1988『 白金館址遺跡 I』 白金館址 (特別養護老人ホーム建設用地)遺跡調査会

新庄屋元晴他 :1985『七ケ宿ダム関連遺跡発掘調査報告書 I習 宮城県文化財調査報告書第107集

須藤 隆 :1984a F中 沢目貝塚』東北大学文学部考古学研究会

須藤 隆 :1984b「東北地方における弥生時代農耕社会の成立と展開」F宮城の研究』第 1巻 237～ 303清文堂出

版 大阪

仙台市教育委員会 :1987F富沢遺跡第30次調査現地説明会資料』

仙台市教育委員会 :1988『富沢遺跡第30次調査現地説明会資料』

高橋勝也 :1983「 中谷地遺跡」 Fイ山台市高速鉄道関係遺跡調査概報H』 仙台市文化財調査報告書第56集

田嶋明人他 :1986F漆町遺跡 I』 石川県立埋蔵文化財センター

田中則和 :1981『六反田遺跡』仙台市文化財調査報告書第34集



田中則和・主浜光朗・佐藤甲二 :1984『 山口遺跡 II』 仙台市文化財調査報告書第61集

動坂貝塚調査団 :1978F文京区動坂遺跡』動坂貝塚調査会

丹羽 茂・小野寺祥一郎・阿部博志 :「清水遺跡」F東北新幹線関係遺跡調査報告書V』 宮城県文化財調査報告書

第77集

丹羽 茂 :1998「 宮前遺跡」F朽木橋横穴古墳群・宮前遺跡習宮城県文化財調査報告書第96集

白山四丁目遺跡調査団 :1981F文 京区白山四丁目遺跡』白山四丁目遺跡調査会

平間亮輔 :1988「平安時代の条里型土地割についてJF日本における稲作農耕の起源と展開一日本考古学協会設立

40周年記念シンポジューム・資料集』日本考古学協会静岡大会実行委員会・静岡県考古学会

平間亮輔 :1989『 富沢・泉崎浦・山口遺跡―富沢遺跡第36～48次・泉崎浦遺跡第 4次・山口遺跡第 5～ 8次発掘

調査報告書―』仙台市文化財調査報告書第128集

真砂遺跡調査団 :1987『 真砂遺跡』真砂遺跡調査会

真山 悟 :1981「 家老内遺跡」F東北自動車道遺跡調査報告書V』 宮城県文化財調査報告書第81集

真山 悟・菊地逸夫・鈴木真一郎 :1988『 富沢遺跡』宮城県文化財調査報告書第129集

宮城県教育委員会 :1986『塩釜市新浜遺跡』宮城県文化財調査報告書第■3集

山田一郎・庄子貞雄 :1987勝拘 章富沢遺跡の下部火山灰と第15次調査32a層 の上壌」『富沢―富沢遺跡第15次発

掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第98集  437～ 438

山田一郎・庄子貞雄 :1988「第Ⅳ章 3.富沢遺跡第28次調査の上壌と火山灰」『富沢遺跡第28次発掘調査報告書』

仙台市文化財調査報告書第■4集 129～ 130

結城慎―・佐藤 洋 :1985『仙台城三ノ丸跡』仙台市文化財調査報告書第76集

吉岡恭平 :1983「 泉崎前遺跡、泉崎浦遺跡」『イ山台市高速鉄道関係遺跡調査概報H』 仙台市文化財調査報告書第56

集

吉岡恭平 :1986「 富沢水田遺跡鳥居原地区」『仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報V』仙台市文化財調査報告書第89

集

渡辺 誠 :1986「 富沢水田遺跡」 Fイ山台平野の遺跡群V』 仙台市文化財調査報告書第87集



ⅥⅡ 自然科学的分析

1.仙台 :富沢遺跡 (泉崎前および鍋田地区)における

プラント・オパール分析

宮崎大学 藤 原  宏 志

富沢水田遺跡は仙台市の南西部、名取川と広瀬川に挟まれる低地に位置している。昭和57年、

当該遺跡の近傍に位置する山口遺跡調査の際、プラント・オパール分析を行い平安時代および

中世の水田址を検出している。その後、富沢遺跡で進められた発掘調査により、弥生時代中期

以降の水田址が広範に埋蔵されていることが明らかになり、富沢水田遺跡 と呼ぶにふさわしい

成果が挙げられている。

本稿では泉崎前および鍋田地区におけるプラント・オパール分析結果を踏まえ、当該遺跡の

水田址につき若干の検討を力日えることにしたい。

1 識料および分析法

分析に供した土壌試料は泉崎― I区 (11試料)、 泉崎―Ⅲ区 (9試料)お よび鍋田-2区 (13

試料)、 鍋田-5区 (15試料)の各地点で採取されたものである。各試料は試掘坑壁から試料採

取用円筒を用い、各土層ごとに採取した。

プラント・オパール分析はプラント・オパール定量分析法の常法に従い、宮崎大学農学部で

行つた。

2 分析結果

分析結果は図に示すとおりである。

3 分析結果の検討

(1)泉崎― I

l)1-11層の各層でほぼ連続的にイネが検出された。11層 は弥生時代中期の遺物包含層で、

その後の発掘調査により水田遺構が検出されている。したがつて、ここでは弥生時代中期以降、

ほぼ連続的に水田稲作が営まれたとみてよかろう。

2)23層ではタケ類が卓越している。おそらく、このタケ類は樹林の下床植生 として繁茂し

たものであろう。その後、11層堆積時までヨシが増加し、湿潤な堆積環境で推移 したことがう

かがえる。

3)m層で水田が拓かれるとともに、再びタケ類が増加しはじめる。このことは低湿地が開

田されたことにより水管理が行われた結果、周辺部に乾地が生じたことを示すものであろう。



(2)泉崎―Ш

l)15層 は弥生時代中期 (枡形囲式)の遺物包含層であり、発掘調査により水田遺構が検出

されている。ここでも、弥生時代以降、短い中断のあった可能性はあるが、ほぼ連続的に稲作

がおこなわれたことがわかる。

2)7層以下ではヨシが卓越 しているが、 5層以上では、タケ類が増加している。おそらく、

濯漑施設の進展がもたらした結果 と思われる。

(3)鍋田-2

1)6-9層 で少量のイネが検出される。検出量からみて、周辺からの流入ないし短期間の

稲作跡と判断される。その後、考古学的調査により6層上面に畦畔らしきもの (擬似畦畔)が

検出された。おそらく、短期間 (50年未満)の稲作が行われたのであろう。

2)こ こでは、 5層以下でヨシが卓越しており、タケ類がヨシを凌 ぐのは4層 (古墳―平安

時代)以降である。イネの生産総量 とも合わせ考えると、ここで水管理が行き渡るのは 4層堆

積時以降と推量される。

(4)鍋田-5

1)5-8層 でイネが検出されるが量的に少ない。近傍からの流入か短期間の稲作の結果と

考えられる。

2)11層でタケ類がやや卓越している。樹林地が低湿地化しつつある時期を示すものであろ

う。 4-10層 はヨシが卓越し、 3層以降タケ類が増加する。

ここでも、鍋田-2地点と同様に灌漑施設が整備されるのは古墳―平安時代以降であること

が伺える。

4ま と め

(1)弥生時代中期の水田址が確認されたことにより、同時期に当該地方で水田稲作が営まれて

いたことに疑念を挟む余地はなくなった。東北地方の日本海側では、より早い時期の稲作が確

認されていることを考えると、当該地方でも弥生時代中期以前に稲作が行われていた可能性も

考慮しておく必要があろう。

似)泉崎地区と鍋田地区を,ヒ較すると、泉崎地区の方が早い時期 (弥生時代中期)に安定した

水田 (生産総量から100年以上継続したと推量される)が拓かれたと推定されるとともに、イネ

以外の植生変遷の様子から濯漑施設の整備 も早かったものと考えられる。
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第 1図 プラント・オパール定量分析結果 (1)
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第 2図 プラン ト・ オパール定量分析結果 (2)



2.鳥居原地区・鍋田変電所部分のプラント・オパール分析

大分短期大学助教授 佐々木   章

1  はじbに

イネ科植物の棄身中に存在した珪化機動細胞の化石を土壌中から検出し、過去の植生や栽培

植物を同定したり生産量を推定する方法をプラント・オパール分析法と呼ぶ。

仙台市では魚川の流域に位置する富沢遺跡 とその周辺で弥生時代以降の水田跡があいついで

発掘されてきている。また多 くのプラント・オパール分析結果が集まってきた。それらによっ

て、各時代の水田の変遷 と生産量の推移も実証的に明らかになりつつある。

ここでは発掘調査で 2層、 3層、 4層、11層、12層の各層上面で水田跡が検出されている。

時代は 3層、 4層がいずれも平安時代、11層、12層が弥生時代中期、その間は 7層が弥生時代

から奈良時代に対応するとの説明を受けた。

この小論は、それぞれの水田で生産された総生産量を推定することを目的 としている。した

がってプラント・オパール分析のため土壌を採集したのは、すでに発掘が終ってからであった。

2 分析方法

プラント・オパールの粒径は50μ mに満たないため、クラックや根跡 といつた微少な隙間が

あっても土層中に入り混みコンタミネーションの原因と成 りかねない。上壌試料の採集には細

心の注意を払って筆者自身が行った。採土管で採集した分析試料は研究室にもち帰り通常の定

量分析法によって分析した。手順を図 1に 示す。

3 分析結果

検出した主なプラント・オパールを相当する植物体重に換算して図 2に示す。イネについて

は生産されたであろう柳重に換算してあわせて表示した。

イネ機動細胞プラント・オパールは 1層から4層 までと、 6C層、 7層、 9層、10層、12a

層、13層で多量に検出された。 1層から4層 まではイネ機動細胞プラント・オパールの密度が

高 く、いずれもこの上壌を使って水田が営まれたことを示している。一方 6C層、7層、9層、

10層、12a層、13層などはイネ機動細胞プラント・オパールは検出されるものの経験的に知られ

ている水田土壌にくらべてその密度が小さく、この分析結果だけでは水田であったとは断定で

きない分量であった。

ヨシ属機動細胞プラント・オパールは 1層、 2層、 6a層、14層 に

'ヒ

較的多い。 3層 と4層

では検出されなかった。一方タケ亜科機動細胞プラント・オパールは総ての層から検出された

が 1層から4層 までに特に多い。



4 考察・結論

発掘調査によって水田面が検出された土層のうち、 2層、 3層、 4層ではイネ機動細胞プラ

ント・オパールの密度も高 く安定した生産が出来たことを示している。場所によって土層の厚

さも異なりまたプラント・オパールの密度も異なると考えられるが単純に計算すると、平安時

代 と考えられている3層、4層をあわせて22.5t/10aの糎を生産するに足る葉身中に含まれる

イネ機動細胞プラント・オパールが検出された。穂刈 りであれば葉身は画場から持ち出さない

ので、それは実際に生産された値に等しい。また株刈 りであれば葉身も持ち出すので、圃場に

残ってプラント・オパールになるのはその一部およそ 1/20に すぎない。例えば穂刈 りで400年

間生産したとすると年間収量は10aぁ たり56.3tと 計算できる。しかし株刈 りと考えればその

20倍の■25tに なる。実際の収量はその中間で前者に近いという感触が強い。400年 という値も

もう少し検討を要するが、穂刈 りから株刈 りに移行しつつあったと考えられる値である。

実際に水田面が検出された11層、12a層 のイネ機動細胞プラント・オパールの総量は11層が

0、 12層が1.lt/10aと いう結果になった。山口遺跡のばあい6.2t/10a、 泉崎前遺跡で11.lt/

10aと いう結果がでているのに

'ヒ

ベると少ない。12a層 で水田を作つたが生産量は少なかった。

洪水の後■層を使って再び水田を作ったものの生産は皆無に等しかつた。時代はずっと下るが

欠ノ上 I遺跡でも平安時代後半から中世前半の畦畔が検出されていて考古学的に水田と確認さ

れているにもかかわらずイネ機動細胞プラント・オパールが検出できなかった例がある。その

ときはキビ族の機動細胞プラント・オパールが検出されたのでキビ族の同定ができないままヒ

エ田の可能性を指摘しておいた。しかしここではキビ族機動細胞プラント・オパールも検出さ

れていないのでヒエ田の可能性はない。収穫皆無だったのであろう。

そのほかにイネ機動細胞プラント・オパールが検出された土層には6C層、 7層、 9層、10

層、13層 などがある。経験的に知られている水田に比べるといずれも検出量が少なく、ここが

水田であったと断定はできないが、少なくともごく近所で水田が営まれていたことはまちがい

ない。

参考文献

1 佐 木々章 藤原宏志 ;山 口遺跡のプラント・オパール分析『仙台市文化財調査報告書第61集 山口遺跡H』 1984

2 佐 木々章 ;仙台 :欠 ノ上 I遺跡土壌のプラント・オパール分析『仙台市文化財調査報告書第79集』1985

3 佐 木々章 :六反田(昭和59年度調査区)土壌のプラント・オパール分析『仙台市文化財調査報告書第102集』

1987
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土壌採取 (100cc採 上管 )

↓

絶乾重量測定

↓

ガラスビーズを上壌試料 に混入

↓

超音波分散

↓

粘土除去 (沈底法 )

↓

プンパ ラー ト作成

↓

検鏡・ 計数・ 換算

図 1 プラン ト・ オパール定量分析手順

表 1 植物体中の珪化機動細胞

図 2 プラン トオパール密度から推定 した植物体量



3.富沢水田遺跡鍋田地区の水田遺跡土壌

東北大学 山田 一郎
* 

庄子  貞雄

本水田遺跡土壌は魚川の後背湿地に位置し、黒泥上下層泥炭土壌と分類される。

本土壌は上層 (2層 と3層への移行層)はグライ層、 3層 と4層 は黒泥層、 5層以下は泥炭

層である。

2層 とその下層の 3層への移行層は細粒な河川堆積物を主体 とし、この断面内では,F水の良

い土層である。 3層への移行層には肉眼観察でも雲状鉄の斑紋が認めれ、室内分析の遊離鉄含

量も鉄の集積状態を示している。この鉄は現在の水田作土層から移動集積したものと思われる。

3層 は平安時代の水田跡の検出面であり、その上面は山口遺跡や泉崎前遺跡の平安時代の水

田跡 と同様波状を呈している。この 3層中には10世紀前半の降下火山灰である灰白色火山灰が

点在している。平安時代の水田耕作下の鉄の集積層は断面観察でも室内分析でも認められない。

これは3層 と4層が湿性な黒泥土層であったためである。

5層 と6層は腐植含量がそれらの上下層よりもかなり低い値をもつ層であり、無機質部分が

多い。

7層 は泥炭層であり、植物遺体 (ヨ シ)は大部分が分解している (分解度、H6)0粒度組成は

大部分が粘土とシル トからなり、微粒質な河川堆積物が搬入されてきている。このうち、 7C
層は弥生時代の水田面で、腐植含量は上下層よりかなり低 くなっている。これは耕作のために

有機物の分解が進んだためとみられる。

8層は室内分析から遊離鉄含量が高 くなっているが、これは下方の地下水中の鉄がこの面で

酸化沈殿したためと考えられる。

以上のことから鍋田遺跡水田土壌は、平安時代、弥生時代 ともに湿性な有機質土層を用いて

耕作が営まれてきたことがわかる。そして、この上層は有機物が多いため自然地力が高 く、か

つ湿性であり水の心配がいらない。この条件は近辺の山口遺跡や泉崎前遺跡の古代水田土壌 も

同様である。

*現農水省農業環境技術研究所 (つ くば市観音台3-1-1)



表 1 鍋田地区 (長町南駅区)の土壌の諸性質
奉

試 料 No

深  さ

上 色

炭

は

泥

た

泥

ま

黒

泥炭の

分解度

粒度組成 (%) 植

量

始

腐

含
遊 離

鉄 (%)

斑 紋

結 核

備 考

粗 砂 細 砂 ンル ト 粘 土

2 層 0-10 25Y4/ユ 9

3層への移行層 10-14 25Y4/1 9

雲状鉄に自

む

3層 14-17 10Y R4/1 黒  泥 1> 蒼翻 中
に灰白色火山灰を含む。

4層 17-35 25Y2/1 黒 泥 0 37 111

5～ 6層 35-45 25Y3/2 泥 炭 H4(ヨ シ) 0 10 19 07

7a層 45-51 10Y R2/1 泥  庚 Hs(ヨ シ) 0 4 55 32

7C層 51-56 25Y3/1 泥  炭 H。 (ヨ ン) 0 5 26 45 弥生時代の水田跡

7d層 56-65 25Y2/1 泥  灰 H](ヨ ン) 6 51

8層 64+ 25Y3/2 泥 炭 H4(ヨ ン) 0 5 51 89 3 47

*)1983年 8月 9日採集



4.富沢水田遺跡鳥居原地区の水田土壌

東北大学 山田 一郎
*、

庄子 貞雄、安藤  豊
**

土壌の堆積状態を上位層よりみていく。 1層 は現代の作土層であり、この層直下には鉄の集

積層 (2層 )がある。また、 1層の下部は砂に富んでおり円礫 も認められる。

3層および 4層 は平安時代の水田跡が検出された層である。 4層は鉄の斑紋が多 くみられ、

とくに4層上部に多い。 6層 (6a層～ 6C層 )は有機物に富む黒泥層であり、 6a層には10

D
世紀前半と考えられている灰白火山灰が認められる。この灰白火山灰は 3層や 4層 にも不規則

に認められることから、平安時代の水田耕作では3層、 4層だけでなく6層上部も鋤かれたも

のと思われる。 4層の鉄の斑紋は 3層が耕作された時代の鉄の集積でできたと考えられる。 4

層が耕作された時代の鉄の集積は、下層が黒泥であるため明確ではない。このように、平安時

代の水田耕作ははじめ 4層および 6層上部を作土層 としておこなわれ、次により上位の 3層 を

中心に営まれたものである。また、 6層 は黒泥であることから、はじめは湿田に近い状態で水

田耕作がおこなわれたものが、3層の有機物含量が2.6%であり、この時代の鉄の集積層が 4層

に認められることから、この時はかなり乾田化しつつあったものと考えられる。

7層以下は、グライ土層と黒泥層が交互に認められる。このことは、植物遺体の供給が盛ん

であった時 と、河川からの粘土を主体 とする細粒物質の供給が盛んであった時期が交互にあら

われたことをしめしている。従って、 6層 も含めると、10世紀前半から弥生の水田が弥生の中

期 と考えられるこどから、少なくとも千数百年間は大きくみて洪水の影響が強かった時期 とそ

うでない時期が くり返された時代であり、湿性な土壌環境が続いた時代である。

11層 および12層 は弥生の水田跡がみいだされた層である。上に記したように、この時代の水

田耕作は湿田で営まれている。

弥生時代の水田跡は東北では青森県田舎館村の垂υΠ遺跡、仙台市の富沢水田遺跡泉崎前地区、
働

同遺跡鳥居原 。中谷地地区で検出されているが全て湿田条件下で耕作が営まれている。
6)

このように湿地で弥生の水田が営まれている例が多いことは、筆者らが指摘したように、稲

作技術が進んでいない段階では自然的地力が高いことと、かんがい用水の確保し易いことが、

稲作の適地のもっとも重要な点であったためと思われる。

* ;現農水省農業環境技術研究所

**;現山形大学農学部
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表 1 鳥居原地区 (変電所区)の土壌の性質 1)

1)試料採取は昭和59年 6月 25日 南壁中央でおこった。

2)C一 Nユーグーによる。 3)ケルダール法による。

層位

(cm)

上 色 鉄 の 色 粘 上 の 色

斑
　

結

紋

核

粘 上  の

す    じ

有  機  物
含  量分

(T― C%、 購 ■)

素
　
∋

即
醍

窒
含
ぃ

C/N

比

灰 白

火山灰

水 田 跡 備 考

-1的 らゞ12 25Y3/2 5YR4/6
2層 は膜状

管状鉄に富む (2層 146)

0 23

(2層0■ ) (13)

膜状・管状鉄を含
あり(平安 )

10Y R3/1 5YR4/6
膜状・管状鉄に富

む (と くに上面)

あり(平安 )

-30か ら51 7 5YR2/1 5 Y R5/6
膜状・管状鉄を含

む

あり (乱れて
いる)

含 む 黒 泥 層

10Y Rワ /1 5YR5/6 10Y R5/2
膜状・管状鉄を含 あり (乱れて

いる)

0 36 あり? 黒 泥 層

-62か ら70 10Y R1 7/1 5 YR5/6 25Y5/1
膜状・管状鉄 を合 あり (乱れて

いる)

黒 泥 層

あり? グライ層

-7働 らゝ80 ЮY R2/1 黒 泥 層

10Y R4/1
あり (乱れて
いない)

4 26 グライ層

7 5YR2/1 051 黒 泥 層

～110 25Y5/1 あり(弥生) グライ層

あり (乱れて

いない)

あり(弥生 ) 黒 泥 層

25Y5/1 グライ層

10Y R1 7/1 16 39 黒 泥 層



5.宮沢水田遺跡の十和田―中諏テフラ

東北大学 山 田 一 郎
*

仙台市富沢水田遺跡では長折線31層 (第15次調査V区 )、 鍋田33層 (第 5次調査)、 総合支所

29層 (第28次調査)ら には、細粒な灰白色のテフラが認められた。これらの火山灰は、層相が
1)

一致していること、層序関係や ユ4c年代がほぼ同じである(表 -4)こ と、 1次鉱物組成や火山
2)

ガラスの化学組成が一致していることから同一のテフラと判断された。一方、このテフラは年

代的には十和田火山起源の中板テフラと一致しているが、火山ガラスの化学組成がやや異なっ

ていることから、このテフラを中諏テフラと同定するにはさらに検討の必要のあることが指
1)2)

摘された。

本短報では、中板テフラの細粒部の火山ガラスの化学組成を分析した結果、宮沢遺跡の下部

火山灰中の火山ガラスのそれと良い一致を示したことにより、このテフラを中諏テフラと同定

したことを幸艮告する。

1,試  料

分析に供した富沢遺跡のテフラは、いずれも現場での肉眼観察により、上下の土壌の影響の

ない部分より採取した。中板テフラの軽石は、青森県三ノ戸町ニノ倉で採取し、火山灰は青森

県田子町川向で採取した。

鍋田33層 は泥炭であるが、この中にテフラが最大層厚 4 cm、 平均 2 cmで連続して認められた。

総合支所29層 ではその層の上部にテフラがブロック状に認められた。長折線31層では厚さ 5 cm、

平均 3 cmの テフラが連続していた。

川向では中板テフラは66cmの深さから出現し、66～ 96cmが埋没腐植層 (3A層 )、 96～ 126硼

が埋没B層 (3B層 )、 126～ 146cmが火山灰層 (3 Cl層 )、 146～ 250cmが軽石層 (3C2層)であ

る。中標テフラの上位には、十和田―bテ フラ (2000年前)、 十和田―aテ フラ (1000年前)が

のっている。三ノ倉の露頭でも層序は、川向と同じであり、各テフラの厚さのみが違っていた。

2.実験方法

1次鉱物組成 :軽 く超音波処理をした後、軽石は軽 く粉砕した後、100～ 200μ 部分を舗別し

た。この部分の一部をとり、比重2.96の重液を用いて重鉱物部分 と軽鉱物部分にわけた。各々、

*現農水省農業環境技術研究所 (つ くば市観音台3-1-1)



200～ 300粒検鏡した。

火山ガラスの化学組成 ;鍋田と総合支所のテフラは100～200μ 部分の、中諏テフラの火山灰

は20～ 100μ の、中版テフラの軽石部は軽石を粉砕し、火山ガラスを東北大学理学部岩鉱教室の

EPMAで 分析 した。

3.実験結果

1次鉱物組成 (表-1)は富沢のテフラと中板テフラでは異なっていた。中標テフラの重鉱

物含量は約15%で、その組成はシソ輝石》磁鉄鉱>普通輝石であつた。一方、中板テフラでは

火山灰および軽石ともシソ輝石≧磁鉄鉱>普通輝石であった。軽鉱物組成は前者、後者 とも火

山ガラスが大部分で残 りは斜長石であつたが、火山ガラス含量は後者で高かつた。

富沢のテフラと中恢テフラの火山ガラスの形態は、両者 とも非常に発泡性の良い無色ガラス

であ り、その屈折率 は富沢のテフラでは1.515前後、中標テフラでは1.501～ 1.512ま たは

1.510～ 1.517であった。シソ輝石の屈折率は前者、後者 とも1.705～ 1.710で あった。

火山ガラスの化学組成 (表 -3)をみると、いずれもSi02含量が高 く流紋岩質であつた。各

テフラの各元素含量を比較すると、Fe203、 CaO、 K20、 Ti02の各元素含量は各テフラ間で極め

て良い一致を示した。これに対し、Si02含量は富沢のテフラでやや低い傾向にあり、A1203、

MgO、 Na20、 の各元素含量は、やや高い傾向にあった。

4.考  察
め

中諏テフラの分布については、当初の大池の研究では、十和田湖西方に分布するとされてい

たが、宮城県の最北部にも分布することが近年示された (町田、1987)。

1次鉱物組成からは、富沢のテフラと中板テフラとでは異なっていることから同一のテフラ

かどうかは判断できない。これは、遠方に行 く程、重鉱物含量が低下し、重および軽鉱物組成

も分級作用により変化するためである(山 田、井上、1989)。 従って、広域に分布するテフラの

同定には 1次鉱物組成は不適章である。

火山ガラスの形態や屈折率は広域テフラの同定に、わが国ではもっとも一般に用いられる方

法である。しかし、火山ガラスの屈折率は複数の元素含量により決定されるため(山田、庄子、

1983)、 火山ガラスの化学組成によるテフラの同定の方が望ましい。

筆者らは富沢遺跡の下部テフラとの比較に中標テフラの軽石を利用してきた。その結果は

表-3に示 したように、両テフラではSi02含量で 2%、 A1203%で 1%、 Na20%で 0・ 5%と

1.6%異 なることから、富沢のテフラを中諏テフラとすることを保留していた(1、 2)。 今回、

中恢テフラの火山灰部分 と富沢のテフラを比較した結果、両者は良い一致を示した。この原因
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は、もともと火山灰の火山ガラスの化学組成が軽石部分のそれとは、やや異なっていたのか、

または細粒部分の火山ガラスが風化 して、脱珪酸がお こったのかは不明である。 (山田・庄子

1986)に よると、埋没土壌条件下では、火山ガラスは初期風化ではナ トリウムの相対濃縮が顕著

であることが示されており、本火山ガラスで もそのような風化が行っている可能性が考えられ

る。

この富沢遺跡の火山灰の年代は (表 -4)の 14c年
代測定結果より、5,000yB,P～ 5,500yB.P,

と推定される。 この年代は、中板テフラの年代 と良い一致を示 した。

富沢遺跡の下部火山灰は、細粒なガラス質火山灰であることから、その噴出源は遠方である

ことが予想された。また、 このテフラはその鉱物学的性質 より、大陸起源の可能性はないと考

えられた (新井房夫、1986)。 火山ガラスの化学組成の一致、年代の一致は富沢遺跡の下部テフ

ラを十和田―中諏テフラと同定できることを示 した。

引用文献
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表-1 1次 鉱物組成 *

試 料 名
重  鉱  物  組  成 (粒数%) 軽  鉱  物  組  成 (粒数%) 重鉱物含重

(重量%)ンソ輝石 普通輝石 角 閃 石 磁 鉄 鉱 火山ガラスr
斜 長 石 石  英 そ の 他

長 折 線 31層 8 0 11 6 0 I 2

鍋 田 33層 7 [1 3 〕

中 揮 テ フ ラ

(火 山 灰 )

4 15

フ

石

テ標

軽

中

ぐ
17 17

表-2 屈折率の比較*

火 山 ガ ラス の形 態 火山ガラスの屈折率 シソ輝石の屈折率

鍋 田 33層 軽 石 型
1514-1516

(1515)
1708士

中標テフラエ■ 1510-1517 1705-1708

フ

石

テ掠

軽

中

ぐ
スポンジ状エエ 1501-1512・・ 1704-1707・ 4ホ

`

*:01～0.2mln部分で分析。重鉱物 と軽鉱物は比重2.96重液で分離。
**:火山ガラスの形態は、ほとんどが発泡性の極めて良いガラスである。

スポンジ型 (新井の軽石型)。

*;文献俗)

**:文献(9X火山ガラスの屈折率は図からの読み換えによる。
***;文 献(6)

****i文 献l101

*;火山ガラス粒子を各々10～ 20ケ をEPMAで分析し、値は100%に なるように再計算し、
表にはその平均値を示した。

**:文献(71

***;文 献(6)

表-4 火山灰の年代

長 折 線 31層・

の 火 山 灰

直上の上壊 4960± 90yB P N-5130

直下の土壌 5230■ 90yB P N-5131

濁 田 33層・・

の 火 山 灰

直上の上壊 5440± 80yB P N-4914

直下の上壌 5530■ 105yB P N-4915

中諏テフラ穂・・ 炭化木片 5390■ 140yB P CaK-9761

*;文 allゆ
** i「電al121

*** :D電熊決t31

表-3 火山ガラスの化学組成 (%)*

Si02 A1208 Fe,Oa IヽgO CaO Na20 K20 T102

埼 田 33 層 73 06 14 45 2 72

俗合 支 所 29層 74 03 2 65

1版 テ フ ラキ

(火 山 灰)

74 43 14 23 2 60 2 71 3 68

中板テフラ幣I

(軽   石)

75 94 13 66 2 56 0 77



6.泉崎前遺跡 (仙台市)の花粉分析

岡山理科大学 三 好  教  夫
*

泉崎前遺跡は仙台市の南東部にあり、名取川が形成した沖積平野に位置している。本遺跡の

地形や出上した遺物については、別に詳細な報告があるので、ここでは地下鉄工事現場の泉崎

東工区試掘地No lで採取した10点の堆積物についての花粉分析結果についてだけ報告する。

花粉分析に供した堆積層は、112cmの 厚さがあり、最上層のA層から最下層のM層 まで13点 を

採取した。しかし、その内下層の80～ 112cmの K、 L、 M層の 3点は、化石花粉・胞子の合有量

が少ないため省略した。本報に使つた10点の堆積物の特徴は、次の通 りである。A:耕作土 (埋

め立て前の水田)、 B:黒褐色シル ト質粘土、C:泥炭～黒泥、D～ F:黒trl色 シル ト質粘土、

G～ J:泥炭～黒泥。
14c年代測定を行なっていないため、絶対年代は不明であるが、F層で弥

生式上器が出上していること、A層が埋め立て前まで水田であつたことが年代の目安 となって

いる。

化石花粉 。胞子の抽出は、KOH法、Znc12法、HF法、アセ トリシス法により行ない、グリ

セリン・ゼリーに包埋してプレパラー トを作成した。測定結果については、木本花粉は高木 と

カン木を基本数として、草本花粉は種子植物の草本類を基本数 として、シダ類胞子は木本花粉

と草本花粉を基本数 として、それぞれパーセントで算出し、花粉・胞子分布図を作成した。化

石花粉の写真は、」SM-35型走査電子顕微鏡で撮影した。

結果と考察

全層を通して木本花粉を24種類、草本花粉13種類、シダ類胞子 2種類の合計39種類を検出し

た。その内訳は次の通 りである。

木本花粉 :ス ギ属 (Cリタラ膨%α )、 モミ属 (4う

'ι

s)、 トウヒ属 (2εια)、 マツ属 ('η鉢)、 ツ

ガ属 (偽響 )、 ハンノキ属 (4励豚)、 カバノキ属 (秒蕨肋)、 クマシデ属 ⑫ ゆケ%雰 )、 ハシバ

ミ属 (C彎ノ熔)、 ブナ属 (RT熔 )、 コナラ亜属 (L砂″θうα励%笏 )、 オニグルミ属 領昭肋%S)、

サルフグル ミ属 Υレ知切η )、 ヤナギ属 働 励 )、 エノキ属 (CttJぬ )、 ニレ属・ケヤキ属 (3硫クS

&紛ルθυα)、 カエデ属 (4θιγ)、 トチノキ属似盗θ
"熔

)、 クリ属に法力%切 )、 シナノキ属 (η協 )、

ツツジ科 (Ericaceae)。 モチ ノキ属 傲助 )。 シイ ノキ属 に称力%ψsλ )、 ア カガ シ亜 属

(⑫θttαttηψSλ )。

*岡 山理科大学理学部基礎理学科生物学教室 (700岡 山市理大町 1-1)



草本花粉 :カ ヤツリグサ科 (Cyperaceae)、 イネ科 :イ ネ属型・野生型 (Gramineae:0ゅ ?α

type o Wild type)、 アギナシ属 (Stti婉滋 )、 ガマ属 (効励 )。 ヨモギ属 (4み物λ力)、 その

他のキク科 (Other Compositae)、 ナデシヨ科 (Caryophyllaceae)、 ソバ属 吻 協陶)、 そ

の他のタデ科 (Other Polygonaceae)、 アカザ科 (Chenopodiaceae)、 セリ科 (Umbelliferae)。

胞子 :シ ダ植物 (Pteridophyta):単条濤型 (Mon01ete type)。 三条濤型 (Trilete type)。

主要植物の増減をみると、裸子植物ではマツ属がG～H層 とC層で10%以上出現し、A層で

は60%以上 も出ている。スギ属 とモミ属も全層にわたって出現するが、10%を こえない。落葉

広葉樹では冷温帯要素のコナラ亜属が10～45%出現して最も多 く、ブナ属も5～25%でかなり

多い。中間温帯林要素のクマシデ属とエレ属・ケヤキ属なども少な くない。常緑広葉樹ではア

カガシ亜属が全層にわたって出現するが10%以下で、シイノキ属は 1～ 2%で ある。単子葉植

物ではカヤツリグサ科 とイネ科が圧倒的に多い。カヤツリグサ科 とイネ科の野生型は、ほぼ全

層にわたって多 く出現するが、イネ属型は上層だけで多い。双子葉植物ではヨモギ属がほぼ全

層にわたって10～30%も 出現し、その他のキク科は下層でやや多い。ソバ属を除くタデ科も全

層にわたって出現するが10%を こえない。シダ植物胞子では単条濤型が下層で80%を こえると

ころもあるほど多いが、ペ リンが消失して区別できないものが多いので、科や属への同定は行

なわれなかった。

これらの出現傾向を深度別にみると、最下層の J層でコナラ亜属が、最上層のA層でマツ属

が突出して多いことと、これらの中間の I～ B層ではヨナラ亜属、ブナ属、ニレ属・ケヤキ属

などが多いことから、 3花粉帯に区分できる。このうち中間の I～ B層の 8点については、さ

らに下部の I～ F層でヨナラ亜属、ニレ属・ケヤキ属、オニグル ミ属などが多いのに対して、

上部のE～ B層ではブナ属、クマシデ属の増加がみられることから、40cmの F層 とE層の境界

での細分が可能かもしれない。この出現傾向をわが国の花粉帯に当てはめると、 J層 はR― Ⅲ

a帯の最上層にあたり、 I層以降はマツ属の増加が始まることから、R― Ⅲ b帯の歴史時代に

相当するとみられる。

コナラ亜属 とブナ属を中心とした落葉広棄樹が表層のA層 をのぞく全層にわたって多く出現

していることから、仙台市周辺の植生は、比較的近代まで落棄広葉樹の原生林～二次林が優占

し、ひどい森林伐採によるマツ属の急増が始まったのは、せいぜい300～500年前以降のように

思われる。本遺跡 と同時に調査された仙台市鍋田遺跡の花粉分析結果 (中村 :1983、 分析担当・

畑中健―)で もマツ属の急増は表層の 1点だけである。仙台市周辺の丘陵地でもっと詳しく調

べられた根白石湿原や茂田・高田湿原の花粉分析結果 (宮城・ 日比野・川村 :1979)でも、マ

ツ属の急増するのは表層の30～40cmだ けで、その絶対年代も500yB.P.を こえない。

アカガシ亜属が10%以下の低率ながらも全層にわたって出現していることは、常緑広棄樹林



が縄文海進期に北上して以来ずつと当地に生育し、現在も北限域の植生 として残存しているこ

とを示している。またシイノキ属については、現在スダジイは福島県まで、ツブラジイは関東

以西までしか分布 していない (北村・村田 :1979)が、今回の分析では 1～ 2%の低率ではあ

るが、かなりの層でシイノキ属の化石花粉が検出され、しかもスダジイ型 とツブラジイ型の両

方が確認された (図版 I. 5、 6)。 このことは、縄文海追期に北上したシイノキ属が比較的最

近まで当地に残存し生育していたことを示すのかもしれない。

稲作農耕の開始については、 J層 を除 く全層でイネ科花粉が多数出現してるが、イネ属型 と

みられるものは、H層から出現しはじめF層から急増している。 このF層 は前述のように弥生

式上器が出土していることから、東北地方でも弥生時代からすでに稲作が行なわれていたこと

を示すものであり、出現頻度も30%近 くあることから、かなり集約的な稲作が行なわれていた

と考えられる。また稲作よりももっと古 くから栽培されていたとみられる雑穀のソバ属につい

ては、本試料では表層のA層でごくわずかに検出されただけである。その理由として、ごく最

近までソバの栽培が行なわれていなかった可能性 と、ソバは虫媒花で花粉生産量が少ないため、

ソバの栽培は古 くから行なわれていたけれども化石花粉 として残 らなかったことの両方が考え

られるが、後者の可能性が強い。

稿を終わるにあたり、本研究の機会を与えて下さつた仙台市教育委員会 と、現地での試料採

取にご協力下さつた同委員会斎野裕彦氏 と荒井格氏に厚 くお礼を申し上げる。

参 考 文 献
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図 1 泉崎前遺跡 (仙台市)の木本花粉分布図
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図2 泉崎前遺跡 (仙台市)の草本花粉とシダ類胞子分布図



1.マ ツ属 (× 1000)、 2.

(ス グジイ型、×3000)、 6.

図版 I.泉崎前遺跡 年山台市)で検出 した木本類の化石花粉

グナ属(ブナ型、×1300)、 3.コ ナラ亜属(× 2300)、 4.ア カガシ亜属 (× 2300)、 5.シ イノキ属

シイノキ属(ツ ブラジイ型、×3000)、 7.ト チノキ属(× 2300)。



懇

図版 Ⅱ.泉崎前遺跡 (仙台市)で検出 した草本類の化石花粉
8.イ ネ科(イ ネ属型、a.× 1300、 b.× 4000)、 9.カ ヤツリグサ科(× 1700)、 10.ヨ モギ属 (× 2300)、

11.キ ク科(× 2300)、 12.カ ラマツソウ属 (× 1700)、 13.タ デ属(× 1300)、 14.セ リ科(× 2000)。



7.中谷地遺跡の泥上の花粉分析

広島大学 安 田 喜 憲
*

I 試料の採取と層序

花粉分析の試料採取地点と層序はIII章第16図 に示す如くである。

H 花粉分析の方法

花粉分析の方法は、KOH処理 (10%水酸化カリウム溶液にて10分間湯せん)一水洗 (蒸留水

にて水洗・遠心分離)一 比重分離 (70%塩化亜鉛溶液にて比重分離)一 塩酸処理 (1%塩酸を加

え遠心分離)一水洗―酢酸処理 (氷酢酸を加え遠心分離)一 アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:濃

硫酸 1の混合液を加え3分間湯せん)一酢酸処理一水洗―マウントー顕鏡の順に行なった。顕鏡

に際しては樹木花粉の同定数が200個体以上に達することを基準とした。

Ⅲ 花粉分析の結果

花粉分析の結果は表 1と 図 1に示す如 くである。試料No16か らNo10の灰青色シル ト～ シル ト

質粘土層は、花粉・胞子の残存が悪 く、有意な結果を得ることができなかった。

主要な花粉については、顕微鏡写真を示した。

1)旧石器時代の古環境

試料No19～配17か らはトウヒ属・モミ属・ カラマツ属・ ツガ属・五葉マツ亜属の花粉が高い

出現率を示す。草本花粉ではオミナエシ属 。タデ属 (イ ブキトラノオ節)。 キク科・カヤツリグ

サ科などが特徴的なものとして出現し、胞子ではミズゴケ属・ ヒカゲノカズラ属が、 この時代

にのみ多産する。このことから、試料No19～No17の 泥炭～泥炭質粘土は最終氷期後半の堆積物

であり、中谷地遺跡周辺にはミズゴケ湿原が存在し、それを取 り囲んで亜高山帯針葉樹が密に

生育していたとみられる。この花粉分析の結果は、最終氷期には、仙台平野の低地部にまで亜

高山帯針葉樹が降下していたことを立証するものであり、当時の森林帯は1000m以上現在より

降下していたとみることができる。より詳細な年代については、
14c年代測定結果が出しだい、

あらためて幸艮告する。

2)縄文時代の古環境

縄文時代に相当する、試料配16～ 10の 灰青色シル ト～シル ト質粘上層は、花粉・胞子の遺体

の残存率が著しく悪 く、有意な結果を得ることができなかった。この中谷地遺跡 と類似 した結

*現国際日本文化センター



果は、すでに報告した山口遺跡 (安田1984)、 富沢水田遺跡 (安田1984)においてもみとめられ

た。山口遺跡や富沢水田遺跡では、この中谷地遺跡より有機物に富むにもかかわらず、遺体の

保存が著しく悪かった。その理由等については、あらためて本報告において検討を加えたい。

3)弥生時代以降の古環境

試料No 9-1か ら上位の堆積物は花粉の合有量が多 く、有意な結果を得ることができた。花

粉ダイアグラムの試料No 9-1層 から配 6層 まではヨナラ亜属が高い出現率を示し、これ とと

もにオニグルミ属・エレ属・ケヤキ属が高い出現率を示す。草木花粉では野生のイネ科・ カヤ

ツリグサ科・セリ科が高い出現率を示し、周辺の丘陵や扇状地にはナラ林が生育し、低地 には

スゲ類の湿原が展開していたことを示す。イネ属型の花粉はNo 7層 より出現を開始し、泥炭地

のなかで稲作がはじまったことを物語る。

一方No 5層 に入ると堆積物が泥炭から有機質粘上に変化する。No 4層 は有機質を含む砂礫層、

No 3層 は砂礫まじりの黒泥となる。配 5層を境 として、安定したスゲ類を中心とする湿原か ら、

洪水の影響を受けやすい後背湿地の環境に変化したことを示す。

こうした堆積物の変化に対応して、花粉フローラも変化している。このNo 5層 を境 として、

コナラ亜属がオニグルミ属とともに上方に減少する。カヤツリグサ科も急減する。かわってブ

ナ属・ハンノキ属・ハシバミ属 。二葉マツ亜属が増加してくる。またこの時代以降、イネ属型

が上方に増加する。

こうした花粉フローラの変化は、平安時代の開発によって、周辺のナラ林やオニグルミ林が

破壊されたことを物語る。堆積物が泥炭から砂礫や砂礫混 り粘土に変化するのは、こうした森

林破壊によって、堆積環境が不安定になったことを示す。

一方、こうした人間の森林破壊 とともに、気候の悪化を筆者は考えたい。それは、ナラ林の

減少に反比例してブナ属が増加することである。ブナ属の減少は、周辺のナラ林が破壊された

ため、より遠方に生育していたと推定されるブナ属が、みかけ上、相対的に高い出現率を示す

ようになったことは事実である。しかし、試料配 5でコナラ亜属が減少し、二葉マツ亜属が増

力日するにもかかわらず、ブナ属は増カロしない。ブナ属の増力日はその上位の配 4層 に入ってから

であり、かつ五葉マツ亜属の増力日をともなっている。このことは、平安時代末期以降、これら

の花粉が遠方から運ばれやすいような洪水が増加したり、あるいはブナ属の生育に適した気候

に変化したことを想定せざるをえない。

一方、No 5層 を境としてオニグルミ属が減少するにもかかわらず、ハンノキ属は逆に増力日し

てくる。このことは低湿地の開田化 と矛盾する。多賀城址などでは、低湿地の開田とともに、

ハンノキ属は急減した(安田1973)。 そのハンノキ属が増加する原因として、現時点では、すで

に報告した如 く(安田1984)、 チッソ分の固定のため、ハンノキ林は破壊されることなく残 され



たものと―みるのが妥当であろう。ハンノキ属とともにクリノキ属の花粉が出現率を� 5‐層より

増加させることは、やはり人FHEの保護、育成の結果であろう。

花粉ダイアグラムの最上部の現代の本田耕上に入って、二葉マツ亜属の優占する現在と類似

した景観が現出した。仙台湾周辺においては、森林破壊によつてアカマツの優占する.よ うな二

次植生が形成されたのは、近世後半～明治以降のことであろう。

参・ 考 文 献

安日喜憲 (1973J宮城県多賀城址の泥炭の花粉学的研究、第四紀研究、12-2

安田喜憲 (1984a)山 口遺跡の1泥上の花粉分析、「山口遺跡H」 仙台市教育委員会

安田喜憲 (1984b)富沢本田遺跡泉崎前地区の泥上の花粉分析、「営沢水田遺跡」仙台市教育委員会
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トウヒ属  4～ 6、 ツガ属

花粉顔微鏡写真 I



1～ 4、 モミ属  5～ 6、 五葉マツ亜属

7、 カラマツ属 (750倍 )

花粉顕 微鏡写真 Ⅱ
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1～ 2、 ブナ型

10、 .カ
バ ノキ属

16、 ハ シバ ミ属

23～ 24、 ツツジ不斗

27～ 28、 クリノキ属

25

3～ 5、 イヌブナ型  6～ 9、

H～ 13、 ケヤキ属  14～ 15、 ハ

17～ 19、 コナラ亜属  20～ 22、

25、 カエデ属  26、 ウルシ属

(750倍 )

花粉顕微鏡写真 Ⅲ

オニグル ミ属

ンノキ属

アカガシ亜属



キク科

21                                       22

1～ 2、 キク科   3～ 4、 オ ミナエ シ属   5、
6、 タデ属  7、 リンドウ属  8、 キク科  9、 カヤツリグサ科

10～ 11、 ヨモギ属  12、 キンポウゲ科  13～ 15、 マメ科

16、 セリ科  17～ 20、 イネ科  21～ 22、 ヒルガオ属

23～ 24、 ヒカゲノガズラ属 (750借 )

花粉・胞子顕微鏡写真 Ⅳ



8.仙台市富沢遺跡鳥居原地区の花粉分析

北九州大学文学部 畑  中 健  一

富沢遺跡は、仙台市南西部の富沢地区にあり、郡山低地の西半部、おもに広瀬川と名取川と

によって形成された後背湿地に立地している。花粉分析の試料を採取した「鳥居原地区」は、

富沢遺跡の北東部、東北本線長町駅の西方約800mに位置している(イ山台市教育委員会、1986)。

本遺跡においては、弥生時代および平安時代の水田跡遺構が検出されている。

本調査は、富沢遺跡鳥居原地区の トレンチ壁面より採取した試料について、花粉分析の手法

により、弥生時代以降の水田農耕 と古環境の復元を目的としたものである。

報告書をまとめるにあたり、花粉分析の機会をあたえられた仙台市教育委員会の方々に厚 く

御礼申し上げる。

分析試料

花粉分析は第 4・ 5両 トレンチの堆積物について行った。第 4ト レンチでは、地表から深度

4mの トレンチ下底まで10cmご とに、計41点の試料を採取した。これらの試料のうち、地表下

260cmお よび290cm以 下の堆積物からは花粉化石は検出されなかった。

第 5ト レンチでは、各層から1点ずつ計15点の試料を採取したが、 8層 と10層の試料からは

花粉化石を検出できなかった。

トレンチ壁面の層序

第 4ト レンチ :

1 層  0～ 14cm 盛上、旧水田耕土

3a層  14～ 18cm 黒褐色シル ト質粘土

3 層  18～ 25cm 黒色粘土

4a層  25～ 30cm 黒色粘土

4 層  30～ 36側 黒褐色粘土

5 層  36～ 48cm 責灰褐色粘土

7a層  48～ 58cm 黒色粘土

7b層  58～ 60cm 灰褐色粘土

7C層  60～ 70cm 黒褐色粘土

(平安時代の水田跡)

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む(弥生時代、十三塚式期の水田跡)

植物遺体を含む

植物遺体を含む (弥生時代の水田跡 ?)

植物遺体を含む

(弥生時代中期桝形囲式期の水田跡)



層  70～ 84cm

層  84～ 90cln

層 90～ 98cm

層  98～ 108cm

層 108～128cm

層 128～ 138cm

層 138～141cm

層 141～166cm

層 166～170cm

層 170～ 188cm

層 188～ 192cm

層 192～197cm

層 197～206cm

層 206～216cm

層 216～ 231cln

層 213～236cm

層 236～ 248cln

層 248～ 250cln

層 250～252cm

層 252～257cm

層 257～262cln

層 262～280cm

層 280～ 292c14

黒褐色粘土

黒色粘土

灰色粘土

黒色粘土

責灰色粘土

黒褐色粘土  `

黒色粘土

淡黄褐色粘土

黒色粘土

黒色粘土

黄灰色粘土

黒褐色粘土

黒褐色粘土

黒色粘土

灰色粘土

灰褐色粘土

黒褐色粘土

黒褐色シル ト質粘土

黒褐色粘土

黒色シル ト質粘土

黒色シル ト質粘土

黒灰色シル ト

責灰色砂

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体、砂を含む

植物遺体を含む

植物遺体を含む

植物遺体、砂を含む

植物遺体を含む

粘上をブロック状に含む

第 5ト レンチ :

1 層  0～ 6cm

3a層  6～ 14cla

3 層  14～ 21cm

4a層  21～ 30cm

4 層  30～ 40cm

5 層  40～ 47cm

6 層  47～ 50cm

腐植質シル ト (旧水田耕土)

泥炭質粘土

泥 炭

泥 炭

泥 炭

泥災質シル ト (弥生時代、十二塚式期の水田跡)

泥 炭
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7a層  50～ 58cm 泥 炭

7b層  58～ 64cm 泥 炭 (弥生時代の水田跡 ?)

7C層  64～ 70cm 泥 炭 (弥生時代中期桝形囲式期の水田跡 )

7d層  70～ 75cm 泥 炭

8層 75～ 83cm泥 炭

9 層 83～ 94cm 泥 炭

10 層  94～ 100cm 泥 炭

11 層 100～ 110cm 泥 炭

分 析 法

花粉化石の抽出は、塩化亜鉛―アセ トリシス法によった。

1)試料 2～ 3gに55%HFを 加えて珪酸塩類を分解―水洗。

2)アルカリ液処理 :試料に10%KOHを 加え、湯煎器で加熱―水洗。

3)ア セ トリシス処理 :試料を氷酢酸で脱水後、無水酢酸 9容、濃硫酸 1容の混合液を加えて

加熱、繊維質を分解一水洗。

4)比重選別 :試料にZnC12溶液 (比重約1.8)を加えて撹はん後、液面に浮上した微化石をミ

クロ・ ピペットで別の遠心管に移し、水洗。

5)以上の処理を終った試料 (花粉濃縮液)の一部をミクロ・ ピペットに採 り、グリセリン・

ジェリーに包埋。

検鏡は通常400倍で行った。花粉の出現頻度 (%)は、各試料ごとに樹木花粉の総数を基本数

として算出した。

イネ型花粉の同定は、中村 (1974)の位相差像の観察による方法に準拠した。

分析結果および考察

両 トレンチを通じて検出された花粉・胞子はつぎの通りである。

樹木花粉 (AP):マ ツ属 管物鋸)。 モミ属 は う泳 )。 トウヒ属 働 切)・ ツガ属 (偽%の 。

スギ属 (Cり卯初躍ηα)。 コウヤマキ属 (駐力冴ψわ心)・ クリ属 (C鉢″%効 )・ コナラ亜属 (と多

″肪うα励%熔 )・ アカガシ亜属 (ωιんうα肋%9クSλ )° ブナ属 (Я怒%s)・ カバノキ属 (肋励肋)。 ハ

ンノキ属 (4婉筋s)・ クマシデ属 ⑫ ゅ力笏)・ サワグル ミ属 Υ穆℃θ空ン)。 オニグル ミ属

骸昭協%s)・ トネリコ属 働 雰)。 トナノキ属 (4盗θ2蕨s)・ シナノキ属 (2賜 )・ カエデ属

(4θιγ)・ ミズキ属 (C躍熔)・ ハイノキ属

“

物ψんじοS)。 ウルシノキ属 (R力熔)。 エレ/ケ ヤ

キ属 (3硫然/乃胎ουα)・ エノキ属 (C房溢)。



非樹木花粉 (NAP):ハ シバ ミ属 にο?肱 )。 モチノキ属 傲傷 )・ ツツジ科 (Ericaceae)・

ヤ ナ ギ属 働 蕨 )。 グ ミ属 (E協鍛攣鉢)・ ス イ カ ズ ラ属 (Lο%″ι効)。 イ ネ科 ;野 生 型

(Gramineae i Wild type)。 イネ属 (0ヮ zα )・ トウモロヨシ属 (Zοα)・ カヤツリグサ科 (Cyper‐

aceae)・ ガマ属 (島少力α)・ アヤメ属 領姑 )・ ヨモギ属 (4独物た力)。 キク科 (Compositae)・

タデ属 ∽ 俗滋 ηα)・ スイバ属 (R%%傷 )・ アカザ科 (Chenopodiaceae)・ ソバ属 管晩望″吻%)・

マメ科 (Leguminosae)・ ナデシヨ科 (Caryophyllaceac)・ アリノトウグサ属 (Haをo弊ケs)。 タ

ネツケバナ属 (a教力物ヵι)・ ミソハギ属 陶 励物陶)。 アカバナ属 傾″ん吻 物)・ ツリフネソウ

属 (物∽α妨%s)。 オモダカ属 岱鋸効肋力)。 セリ科 (Umbelliferae)。 ヒツジグサ属 (Ⅳ″∽力αεια)。

シダ類胞子 (FS):単条型 (Mom01ete type),三条型 (Trilete type)。

主要花粉の消長は花粉ダイアグラム (図 1・ 2)に示した。シダ類胞子は、Pteridophytaと

して一括表示した。

第 4ト レンチ :

分析結果は図 1に示すように、コナラ亜属、ブナ属・ クマシデ属など冷温帯要素が全層にわ

たつて高率に出現する。またこれらの各属に伴って、サワグルミ・オニグルミ・ハシバ ミ・ニ

レ/ケ ヤキ・ハンノキ各属も連続的に出現する。これらのうち、ヨナラ亜属は、最下層と中層で、

ハンノキ属は下層部で優占する傾向を示す。

針葉樹ではマツ 。モミ・ トウヒ・ ツガ各属がほば連続的に出現する。これらのうち、マツ属

は18層 (-190側)と 表層部でいちじるしい増加を示す。スギ属は中層から出現し始め、表層に

向かって僅かながら増加の傾向をしめす。

草本類では、イネ科とカヤツリグサ科が全層にわたって高率に出現する。イネ属 (イ ネ)は

12層 (-128～ -108cm)か ら出現し始め、 7C層から表層にかけて増カロする。さらに、表層部

ではトウモロコシとソバが低率ながら出現する。

ダイアグラムに示すように、27～28層 (-252～ -262硼 )の放射性炭素年代は (仙台市教育

委員会、1986)、 5440± 80年 B,P,;5530± 105年 B.P.で、ほば縄文前期の堆積物であることをし

めしている。このことから、宮沢遺跡周辺では縄文前期以降、コナラ亜属やブナ・クマシデ・

エレ/ケ ヤキ各属の優占する気候的極相林が、比較的自然度の高い状態で維持されていたと考え

られる。しかしながら、前にも触れたように、18層 (-190cm)で はマツ属が急増 し、さらに草

本類ではキク科やヨモギ属・ タデ属をはじめ、シダ類 (単条型胞子が圧倒的に多い)な ども異

常な増加を示している。またカヤツリグサ科はこの直上の層準で急増し、以後高い出現率を維

持しているc

このような草本類の一時的増加をもたらした原因については明らかでないが、18層の堆積物



が責灰色粘上であることから、おそらく名取川や広瀬川の氾濫によって土砂が運びこまれたこ

とに因るものとかんがえられる。遺跡周辺の後背低地には潟湖や湿地が散在し、ノハナショウ

ブやスゲ類 (カ ヤツリグサ)が繁茂したと推定される。

水田跡の遺構が検出された層準のイネ属 (イ ネ)花粉の出現率はつぎの通 りである。

7C層 (弥生中期桝形囲式期 ;-70～ -60側 )…………………………・9～12.7%

5 層 (弥生時代十二塚式期 i-48～ -36cm)… ………………………・7.3%

3/3a層 (平  安  時  代 ;-25～ -14cm)… ………………………。62.8%

この分析結果からみると、7c・ 5・ 3/3aの各層を水田跡とする考古学的知見は支持されてよ

いものと考える。平安時代の層準 (3/3a)で は、イネ花粉は63%と 高率に出現し、あきらかに

集約的栽培が行われていたことを示唆している。低率ながらソバの花粉 も出現することから、

水田の近傍ではソバの栽培 も行われていたことは推定に難 くない。一方、弥生時代の層準 (7c・

5)では、イネ花粉の出現率は13%以下にすぎず、当時の稲作がまだ集約的段階に達していな

かったことを物語っている。

表層部の花粉群集に認められるマツ属のいちじるしい増力日、アカガシ亜属やブナ・クマシデ・

エレ/ケ ヤキ各属の減少は、人類文化の影響による自然植生の衰退を示すものである。農耕文化

の発展 (中世以降 ?)に伴い、この地域の気候的極相林 (落葉広葉樹林)の破壊は急速に進み、

その跡地にはアカマツの二次林が拡大した。

第 5ト レンチ :

3a層以下の堆積物は、ヨナラ亜属やブナ属・クマシデ属など冷温帯要素の優占によって特

徴づけられるが、中間温帯要素のエレ/ケ ヤキ属や暖温帯要素のアカガシ亜属もかなり出現す

る。

1層 (現在の水田耕土)では、落葉広葉樹各属は急減し、これらに代わってマツ・スギ両属

が顕著な増力日を示す。

草本類では、イネ科 (野生型)と カヤツリグサ科が中。上層で多数出現する。 3・ 3a層では

ヨモギ属の増加がみとめられる。また、ヨモギ属の増加 と前後して、水田雑草と考えられるタ

ネツケバナ属やオモグカ属が出現する。シダ類胞子 (単条型)は全層で高率に出現するが、と

くに11層 と9層で異常に高い出現率 (230～ 357%)を示している。

イネ花粉は、 7C層以上の層準でほぼ連続的に出現し、表層に向かって急増する。水田跡と

推定される層準での出現率はつぎの通 りである。

7C層 (弥生中期桝形囲式期 ;-70～ -64cm)…………………………・4.8%

7b層 (弥生時代水田跡 ? ;-64～ -58側 )…………………………・花粉不検出



5 層 (弥生時代十三塚式期 ;-47～ -40cln)…………………………。19。 4%

3/3a層 (平  安  時  代 ;-21～ -6 cm)…………………………・12.6～ 25.6%

イネ花粉の出現率から判断すると、 7C・ 7b層での水稲耕作の可能性は乏しいと考えられ

る。しかし、5層および3/3a層での出現率は10%以上、最高値26%を示していることから、本

遺跡での稲作は、弥生時代十三塚式期 (弥生中期後半 ?)以降かなり集約的栽培に移行したと

考えられる。

表層部 (1層 )の花粉群集にみとめられるコナラ亜属やブナ・カバノキ・クマシデ・エレ/ケ

ヤキ各属の急減 と、マツ属のいちじるしい増加は、第 4ト レンチのそれと同じく、人類文化の

影響を反映したものであり、また、スギ属の顕著な増加はスギ人工林の拡大を示すものである。

文 献

中村 純(1974):イ ネ科花粉について、とくにイネ(Oryza sativa)を中心として,第四糸己研究、13:187-193.

仙台市教育委員会 (1986):仙 台市高速鉄道関係遺跡調査概報V 仙台市文化財調査報告書第89集、36pp.
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9。 宮沢遺跡の14c年代測定

社団法人 日本 アイ ソ トープ協会

測定結果報告書

昭和59年 7月 27日 に受取 りましたC-14試料 8個の測定結果がでましたのでご報告します。

当方のコード     依頼者のコー ド     C-14年 代

富沢水田遺跡 鳥居原地区

N-4909        1       2370± 75yB P,(2300± 75yB.P,)

N-4910        2       2580± 85yB.P.(2500± 80yB.P.)

N-4911        3       2440± 80yB P。 (2370± 75yB,P。 )

N-4912        4       3200± 60yB P.(3110± 60yB.P)

N-4913        5       4620± 75yB.P。 (4480± 75yB.P.)

N-4914        6       5440± 80yB.P.(5280± 80yB.P.)

N-4915        7       5530± 105yB,P。 (5370± 100yB,P。 )

N-4916        8       5070± 90yB.P。 (4920± 80yB.P.)

年代は14cの
半減期5730年 (カ ッコ内は Libbyの 値5568年)に もとづいて計算され、西暦1950

年よりさかのばる年数 (yearsB.P)と して示されています。付記された年代誤差は、放射線計

数の統計誤差 と、計数管のガス封入圧力および温度の読取の誤差から計算されたもので、
14c年

代がこの範囲に含まれる確立は約70%です。 この範囲を 2倍に拡げます と確率は約95%と なり

ます。なお14c年
代は必ずしも真の年代 とひとしくない事に御注意下さい。 (御希望の方にはこ

れに関する参考文献 を差 し上げます。)

この測定結果についてコメントがございましたならば、是非お聞かせ下さいますようお願い

申し上げます。

表 1 富沢水田遺跡 鳥居原地区14c年代測定試料表

試料番号 試  料  名 試 料 注 記 測 定 結 果

l 7C層 サ ンプル (1982)No l ナベタ 8212  7C層 サンプルNo l Ⅵ a区 2370± 75yB P

2 7C層サ ンプル (1982)No 9 ナベタ 821216 7C層 サンプルNo 9 1V a区 2580± 85yB P

3 7C層サ ンプル (1982)配 18 ナベ タ 821217 7C層 サ ンプルNo18 Ha区 2440■ 80yB P

4 Ha区 深掘 り区18層サ ンプル (1982) 鍋 田 II b区 18層 3200± 60yB P

5 Ha区深掘り区26層サンプル (1982) 鍋 田 Eb区 26層 4620± 75yB P

6 Ⅱa区深掘り区32層サンプル (1982) 鍋 田 II b区 32層① 5440± 80yB P

7 Ⅱ a区深掘 り区34層サ ンプル (1982) 鍋田 Hb区  34層① 5530± 105yB P

8 Ia区深掘り区31層サンプル (1982) 鍋 田 Ⅱ b区 31層 5070± 90yB P



10。 仙台市泉崎浦遺跡出上の人骨について

聖マリアンナ医科大学 森  本  岩太慎ト

1.は じめに

1982年 10月 、仙台市泉崎浦遺跡Ⅱ区から発掘調査により江戸時代末葉に属する27基の墓墳が

検出され、そのうちの 7号土墳の木桶内と桶下から人骨が出土した。仙台市教育委員会からの

委嘱により、筆者がこの人骨を調べたのでここに報告する。

‖。人骨の出土状況

人骨を出上した本遺跡Ⅱ区 7号土墳は、27基の墓墳群のほぼ中央に位置する。土墳は約1.2×

lm大で、類円形を呈する。便宜上、桶内の人骨を7a号、桶下の人骨を7b号 とする。

0)7a号 人骨

この人骨は成人男性 1個体分 と思われる。桶に入れて埋葬されていた。しかし、桶の西半分

が、たまたま地下鉄工事用に打ち込まれたH杭により破壊されたために、該部にあった頭蓋を

はじめとする上半身の骨格が、桶の一部 とともに行方不明となった。その結果、壊れた桶の底

に沈むように残っていたのは、腰椎 1個、肋骨 1個 。左右の上腕骨 。大腿骨・睡骨 と右距骨の

各骨片だけである。これらの人骨片の配列は、解剖学的には不自然であるが、東を向いて立て

膝で座った人の下半身の骨格が、軟部組織の腐食 とともに自然に桶底に崩れ落ちたと考えれば、

これらの人骨片の配列の不自然さは説明できる。この人骨には、煙管 1本・寛永通宝 2枚が伴

出した。

lb)7b号人骨

この人骨は桶の下から発見された。桶内の人骨とは別個体 と判断された。成人の左手の有鈎

骨片が 1個残っているだけである。この骨片 1個の所見だけから性別を確定することは難しい

が、人骨 と一緒に手鏡・櫛・鋏が発見されているところから、女性人骨 と考えて差し支えない

と思われる。

lII。 人骨所見

伸)7a号 人骨 (写真 1)

この人骨は、その大きさ・頑丈さなどからみて、恐らく壮年～熟年期の男性 1個体分である

と思われる。腰椎 1個については、椎体だけしか残っていないので、その正確な所属部位は不

明である。上下の椎体縁に変形性脊椎症によると思われる|ヒ較的高度の骨棘形成が認められる。

肋骨は左右不明の骨体片が一個だけである。その長さは 5 cmほ どの短いものであるが、やや厚

い。左上腕骨は下半、右上腕骨は骨体下半が残っている。上腕骨体は太 く、上腕骨顆は大きく、



三角筋粗面が著しく発達している。左右の大腿骨は骨体だけしか残っていない。右大腿骨体上

部の横断示数は72.2を示して超広型に属するが、骨体中央の横断示数は103.3で ピラステルの形

成は見られない。骨体中央の周径は98mmである。左右の睡骨は骨体中央部が残っている。右胚

骨体中央の断面は 3角形を呈し、前縁が鋭い。その横断示数は71.9を示して正厘型に属する。

右距骨は前半がかけているので、滑車上面の簿囲面の有無は分らないが、発達した距骨体副外

面が見られるので、この男性には恐らく踏賜の習慣があつたと思われる。外傷などは認められ

ない。

(D 7b号人骨 (写真 1)

上述したように、恐らく成人女性 1個体分であると思われる。左手の有鈎骨片 1個が残って

いるだけである。病的所見は無い。

Ⅳ。まとめ

仙台市泉崎浦遺跡H区 7号土墳内から出上した 2個体分の江戸時代人骨のうち、桶内にあっ

た人骨は壮年～熟年期の頑丈な男性 1個体分で、腰椎に変形性脊椎症が認められ、生前は降賜

の習慣があつたと思われる。桶下から発見された人骨は成人女性 1個体分であると推定される。

写真 1

7a号人骨



11.富沢水田遺跡試料材同定 (1)

パ リノ・サーヴェイ株式会社

1.試 料

試料は、変電所部分 (112点 )、 長町南駅部分 (36点)の 2地点から出土した杭 と考えられる材で、

合計148点 である。その使用年代は弥生時代中期以前から平安時代におよぶものと考えられているが、

奈良時代が主とされている。試料の出土層位とその年代、試料番号を試料表としてまとめた (表 1)。

2.方 法

剃刀の刃を用いて、試料の木口・柾目・板目三面の徒手切片を作成、ガム・クロラール (Gum Chioral)

で封入、生物顕微鏡で観察・同定した。No81は焼痕部より採取した炭化材であったため、これを乾燥

させたのち、三断面を作成、走査型電子顕微鏡で観察 。同定した。同時に、顕微鏡写真図版 (図版 1

～148)も 作成した。

3.結 果

同定結果を一覧表で示す (表 1)。 また、それらを地点別、時代別にまとめ (表 2)、 さらに変電所

部分から検出された、奈良時代のものと考えられている杭列についても種類別にまとめた (表 3)。

次に、各試料の主な解剖学的特徴や一般的性質などについて種類ごとに述べる。

・■う力s sp   マツ科   No75、 80

早材部から晩材部への移行は比較的綬やかで、晩材部は薄く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はないが、

傷害樹脂道が認められることがある。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は粗 く、末端壁には数珠状

の肥厚が認められる。分野壁孔はスギ型 (Taxodioid)で 1～ 4個。放射組織は単列で 1～ 20細胞高。

モミ属には、モミ(4う″sカタ物α)、 ウラジロモミ(4カο筋房砂港)、 アオモリトドマツ(4.物,″盗力)、

シラベ (4.υ珍ゲ″笏)、 アカトドマツ(4.Mθ力,′ケ勤物sか 、の5種があり、アカトドマツを除く4種はい

ずれも日本特産種である。モミは、本州 (秋田。岩手県以南)。 四国・九州の低地～山地に、ウラジロ

モミは、本州中部 (福島県以南)・ 紀伊半島・四国の山地～亜高山帯に、アオモリトドマツは本州 (福井

県以北)の亜高山～高山帯に、シラベは、本州中部 (福島県以南)・ 奈良県・四国に、アカトドマツは北

海道に分布する常緑高木である。モミを除いては、山地～高山・寒冷地に生育する。材の解剖学的特

徴のみでは区別できないが、試料はモミである可能性が高い。モミの材はやや軽軟で、強度は小さく

割裂性は大きい。加工は容易で、保存性は低い。棺や卒塔婆など葬祭具に用いられるほか、建具・家

具 。器具・建築材など各種の用途が知られている。

・22%s(subgen.Я妙′鋸労効)sp   マツ科   No 2

晩材部から早材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は広い。樹脂道は垂直・水平ともに認められる。

樹脂細胞はない。放射組織は仮道管と柔細胞よりなり、内壁はともに滑らかである。分野壁孔は窓状。

単列、 1～15細胞高。年輪界は明瞭。

単維管束亜属は、いわゆる五棄松類であり、ハイマツ管助ぉっ夕%滋 )、 チョウセンゴヨウ(2考θ紹″η



s港 )、 アマミゴヨウ(2α夕η夕2αη蒻ゲVar.α″αη力ηα)、 ヒメコマツ (P ttα効力 胞)がある。ハイマツは本

州 (中部地方以北)・ 北海道の高山 。寒冷地に、チョウセンゴヨウは関東 。中部地方および愛媛県 (東

赤石山)の亜高山帯に、アマ ミゴヨウ (ヤ クタネゴヨウ)は、種子島・屋久島に特産 し、 ヒメコマツ

は北海道 (日 高 。渡島・奥尻島)。 本州 。四国 。九州に分布する。したがって、試料はヒメコマツであ

る可能性が高い。ヒメコマツは、尾根筋や斜面に生育する常緑高木で、まれに植栽 される。材の硬さ

は中程度、力日工や乾燥は容易で、保存性 は中程度。建築・建具・家具・器具材などの用途が知 られて

いる。

・形 熔 (subgenつ妙Jοヮわη)Sp.  マツ科   hlo129

晩材部から早材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は広い。樹脂道は垂直・水平 ともに認められる。

樹脂細胞はない。放射組織は仮道管 と柔細胞 よりなり、柔細胞内壁は滑 らかであるが仮道管内壁には

顕著な鋸歯状の突出が認められる。分野壁孔は窓状。単列、 1～ 15細胞高であるが多 くは 5細胞高前

後。年輪界は明瞭。

複維管束亜属、いわゆる三葉松類には、アカマツ(2勿雰 虎ηsヅο紹)、 クロマツ(2励π%う坐″ )、 リュ

ウキュウマツ (R ttθ 力%ιηsか の 3種がある。アカマツとクロマツは、本州・四国・九州 に分布するが、

クロマツは暖地の海沿いに多 く生育 し、また古 くから砂防林 として植栽されてきた。 リュウキュウマ

ツは琉球列島特産である。材は重硬で強度が大きく、保存性は中程度であるが耐水性にす ぐれる。建

築・土木 。家具 。建具・器具材など広い用途が知 られている。

・助 雰 sp   マツ科   No 3、 98

劣化が進んでいるため、上記二亜属の区別点 となる放射仮道管の構造が観察できず、亜属の同定が

できない。

・ O″力物ι滋 力知%滋   スギ科   Nol18

早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は比較的広 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はほぼ

晩材部に限って認められ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑 らか、分野壁孔は

スギ型で 2～ 4個。放射組織は単列で 1～ 20数細胞高。

スギは、本州 。四国 。九州の水湿・肥沃な谷間などに生育する常緑高木で、また各地 に植栽・植林

される。国内では植林面積第一位の重要樹種であり、長寿の木 としても知 られる。材は軽軟で、割裂

性は大 きく、加工は容易、保存性は中程度であり、建築・土木 。構桶・舟材など各種の用途がある。

樹皮は屋根葺用 とされ、葉は線香・抹香の原料にもなる。

・ C力翻吻τ

"α

お sp    ヒノキ科    No 5

早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は薄 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞 は晩材部に限

られ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁 は滑らか、分野壁孔はヒノキ型 (Cupressoid)

で 1～ 4通常 2個。放射組織は単列、 1～ 1090細胞高。

ヒノキ属には、ヒノキ働 ″α空

"α

tt οう笏 α)と サワラ(G必披紹)の 2種がある。ヒノキは本州 (福

島県以南)。 四国。九州に分布 し、また各地で植栽される常緑高木で、国内ではスギに次 ぐ植林面積を

持つ重要樹種である。その材はやや軽軟で、カロ正は容易、割裂性 も大きいが、強度・保存性 は高い。
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建築・器具材など各種の用途が知 られている。サフラは本州 (岩手県以南 )。 九州に自生 し、また植栽

される高木で多 くの園芸品種がある。材は軽軟で、力日工は容易、割裂性 も大 きい。強度的にはヒノキ

に劣るが耐水性が高いため、桶や檸にするほか、各種の用途がある。

・ 助肱 sp.  ヤナギ科   配 8、 9、 19、 58、 60、 61、 71、 85、 96、 108、

109、 120、 121、 123、 134、 138、 (145)

散孔材で、道管は年輪全体にほぼ一様 に分布するが年輪界付近でやや管径を減少させる。管壁厚は

中庸で、横断面では楕円形～やや角張った楕円形、単独および 2～ 3個が複合する。単穿孔を有 し、

壁孔は交互状に配列、放射組織 との間では網目状 となる。放射組織は異性、単列、 1～ 15細胞高。柔

組織は随伴散在状およびター ミナル状。年輪界は明瞭～やや不明瞭。

ヤナギ属は、国内に約40種が知 られ、種間雑種 も多 く、分類の困難な植物群である。属 としては全

国に分布 し、時に植栽される落葉低木 または高木である。ヤナギというと、水辺に生育するネコヤナ

ギ 働 励 vπゲぬ炒励)やシダレヤナギ(d 肋秒み笏ω)を連想することが多いが、バ ッコヤナギ(S

うαttο )、 ノヤナギG sあψttsゲ″)な どのように乾燥 した立地に生育するものや、シライヤナギ(S

sカゲ陶力)や コマイワヤナギ儘 η効物額 )の ように岩場に生育するものもある。材は一般に軽軟で、割

裂性が大きく、保存性は低い。大径木が少ないため小細工物にする程度で特に重要な用途 は知 られて

いない。樹皮を各種の用途に用いるものもある。

・′弦η
"9α

励顔 励   クル ミ科   No155

散孔材で、晩材部へ向かって管径を漸減させる。管壁厚は中庸で、横断面では多角形、単独 まれに

2～ 10個 が複合する。単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列、放射組織 との間では網目状 となる。放射

組織は異性Ⅲ (～■)型、 1～ 2細胞幅、 1～20細胞高。柔組織は短接線状、周囲状およびター ミナル

状。年輪界はやや明瞭。

サワグル ミは、北海道南部 (渡島)。 本州・ 四国 。九州の主に谷沿いに生育する落葉高木で、東北 。

関東西部。中部地方に多い。材は軽軟で、加工は極めて容易であるが、耐朽性は小さ く、割れやすい。

かつてはキリ(′♭叛〃ηカ カ物ιη雄め の代用材 として下駄に用いられたほか、経木・器具 。家具材など

にも用いられた。樹皮は丈夫で、屋根材・皮箕・細工物などに用いられたという。

・ 助 妙励熔 Sp  カバノキ科   No47、 51、 130

散孔材で、管孔は単独および 2～ 6個が複合、横断面では角張つた楕円形～多角形、管壁は薄い。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織 との間では網目状 となる。放射組織 は異性 III～ Ⅱ

型、 1～ 5細胞幅、 1～40細胞高のものと集合組織よりなる。柔組織は短接線状、散在状およびター

ミナル状。年輪界は明瞭。

クマシデ属は、イワシデ⑫ ゅ力筋s妨″αηttOυ″)、 イヌシデ(G港励οηο骸″)、 アカシデ (C.厖物物作

α)、 クマシデ(G力知ηiCa)、 サワシバ (C,θο7房α効)の 5種が自生する。イワシデは本州 (中国地方)・

四国 。九州の石灰岩地に生育 し、アカシデ・サワシバは北海道 。本州 。四国 。九州に、イヌシデ・ ク

マシデは本州・四国 。九州に生育する温帯性落棄高木～低木である。山野に普通に見 られ、二次林の

構成種でもある。その材はやや重硬で、割裂性が小さく、曲木や木地、薪炭材などに用いられる。



・員を熔 sp ブナ科 No32、 37、 55、 57、 86、 105、 147

散孔材で晩材部へ向って管径を漸減させる。管孔は単独 または 2～ 4個が複合、管壁厚 は中庸～薄

く、横断面では多角形、分布密度は高い。道管は単および階段穿孔を有 し、段 (bar)数 は10前後。壁孔

は大型で対列状～階段状、放射組織 との間では網目状～階段状 となる。放射組織は同性～異性 III型で、

単列、数細胞高のものから複合組織 まである。年輪界は明瞭～やや不明瞭。

ブナ属には、ブナげを熔 θttη,″)と イヌブナ (n免″%ヶθ,)の 2種がある。ブナは北海道南西部 (黒

松内低地帯以南)・ 本州 。四国 。九州に、イヌブナは本州 (岩手県以南)・ 四国・九州の主 として太平洋

側に分布する。イヌブナの方がブナより低標高地から生育 し、またブナのような大群落 をつ くること

はない。ブナは、日本の冷温帯落葉樹林 を代表する樹木で、かつては東日本の山地に広 く生育 してい

たが、近年、植林などによって生育地が激減 している。材はやや重硬で、強度は大きいが加工はそれ

ほど困難ではなく、耐朽
′
性は低い。材積は国産広葉樹の中で最大であるにもかかわらず、近年まで本

格的な利用はなされなかった。木地 。器具 。家具・薪炭材などの用途があったが、最近で は各種の用

途に用いられている。また種子は食用 とな り、辮油される。

・ O夕ι宅 熔 (subgen.Lψ 蒻 諺 αttη tt SeCt e� 熔 )sp   ブ ナ 科

No 7、  28、  34-36、  39、  40、  42、  44、  46、  49、  52、  66、  68、  87、  99ハV101、

110、  122、  127、  144

環孔材で孔圏部は 3～ 4列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大

道管は管壁は厚 く横断面では円形～楕円形、小道管は管壁は中庸～薄 く、横断面では多角形、 ともに

単独。単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列、放射組織 との間では柵状～網目状 となる。放射組織は同

性、単列 (ま れに一部複列)、 1～20細胞高のものと、複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接

線状。柔細胞はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

ヨナラ節は、落葉ナラ類 (=stlbgen Lψ 蒻″α彦勿熔)の 中で、果実 (い わゆるドングリ)が 1年目

に熟するグループで、モンゴリナラ (Oι¢π熔 物θog9′ゲθα)と その変種 ミズナラ(O.ηντο′ゲθα var.

gttss盗″陶ヵ)、 ヨナラ(O,sp紹力)、 ナラガシワ(O."拷勿α)、 カシワ(O.dentata)と い くつかの変・

品種を含む。モンゴリナラは、北海道・本州 (丹波以北)、 ミズナラ・カシフは、北海道 。本州 。四国・

九州に、コナラは北海道 (南部 )・ 本州・四国 。九州に、ナラガシフは本州 (岩手・秋田県以南 )。 四国 。

九州に分布する。単にナラと言う場合はミズナラをさすことが多い。 ミズナラはブナとともに我国の

冷温帯落葉樹林を代表する樹木で、ブナより低標高地から生育し、またブナ帯の二次林構成種でもあ

る。材は一般に重硬であるが、生長の良否によって著しく変化する。割裂性は小さく、力日正 は困難で、

保存性は中程度。家具・器具・機械・船舶 。檸桶 。薪炭材など広い用途が知 られる。また平野部で普

通にみられるのはコナラで、その材は一般にミズナラより重硬で、加工は困難、用途 もミズナラ同様

であるが、薪炭材 としてはクヌギ (O.αε妨溢紘 α)に次 ぐ有用材で、古 くから利用され、植栽 されるこ

とも多かった。

・ O%ιπ熔 (subgen Lψ 瘤乃οttηtt sect,C¢ %膨s)sp.  ブナ科

No13、  22、  38、  41、  67、  78、  93ハヤ95、  104、  125、  128、  131、  156



環孔材で孔圏部は 1～ 4列、孔圏外で急激に管径を減ずる。大道管は管径は中庸～厚 く、横断面で

は円形、小道管は管壁は中庸～厚 く、横断面では角張った円形、 ともに単独。単穿孔を有 し、壁孔は

交互状に配列、放射組織 との間では概状 となる。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のもの と複合

組織 よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。柔細胞はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、落葉ナラ類の中で、果実が 2年 目に熟するグループで、クヌギとアベマキ(O.物作

力うゲ施)の 2種が含まれる。クヌギは本州 (岩手 。山形県以南 )。 四国・九州に、アベマキは本州 (山形・

静岡県以西 )・ 四国 。九州 (北部)に分布するが、中国地方に多い。材の解菩」学的特徴のみで両種 を区別

することはできないが、現在の自然分布からみて、試料はクヌギである可能性が高い。クヌギは、樹

高15mになる高木で、材は重硬である。

古 くより薪炭材 として利用され、人里近 くに萌芽林 として造林されることも多かった。黒炭で知 ら

れる佐倉炭・池田炭 も本種で作 られ、薪炭材 としては国産材中―の重用材である。このほかに器具材。

杭材・精木などの用途が知 られる。樹皮・果実はタンエン原料 となり、果実は染料・飼料 ともなった。

・ 0溺吻毎 ε″ηαカ   ブナ科   Noll、 14～ 16、 23、 26、 27、 29、 30、

33、  43、  45、  62、  63、  65、  73、  77、  81、  102、  103

115、 116、 124、 126、 133、 140、 (142)、 146、 150

環孔材で孔圏部は 1～ 6列、孔圏外で急激に管径を減 じ火炎状に配列する。管壁は中庸～薄 く、大

道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が斜 (放射)方向に複合、横断面

では角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔を有 し、壁孔は大型で密に交互状に配列、放射組織 との

間では/FvI状～網目状 となる。放射組織は同性、単列、 1～1500細胞高。柔組織は周囲状および短接線

状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部 。本州 。四国 。九州の山野に自生 し、また栽培される落葉高木である。その材

はやや重硬で、強度は大きく、カロエはやや困難であるが耐朽性が高い。土木 。建築・器具 。家具・薪

炭材、悟木や海苔粗柔などの用途が知 られている。樹皮からはタンエンが採られ、果実は食用 となる。

各地の遺跡からの出土例の多い樹種の一つである。

・ 胞め%谷 うο物妙σぬ   クワ科   No74、 113、 148

環孔材で孔圏部は 1～ 5列、晩材部へ向かって管径を漸減させ、のち塊状 となる。大道管は管壁は

厚 く、横断面では楕円形、単独。小道管は管壁は中庸、やや角張 り複合管孔をなす。単穿孔を有 し、

壁孔は密に交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性 H～Ⅲ型、1～ 6

細胞幅、 1～ 50細胞高でしばしば結晶を含む。柔組織は周囲状～翼状および散在状。年輪界 は明瞭。

ヤマグワは、北海道 。本州・四国 。九州の山野に自生 し、また植栽される落葉高木で、中国原産の

カラグワ(マ グフ)肋 効s αttα )。 ロウソ(Z αttα var.物πιttca夕施)と ともに多 くの園芸品種があり、

養蚕に利用されている。材の解音」学的特徴から、 これらを区別することはできない。ヤマグワの材は

やや重硬で強靭、力日工はやや困難で、保存性は高い。装飾材や器具・家具材 として用いられ、樹皮は

和紙の原料や染料 となり、果実は食用 となる。

・つι%姥力 sp.  ユキノシタ科    No12、 17、 18、 21、 48、 59、 64、 76、 79、 82、



83、  88、  89、  91、  97、  107、  119、  137

散孔材で管壁は薄 く、横断面では多角形、単独 まれに複合する。道管孔は階段穿孔を有 し、段数は

20～ 30、 壁孔は小型で交互状に配列、放射組織 との間では舗状 となる。放射組織は大型で異性 H型、

1～ 4細胞幅、輪細胞 (sheath cell)が認められる。柔組織はほとんど目立たない。年輪界は不明瞭。

ウツギ属は、ウツギ(D効焼 θ″ηα物)、 ヒメウツギ (つ.印πゲぬ)な ど約 5種が自生する。いずれ も

落葉低木で、このうち、各地で普通にみられるのがウツギで、ヒメウツギ・マルバウツギ(D s2う解 var

d"う陶)が本州 (関東地方以西)・ 四国 。九州にみられるほかは産地が限られる。ウツギは山野に自生す

るほか、生垣 として栽培されることもある。材は重硬で割裂性は大きく、木釘・呑口 。楊子などに用

いらヤをる。

・ Rttηクs sp   バラ科 配 (54)、 90

環孔性を帯びた散孔材で管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または 2～ 8個が複合、

晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥

厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 3細胞幅、 1～ 30細胞高。柔組織は周囲状および散在状。

年輪界はやや不明瞭。

サクラ属は、ヤマザクラ伊物勿熔 ″物鰯歳π効)や ゥヮミズサクラ(Rvり物ク)な ど15種が自生 し、

多 くの変・品種がある。また、モモ (2っι衿滋 )や スモモ(2M肱励α)な ど古い時代に伝えられ栽培 さ

れているものもある。多 くは落葉性の高木～低木であるが、バクチノキ(2″″ιttηα)や リンボク (2

ψ励励 磁)の常緑樹 も含まれる。このうちヤマザクラは、本州 (宮城 。新潟県以南)。 四国 。九州の山野

に分布する落葉高木で、材は中～やや重硬 。強靭で、力日工は容易、保存
′
性は高い。各種器具材をはじ

め、機械 。家具 。楽器・建築・薪炭材など様々な用途が知 られている。また樹皮は樺皮細工に用いら

イとる。

・最z%励οヮ励物 sp.  ミカン科   Nolll、 136

半環孔材～散孔材で晩材部へ向かって管径 を漸減させる。管壁厚は中庸、横断面では円形～楕円形、

単独 まれに 2～ 3個が複合する。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、

1～ 3細胞幅、 1～30細胞高。柔組織は周囲状およびター ミナル状。年輪界は明瞭。

サンショウ属は、サンショウ(Z2%励甥 励%少ヵ蒻 ″η)、 イヌザンショウ(Z sθ″″婉 効)な ど約

5種が自生する。このうちイヌザンショウ・カラスザンショウ(Z αttη力θゲ冴ιs)な どはイヌザンショウ

属勁 筋)と して独立させる見解 もある。常緑または落葉性の高木～低木で、時に植栽される。サ ン

ショウは北海道 。本州 。四国 。九州の山野に普通な落葉低木で、人家に植栽されることもある。材 は

強靭で、す りこぎとして常用されるほか、 1/Jヽ )器具材や薪炭材 としても用いられる。カラスザンショ

ウは本州 (宮城 。青森県以南)。 四国・九州・琉球・小笠原の主 として沿海地に分布する落案高木で、

材はやや軽軟で、器具 (箱・桶など)・ 玩具・薪炭材などに用いられるほか、地方によってはキリの代

用材 として下駄に用いられるという。葉は民間薬 として用いられ、また種子から燈油を搾った とい う。

・,銘俗物α?筋邸ゲο蒻盗  ニガキ科  No149

環孔材で孔圏部は2～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じのち年輪界に向かって漸減する。大道管の

356



管壁は厚く横断面では円形～角張った円形、単独、小道管は円形～多角形で単独～塊状、年輪界付近

では周囲の柔細胞と区別しにくい。単穿孔を有し、壁孔は小型で密に交互状に配列、放射組織 との間

では網目状～舗状となる。放射組織は同性、 1～ 8細胞幅、 1～ 40細胞高。柔組織は周囲状～翼柔お

よびターミナル状、柔細胞ストランドが目立つ。年輪界は明瞭。

ニガキは全国の山野に普通な落葉高木で、樹皮や材に苦味があることからその名がついた。材の硬

さは中程度で強度はやや小さい。器具材や薪炭材などにも用いられるが、材や樹皮を健胃・駆虫 。殺

虫剤として利用することで知られる。また樹皮は染料となる。

。4ο7sp   カエデ科   配 1、 24、 72、 (154)

散孔材で、管孔は単独および2～ 3個が放射方向に複合、管壁は薄く、横断面ではやや角張った楕

円形、管径は年輪界へ向かって漸減する。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁に

は細いらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1～ 5細胞幅、1～30細胞高で時に100細胞高を越

える。柔組織はターミナル状、周囲状または随伴散在状、接線状。年輪界はやや不明瞭。

カエデ属は、イタヤカエデ(4οιγ%οηO)や イロハモミジ(4.″′物α妨効)な ど約25種が自生し、また

多数の品種があり植栽されることもある。属としては琉球を除くほぼ全上に分布する落葉高～低木で

ある。材は一般にやや重硬 。強靭で、力日工はやや困難、保存性は中程度である。器具・家具・建築・

装飾・旋作・薪炭作などに用いられる。

・46θク励s励んゲηαカ   トチノキ科   No141

散孔材で管壁は中庸～薄く、単独および放射方向に2～ 4個が複合、横断面では角張った楕円形を

示す。単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では、網目状～節状となる。道管内壁に

はらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、 1～15細胞高で階層状に配列し、肉眼ではリッ

プル・マーク(ripple mark)と して認められる。柔組織はターミナル状に配列。年輪界は明瞭。

トチノキは、北海道 (西南部)。 本州 。四国。九州の主として谷沿いの肥沃地に生育する落葉高木で、

東北地方に多く九州には少ない。材は軽軟で、加工・乾燥が容易で耐朽性は低い。器具・家具材や、

旋作材・木地として用いられる。種子は多くの澱粉を含み食用となるほか、タンニン原料 ともなる。

。Cttι陶 ヵ知ηゲθα   ツバキ科   配84

散孔材で晩材部へ向かって管径を漸減させる。管壁は薄く、横断面では多角形。道管は階段穿孔を

有し、段数は10前後、壁孔は対列状～階段状で、放射組織との間では階段状となる。放射組織は異性、

単列、 1～20細胞高。柔組織は散在状。年輪界は不明瞭。

サカキは、本州 (新潟・茨城県以西)。 四国 。九州・琉球に自生するとされる常緑高木で、暖温帯常

緑広葉樹林 (照葉樹林)の構成種であり、神社などに植栽される。このため本来の自生北限は明らかで

はない。材は重硬 。強靭で、割裂しにくく力日正は困難。建築・器具材としても用いられるが、薪炭材

として一般的である。枝葉を玉串として用いることでも知られる。

・二燃 力少οttα
"少

α   イイギリ浴キ   No69、 (70)

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独および 2～ 3個が複合する。単穿孔を有し、壁孔

は交互状に配列する。放射組織は異性H型、 1～ 4細胞幅、 1～30細胞高であるがときに上下に連結



する。柔組織は周囲状～随伴散在状。年輪界は明瞭。

イイギリは、本州・ 四国 。九州 。琉球の主 として山腹～谷筋の肥沃地に生育する落葉高木で、近畿

地方以西に多 く、 ときに植栽される。材は軽軟で、耐朽性は低い。キリの代用材 として下駄などに用

いられるほかは、あまり重用な用途は知 られていない。

・ 働 知物s々ο%M   ミズキ科   No31

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では多角形、単独および 2～ 4個が複合する。道管は階段穿孔を有

し、段数は多い。放射組織は異性 H型、 1～ 10細胞幅、 1～40細胞高。年輪界はやや明瞭で、放射組

織の部分で外方へ突出する。

ヤマボウシは、本州・四国 。九州・琉球に分布する落葉高木で、時に植栽される。材は重硬・強靭

で、割裂性は小さい。農耕具の柄・櫛 。旋作材などに用いられる。また果実は食用 となる。

・ 助 紹 うαん励ゼ陶λ   リョウブ科   No139

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った円形、単独。道管は階段穿孔を有し、段数は多 く、

壁孔は交互状～階段状に配列する。放射組織は異性 H型、 1～ 4細胞幅、 1～ 30細胞高。柔組織 は散

在状。年輪界はやや明瞭。

リョウブは、北海道 (渡島)。 本州・ 四国 。九州の主に陽好地に生育する落葉高木である。材はやや

重硬で、割裂 しにくく、加工はやや困難で、器具・旋作 。玩具 。薪炭材などに用いられる。 また若棄

は食用 となる。

。S妙拓筋 Sp.  エゴノキ科   No20、 50、 53、 56、 132-1

散孔材で年輪界付近で管径を減ずる。管孔は放射方向に 2～ 4個が複合または単独で、横断面では

楕円形、管壁は薄い。道管は階段穿孔を有 し段数は10前後、壁孔は小型で密に交互状～対列状に配列、

放射組織 との間では舗状 となる。放射組織は異性 H型、 1～ 3細胞幅、 1～3060細胞高。柔組織は短

接線状および散在状。年輪界は不明瞭。

エゴノキ属にはエゴノキ

“

り勧 ア妙ο%″め、ハクウンボク(dοうαss力 )、 コハクウンボク(Ss力み

α力ηα)の 3種がある。エゴノキは北海道 (渡島)・ 本州 。四国 。九州 。琉球に、ハクウンボクは北海道

(北見・石狩以南 )。 本州 。四国 。九州に、コハクウンボクは本州 (栃木県以南)。 四国 。九州に分布す

る落葉高木～低木である。材はやや重硬で割裂 しにくく、加工はやや容易で、旋作・器具・薪炭材 な

どに用いられる。果皮にはエゴサポエンを含み、洗剤や魚毒 として用いられた。またハクウンボクの

種子から搾 られた油脂からはロウソクが作 られた。

・助 励雰 sp   モクセイ科   No106、 114

環孔材で孔圏部は 1列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち晩材部へ向かって漸減する。管壁は厚 く、

横断面では円形～楕円形だ単独または 2個が複合、複合部は更に厚 くなる。道管は単穿孔を有 し、壁

孔は小型で密に交互状に配列、放射組織 との間では網 目状～舗状 となる。放射組織は同性 (～異性皿

型)、 1～ 3(ま れに 5)細胞幅、1～40細胞高であるが20細胞高前後のものが多い。柔組織は周囲状お

よびター 笙ナル状、時に階層状の配列を示す。年輪界は明瞭。

トネリコ属には、シオジ領弦滋η熔 っ励みつο力 )、 トネリコ(nア妙。tttca)、 アォダモ (■ 励ηtttηο磁 )



など約 8種が自生する。このうちヤマ トアオダモ(Fん犯tc%ψか 。マルバアオダモ(Fs″うο″力%α )・

アオダモは、北海道 。本州・四国・ 九州に、ヤチダモ(F%αηゐカク疵α var.″知蒻能)は北海道・本

州 (中部地方以北)に、 トネリコは本州 (中部地方以北 )イこ、シオジは本州 (関東地方以西)。 四国 。九州

に分布する。いずれも落葉高木である。材の性質は種 によって異なるが、一般には中庸～やや重硬で、

靭性があり、加工は容易で、建築 。家具・器具・旋作・薪炭材などの用途が知 られる。

4.考  察

上述のように木材の解剖学的特徴のみで、その種名 を特定することは困難な場合が多いが、現生種

の分布などから、今回検出された試料の一部は次のような種 (species)で あると推定される。すなわち

モミ属 =モ ミ(■ .firma)、 ブナ属 =イ ヌブナ (F″″勿ゲ能)、 クヌギ節 =ク ヌギ (O,α能施sゲ物α)、 ウツ

ギ属 =ウ ツギ (D.θ %勿α″)と 考えられ、以下ではそれぞれの種 として扱うことにする。なお、木村・内

藤 (1984)、 内藤 (1984)は ヨナラ節に含 まれるコナラとカシワを区別 したり、コナラと限定 しているが、

材の解剖学的特徴のみでこれらの種を識別できるかは、はなはだ疑間である。

試料148点で、25Taxaが同定された。このうち針葉樹類は、変電所部分 6点、長町南駅部分 2点の

計 8点で、全体の5.4%を 占めるにすぎない (表 1-3)。 近隣の山口遺跡においても杭が出上 し同定 さ

れているが、平安時代 と考えられるⅡ区22号濤で、35点中イヌガヤ 1点、カヤ 1点の計 2点 (木村・内

藤 前出)、 I区第 8層上面 (弥生～奈良時代、奈良時代の可能性大 とされる)では12点 中針葉樹 0、 弥

生～平安時代 と考えられる 2点のうちの 1点がカヤである(内藤 前出)。 このように杭材に針案樹 を

あまり使用していない例は、各地・各時代の遺跡で も知 られている。例えば埼玉県大宮市寿能泥炭層

遺跡A杭列 (縄文時代後期)では306点中カヤ・ イヌガヤ計 4点 (1.4%)、 同B杭列 (縄文時代中～後期 )

では35点で針棄樹 0である(鈴木 。能城・植田 1984)。 大阪府東大阪市鬼虎川遺跡 (弥生時代中～後期 )

では、柱材では針葉樹が全試料数の1/3強 を占めるのに対 し、杭材では61点中 5点にすぎない (伊東・

林・ 島地 1984)。 また同市西岩田遺跡 (弥生時代後期～古墳時代前期)では、柱・杭材の区別がなされ

ていないが、43点中モミ・スギ・ヒノキ計 7点のみである(松田 1983)。 このような傾向について内藤

(前出)は、“現在では、水湿の多いところの土木用杭 として、樹脂が多 く水湿に強いクロマツなどの、

杭を使用することが多いことと考え合わせると、当時の杭の利用 との差異について検討することは、

杭材料の供給地 としての、森林状態を推測する資料になるのではないか"と 、現在 と過去の植生が異

なっていた可能
′
性を示唆している。確かに、スギ・ ヒノキの植林や、アカマツ(ク ロマツ)の植林 。二

次林が広がり、亜高山帯針葉樹林 までが伐採されるようになった現在の植生 と、そうした人為的影響

のさほどおよばなかった過去の植生が、異なっていたことは容易に想像される。しかし、物理的に針

葉樹材が入手しにくいという状況のほかに、当時の人々の中に、杭材 として針葉樹を用いることへの

抵抗感のようなものがあつたのではなかろうか。一般に、加工が容易で、強度・耐朽性にす ぐれ、生

長の遅い針葉樹材は、いわば貴重な木材資源であり、建築材や器具材など“特殊"な用途に用いられ、

それらに比べれば“一段劣る"杭材には、いわゆる雑木 (=広葉樹)で十分 と考えられたのではないか。

しかも広葉樹には、生長が速いうえに、伐採されても切株から萌芽 。再生するものも多 くみられる。

特に、後述するように、今回多 く検出された、ヤナギ類・ ナラ類・ クヌギ・ クリ。ウツギは、生長が



速いうえに、強度の剪定にも耐える種類である。今回検出された杭の性格については、資料 も少な く

不明確であるが、水田址に伴なうものであることから、水路 。畦畔の補強や境界線などがその主な も

ので、特に強度や耐朽性が要求されるものとは考えられない。保存性の低いとされるモミやヤナギ類

をも使用していること(と は言っても、残存・検出されている訳だが)、 濯漑・排水施設が検出されて

いないこと(仙台市教育委員会 1984)か ら、補強材的性格は薄れて くる。1本の杭を長持ちさせて使 う

ことより、手近の材料を用い、腐朽したら直ちに補修するという方法がとられたのではなかろうか。

この点は、試料の太さを検討すれば、より明確になるものと思われる。したがって、杭材に針棄樹材

が少ないということは、植生量の問題 と、伐採 。採取後の再生産速度の問題の二つの入手 しにくさに

関わっているものと、現時点では考えられる。

今回同定 された試料には、自然木は含 まれていないため、当時の植生を直接推定することはできな
注 )

いが、杭の材料は、手近な林木の中から選んだであろうことから、その組成から推定される植生は、

山口遺跡において、花粉 。大型遺体の分析結果から推定されたもの (内藤・三浦・木村 1984)と 類似 し

たものとなろう。すなわち、台地～丘陵地の極相林のモ ミ・ イヌブナ林 と二次林のクリ・ コナラ林、

河辺～低湿地のハンノキ林・ ヤナギ林などが主なものであろう。 こうした植生の中から、クリ・ ナラ

類・ウツギ・ クヌギ・ヤナギ類が杭材 として選択されていることになる(表 3・ 4)。 第 1位 と2位 (ク

リとナラ類 )、 4位 と5位 (ク ヌギとヤナギ類)の順位が変動するものの、これら5Taxaで、試料全体で

は676%、 変電所部分 (112点 )では69.6%、 更に杭列 (70点、ただし第11杭列は 2点のみであり、杭列

と呼べるか疑間であるが)では71.4%を 占めている。その選択規準は、材質 (強度・耐朽性など)と は考

えにくく、上述のように入手し易さということになろうか。ただ、遺跡の立地などから考えて、当然

生育 していたであろうハンノキが、 1点 も検出されていない。材質的には、ヤナギ類を用いてハンノ

キを避けなければならないとは考えられないし、立地的にも、ある程度の広が りを持ったハンノキ林

が成立 していてもおかしくはない。山口遺跡では、ヨシ沼沢を水田として利用したと推定されている

が (内藤ほか 前出)、 本遺跡の場合は、ハンノキ林 を破壊 して、水田を造成 したものでもあろうか。

その場合には、採集したハンノキを杭などに利用すると考えられるが、この点に関しては、今後、自

然木などの検討がなされれば、解答が得 られるものと思 う。

注)杭 と自然木の組成を比較した例として、寿能泥炭層遺跡がある(鈴木ほか 前出)。 ここでは縄文時代後期

とされる自然木518点 、A杭列306点 が同定。比較されているが、同定された32Taxaの うち、自然本では認めら

れず、杭で検出されているものは、ニガキ 1点のみである。
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表 1同 定 結 果

試将番号 地  区 層 種   別 蓬 試農番号 地  区 種   別 種樹

１

２

３

５

７

８

９

‐０

■

‐２

‐３

‐１

ヽ

お

ｒ

＝

ｗ

抑

コ

ｗ

Ｊ

“

郵

す

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変篭所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変化所

変電所

変化所

変化所

変1し

'折
変iしイ所

変iし Di

変tヒ 千

変iヒ所

変iL所

変1し所

変,LDi

変iL所

変化所

変化所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変篭所

変電所

変電所

変電所

変電所

変篭所

3層 中

3層 中

4層 中

4層 中

6層 上

6層上

6層上

6層 上

6層上

6層上

6層 上

6層 上

6属上

6層上

6層 L

6膳 た

6肘 L

61Vト

0肘「

6肘「

OMI
6VI

Flt'11

枕列 1

机夕11

枕列 1

抗列 1

抗列 2

杭列 2

抗列 2

杭列 2

抗列 2

抗列 2

抗列 2

杭列 2

抗列 2

抗列 3

抗列 3

杭列 3

枕列 3

杭列 3

杭列 3

杭列 4

抗列 4

抗列 4

抗列 4

抗列 4

抗列 4

杭列 4

抗列 4

抗列 4

抗

抗

杭

抗

杭

木 片

抗

抗

抗

抗

木 片

木 片

木 片

木 片

木 片

本 片

抗

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

抗

抗

抗

抗

杭

抗

抗

抗

抗

抗

抗

杭

杭

杭

抗

抗

j.

抗

抗

抗

杭

抗

抗

杭

カエデ属の―種

マツ属 (単維管束亜属)の―種

マツ属 (単維管束亜属)の一種

ヒノキ属の一種

コナラ属 (コ ナラ亜属コナラ節)の―種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

環孔材 ?

クリ

ウツギ属の一種

ヨナラ属 (ヨ ナラ亜属クヌギ節)の一種

クリ

ウツギ属の一種

ウツギ属の一種

ヤナギ属の一種

工すノキ属の一種

ウツギ属の―種

コナラ属(コ ナラ壷属クヌギ節)の―種

カエア属の一種

クリ

コナラ属 (コ ナラ亜属コナラ節)の一種

クリ

アナ属の一種

クリ

コナラ属 (コ ナラ亜属コナラ節)の一種

コナラ属 (ヨ ナラ亜属コテラ節)の一種

コナラ属 (ヨ ナラ重属コナラ節)の―種

ノナ属の一種

コナラ属 (コ ナラ亜属クメギ節)の一種

コナラ属 (ヨ ナラ亜属コナラ節)の一題

コナラ属 (ヨ ナラ亜属コナラ節)の一種

コナラ属 (ヨ ナラ亜属クヌギ節)の一種

コナラ属 (コ ナラ重属コナラ節)の一種

クリ

コナラ属 (コ ナラ壷属コナラ節)の―種

クリ

コナラ属(ヨ ナラ亜属コチラ節)の一種

クマンデ属の一種

クツギ属の―蓬

コナラ属 (コ ナラ亜属ヨナラ節)の一種

エゴノキ属の―種

クマンテ属の一種

コテラ属 (コ ナラ亜属ヨナラ節)の一種

エゴノキ属の一種

(サ クラ属類似種)

03

68

93

104

106

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変篭所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変篭所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変篭所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

変電所

長町商駅

長町南駅

抗列 4

抗列 4

抗ア」4

抗列 5

杭列 5

抗列 5

坑列 5

抗列 5

杭列 5

杭列 6

杭列 6

杭列 6

抗列 6

杭列 S

杭列 7

抗列 7

杭列 7

杭列 7

杭列 8

抗列 8

抗列 3

杭列 8

杭列 8

抗列 8

抗列 8

抗列 8

杭列 8

杭列 8

杭列 8

抗列 9

抗列 9

抗列 9

抗列 9

枕列10

抗列10

抗列10

抗列10

抗列10

抗列10

抗列H

税列■

6層 中

6層 中

6層 中

6層 中

6層 中

6層 中

7層上

12層上

2層
3層 中

抗

木 片

杭

杭

抗

抗

杭

杭

抗

抗

杭

杭

抗

抗

抗

抗

抗

杭

抗

抗

杭

抗

杭

抗

杭

抗

杭

税

杭

抗

抗

杭

杭

抗

抗

抗

抗

抗

抗

杭

抗

抗

杭

抗

杭

ノナ属の―種

エゴノキ属の一種

ノナ属の一種

ヤナギ属の一種

ウツギ属の一種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の―種

クリ

クリ

ウツギ属の一種

クリ

コナラ属(コ ナラ蓮属ヨナラ節)の 一種

コナラ属(ヨ ナラ亜属クメギ節)の一種

コチラ属(ヨ ナラ亜属コナラ節)の一種

イイギリ

(イ イギリ)

ヤナギ属の一種

カエア属の一種

クリ

ヤマグワ

モミ属の―種

ウツギ属の一種

クリ

コナラ属(コ ナラ亜属クヌギ節)の 一種

ウツギ属の一種

モミ属の一種

クリ

ウツギ属の一覆

ウツギ属の一種

ヤナギ属の一種

ノナ属の一種

コナラ属(コ ナラ亜属ヨナラ節)の 一種

ウツギ属の一種

ウツギ属の一種

ウツギ属の一種

コナラ属(コ ナラ重属クメイ節)の 一種

コナラ属(コ ナラ豆属クヌギ節)の 一種

コナラ属(コ ナラ亜属クヌギ節)の 一種

ヤナギ属の―種

ウツギ属の一種

マツ属(単維管束亜属)の一種

ヨナラ属(ヨ ナラ亜属コナラ節)の 一種

ヨナラ属(ヨ ナラ亜属コナラ節)の 一種

ヨナラ属(コ テラ亜属コナラ節)の 一種

クリ

クリ

ヨナラ属(コ テラ亜属クヌギ節)の 一種

ブチ属の一種

トネリコ属のi種



試科番号 地  区 種   別 樹 種 試料番; 地  区 層 種   別 樹 種

長町南駅

長町高駅

長町高駅

長町南駅

長町南駅

長町商駅

長町商駅

長町高駅

長町南駅

長HrlH駅

長町南駅

長町南駅

長町高駅

長町商駅

長町商駅

長町商駅

長町南駅

長町高駅

長町商駅

長町南駅

長町商駅

長町商駅

長町商駅

層
層
離
離
離
離
離
離
離
離
離
離
酢
脚
融
融
醐
剛
酌
酎
融
層
帥

抗

杭

抗

杭

杭

抗

杭

抗

抗

抗

　

抗

杭

杭

杭

抗

抗

木 片

杭

杭

杭

杭

抗 状

ウツギ属の一種

ヤナギ属の―種

ヤナギ属の一種

コナラ属(コ ナラ亜属コナラ節)の一種

サンショウ属の―種

散孔材?

ヤマグワ

トネリコ属の一種

クリ

クリ

スギ

ウツギ属の―種

ヤナギ属の一種

ヤナギ属の一種

コナラ属(コ ナラ重属ヨナラ節)の一種

ヤナギ属の一種

クリ

コナラ属(ヨ ナラ豆属クヌギ節)の一種

クリ

コナラ属(コ ナラ亜属ヨナラ節)の一種

ヨナラ属(ヨ ナラ亜属クヌギ節)の一種

マツ属(複維嘗束亜属)の―種

クマンデ属の一種

50

長町百駅

長町南駅

長町商駅

長町南駅

長町商駅

長町南駅

長町高駅

長町南駅

長町南駅

長町高駅

長町南駅

変電所

変電所

変電所

変電所

長町商駅

長町商駅

長町商駅

長町南駅

長町高駅

長町高駅

長町南駅

長町商駅

5層 中

7d居上

7d層上

7d層上

7d層上

8層

7C層

4層 中

6層 上

6層 上

6層 上

12層 上

3層 中

9層 中

3層 中

3層 中

7C層

7C居～■層中

杭

抗

杭

木 片

抗

抗

抗

木 片

杭

抗

木 片

木 片

杭

ヨナラ属(ヨ ナラIF属 クメギ節)の一種

エゴノキ属の―種

エゴノキ属の一種

クリ

ヤナギ属の―種

ナンショウ属の一種

ウツギ属の一種

ヤナギ属のi種

リョウブ

クリ

コナラ属(コ ナラ亜属コナラ節)の一種

(ク リ)

コナラ属(ヨ ナラ亜属コナラ節)の一種

ヤナギ属の一種

クリ

ノナ属の一種

ヤマグワ

環孔材

(カ エデ属の一種)

サワグルミ

ヨナラ属(コ オラ亜属クメギ節)の一種

表 2 樹種別・時代別標本数
(種名の属・節などは省略し、一部通称を用いたものもある。また同定の不確定のものも含めた

種  名

時 代
弥 生 中 期
以   前

弥
中

生
期

”
良

生
奈

弥 奈 良 ～

平 安
平 安 不 明 イヽ 計 合 計

地点※ 変 長 変 長 変 長 変 長 変 長 変 長 変 長

モ  ミ

五葉マツ

_葉マツ

マ  ツ

ス  ギ

ヒ ノ キ

ヤ ナ ギ

サフグルミ

クマシデ

ブ  ナ

ナ  ラ

ク メ ギ

ク   リ

ヤマグフ

ウ ツ ギ

サ ク ラ

サンショウ

エ ガ キ

カ エ デ

トナノキ

サ カ キ

イイギリ

ヤマボウシ

リョウブ

エゴノキ

トネリコ

不  明

1

1

1

2

I

1

1

1

]

ユ

2

I

10

2

5

19

9

20

1

15

2

2

1

2

1

4

1

1

5

I

ユ

1

1

ユ

ユ

1

I

1

1

1

1

2

1

1

1

1

I

ユ

1

2

1

2

1

10

1

2

6

19

11

23

2

15

2

1

4

1

2

1

4

2

1

1

7

2

1

1

1

2

2

2

1

1

2

1

1

17

1

3

7

22

14

29

3

18

2

2

1

4

1

1

2

1

1

5

2

4

/1ヽ 計 0 1 1 5 1 3 と 9 3

※ :変 =変電所部分、長=長町南駅



表3 変電所部分検出杭列の樹種別標本数(種名については表3と 同様)

種  名
杭 列

計
1 2 3 4 5‐ 6 7 8 10 11

モ  ミ

ヤ ナ ギ

タマシデ

ブ  ナ

ナ  フ

ク メ ギ

ケ  '
ヤマグア

ウ ツ ギ

サ タ ラ

カ エ デ

サ カ キ

イイギツ

ヤマぶウシ

エゴノ羊

1

4

2

4

1

1

1

8

■

2

2

2

8

1

1

3

2

1

1

1

1

1

2

2

1

争

1

1

1

1

1

1

よ

■

1

1

2

6

2

5

14

7

13

1

7

,

1

1

2

1

3

・計 5 9 C 5 4 8 4 6 2
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12.宮沢遺跡試料材同定 修)

ノヽ リノ・サーヴェイ株式会社

1.試  料

試料は、No l～ 44の 44点である。泉崎前 。鳥居原地区など5地区から検出された椀・ 農具などの木

製品 。加工材 と杭で、弥生時代・ 平安時代・ 中世・ 幕末のものと推定されている。 (表 1)。

2.方  法

剃刀の刃を用いて試料の木口・柾目。板目の 3面の徒手切片を作製、ガム・クロラール (Gum Chloral)

で封入 し、生物顕微鏡で観察 。同定 した。同時に顕微鏡写真図版 (図版 1～ 10)も 作製した。

3.結  果

手元の現生標本中には該当するものが見あたらず同定できなかった 1点 (No 4)を 除 く43点が以下の

19種類 (Taxa)に 同定された。試料の主な解剖学的特徴や、現生種の一般的な性質は次のようなもので

ある。

・ イヌガヤ(C砂励ん蕨笏 励碗 ケθ%力)  イヌガヤ科   No 2、 9.

早材部か ら晩材部への移行は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあるが、樹脂道はない。放射仮

道管はなく、放射柔細胞の壁は滑 らか、分野壁孔は トウヒ型 (Piceoid)で 1～ 2個。放射組織は単列、

1～ 10細胞高。仮道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

イヌガヤは、本州 (岩手県以南)・ 四国・ 九州に分布する常緑小高木～低木で、時に植栽される。な

お、北海道西部 。本州の主 として日本海側 。四国の一部には、旬旬性の変種ハイイヌガヤ (θ 力α解勿―

ダοη力 Var.勿αηα)が分布する。イヌガヤの材はやや重硬で、器具・旋作材などに用いられる。

・ シラキ働 励″ 免″η″坊効)   トウダイグサ科   配21

散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独および 2～ 8個が複合する。単穿孔を有 し、壁孔は交

互状に配列。放射組織は異性、 1(～ 2)列、 1～ 40細胞高。柔組織は散在状および短接線状。年輪界

はやや不明瞭。

シラキは本州 (岩手県南部・山形県以南)・ 四国 。九州・琉球の陽好地などにやや普通な落葉小高木

である。材はやや重硬であるが、加工は困難ではなく、仕上は良好である。大径木が少ないため、薪

炭材 として普通なほか小細工物・小器具材などに用いる。

・ メルデ (買力熔 力斃蒻斃)  ウルシ科   No14、 24、 36、 38、 41.

環孔材で孔圏部は 2～ 6列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減する。大道管は横断面では精円

形、単独、小道管は横断面では楕円形～やや角張 り、 2～ 3個が複合。道管は単穿孔を有 し、壁孔は

交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ～ H型、 1～ 3細胞幅、

1～20細胞高であるが、時に上下に連結する。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

ヌルデは北海道 (石狩以南)か ら琉球の山野に普通にみられる落葉小高木である。材は軽軟～中程度

で、カロ正は容易、耐朽性が高い。器具材や旋作・薪炭材 として用いられるほか、杭や浮子 としての用



途 も知 られる。

・ ケンポナシ0乃υιη力 励滋ゐ)  クロウメモ ドキ科   No22.

環孔材で孔圏部は 1～ 4列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減する。大道管は横断面では楕円

形、単独、小道管は横断面では円形～楕円形、単独および放射方向に 2～ 3個が複合する。道管は単

穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性 H型、 1～ 5細胞幅、 1～30細胞高。柔組織

は周囲状～翼状、散在状およびター ミナル状。年輪界は明瞭。

ケンポナシは北海道 (奥尻島)。 本州・四国 。九州に自生する落葉高木で、時に植栽される。材の重

さ。硬さは中程度で、加工は容易、材質は良好である。 このため建築装飾材 。家具材 として賞用され、

器具・楽器・旋作・薪炭材などにも用いられる。

・ニフトコ働 ηうクε夕ss″うο′″ゲαηα)  スイカズラ科    No19.

散孔材で横断面では多角形、 2～ 5 QO個が複合または単独で、接線方向に配列することがある。道

管は単穿孔を有 し、壁孔は大型で交互状に配列する。放射組織は異性 H型、 1～ 4細胞幅、 1～30細

胞高。年輪界は不明瞭。

ニフトコは北海道から九州の山野に普通な落葉低木～小高木で、 ときに植栽される。御幣など民俗

的には重要な用途があり、若葉は緑肥 とされ、花は民間薬 として利用されたが、材の用途には重要な

ものはない。

表 1 富沢遺跡出土材の樹種

試料番号 地  区 種   別 樹 蓬 試料番号 地  区 層 種   別 働 蓬

１

２

３

４

５

Ｓ

７

８

９

‐０

‐１

‐２

‐３

】

‐５

‐６

Ｖ

‐８

０

２０

２‐

２２

輸
輸
帥
鰤
獅
齢
鰤
融
講
締
諏
識
獅
獅
獅
鰤
飾
鰤
獅
鰤
飾
鰤

12 層

12 層

墓 躾

墓 蹟

墓 競

墓 躾

墓 壊

7層

?層

7層

5層

4層

6層

12 層

12 層

12 層

12 層

12 層

12 層

12 層

12 層

12 層

靭弓椀櫛警碑

コナラ属(コ ナラ亜属クスギ節)の一種

イメガヤ

ノナ属のi種

広薬樹(散孔材)

スギ

モミ属の一種

マツ属(複 lC管束亜属)の―種

ヨナラ属(コ ナラ亜属コチラ節)の―種

イヌガヤ

ヨナラ属(コ ナラ豆属クメギ節)の一種

ヤマグワ

ヒノキ属の一種

モミ属の―種

ヌルデ

サクラ属の一種

イナギ属の一種

カエア属の一種

ヤマグワ

シラキ

ケンポナシ

２３

脇

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

“

鰤
鰤
獅
鰤
鰤
獅
醐
醐
醐
醐
瑚
硼
醐
醐
醐
醐
繍
訥
融
�
蜘
蜘

層
層
層
層
層
層
騨
魏
辞
騨
諄
騨
辞
辞
騨
器
層
層
層
潮
瀬
爛

杭

杭

抗

抗

抗

杭

抗

杭

杭

抗

杭

抗

抗

杭

抗

杭

抗

抗

杭

抗

抗

抗

ヤナギ属の一種

ヌルデ

ヨナラ属(コ ナラ亜属コナラ節)の一種

ヨナラ属(コ ナラ亜属コナラ節)の一種

ヨナラ属(コ ナラ重属ヨナラ節)の一種

カエデ属の一種

ヤナギ属の一種

クリ

ヤとイ属の―題

タリ

ウツギ属の一種

ウツギ属の一種

ヌルデ

ヤナギ属の一種

ヌルデ

カエデ属の一種

カエデ属の一種

ヌルデ

フナ属の一種

カエデ属の一種

クリ

醐

融

矯

鋤

螂

親

杭

杭

坑

抗

抗

抗

抗

抗

抗

棒

365



ぷ

軸

摯

荘

磯

鸞

難

蘇

触

鵬

射
阻
赳
畳
州
嘲
刺
封
蠍
¶
輪
Ⅷ
希
ＩＩ
＝
＝
＝

く――，い
＝
‐‐―

柾 目×100

柾目×100

Pど,ぃ (subgen.rrOpど。ttJο2)Sp.No.2(マ ツ属 (単 vit管 束亜属)の 一種 )

００
　
維ＮＳｐ

ｌ
励
肇

額畠:

366



柾 目×100

P,■ιs sp.No 98(マ ツ科 )

印
Ｖ

＝

――

―

＝

よ

η

Λ

畑

∪

升

報

，

Ｉ

１

１

，

褒

隠

ｂ

１
＝

り

Ｉ

Ц

赳

隠

４

性

檻

悟

Ｆ

＝

板

C″υρ:ο卯9″

'c

柾目×100

,αPο ttjCα NO.■ 8(ス ギ)

Cんαttα 9CψαTjS Sp.No.5(ヒ ノキ属の一種)

写真 2 材顕微鏡写真

―

―

木日×40

木口×40



木口×40 柾 目×100 板 目×100

Sα Jサ■sp NO.123(ヤ ナギ属の一種 )

Pと¢ヶοcaTυ oれοByoJ,α  NO.155(サ ワグルミ)

木口×40              柾目×100

Cα Tp」切s sp.No.130(ク マ ンデ属の一種 )

写真 3 材顕微鏡写真

柾 目×100 板 目×100

板 目×100



柾 目×100 板 目×100

Fα♂包d sp・ NO.32(ブ ナ属の一種 )

Q29 Tctts(subgen.Lψ 」どοbα ια22S SeCt.PT流2s)sp.No.7(コ ナラ属 (

板目×100

ヨナラ亜属コナラ節)の一種)

Q29Tctd(subgen.LepJど οbα ザα22s sect,Ceヶ 荷d)sp.NO.93(コ ナラ属 (

写真 4 材顕微鏡写真

木口×40 柾目×100

本 国 ×40

コナラ亜属 クヌギ節 )の一種 )
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木 口 ×40 柾 目×100

Cα sια■9c cT¢ ■cια NO.26(ク リ)

柾 目×100

〃οT2s bο ttbyc,s No.113(ヤ マグワ)

柾 目×100

D?ク ″,。 sp.NO.17(ウ ツギ属の一種 )

写真 5 材顕微鏡写真

板目×100

木 口 ×40 板目×100

木口×40 板目×100



木 II× 40

Pr22とs sp.No.

静
一塾

一

‐００　諫

×

　

ゥ

ロ
ロ
　
　
　
ョ

柾

　

ンサ

木口×40

Zαηどんοatrザ クη Sp.NO.111

ギ

ヽ
・ギ
・群

」町湘
叫

ｌｉｌｌ

一
　

　

　

　

　

　

」

一

●

一

】

ポ
‐ＩＩ ＝

●

剌

中
ｌ ｌ

ｌｌｌ
‐

■

一

下
ｒ
ｉ　
Ｆ　
．
ドト
ぃ　
噂
∴、卜　

‐
レ
・―
峙韓
期
イ
‐ 柾目×100

PJcTα δttα ?2CesJο JJθ s N。.149(ニ ガキ)

写真 6 材顕微銭写真

|千ヽ 十

木口×40 板目×100



柾 日×100

スccT sp.No.24(ヵ ェデ属の一種 )

CJ9υ 9″αブψο2'Cα N0 84(サ カキ)

写真 7 材顕微鏡写真

石に日×100



木口×40 柾目×100

cF 29s'α  ροザtycα″ρα No,70(イ イギリ)

COT■ 2s々ο″aα No.31(ヤ マボウシ)

柾 目×100

例 9ιん″α bα Tbl■ 9Tυ

's No.139(リ
ョウブ)

写真 8 材顕微鏡写真

板 目× 100

板 目×100

木 口 × 40 板目×100
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板‖×100石LH× 100

S,yTα″sp.No.50(エ ゴノキ属の一種 )

柾 H× 100

FTαどjtte Sp.No.106(ト ネリコ属の ‐
TTT)

写真 9 材顕微 鏡写 真

木「|× 40

木「1× 40



木口×40 柾 目×100

C9ρんoザ oιcavsん oTT加伊ο■
'C No,9 

イヌガヤ

柾目×100

ScP,ゥれ,∽ο所。2鉤 No.21 シラキ

柾目×100

Rん2sヵυα兌
'Cα

 No.38 ヌ
'レ

デ

写真10 材顕微鏡写真
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板目X100

×40木口
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手

Υ

柾 目×100

木口×40

，ヽ
』ヾ
弾潔撃一板目×100

FrOυ 92,α 肋サc,sN。.22 ケンポナシ

δαttb2c2s sげθbOサ 訪2α  NO。 19 ニワ トコ

写真11 材顕微鏡写真
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写真 1 追跡周辺の空中写真 (1983年 5月 撮影 )



識
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一

写真 2 泉崎東工区試掘区

設定状況 (IN試掘

No l南 から)

写真 3 1N試 掘区No3 S D

3～ 5断面 (西 から)

写真 4 1N試 掘区Nα 3 S D

l・ 2断面 (西 より)



|● 1す .i― |ぶ|■ .|∵
■ヽヽ ■13

写真 5 1N試 掘区  l Nα 4東壁LT面

2 No.8東壁断面 (プ ラントオパール分析サンプリング地点西から)

3 No 16完 掘状況 (北 から最下部の黒っぽい層が旧石器時代の層)



写真 6 1N試 掘区No19

東壁断面

写真 7 1N試 掘区No19

深掘断面

写真 8 1N試 掘区Nα 1 9

38層樹木出土状況
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鷺
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写真 9 泉崎東工区 IN試掘

区No 3作業風景

写真10 中谷地工区試掘

風景 (中央が IN

試掘No1 9)

写真11 長町南駅工区試掘

風景 導崇■
ユIrl導r泣.|、

J IIギ i.i_

|―
:lit:|

遂

F込
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写真12 泉崎 I区調査区

全景

写真13 泉崎 I区南壁断面

写真14 泉崎 I区深掘部分
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写 真15 泉崎 I区  l SR2・ 3(南 より)

2 11層 水田FI畦畔確認状況 (南 より)

3 H層 水田跡畦畔検出状況 (北 束より)



鮮

写真16 泉崎 I tt S× 1

(東 より)

写真17 泉崎 I tt S× 1

杭列 (北 より)

写真18 泉崎 I区 S× 1

横鍬出土状況
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持
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1 5層 水田跡 (北 より)

3 4・ 5層 水田跡畦畔断面

4.東壁断面 (C48、 北半)

2 4層水田跡 (北 より)

(C48.西より)

写真19 泉崎 I区



主―と、iliiにiiューI典鍮藤総Iミ絲轟隷ェーi註鶴1課
'ヽ    ど
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■■,I 中14,

写真20 泉崎 I区 5層水田

跡 (北 より)

( 写真21 泉崎 I区 4層水田

跡水口検出状況

写真22 泉崎 I区 4層水田

跡石器出土状況
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写真23 泉崎 I区 SKl・ 2(南 より) 2 SD2(東 より)

S K lLh面 (南 より)  4 SDl(東 より)

プラントオパール分析サンプリング風景 (北 西から)

SD4(東 より)
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写真24 泉崎 Ⅱ区  1 調査区全景  2 東壁断面

3 Sll(南 より)



一一・・

．́

蕉
一

一一一一一荘〉写真25 泉崎 H区  l S11確 言浄伏況 (試掘時東より)

2 Sll這 物出土状況 (試把時)

3 Sll遺 物出土状況 (試 掘時)

4 SK4   5 SK5
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写真26 泉崎 Ⅱ区  l SD8農 耕具痕  2 5層 全景 (南 より)

3 近世墓全景 (北 より)
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写真27 泉崎 Ⅱ区  1 1号 墓  2 2号 墓

3 3号墓  4 4号 墓

5 5号墓  6 4号 墓

7 5号墓  8 7号 墓



一蝿

写真28 泉崎 Ⅱ区  1 8号 墓   2 9号 墓

3 11・ 25号墓  4 14C号墓

5 15号墓    6 15号 墓

7 15号墓    8.16号 墓
392
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1 17号 墓  2 19号 墓

3 20号墓  4 22号 墓

5 23号 墓  6 24号 墓

7 25号墓  8 25号 墓
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写真30 泉崎Ⅲ区調査区

近景

写真31 泉崎Ⅲ区東壁断面

写真32 泉崎Ⅲ区15層水田

跡畦畔 3検出状況

(東 より)
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15層 水田跡畦畔 1断面 (東 より)

15層 水田跡畦畔 1 西壁断面 (東 より)

15層 水田跡畦畔 4検出状況

15層 水田跡 m■畔 4 LT面 (南 より)

15層 水田跡畦畔 3断面 (西 より)

泉崎 Ⅲ区  1
2

3

4

5
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写真34 泉崎 Ⅲ区  1 15層水田跡畦畔 2確言忍】犬況 (南 より)

2 5層水田跡全景 (南 より)

3 5層水田跡畦畔 l Ll面 (南 より)

4 5層水田跡畦畔 2断面 (東 より)
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写真35 泉崎Ⅲ区

粋琺
五難,t窃ヽ
1 5層 水田跡足跡

2 5層 水田跡人足跡 (畦畔 2東半部】し狽I、 東より)

3 5層 水田跡人足跡

4 5層 水田跡牛足跡

5 キ足跡実験



中谷地 I区土層

断面 (東 より)

写真37 中谷地 I区 12層

水田跡 (南 より)

写真38 中谷地 I区 7層

水田跡 (南西より)
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写真39 中谷地 IttS D l

全景 (東 より)

写真40 中谷地 I区 SDl
断面 (南 より)

写真41 中谷地Ⅱ区西壁

断面 (4b層水田

跡畦畔 2部分、

東より)
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写真42 中谷地Ⅱ区

中谷地Ⅲ区

中谷地 H区

1 8層 水田171r(南 より)

2 4b層 水田跡 (南 より)

3 4b層 水田跡 (南 より)

4 10層 土器出土状況

監

・．



|IIIttHI B協 綾譲
1電
機醒'露il目酵 :

1 全景 (東 より)

2 Ⅲb区土層断面 (東 出入口部分南壁)

3 XⅣ a区南壁断面

4 1V a区 西壁断面 (基本層序 7a層 まで)

写真43 長町南駅区



写真44 長町南駅区深掘 1

(XⅥ a区南壁)

写真45 長町南駅区深掘 2

(XⅢ a区南壁)

写真46 長町南駅区深掘 3

(NA試掘No 4)
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写真47 長町南駅区深掘 4

(NA試掘No 6)

長町南駅区深掘 6

(NA試掘Nα l)

写真48 長町南駅区深掘 5

(Ⅸ b区南壁)
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写真50 長町南駅区深掘 7

(Ⅱ 区深掘 )

写真51 長町南駅区 NA
試掘No 5北壁断面

(花粉分析用サン

プリング地点 )

写真52 長町南駅区 7c層
水田跡 I区 (南西

より)
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写真53 長町南駅区 7c層

水田跡Ⅱ a区小畦畔

確認状況 (北 より)

写真54 長町南駅区 7c層

水田跡Ⅱ a区

(北 より)

写真55 長町南駅区 7c層

水田跡Ⅱ a区

(東 より)

■学、

|ぶユ

14'iヽ どエ
l li甘 |モ

ⅢヽⅢ苺
=|



写真56 長町南駅区 7c層
水田跡Ⅸ b区

(北 より)

写真57 長町南駅区 7c層
水田跡Ⅲ b・ Ⅳ a区

畦畔 3・ 4(北より)
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宇宇癖

写真58 長町南駅区 7c層
水田跡Ⅲ boⅣ a区

南拡張部分畦畔

3・ 4(東 より)
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写真59 長町南駅区 7c層

水田跡� b区

既圭四半26・ 27

(西 より)

写真60 長町南駅区 7c層

水田跡 XⅧ b区

畦畔29(南西より)

写真61 長町南駅区 7c層
水田跡 XⅣ区畦畔

30。 31(西 より)
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写真62 長町南駅区 7c層
水田跡 XVb・ XⅥ a区

畦畔32(東 より)

写真63 長町南駅区7c層
水田跡畦畔32土器

出土状況

写真64 長町南駅区 7c層
水田跡畦畔 2上面

木製品等出土状況



鍾霧纂義粧絲 疑頂

草 報

写真65 長町南駅 区  1 7c層 水田跡畦畔 2断面 (A― A′ 北西より)

2 7c層 水田跡畦畔 2断面 (南 東より)

3 7c層 水田跡畦畔 2断面 (B― B′  】ヒ西より)

4 7c層 水田跡畦畔 4断面 (】しより)

5 7c層 水田跡 XⅥ a区南壁 (畦畔32Ll面 )



咤予
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写真66 長町南駅区 7a層

出土鍬先状木製品

(Xb区 )

写真67 長町南駅区 7a層
出土大型板状

安山岩製石器

(NA試掘No 4)

写真68 長町南駅区 5層

水田跡出土一木鋤

(XIa区 )
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写真69 長町南駅区 4層

� bttS D 2全 景

写真70 長町南駅区

SD2断面

写真71 長町南駅区 4層

XⅡ boXⅢ a区

SD6。 SD7全景

長町南駅区

SD6断面

:、
i塩翻鍵藁添挙

写真72
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1 4層 SD1    2 4層 Ⅸb区杭集中地点

3 4層 SK5    4 4層 Ⅸb区田下駄出土状況

5 3層違物出土状況 6 3層 遣物出土状況



写真74 変電所区東壁断面

(北端部 )

写真75 変電所区西壁断面

(11層水田跡畦畔 1)

写真76 変電所区南壁断面

(11層水田跡畦畔 1)
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写真77 変 電 所 区  1 12a層 水田跡Ht畔 2断面 (西 り

2 12a層 水田跡畦畔 2 LT面 (西 壁、畦の北側から耕作土にかけて)

3 12a層 刀く田跡 (北 より)



写真78 変電所区12a層

水田跡 (南 より)

写真79 変電所区12a層

水田跡 (現地説明

会、南東より)

写真80 変電所区12a層

水田跡 (足跡状

凹み)

監Ⅲ岨 _逮 璽懸襲鰯愁津fiぬi腺

韓 ユ1纂李=lrt

狩
r

ト
√  幹

~、
|ミ孝

一．一
一　
撹

ｉ
い
一　
ゝ

キ
．　　　　．．

寺

■   ・   4
´      

‐

|,n長 i‐

ふⅢⅢ♂
|1為

β・:

・■“

偽

発

一碑

=′

・ |●葦
´      ~



,i lli■

と:|■lri l! i:千■
「 ‐■ ■|イ

.

‐子t   i ■i

，
ｉ
フ

ト名
　
一「

写真81 変電所区12a層

水田跡畦畔 2

クルミ出土状況

写真82 変電所区11層

水田跡 (北 より)

写真83 変電所区¬層水田跡

(南東より)
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写真84 変電所区 7層水田

跡石庖丁出土状況

写真85 変電所区 7層水田

跡土器出土状況

変電所区 6層

SXl(北より)
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F.響  写真87 変電所区 6層

SXl(北西より)

写真88 変電所区 6層

SXlオ売ラ13

写真89 変電所区 6層

SXl本丸ラ13
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1 断面   2 杭列 1

3 枕列 2  4 tL列 3

5 本ん,14

写真90 変電所区 6層 SXl
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1 5壻 溝状追構 4層 水F」 跡 (南 より)

2 5 1el海 状違性

3 5 1FF海 状違構灰rl堆 枚状況

4 3昭 水FI I跡 (1苛 より,

写真91 変電所区



抒

写真92 A換気口区 南壁断面       2 調査区全景 (西 より)

12a層 水田171(足跡) 4 4層 水田跡吐m半



写真93 A換気口区

15・ 16層杭 1。 2

写真94 A換気口区

15。 16層杭 4

写真95 A換気口区

15。 16層杭 7
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写真97
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B換気口区7d層
水田跡 (南 より)

B換気口区 7c層
水田跡 (南東より)

写真99 B換気口区7c層
水田跡 (足跡状凹み)

写真98
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写真100 出入口区  1 7d層 水田跡畦畔断面

3 西壁断面

2 7c曙 水田跡吐畔断面
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写真101 出入口区 7c層
水田跡 (南 より)

写真102 出入口区 7c層
水田跡 (畦畔確認

状況、北西より)

写真103 出入口区 7c層
水田跡 (北西よ
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水田跡 (足跡状

凹み、北東より)

写真105 出入口区 4層

遺構全景
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写真107 泉崎 I区出土遺物 (1)
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写真108 泉崎 I区出土遺物 (2)
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写真109 泉崎 I区出土遺物 (3)
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写真110 泉崎Ⅱ区出土遺物 (1)
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写真111 泉崎Ⅲ区出土遺物 (2)
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写真112 泉崎Ⅱ区出土遺物 (3)
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写真114 泉崎Ⅱ区出土遺物 (5)
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写真115 泉崎Ⅲ区出土遺物
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写真116 中谷地 I・ Ⅱ区出土遺物
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写真118 長町南駅区出土遺物 (2)
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写真 1 19 長町南駅区出土遺物 (3)
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写真120 長町南駅区出土遺物 (4)
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写真121 変電所区出土遺物 (1)
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写真122 変電所区出土遺物 (2)
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(3)写真123 変電所区出土遺物 (番号は杭番号 )
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写真124 変電所区出土遺物 (4)(番 号 は杭番号 )
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(番号は杭番号)写真125 変電所区出土遺物 (5)
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写真127 A換気口区 。出入口区出土遺物 (2)
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